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お客様へのお願い
本ソフトウェアは、マイクロソフト杜のMS-DOS（デ ィス クオベレーテ ィングシステム）であり、シ

ャープパー ソナルコ ンビュー タMZ-2861のシステムでご使用になれます。

弊社は別添の登録カードをご返却いただくことにより本契約書に同意いただいた方にのみ、本ソフ

トウェアを提供致します。

ソフトウェア使用許諾契約書
シャープ株式会社（以下甲といいます）は、お客様（以下乙といいます）に、本契約書にもとづいて、

提供するソフトウェア（以下本ソフトウェアといいます）を使用する譲渡不能 ・非独占的な権利を、下

記条項によ り承諾するものと し、お客様は下記条項にご同意いただくものと します。

1.使用許諾範囲

乙は、本契約にもとづき使用持諾されたソフトウェアを、

MZ-2861コンピュ タシステム（以下本システムといいま

す）のみで使用することができます。乙は、甲の書面による

同意を得なければ、本契約による使用権の譲波及び第三者

への許諾はできません。また本契約で定められている場合

を除き、本ソフトウェアの全部または一部を印刷Xは夜裂

することはできません。

2 .本ソフトウェアの複製

1）乙は、甲から本システムに読み込み可能な形式て‘提供

された本ソフトウェアの全部または一部を、下記の場合、

本システムに読み込み可能な形で4部まで複製すること

ができますc

(I) 本ソフ トウェアを予備のため保存する目的の場合。

(2) 本システムで乙が使用するため本ソフトウェアを改良

する場合。

5 .契約解除

1 ）甲は、乙が本契約のいずれかの条項に違反した時は、

乙に対し何等の通知、催告を行うことなく直ちに解除す

ることができます。

2）前号の場合、甲は乙によってこうむった損害を乙に請

求することができます。

3）乙は解約しようとする日の 1ヶ月前までに甲に書面に

よって通知することによって本契約を解除することがで

きます。

6 .契約終了後の義務

乙は、前項によ って木契約が終了した時は、 1ヶ月以内

に甲から提供を受けた本ソフトウェアのオリ ジナル及びす

べての複製物 （改良ソフトウェアを含む）を破棄しその旨

を証明する文書を甲に送付するか、これらを乙の費用負担

により甲に返還するものとします。fB.し、甲の書而による

事前の承諾を得た場合は、乙は保存用の複製物を l昔日保有

2）乙は、前号にもとつく複製物について保有数並びに管 することができます。

現場所を記録するものととし、 甲より問い合わせがあれ に 譲渡等の禁止

ばこれに応ずるものとします。

3）乙が甲から提供された本ソフ トウェアそのものはもと

より、乙が複製したソフトウェアも甲の所有物となりま

す。但し本ソフトウェアが記録されている媒体は乙の所

有物となります。

4）乙は、乙のみが使用する場合に限って、本ソフト ウェ

アを改良すること並びに他のソフトウェアと組み合わせ

乙は甲の書面によ り事前の同意を得ることなく本ソフ ト

ウェアの全部又は一部をいかなる形態においても第三者に

譲渡したり、転貸したり若しくは使用させたりすることは

できません。

8 .秘密保持

乙は甲から提供された本ソフトウェアに関する情報及び

ノウノ、ウを公開若しくは第三者に漏洩しないものとしま

て、新たなソフトウェアを作ることができます。 す。

5）乙は、甲から提供された取扱説明書等の印刷物を複写 9 .限定保証

することはできません。 甲は本ソフトウェアに関して、いかなる保証も行いませ

3 .著作権表示 ん。従って、乙が本ソフトウェアを使用することによって

乙は、本ソフトウェアのすべての復製物並びに改良ソフ 如何なるm害が生じても甲は－-l;IJ責任を負いません、但し、
トウェアに木ソフ トウェアに表示されているのと同様の著 本ソフ トウェアの提供後1年以内に甲が本ソフトウェアの

作権表示をしなければなりません。 談りを修正したソフトウェアを発表した時には、そのソフ

4 .契約の有効期間 トウェア又はそれに関する情報の提供に最大の努力を払う

本契約の有効期間は、乙が本ソフトウェアを受け取った ことを唯一の責任としますG

円から解除、解約等によって本契約が終るまでとします。

〒63911 奈良県大和郡山市美濃圧町492

電話 （07435)3-5521番
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はじめに
このだびは、シャープJIーソナJレコンビュータをお買い上げいた定き、まことlごありがとうございまし

だ。本ソフトウ工J.Jld:MS-DOSV3. 1は、マイクロソフト社のディスクオペレーテインクシステムをMZ

2861コンビュータシステムで使用できるようにし疋ものです。正しくお使いいただくだめに、この取扱説

明書をよくお読みい芝だくと共lこ、下記の点にご注意ください。

ご注意
(1）本書および本ソフトウ工戸の内容の全部、まだは一部を、当社｜こ無断で転載、あるいは複製すること

は禁じられています。

巴）本書の内容および本ソフトウヱ戸は改良などのため、将来、予告なく変更することガあります。

(3）本書の内容および本ソフトウ工戸については、万全を期して作成しておりますが、万一不可解な点や、

誤り、記載もれなどお気伺きの点ガございまし芝ら、もよりのあ客様ご相談窓口までご連絡ください。

(4）本ソフトウ工戸および、本書記載のソフトウ工戸を使用し疋ことによるお客様の損害、および逸失利

益、吉正芝は第三者からのいかなる請求につきましても、当社はその責任を負いかねますので、あらか

じめご了承ください。

｛寸寓のシステムディスクは、必ずコピーしてお使いください。通常は、コピーし芝万を使ってい芝

定き、｛寸腐のシステムディスクは、安全な場所lこ大切lこ保管してください。
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第1
概

章

要

1. 1 本書の読み方

このマ二ユ戸ルはMS-DOSの機能とその使い万について解説しています。

第7～4章は、 MS-DOSを初めて使われる方のための章です。

第T章では、全体的な概念と、起動方法について述べています。

第2意では、ディスクlこついておよびそのフォーマットとパック戸ッブについて解説しています。

MS DOSを初めてお使いになる際は第T章～2章を必ずお読みください。

第3章では、フフフィルについて、第4章ではコマンドについて解説しています。

第5～7章では、個々のコマンドについて解説しています。

第5章では、 MS-DOSコマンド、第6章ではテンプレ ト機能とファンクションキ一、第7章では、

ラインエディタEDしINを解説しています。MS-DOSの操作やフ戸イルの作成、編集はこれらのコマンド

によって行います。

第8章では、ファイル比較ユーティリティFCについて解説します。 FCは2つのファイルの違いを比較

するユ ティリティです。

第9章では、 MS-DOS実行時に使用するシステムの構成を指定するシステム情築用フフフィルCON-

FIG. SYSについて解説しています。

第10章では、プリンタ、 RS-232C、CRT等の間辺装置のインターフェイスについて解説しています。

巾録では、エラーメッセージlこついて解説しています。
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第l章概要

1.2 MS-DOSの基礎

ここでは、 MS-DOSの基礎巳ついて述べます。

1. 2. 1 MS-DOSとは

オペレーティングシステムCOS)は、コンピュータの数々の機能をコントロールするプログラムの集ま

りで、ユーザとハードウ工戸、ソフトウエ戸とハードウヱフフなどの仲介役として、処理ガスムーズに効率

的に行われるように働きます。

OSには、ハードウ工戸を管理する働きがあります。キーボードからの入力を判断する、処理結果をディ

スプレイに表示する、本俸メモリを効率よく割り当てる、デタをディスクヘ書き込む／読み込む、プリ

ンタヘ出力する・…・・などはいずれもOSの仕事です。ユ ザは簡単なコマンド〈命令〉で、これらの機能を

活用しなガら仕事を進めることができます。

まだ、各種のプログラムも、これらの機能を活用しなガら処理を行います。

しだがって、 OSガ共通であれば、機種ガ異なってもソフトウ工戸のE換性が保たれ、いろいろなソフト

ウ工戸を利用できる可能性ガ大きくなります。

優れたOSは育能な助手として、ユーザに代わってコンビュータの管理をします。ユーザはコンビュータ

をコントロールする繁雑芯処理かう解放され、コンビュータを使つだ本来の仕事に専念できるわけです。

1. 2. 2 用語

MS-DOSで使う次のような重要な用語について説明します。

プログラム

ファイル

ファイル名

予約フコフィル名

ディレクトリ

ディスクドライブ

カレントディスクドライブ

コマンド

・プログラム

プログラムは、「戸プリケーションプログラム」とか「戸プljケーション」「ソフトウ工戸」と呼ばれ

ます。プログラムは、命令やコンビュータ用語で書かれているもので、コンビュータに何かを行わせま

す。定とえば、 FORMATという命令は、あるドライブのディスクをフォーマット（初期化〕するプロ

グラムです。プログラムは、特定の名前を持ち、ディスクヘフ戸イルとして格納されます。

・ファイル

ファイルは、関係のある情報の集りです。すべてのプログラム、テキスト、データは、ファイルとし

てディスクに書かれています。ディスクは、これらのフコフィルガ集つ芝フフフィルキャビネットとして考

えることができます。プログラムによって、その内容を作成したり、更新し芝りすることができます。
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1. 2 MS-DOSの基礎

・フココイル名

だとえばCOMMAND.COMの場合、、COMMAND＂ガファイル名でへ COM＂えア弧張子です。

・ディスクドライブ

MS-DOSでは、 4のディスクμライブ（上側〉をドライブ名、A：’ヘ 2のディスクドライブ（下側〉

をドライブ、s：＂として参照します。ハードディスクは普通ドライブ名、 C＂より始まります。

・カレントディスクドライブ（略してカレントドライブ）

カレントディスクドライブとは、タイプ入力しだとき、 MS-DOSガ自動的lこ模索するドライブのこ

とです。（カレントドライブとも呼びます。〉

普通力レシトドライブは画面上に表示されるプロンプト σA＞＂等〉により知ることができます。
MS-DOSは、特に逢うドライブを指定しない限り、力レントドライブのディスクからファイルを捜

します。カレントドライブは、いつも、A＞＂のようなプロンプトで表示されます。カレントディスクド

ライブは、変更することができます。

・コマンド

コマンドはユーザとMS-DOSガ対話するだめの小さなプログラムです。だとえば次のようにタイプ

すると、ディスクの内容を表示するプログラム名、DIR＂ガ実行されます。（大文字でも小文字でも入力

可能です。〉

dlr a: 

丁 Lドライブ名
」一一ーコマンド名

コマンドは次のような多くのことを行います。

－ディスクの内容の表示

－プログラムの表示、フコフィルのコピー

．フ戸イルの内容の印字

－プログラムフコフィルの削除

．プログラムの実行

その他フコフィルIZ.ついて

フコフィルを指定する際に、ドライブ名を聞けることもできます。ドライブ名はフフフィルガどのドライ

ブにあるか知らせます。ドライブ名はドライブ名とコ口ン〈：〉からなります。

b:memoしtxt

I L.拡張子を含むファイル名
」一一＋ドライブ名

ドライブ名は実行や表示するファイルガカレントドライブ上にないときに育劾です。

だとえばカレントドライブガA：で、内容を男たいフココイjレ、memol.txt＇＇’ガドライブ B：！こあると

きは、 MS-DOSのコマンド、type＂の次に、次のようにフ pイル名を入力します。

type b : memol. t×t 工L」＇ memol.t×t cJ，＼うフ戸イJレ
ドライブB：；を表す

フ戸イルの内容を表示するコマンド
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MS DOSはドライブB：上のファイル名、memol.txt＂を捜 し、そのファイルの内容を画面上に

表示します。力レントドライブをB：に割り当てるとMS-DOSはいつもドライブB を見るようにな

ります。

ところで、プログラムフフフィルなどのように、tyoeコマンドで画面上！こ表示しても意味がわからない

ものがあります。これらのファイルは特別な形式になっているので表示するだめのプログラムガ必要で

す。

カレントディスクドライブをB にすると、 MSDOSはいつもドライブB：のディスクを参照しま

す。 このようにする疋めには、カレントドライブを変更する11)!,＼要があります。

カレントディスクドライブの変更

通常MS-DOSのコマンド待ちの状態では、画面上に 、A＞＂ と表示されます。

プロンプトガ 、A＞＂ のときは、 MS-DOSはドライブA：上のみ模索します。ドライブB固にある、

、sort＂というプログラムを実行するときは、 、b:sort＂と入力します。そのたびに、ドライブ名を

入力する手聞を省くだめに、カレントディスクドライブの変更を行います。

カレントディスクドライブをA.からB：に変更するためには、 'fR.のように新しいドライブ名の後に

コロン（ 〉を惜けて入力します。

A> 〔MSDOSプロンプト〕

A>b: "bゾと入力しぎす。

B> カレントディスクドライブガ、、Bゾになりまし定。

プロンプトは巳＞になり、MSDOSは遣うドライブを指定するまで、ドライブB：上でのみフコフィル

を捜すようになります。

1. 2. 3 MS-DOSで使用するキー

タイプライタキーの他に、キーボード」こにはMS-DOSで特別な意昧をもっているものがあります。

・スペースキー

スペースキ は空白を入力します。

・カーソルキ一

矢田キー（巴巴日巨〕〕でカーソルを上下石をに動かします。表示されている文字には、 MS

-DOSのコマンドモード〈プロンプトの表示されているとき〉で壮カーソルキーによってカーソルを移

動させることはできません。プログラムlこよってはこれらのキーは無視されます。

・直Eキー
コマンドの入力などでタイプミスし芝ときは、直亘 キーを使って訂Eします。直Eキーを押すと
カーソルガT文字在側に移動しT文字を削除します。

．口ント什キー 一口一JL-1寸

~:toーは特別な艇をします。伽キーと組み合わせて押すことによりコンビュータlこ複雑なコ
マンドを与えます。 !22EJキーと同様~キーを押しながらイ也のキーを入力します。
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1. 3 MS DOSの起動

・固＋固

固キーを押しながら固キを押し開。プログラムの実間以す0

・固＋国
表示直面のスク口 Jしを停止します。もう一度押すと再開します。

・団 キー

コマンドを入力しだ後このキーを押します。回キーは処理を行うためにコマンドをMS-DOSへ送

ります。

［参考］

コンビュータのキーボードとタイプライタキーボードの違いについて知る必要があります。コンビュ

ータでは英小文字の、I＂と数字の川へき安定英 大文字の 、0＂と数字の 、0II は全く違います。

1.3 MS-DOSの起動

決のような手順でMSDOSを起動させます。

／＼ードディスクを使用する場合、まずハードディスクの電源を入れます。

(1) コンピュータ本体の電源を入れます。

巴） MS DOSのシステムディスクをディスクドライブ、A"C前面パネルょに 、TH と表示〉に入

れます。

これらの操作により、 MS-OOS:tJ•ディスクから本体ヘロードされ、画面に次のように表示されます。

SHAR.P舵－28開 PersonalComputer 
62315 System Software Version X.XX 

門S-DOSversion 3.1121 
Copyright (C)門icr偲 oftCorp 1981-1袋五． Al I rights reserved. 

日本語入力フ 2ントエンドプロゼッサ Version X.以
Copyright <C) SHARP Corp. 1987 

Command >1＇、』γョ：； 3.10 
現在の日付は 1987-05-01（金）です．
日何を入力してください：

1 -5 



概要第 I章

日伺をくYY＞ー＜MM＞一＜DD＞の形式で入力します。

1980～2079の4桁で年を示します。 1900年代｜ま下2桁でもかまいません。yy 

mm T～12の同を入力します。

T～31の巳を入力レます。

年一月一日は聞をハイフン〈ー〉または、スラッシユ（／〉で区切り足立がら入力します。

だとえば、 1987年10月12日の場合は87-10-12ま廷は87/10／犯のどちらかを入力します。

dd 

間違つ定入力をすると再入力となります。

変更する崎別い場合は困のみを入力します。

次に時刻を入力します。

現存の暗主｜｜は 11:33:41.00です
婦刻を入力してください：

と表示されますので、＜hh＞、＜mm＞の形式で入力しぎす。

。～23の範囲で時刻を入力します。h
H
 

h
u
 

mm O～59の範囲で分を入力します。

MS-DOSは、フ戸イルの作成や更新のときlこ、この時刻データを記録します。時刻、分はコロン〈・〉

で区切りながら入力します。だとえば、午前9時5分の場合は、

現在の崎支IJは 11: 33 : 41 .f'.)0です．
時刻を入力してくださし、： 9:05

と入力します。 c9 : 05の、05＂の Oは入力してもしなくてもかまいません。〉
間違つだ入力をすると湾入力と怠ります。

変更する必要問い場合は回のみを入力します。

問、時刻とも！こ入力の途中で修正する場合は直Eキーを使います。
・MS-DOSでは24時間表示を用いています。定とえば、午後1時30分は13・30となります。

1 -6 



終了方法1. 4 

時刻の入力を終わると、次のように表示されます。

SHARP門Z-28伺 PersonalComputer 
62315 System Soft幅re Version X.XX 

内lI rights reserved. 
間ー［応 version3.10 
Copyright <C）門icrosoftCorp 1981-1袋五

Version X.XX 日本語入力フロントエンドプロセッサ
Copyright (C) SHARP Corp. 1宙7
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A> 

起動」を参照してください。J ＼ードディスクからの起動については、「10.5.2

終了方法1. 4 

MS-DOSを終了するコマンドは特にありませんガ、以下の手順に従って簡単lこ終了することガできま

1 .最後に実行したコマンドま芝はプログラムガ終了していることを確めます。終了していればMS-

DOSのプロンプト 〈たとえば、A＞勺ガ表示されています。

2.ディスクドライブよりフロッピーディスクを取り出します。

（ハードディスクを接続し、使用している場合！こは、 HDTRNSコマンドまたは、直！［］＋困キ

ーによりJ＼ードディスクのヘットごを振動等の影響の受けにくい位置ヘ移動させます。〉

す。
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コンビュータの電源をオフlこします。

4.ディスプレイの電源をオフにします。

3. 





第2章
テラfスクについて

本章ではフロッピーディスクとハードディスクのフォーマットとパック戸ツブについて述べます。

2.1 フロッピーディスク

マイクロフロッピディスクはラベル面を上にして決められ芝方向に、、カチツ”と音がするまで入れて

セットします。シャツタ を開けて記録画に触れることは絶対避けてください。

落としたり、強い衝撃を与えないでください。ま芝、フロッピーディスクの上に物をのせ芝り、フロッ

ピーディスクを曲げないでください。フロッピーディスクの破損につながります。

磁気を発生するもの（磁石、スピーカ〉には近イすげないでください。アータガ壊れることガあります。

フロッピーディスクは安全な場所に保管し必ず、パック戸ツプを取るようにしましょう。

マイク口フロッビーディスク裏面の下部にはデータを保護する「書き込み禁止スイッチ」があります。

「書き込み禁止スイッチ」を所定の位置にセットすると新たなデータの書き込み、あるいは保存されてい

るデタを誤って消去してしまうことを防ぎます。

5インチのフロッピーテ、イスクの場合はディスクの石側にあるノッチ〈切り込み〉を小さなシ ルで覆

うと「書き込み禁止」となり、取りはずすと「書き込み可」となります。

パック戸ツプするとき、送り側のフロッピディスクは念のため「書き込み禁止」にしておきます。

2. 2 I＼ードディスク

J ＼ードディスクはフロッピーディスクと同様に使うことができます。ハードテ、ィスクとフロッピーディ

スクは同時に接続され、使用されます。

ハ ドディスクはフロッピーディスクより、多くの記憶容量を持ち、高速に戸クセスすることができま

す。

／＼ードディスク上のデタはいろいろな障害から保護するために、フ口、ソピーディスクによりパック戸

ツプを取ります。
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第2章 ディスクについて

2.3 フォーマット

MS-DOSでフロッピーディスクに情報を格納する前に特定のプログラムでフロッピーディスクをフ

オマット〈初期化〉しなければなりません。フォーマットプログラムはフロッピディスクをMSDOS 

で使えるようなフォーマットュに変更します。ま疋同時にフロッピーディスクの欠陥部分を調べ、対策しま

す。

データの入っているフロッピーディスクをフォーマットすると、そのデタは破壊されますのでご注意

ください。

2. 3.1 フロッピーディスクのフォーマット

新しいフロッピディスクは必ずフォーマット（初期化〉を行ってから使用します。初期化はFORMAT

コマンドで行います。 FORMATコマンドは、フロッピーディスクをMS-DOSガ使える形に、トラック

とセクタに分割し、ま芝、不良トラックの横出を行います。フォーマットを行うとフロッビーアイスク上

のデタはすべて破壊されてしまいますのでご注意ください。

フォーマットの方法

MS-DOSシステムフロッピディスクガドライブA.にあり、新しいフロッピーディスクをドライブ

B.でフォーマットするときは、 'lJ!..のようにコマンドを入力します。

内〉
A>format h: 

MS-DOSは次のようlこ表示してきます。

FORMATユーティリティ [VX.XXJ 

新しいディスクをドライブ B：に差し込み
準備できればくCR＞キーを押して’てださい．

メツセ ジに従いドライブB：にフォーマットしようとするフロッピーディスクを挿入し疋後、回キ

ーを押すと

フォーマット中です.(XX: XX) 

｜ し＋フォーマット中のトラック

」一一一＋全トラック数

という表示とともにフォーマットガ行われます。

フォマットガ終了すると

デムスクのボリュームラベ土を位してくだ主い．

室長叙法務直結どれ〉良l~~まで入力できます
ボリュームラベル：

・ボI）ユームラベルとはフロッピディスクT；紋T枚に巾ける名前のことで、フロッピーディスクの識別

に用います。（ボリュームラベルは、後述のVOLコマンドでみることができ、 LABELコマンドで変え

ることができます。〉漢字の入力方法は、オーナーズマ二ユ戸ル「第ア章力ナ漢字変換機能」をご覧く

ださい。
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2. 3 フォーマット

ボリュームラベルの入力ガ終了すると、 '!R.のメッセージを表示して、フロッピーディスクT；校のフォー

マットを終了します。

1250304バイト：会デ壬スク容量
1250304バイト：使用日能ディスク容量

別のディスクをフォーマットしますかくYIN>? 

他のフロッピーディスクを続いてフォーマットするときは、Y＂、 FORMATコマンドを終了する場合は

、N＂を入力します。

FORMATコマンドに、／S＂スイッチを指定すると、システムフコフィルのコピーも同時に行われます。

詳細は「第5章 MS-DOSのコマンド」のFORMATコマンドをご覧ください。

2.3. 2 ハードディスクのフォーマット

ハ ドディスクld:HDFORMATでフォーマット（初期化〉します。ハ ドディスクもフロッピーディ

スクと同様、フォーマットを行うとそれまで穆在してい芝ハ ドディスクよのフフフィルはすべて破壊され

ますので注意ガ必要です。必要なファイルはフオ マットを行う前にフロッピディスクヘパック戸ツプ

しておきます。 CBACKUP、RESTOREコマンド参照〉

／＼ードディスクをMZ-2861で初めて使用するときは、次のことを行う必要ガあります。

⑦ディップスイッチの設定により、 1024bosの設定を行います。

②ハードディ’スクの電源を入れ定後、本体の電源を入れ、 MS-DOSを起動します。

@ HDFORMATコマンドにより次の処理を行い、 MS-DOSで使用できるようにフォーマットしま

す。（詳細はHDFORMATを参照してください。〉

・物理フォーマット

・区画の設定

・論理フォマット

物理フォーマット

指定され芝ハードディスクの物理由な初期化を行います。物理フォーマットは実行と同時にディスクの

横査を行い不良トラックガ見つかった場合、代替トラッつを割り当てます。

このとき、不良トラックと判断されなかったところにも、記録日質ガ悪いセクタガ存在することがあり

ます。 MZ1F23では「代替指定位置」としてこれらの情報ガ記入されたデタシ トガドライブの後面に

添叶されていますので、画面のメッセージにしたガってそれらを入力してください。

区堕金量星

T台のハ一円ディスクをいくつかの論理ドライブlこ分割して使用します。
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第2章ディスクについて

論理フォーマット

ディスクの機査やフフフィル7フロケーションテープJし（FAT）やBOOTセクタの書き込み、ディレワト

リのクI）戸を行います。また、必要ガあれば、システムコピーも行います。システムコピーでは、MSDOS.

SYS、JO.SYSおよびCOMMAND.COMガコピーされます。

論理フォ マットでは該当区画の全トラックの読み出しチェックを行い、不良トラックガ見つかれば自

動的に代替トラックの割り当てを行うこともできます。

HDFORMAT 

と入力することにより、次の画面ガ表示されます。

HDFORMA Tユーティ 1）ティ EV>Uα］ 

品玉君事T 圏
、ードディスクの検査
論理フォーマット
物証理フォーマット

町’－－－咽

項目を選択して、＜CR＞キーを押してください．

カーソル移動キーあるいはスペースキーで目由選択し、［亙キーを入力します。現在選択されてい

る項目は反語表示されます。 各項目の処理中直豆司キーを押すことにより、処理を中立してひとつ前の

画面へもどります。

／＼ードディスクを本体に接続したとき最初に、⑦対象ハードディスクの選択を行つだ後、②物理フォー

マットの実行、③区画の設定、④論理フォーマットの実行の各処理を行います。

以」二、詳細は 「第5章の卜iDFORMAT」をご覧くだ、さい。

・ハードディスクドライブ［MZ-1F23Jのデイツプスイッチの設定

MZ-2861には、 2800モードと2500モードとがあります。

しかし、 MZ-2500のBASICで使用する場合と、 MZ-2861MS-DOSで使用する場合とでは、物理

フォーマット、 論理フオ マット共！こ異なるだめ、 T台のディスクを両万のモードで共同することは

できません。

MZ-2500モードで使用中のハ ドディスクをMZ-2861 MS DOSで使用するときには、 MZ-1

F23のデイツプスイッチを次のように設定した後、ハードディスクおよび本俸の電源を入れ、 MS-

DOSを起動し、物理フォ マット、区画の設定、論理フォーマットを行う必要ガあります。 〈注 ：こ

のときMZ-2500モードで作成し疋プログラムやデータはすべて初期化されますのでご注意くださ

い。〉
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フォーマット2. 3 

各モードでハードディスつを使用するときは、ハードディスクドライフY愛面のシステムスイッチを

＇／）（のように設定しておく !Ql＼要があります。

詳細は、ハードディス7ドライブ［MZ1F23Jの取扱説明書を参照してください。

28モcoード

01 ON 

02 OFF 
SW1 
W1 ON 

W2 ON 

SW2 A 

SW3 A 

SW4 A 

I＼ック戸ツプ2.4 

フロッピーディスヲのバックアップ

すべてのディスクについてパック戸ツプコピ をとっておくことを、おすすめします。

／＼ック戸ップはDISKCOPYコマンドで行います。

2.4. 1 

DISKCOPYコマンドは次のような書式で表されます。

〔〈ドライブ1>J ［くドライブ2＞〕

ドライブ1はコピ しだいフロッピーディスク（送り側のディスク〉のあるドライブ、ドライブ2はパ

ック戸ツプディスク（受け側のディスク〉のあるドライブ名です。ドライブ2のフロッピーディスクは前

DISK COPY 

もってフォマットしておく!ill＼要があります。

たとえば、ドライブAlこあるMS-DOSのシステムフロッピディスクをコピーしてみましよう。〈送り

側のディスクは念のため「書き込み禁上しにしておいてください〕

内＞diskcopya: b: 

と入力すると、 MS-DOSは次の表示をします。
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第2章ディスクについて

フロッピーディスクのコピーが終了すると、 MSDOSld:次のメッセージを表示します。

コピー中．．．コピーは完了しました．

別のディスクをコピーしますか <:fIN>? 

他のフロッピーディスクをコピーしだい場合は、Y＂を入力します。 DISKCOPYを終了する場合は、

、N＂を入力します。

［注意］

どちらかのフロッピーディスクに不良トラックがある場合lこは、 DISKCOPYコマンドは処理を中止

し、工ラーメッセージを表示します。この場合はCOPYコマンドを使用してください。

詳細は「第5章 MS-DOSのコマンド」のDISKCOPYをご覧ください。

2.4.2 I Iードディスクのパックフコップ

／＼ードディスクにフコフィルをコピーする場合Id:、COPYコマンドを使います。

MS-DOSを起動しだとき自動的にCOPYコマンドを読み込みます。

ドライブA・のディスク土のフココイルをすべてドライブC：のハードディスクヘコピーしだいときは、

次のステップを踏みます。

1 コピーするディスクをドライブA：に挿入します。

2. 'fRのようにタイプします。

copy A：車．車 C:

このコマンドは、ドライブA.上のすべてのフ？イルを、ドライブC：のハードディスクヘコピ

ーします。

3.回キを押します。

I ＼ードディスクへのコピーが始まると、コピーするフコフィルのリストを画面上に表示します。

処理ガ終了すると、何個のフ戸イルをコピーしたか画面に表示します。

／＼ードディスクのフコフィルをフロッピーディスクにコピ する場合は、 BACKUPコマンドを使いま

す。

ドライブC：の／＼ードディスクよのフコフィル、、PROG.E×E＂をドライブ A：のフロッピーディスクに
コピーしたいときは、'fRのように行います。

／＼ック戸ツプしだいハ ドディスクのフココイル、PROG.E×E＂を指定し、次のよう lこタイプしま

す。

backup C:PROG.EXE A：団
ドライブc・ の、、PROG.E×E＂という名前のフコフィルガドライフ‘ A.のフロッピーディスクヘコ
ピーされます。

COPYコマンドを使用してパック戸ツプを行つだ場合は、後でRESTOREコマンドを使ってパック

戸ツプフコフィルを復元することができません。

詳細は「第5章MS-DOSのコマンド」のRESTOREをご覧くえささい。
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3.1 イントロダクション

第3章
ファイノレの詳細

本章では、ファイル名のイ寸け万やコピなど、フpイル操作について詳しい解説を行います。ま芝、多

くのファイルを効率よく処理するだめに、階層構造（木構造〉になっているディレクトリについても扱い

ます。

3.2 フpイル名の付け方

フコフィルには、内容や使用目的などに町Uたわかりやすい名前を惜けると便利です。

典型的なMSDOSのフコフィル名は次のようなものです。

NEWFILE.EXE 

ファイル名は2つの部分からなり、、NEWFILE＂をフフフィル名、へ E×E＂をフコフィル名拡張子（略し

て、鉱張子っと呼びます。

ファイル名はT～8文字までの長さ、ファイル名鉱5妻子は3文字以内の長さで、その前にピリオドを巾

けなければなりません。フ戸イル名の入力は、大文字、小文字のどちらでもかまいませんガ、 MS-DOS

は、すべて大文字に変換して処理します。

また、ファイル名には漢字を使うこともできます。漢字T文字は戸ルフpベット2文字に相当しきますの

で、ファイル名にすべて漢字を使つだとすれば4文字まで！こなります。

ファイル名、ファイル名鉱張子に加えて、ドライブを指定することもできます。ドライブ名は、入力さ

れたフpイル名を指定されたドライブ内で捜すようにMS-DOSに指示するものです。たとえば、ドライ

ブAにある、NEWFILE.E×E＂というフ戸イルのディレクト lj情報を知るには、次のように入力します。

DIR A:NEWFILE.EXE 

これによって、 NEWFILE.E×Elこついてのディレクトリ情報ガ表示されます。

ドライブAガカレントドライブの場合には、、A：”を省略することもできます。

フココイル名と拡張子には、一般的芯文字と数字の他、いくつかの記号を使うこともできます。フ戸イル

名とフココイル名拡張子で使うことのできる文字には次のようなものガあります。
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第 3Ji': ファイルの詳細II

（フフヲイJレ名の指定例）

B：”YPROG.COB 
A:YOURPROG.EXC 

A:NEWFILE 
TEXT 

収支報告.DOC

芳子イ川急援譲子て慢摂Rヨきる叉穿

A～Z O～9 $ & # 

% ’（）一＠

~ { ｝‘ 

カナ漢字

3.3 ワイルド力ード

フフフィル名とフコフィル名鉱張子の中では、ワイルドカードと呼ばれる2つの特殊文字を使うことができ

ます。クエスチョンマーク （？〉 と7フスタリスク （＊） がその文字で、 MSDOSコマンドで、ファイル名

を扱う際に、より柔敵性を持芝せることができます。

3. 3.1 ワイルドカード 。
フコフィル名とフ？イル名弧張子の中で使われるク工スチョンマーク （？） は、その位置に任意の？文字

ガあてはまることを意昧します。疋とえば、 DIRコマンドと組み合わせて、

DIR TEST?RUN. EXE 

と入力すると、カレントドライブにあるフココイルのうち、フコフィル名鉱張子ガ.E×Eであり、 TESTとい

う文字で始まりRUNという文字で終る8文字のフ戸イル名を持っすべてのフ戸イルのディレクトリ情報

を表示します。

上記のコマンドで、表示されるフ戸イルは、だとえば、次のようになります。

TESTlRUN. EXE 
TEST2RUN.EXE 

TEST6RUN.EXE 
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3.3 ワイルドカード

3. 3. 2 ワイルド力一ド ＊ 

ファイル名とファイル名拡張子の中でのアスタリスク（＊）は、その位置には任意の複数の文字があて

はまることを意味します。だとえば、

DIR TEST車.EXE

と入力すると、カレントドライブにあるファイルのうち、ファイル名鉱張子ガ.E×Eであり、 TESTと

いう文字で始まる名前のすべてのフコフィルのディレクトリ情報を表示します。 上記のコマンドで表示され

るファイルは、だとえば、次のようになります。

［注意］

TESTlRUN.EXE 
TEST2RUN.EXE 
TEST6RUN.EXE 
TESTALL.EXE 

フココイル名にも鉱張子lこも戸スタリスクを使つだ＊．本という指定は、力レントディレクトリのすべての

ファイルを指します。このようなフ戸イル名の指定は非常に強力ですが、同時に非常lこ危険ですので注意

ガ必要です。だとえば、不用意にDEし＊．寧とすると、力レントディレクトリにあるすべてのファイルガ

消去されてしまうことになります。

ワイルドカードの使用例

ドライブAのファイル名ガ、NEWFILE＂であるすべてのファイル〈フ ァイル名拡張子は無視する〉の

ディレクトリ情報を表示するには、 'JRのように入力します。

DIR A:NEWFILE.車

ドライブ巳のファイル名鉱張子ガ＂ .T×T＂であるすべてのフ戸イル〈フフコイル名は無視する〉のディレ

クトリ情報を表示するには、次のように入力します。 2つのコマンドは同じ働きをします。

DIR B:????????.TXT 
DIR B：車.TXT

テキストファイルには必ずへT×T＂という鉱張子、 FORTRANのソースプログラムには＂ .FOR"
という鉱張子をつけ芝りプログラムの開発順にPROG1,PROG2，……と柑けるなどフコフィル名の伺け

万に工夫をすると、後でワイルドカードを使って効率よく仕事をすることができます。
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第3章 ファイルの詳細

3.4 使用してはならないファイル名（予約ファイル名）

MS-DOSでは、各種の周辺装置（デバイス〉の入出力もフコフィルとして扱うことガできます。その定

めに、いくつかのフコフィル名ガデバイスフコフィル名として予約されています。これらのファイル名Id:、デ

ィスク上のフ戸イルには使うことができません。予約フ7イル名にId:、次のようなものがあります。

AU× 

AU×o 
CON 

PRN 

NUL 

楠間入出力機器〈チャンネル0）との入出力を指定するときlこ使用

向上

キーボードからの入力、またはスクリーンへの出力を指定するときに使用

プリンタへの出力を指定するときに使用

コマンドガ入出力のフ戸イル名を必要としているが、特にファイルを作成したくな

いときに使用

CLOCK MS-DOS内部で使用されるフ戸イル名に使用、ユーザは使用不司

予約ファイル名にドライブの指定を加えたり、フココイル名弧張子を加え芝りし芝場合でも、」二記の周辺

装置とみなされます。たとえば、 A:CON.×××とし疋場合は、コン、ノールを参照するのであって、ディ

スク上のフココイル名1こはなりません。

3.5 フpイルのコピー

文書をコピーするときと同じように、ディスク上lこあるフコフィルもコピーが必要な場合ガあります。コ

ピーにはCOPYコマンドを使います。ディスク上lこあるフココイルをコピーする場合、現在フ戸イルの入っ

ているディスクにコピーを行う場合と、他のディスクにコピーを行う場合があります。最初に同一のディ

スク上lこコピーを行う場合lごついて説明します。

COPYコマンドを使いファイルに別の新しい名前を指定すると、同ーのディスク上｜こその名前でコピ

ーされます。

この場合には、必ず異なるフ戸イル名を指定してください。同じフコフィル名ではコピーは行えません。

COPYコマンドの書式は、 'JRのよう1こなっています。（〈ファイル名1)から〈フ戸イル名2＞ヘコピー

されます。〉

COPY 〈フフフィル名1)［（フコフィル名2)] 

（例）

MYFILE. T×Tという名前のフコフィルのコピーを同一ディスクに作り芝い場合｜こは、フフフィル名を変

えて次のように入力します。

COPY A:HYFILE.TXT A:NEWFILE.TXT 

これでドライブA：のディスクには同ーの内容のフ？イルガ2つできます。 1つはMYFILE.T×丁、も

うTつはNEW円LE.T×Tです。

3 -4 



3.6 ファイルの保護

MYFILE.TXT 
COPY MYFILE.TXT 

NEWFILE. TXT 

ディスクA ディスクA

図3.1 同ーディスクへのフコフィルのコピー

異なるディスクヘコピーを作る場合は、同じフ戸イル名ガ使えます。たとえば、

COPY A：”YFILE.TXT B：附FILE.TXT

と入力すると、ディスクA：にあるMYFILE.T＞くTというファイルガ、ディスクB：へMYFILE.T×T 
というファイル名でコピーされ、商者は全く閏じ内容！こなります。

A . MYFILE. TXT 
ブランク

（岡一名のファイ）
ルは存在しない

A: MYFILE. TXTI IB: MYFILE. T×T 

T
 
×
 
T
 
E
 

t」F
 
Y
 
M
 
B
 

Y

T

 

伊

al
－
－
’

η

C
 

E
 

』
」F
 
Y
 
M
 
A
 
Y
 
P
 o
 
c
 

ディスクA ディスクB ディスクA ディスクB

図3.2 他のディスクへのファイルのコピー

COPYコマントごを応用すると、あるディスク上のすべてのフフフィルのコピーを他のテeィスク上に作成

する〈パック戸ツプをとる〉こともできます。この方法lごついて詳しくは、第5章MS-DOSのコマンド

のCOPYを参照してください。

3.6 ファイルの保護

ファイルの保護には、 2通りの意昧ガあります。 Tつはディスクを偶発的な事故や誤った操作から守る

ことです。重要なフココイルId;、必ずパッ"77フップを取っておくようにレてくださし1。まだ、ディスクを損

傷や磁気などの影響から守るために、ディスクを使用しないときはドライブから抜いておく習慣や、保管

場所に気を｛寸けるなど、取り扱い！こは十分に注意するようにしてください。

もう一つは情報の保護です。 MS-DOSは、趣味lこも仕事にも強力で便利な道具となります。したがっ

て、情報は流出、悪用から守らなければなりません。

いずれにせよ、ファイルを保護する定めに、ディスクの管理は確実に行う山掛けガ必要です。
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第3主主 ファイルの詳細

3.7 ディレクトリ

3. 7.1 階層ディレクトリ構造

ディスクに記録されたファイルの名前は、ディレクトljに登録されています。また、ディレクトリには、

ファイルの大きさ、最後に更新されだ日時なども記録されています。

ところで、同じディスクを複数のユーザで共同利用した場合や、いくつかの仕事を同じディスクを使っ

て進める場合などは、ディレフトリに登録されるフココイルの数ガ多くなり、扱いが困難になります。

書類であれば、仕事や担当者によって別々のキャビネットを用意し、ファイルの混乱を防いだり、ある

いは関連のあるファイルごとに、いくつかの集合に分類整理するわけです。

MS-DOSでも、フコフィルをいくつかに分類し、それぞれにディレクトリを用意することができます。

ディレクトリの下にさらにいくつかのアィレクトリーーサブディレクトリを作り、あるサフゃディレクトリ

には会計計算のプログラムをまとめ、別のサフ、ディレクトリには手紙の文章のフ戸イルをまとめるという

ような分類をすることができます。ま芝、サブディレクトりの下にさら｜こサブディレクトリを作ることも

できます。このように何段階か｜こディレクトリを設けていけば、ちょうど図書館の本ガ分類されているよ

うに、きめ細かにファイル管理を行うことができます。このよう芯フ戸イルシステムを、、階層ディレクト

リ構造H と呼び、特に容量の大きいディスクを扱うシステムでは欠かせないものとなっています。

階層ディレクトリ構造の一例を図を使って表すと、図3.3のようになります。

ディレクトリ

.JOE 

フョフィル
SCHEDULE 

フフフィル

ディレクトリ

SUE 

TE×T.T×T 
ディレクトリ

FORMS 

図3.3 階層惰造ディレクトリの例

3 -6 

ディレクトIJ

MARY 

ディレクトリ

TE×T.TXT 



3. 7 ディレクトリ

階層ディレクトリ構造l志、樹木の成長に疋とえられ木構造とも呼ばれぎす。ただしこの木は、下に同っ

て成長します。 階層構造の根になるディレクトリをルートディレクトリと呼びます。このディレクトリは、

ディスクのフォーマットを行つだときに自動的に作られるディレクトljです。 MSDOSでは、ディスク

ごとにルートディレクトリを持つことになります。ユーザは、必要に応じてルートディレクトリの下にサ

ブディレクトリを作っていきます。サブディレクトりを作るにはMKDIRCMake Directory）コマン

ドを使います。このコマンドについて詳しくは、第5章を参照してください。

図3.3の聞では、 ルートディレクトリの下に5個のサブアィレクトリガ作られています。各サブディレク

トリの内容は、たとえば次のようになっています。

GAMES 

BIN 

ーゲームプログラムを集め疋ディレクトリ

：外部コマンド（5章を参照〉を集めだディレクトリ

USER ：コザのために設けられ疋ディレクトリ

ACCOUNTS：会計情報を集めだディレクトリ

PROGRAMS ユーザガ開発しだプログラムを集めだディレクトリ

このように、内容に応じだディレクトリを設ければ、関係のないディレクトリを捜さずにすみます。

ディレクトリの木は、新しいサブディレクトリを作るにつれて成長します。ディレクトリは枝、ファイ

ルは葉に相当します。

ユーザごとlこディレクトリを用意し、各自のディレクトリに、それぞれのフョコイルを登録するようにす

れば、他の人の作ったフコフィルとの混乱を防ぐことができます。

聞では、ディレクトリUSERの下に、 .JOE、SUE、MARYの3個のアィレクトリガ設けられ、 3人

はそれぞれのディレクトリに自分のフフコイルを登録しています。 SUEは自分のディレクトリlこ次のよう

なファイルとディレクトリを作っています。

SCHEDULE：仕事のスケジュールに関するフコフィル

TE×T.T×丁 ：文書フョフイjレ

FORMS ：手紙の様式を集めたディレクトリ

フコフィルとサフwディレクトリは、同じディレクトリに混在させることができます。 7つのディレクトリ

に登録で、きるフヌフィルとディレクトリの数は、 ルートディレクトリ上ではアイスクの種類により制限ガあ

りますが、 サブディレクトリ上では、 ディスクの容量を越えない限り一切制限はありません。ま芝階層構

造はパス名の長さの制限内であれば、何層でも作ることができます。

ところで例では、 SUEもMARYも自分のディレクトリにTE×T.T×丁というフコフィルを作っていま

す。

MS-DOSは、フョコイルやサブディレクトリガどのアィレクトリに属しているかという管理を行いま

す。しだがって、ディレクトリガ異なっていれば、同じ名前のフコフィルやサブディレクトリを作ることガ

できます。複叡のユーザでディスクを共育するような場合、各自のディレクトリを用意するようにすれば、

それそ輔れは自由にファイル名をけけることができます。 T人でTつの仕事を行っている場合はファイル名

ガ混乱するようなことはありませんが、何人かが共同で仕事をするときや、いくつかの言十画を同時に進行

させる場合に、この階層ディレクトリ僑造は特に役立つものとなります。勘違いをして、他の人のファイ

ルを削除してしまつだりしては大変です。
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第3章 ファイルの詳細

この章では、ある1つのアィレクトljcルートディレクトリなど）に注目し、ディレクトリは固定した
状態で説明を進めてきました。 'iJ!.節では、階層ディレクトリ構造とフフフィル名について解説します。

3.8 フpイル名とパス名

これまで！こフ戸イルを扱うコマンド帆DIR＂と＂ COPY＂を説明しました。本節では階層アィレフト lj

構造とファイル名およびコマンドについて、前節と同U階層構造を使って解説し、その後、臭俸的な操作

万法を説明します。

階層ディレクトリ僑造で、ファイルを指定する際は、目的のフコフィルガどのディレクトリに属している

かという情報を加えます。

3. 8.1 I~ス名

これまでに扱ってきだファイル名は、次のような書式をしていました。

[(d：刀σ？イJI..c［（.捌存〉］

ここでくd:＞はドライブ名、〈フコフィル名〉はT～8文字のフココイル名、〈．銘張子〉はT～3文字のフ

戸イル名拡張子でその前にピリオドをけけぎす。角形力ツコ〈〔 〕〉の中は、場合によっては省略できる

項目を表します。

階層ディレクトリ樟造でフ戸イルを指定する場合は、ドライブ名と、〈ファイル名〉の聞に、〈ディレク

トリ名〉を加えます。このときの一般的なファイル名は、次のような書式で表されます。

[(d: )] [¥] ［（ディレクトリ名〉￥］…［〈ディレクトリ名〉￥］〈ファイル名〉［〈．鉱張子〉］

ここで〔￥］はルートディレクトリを表しぎす。〔〈ディレクトリ名〉￥］…［〈ディレクトリ名〉￥］は、

目的のフ戸イルに達するまでのディレクトリ名を連ねたもので、ファイル系図を表します。アィレクトリ

名とディレクトリ名、吉正疋はディレクトリ名とフコフィル名の閏lこは、 ωず区切り記号として同マーク（￥〉
を入れてください。ま芝、ドライブ名からこの部分までを、パス名”と呼びます。パス名は、階層構造の

中の特定のディレクトリを指定するものです。

パス名は次のような書式をしています。

白（） ［（ディレクトl_J@¥J ... ［（ディレクトリ白羽〈ディレクトl_J@

パス名は64バイトまでに制限されています。

これらの書式に従って、図3.3中のフココイルやディレクトリを表してみましよう。

￥ ルートアィレクトリを表しぎす。円マークは区切り記号でもありますガ、単独で使った場合は

ル トディレクトリであることを指します。
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¥GAMES 

¥BIN 

¥USER 

¥ACCOUNTS 

¥PROGRAMS 

それぞれ、ルートディレクトIJIこ登録されたサブディレクトljを表します。

3.8 ファイル名とパス名

ディレクトりの土下関係を、親・子H で日早びわける場合ガあります。この間では親ディレクトり

はルートアィレクトリ、子ディレクトリはGAMESその他のディレクトリに相当します。

¥USER¥..JOE 

¥USER¥SUE 

¥USER¥ MARY 

ディレクトリ￥USERに登録された3人それぞれのディレクトリです。ディレクトリ名の区切

り記号の円マーク（￥〉を忘れないでください。

¥USER¥SUE¥SCHEDULE 

¥USER¥SUE¥TEXT. T×T 
¥USER¥ SUE¥ FORMS 

¥USER¥MARY¥TE×T.TXT 

それぞれ、ディレクトIJSUEIこ登録されているフコフィルSCHEDULE、TE×T.TXTとディ

レクトリFORMS、そしてディレクトIJMARYIこ登録されているフコフイJレTE×T.T×丁を表

しますSUEとMARYiこは同じ名前のファイルTE×T.T×Tガ登録されていますが、このよう

なフコフィル名の表し万をすれば、系図ガ違う剖のフコフィルであることがわかります。

SUE¥SCHEDULE 

SUE¥TE×T.T×T 

SUE¥ FORMS 

これまでのフ戸イル名とパス名は、ルートディレクトリを起点（原点〉に表していましだ。起

点を￥USERへ移してフコフィル名を表すと土記のようになります。このようなファイル名－パス

名の表し万を相対的なフコフィル名（／＼ス名〉といいます。

SCH EDUしE

TE×T.T×T 

FORMS 

パス名を表す際の起点となるディレクトリを￥USER¥SUEに移したときの、ディレクトリ

SUE！こ含まれるフコフィル名とディレクトリ名です。このように、相対的なフコフィル名（／＼ス名〉

ガ使用された場合に起点となるディレクトリをカレントディレクトリと呼び、各ディスクごとに

最後巳指定され芝ディレクトリガ、カレントディレクトリとして設定されます。 MS-DOS起動

時のカレントディレクトリは、通常ルートアィレクトリです。

MS-DOSでは、カレントディレクトljとその親ディレクトυ〈一階層上のディレクトlj）のだめに、
次の略号を使っています。
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カレントディレクトリを表します。

カレントディレクトリの舎言表れる親アィレクトリを表します。

MS-DOSは、ディレクトリガ作られるときに、自動的に．と．．をディレクトリlご登録します。

［注意］

MS-DOSのファイルやディレクトリを操作するコマンドでは、すべてパス名を使うことができます。

しだがって以後、本書では、パス名の付いだフpイル名やディレクトリ名も単に、フココイル名’ヘ、ディレ

クトリ名H と表記します。

ま疋DIRコマンドのように、ファイル名にもディレクトリ名にも同じように働くコマンドガあります。

このようなコマンドの解説では、パス名〈ディレクトリを示すもの〉もフフフィル名に含言表れるものとして、

文章を簡潔にするために単にフコフィル名と表す場合ガあります。

3. 8.2 パス名と外部コマンド

MS-DOSのコマンドのうち、プログラムのサイズの大きいものや、あまり頻繁に使わないものは、必

要に応じてディスクから本体のメモリヘロードしてから実行されます。このようなコマンドを金量ヨ豆二三

ドといい、プログラムフフフィルの形で最初はルートディレクトリに登録されています。

MS-DOSは外部コマンドガ入力されると、該当するプログラムファイルガ、カレントディレクトリに

登録されているものとして、カレントアィレクトリ内を捜します。し芝ガって、ルートディレクトリだけ

ですべての仕事を行っているときは問題は生じません。

階層ディレクトリで仕事をする場合、外部コマンドだけを集め疋ディレクトリを作っておくと、他のフ

戸イルと混乱せずにすみます。だとえば、￥BINというディレクトリに外部コマンドガ登録されていると

します（このディレクトリを作る万法については後述します〉。

この場合、外部コマンドを実行するにはパス名を指定します。たとえば、FORMATコマンドの場合は、

事BIN事FORMAT

となります。

しかし、いちいちパス名を指定するのはめんどうです。このようなときは入力され芝コマンドのプログ

ラムフフフィルガ、カレントディレクトリになければ、自動的にディレクト1J¥BINも捜すようlこあらかじ

めMSDOSを設定しておきます。この設定はPATHコマンドで行います。 'lJ?..のように入力すると、

PATH＝綿IN

以後、 MS-DOSは自的のコマンドを、まずカレントディレクトリで捜し、 'lJ?..にディレクト1J¥BINも

捜します。この設定は作業中に一度行えば、電源を切るまで育効です。

プログラムフコフィルガ複敏のディレクトI）に登録されている場合もあります。だとえば、ユーザガ開発

したプログラムは別のディレクトリ￥PROGRAMSに登録されていて、 ユーザガ共同利用でさることに

なっているとします。この場合は、

PATH＝単BIN；事PROGRAMS

のように、パス名をセミコロン（； ）で区切りながら並べて指定します。

そのときのプログラムフコフィルを捜す経路ガ、どのように設定されているか知りだい場合は、
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PATH 

と芝け入刀します。スクリーンにそのときの設定の様子が、

PATH＝話BIN;¥PROGRAHS

のように表示されます。

各外部コマンドについて詳しくは、第5章を参照してください。

3.8.3 パス名と内部コマンド

比較的短く、頻繁に使われるコマンドのプログラムは、あらかじめコマンドプロセツサ（COMMAND.

COM）の中に組み込まれていて、メモリに常駐しています。このようなコマンドは内部コマンドと呼ばれ、

カレントディレフトリガどこであっても、いつでもすぐに実行することガできます。定だし、内部コマン

ドは、外部コマンドとは遣い、その前にドライブ名やパス名をイ寸加することはできません。し芝がって内

部コマンドを実行する定めにパスを設定する必要はありません。

これまでに出てき芝、 DIR、COPY、DEL、PATHコマンドなどは、いずれも内部コマンドです。

内部コマンドのいくつかは、パス名を指定するとそのディレクトリに含まれるすべてのフ戸イルをまと

めて処理することガできます。詳しくは、第5章を参照してください。

3.8.4 ディレフトリの作成

実際に、外部コマンドを集め乏ディレクトリ￥BINを作りながら、階層ディレクトリ轡造に関係するコ

マンドを解説します。

MS-DOSを起動しだときのカレントディレクトリは、ルートディレクトリです。外部コマンドは、最

初このディレクトリに登録されています。この様子はDIRコマンドで見ることができます。

DIR 

カレントディレクトljの下にサブアィレクトリを作るには、 MlくDIRCMake Directory）コマンド

を使います。

MKDIR BIN 

これで新しいディレクトリ￥BINガ作成されまし定。再びDIRコマンドを入力すると、巳INの後にくDIR>

と表示され、アィレクトリガ作られたことが確かめられます。

サフ市ディレクトリは、階層構造のどこにでも、何個でも作ることができます。定だし、ファイル名と同

じディレクトリ名は作ることガできません。

新しく作ったディレクトリ￥BINの内容は、どうなっているでしょうか。 DIRコマンドにパス名を使っ

て調べることができます。 'lJ!.のように入力すると、

DIR BIN 

ディレクトリBINの内容が次のように表示されます。
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ドライブA：のディスクにはボリュームラベルがありません
ディレクトりはA：締IN

<DIR> 87-03-31 12: 01 

<DIR> 87-03-30 12:01 

2個のファイルがあります
1139712バイトが使用可能です（例）

と．．の2つのディレクトリは、 MSDOSガ階層槍遣を管理するだめのもので、サブディレクトリを作

ると自動的に作成されます。

同様にユーザごとのディレクトリ￥USER¥00Eなどを作ることガできます。この場合は、いつ芝

ん￥USERというディレクトリを作ってから、その下に各自のディレクトリを作ります。

ディレクトlj上にファイルを作るには、ライン工ディタEDしINを使います。EDLINについて詳しくは、

第7章を参照してください。

ここでは、外部コマンドを集めだディレクトリを作るので、 COPYコマンドを使います。次のように入

力すると、ルートディレクトリに登録されている外部コマンド在、 すべてディレクトリ￥BINにコピーす

ることができます。

COPY車．車 BIN

コピーの結果をDIRコマンドで確かめてみてください。

3. 8. 5 カレントディレクトリの変更およびパス名の表示

力レントディレクトリの変更lこは、 CHOIRCChange Directory）コマンドを使います。

疋とえば、ディレクトリ￥BINにカレントディレクトリを移すには、

CH DIR当BIN

と入力します。

そのときのカレントディレクトリを確かめるには、パス名を省略してコマンドだけを入力します。

CHOIR 

と入力すると、

A：事BIN

のようlこ、力レントディレクトリガ表示されます。

サフ’ディレクトリの下に、さらにディレクトリを作るには、途中のディレクトリを作ってから行います。

だとえば、ディレフトリ￥USER¥SUEを作るには、あうかじめ￥USERを作っておきます。まだ、

カレントディレクトリを移してからディレクトリを作る場合は、そこからの相対パス名を使うことができ

ます。芝とえば、カレントディレクトリガ￥USERの場合、その下lこSUEのディレクトリを作るには、

”KDIR SUE 
と入力します。
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カレントディレクトリを上の階層ヘ移す場合は、親ディレクトリの略号．．を使うことができます。芝と

えば、カレントディレクトリガ￥USER¥SUEのとき、

CHOIR .ι．． 
と入力すると、カレントディレクトリガルートディレクトリヘ移ります。

3.8.6 ディレクトリの削除

不要になったディレクトリの削除は、 階層以上上のディレクトリからRMDIR<Remove Dlrec-

tory）コマンドを使って行います。このとき、削除するアィレクトリに．と．．以外のフココイルや、ディ

レクトリガ残っていてはいけません。

芝とえば、ディレクトリ￥BINを削除するには、あらかじめここに登録されているファイルをすべて削

除しておきます。

フ？イルを削除するDELコマンドは次のような書式をしています。

DEL ＜ファイル名〉

〈フ戸イル名〉の指定をくI'i.ス名〉にすると、指定され芝ディレクトリに登録されているフココイルをすべ

て削除することガできます。

CHOIRコマンドにより、カレントディレクトリをル トディレクトリに移してから、

DEL挙BIN

と入力すると、

よろしいですかくYIN>?

のように、すべてのフ戸イルを削除してよいかどうか、確認ガ求められます。＂ yc::;;:[]＂と入力すると 、デ
ィレクト1J¥BINのファイルはすべて削除されます。

ディレクト1J¥BINに．と．．以外のフフフィルガなくなつだので、このディレクトリを削除することガで

きます。

RMDIR基BIN

と入力すると、このディレクトリガ削除されます。

＊＊＊＊本章で扱ったコマンド＊＊＊牢

コマンド 機能 書式

COPY フ戸イルのコピー COPY＜ファイル名〉［〈ファイル名〉］
DEし フフヲイルの削除 DEし〈ファイル名〉
PATH パスの設定 PATH ［（パス名〉］
CHOIR カレントディレクトリの変更およびパス名の CHOIR ［（パス名〉］

表示

MKDIR 新しいディレクトリの作成 MlくDIR（／~ス名〉
RMDIR ディレクトリの削除 RMDIR （／~ス名〉
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第4章
コマンドについて

4. 1 イントロダクション

ユーザは、キーボードからMSDOSコマンドを入力することによってシステムを動かし、いろいろな

仕事をします。コマンドは、コンビユタとコミュニケーションをする方法といってもよいで、しよう。 MS

-DOSコマンドは、 'iJ!..のような処理をします。

・ファイルの比較、コピー、表示〈リスト〉、削除、名前の変更

・ディスクのフォーマット（初期化〉とコピ

•EDLINのようなシステムプログラムや、ユーザの開発し芝プログラムの実行

・アィレクトリの解析と表示

・日付、時刻の入力

・種々のプリンタや、タ ミナルの機能のセット（設定〉

・MS-DOSシステムフコフィルのコピ

4.2 MS-DOSコマンドの種類

MS-DOSコマンドには、大きく分けて次の2種類があります。

内部コマンド

外部コマンド

・内部コマンド

内部コマンドは、比較的簡潔なプログラムです。頻繁！こ使う機能ガ多＜、 コマンドプロセッサCCOM-

MAND. COM）の一部として、メモリに常駐していますので、ディレクトリには表示されませんが、入

力されるとすぐに実行されます。内部コマンドには、次のようなものがあります。個々のコマンドについ

て詳しくは、第5章を参照してください。
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BREAK DIR PATH SHIFT 

CHDIR(CD) ECHO PAUSE TIME 

CLS E×IT PROMPT TYPE 

COPY FOR REM VER 

CTTY GOTO RENCRENAME) VERIFY 

DATE IF RMDIR<RD) VOL 

DEし（ERASE) MKDIRCMD) SET 

・外部コマンド

外部コマンドは、 プログラムフコフィルの形でディスクに入っています。/.illl要に町じてメモリヘ読み込ま

れ実行されます。したがって、外部コマンドを実行するときは、これらのコマンドの入つだディスクガ、

卜ごライブに入ってい怠ければなりません。また、階層ディレクトリ僑造では、パス名ガ設定されていなけ

ればなりません。

外部コマンドには、.COM、.E×E、.BATというフ戸イル名鉱張子ガ付いています。だとえば、FOR-

MAT.E×E、DISKCOPY.COMなどは、すべて外部コマンドです。また、マイクロソフト社の高級言

語コンパイラや戸センブラで作られた実行可能なファイル1こは、.E×Eという甑張子ガ｛すきます。コーザ

は、自分で開発しだプログラムも外部コマンドとして使うことができます。

外部コマンドを実行する際は、フコフィル名を入力します。（弧張子は省略することガできます。〉外部コ

マンド！こは、 'fJ?..のようなものガあります。個々のコマンドについて詳しくは、第5章 CMS-DOSのコマ

ンド〉を参照してください。

ASSIGN PRINT 

ATTRIB RECOVER 

BACKUP RESTORE 

CHKDSK SETUP 

DISK COPY SHARE 

EDLIN SORT 

E×E2BIN SUBST 

FC SYS 

FIND 

FORMAT 

GAk.JI 

HDFORMAT 

HDTRNS 

JOIN 

KEY 

LABEL 

MK CNF 

MORE 
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4. 3 コマンドオプション

4.3 コマンドオプション

コマンドオプションとは、 MS-DOSコマンドを実行するときに必要となるデータのことです。オプシ

ョンを省略すると、デフォルト値ガ代入されるようlこなっています。デフォルト値lこついては、第5葦お

よび9章の各コマンドの解説を参照してください。

MS-DOSコマンドは、次のような書式をしています。

コマンド［オプション…］

オプションには、次のようなものガあります。

d: ディスクドライブ名の指定

ファイル名 正しいつづりのファイル名（戸ルフコフベットで始まるT～8文字〕です。ファイル名鉱張

．甑張子

パス名

子ガ｛寸いているときは、これも含めてフ戸イル名と呼びます。ただし、ドライブの指定は

含みません。

ピリオドと、 T～3文字からなるフョフィル名弧張子で、ファイル名のすぐ後に伺けます。

コマンドによっては弧張子は省略することもできます。

ディレクトリ名を連ねだものをパス名といい、階層ディレクトリ構造の中のディレクトリ

を示します。 'JR_のような書式をしています。

［￥］［〈ディレクトリ名〉￥］…［〈ディレクトリ名〉￥］〈ディレクトリ名〉

スイッチ MS-DOSコマンドをコントロールするスイッチで、遇常、スラッシュと戸ルフ戸ベット

T文字 C/Pなど〉の形をしています。

パラメータ MS-DOSコマンドの実行の際lこ必要となる細かい情報のことをパラメータといいます。

多くの場合、何種類かのパラメータのうちTつを選ぶような形をしていますCON、OFF

のいずれかというように〉。

フ？イルを操作するコマンドは、すべてファイル名にパス名をぱけることができます。最も一般的なフ

ァイル名は、 'JR_のよう芯書式をしています。

【＜d: >J C¥J C＜ディレクトリ名〉￥］…［〈ディレクトリ名〉￥］〈フコフィル名〉［．〈弧張子〉］

本書では、パス名の何い疋ファイルも、フコフィル名と表記しています。ま芝、ディレクトりにもフ戸イ

ルにもl動＜コマンドの解説では、パス名もフコフィル名に含まれるものとして、文章を簡潔にするため単に

フyイル名と表記する場合ガあります。
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4.4 MS-DOSコマンドの共通事項

'/J!.の事項は、すべてのMS-DOSのコマンドに共通する情報です。

1 .多くのコマンドは、 1つ以」二のオプションとともに指定します。

2.コマンドの入力は、大文字でも小文字でも、まだ商方ガ混っていてもかぎいません。

3.コマンドとオプションは、区切り記号（デリミタ〕で区切りながら入力します。通常、区切り記号に

はスペースや力ンマ（，〉を使います。本書ではスペ スを使っています。

（例〉

REN HYFILE.OLD NEWFILE.TXT 
RENAME,THISFILE THATFILE 

セミコロン（；〉、等号（＝〉、タブも区切り記号として使うことができます。これらは、コマンドに

よって使える場合とそうでない場合がありますから、そのコマンドの書式をよく見て使用するように

してください。

4.ファイル指定の中に、区切り記号を使つてはいけません〈フコフィル名の柑け万参照〉。

5.メッセージとともに

どれかキーを押してください

という表示ガされることガあります。ユーザはメッセ ジにしだがつだ処置をして、アルファペット

キ一、テンキー（数字キー〕、スペースキ などを押してく芝さい。

6.フフフィル名拡張子を持ったフフフィルを指定するときは、必ず鉱張子を｛寸けます。ただしコマンドによ

つては、鉱張子を省略できるものもあります。

7.コマンドは、リタ ンキーが押されると処理を開始します。

8. コマンド実行中、~＋国を押すと、ほとんどの場合処理を中比することガできます。
9.ワイルド力 ド（＊と？〕とデバイス名 CPRN.CONなど〉は、 コマンド名として使うことはできま

せん一一 CPRN.E×Eのようなプログラムは作れません〉。

10.スクリーンへの出力ガT画面分より多いとき、表示はどんどんスクロール（流れるように表示〉して

しまいます。このようなとき民国十回で表示のスク口一店正めることができ問。再開に

は、任意のキーを押します。

竹. MS-DOSのテンプレ ト機能をコマンド入力の際に使うことができます。第6章テンプレート機

能とフ？ンクションキ 、第7章、、ラインエディタEDLIN＂を参照してください。

12.コマンドプロセッサのプロンプトは、 PROMPTコマンドでプロンプトを変更していない限り、力レ

ントドライブを表示しています。

13. ドライブをソースドライブ、デステイネーションドライブと呼んで区別することがあります。ソース

ドライブとは、だとえばファイルのコピーや転送する際に元となるフフコイルの入っているドライブの

ことです。ディステイネーションドライブとは、コピーや転送し芝フ戸イルを収めるドライフ、、のこと

で、処理しだ結果を入れるディスクガ入っています。
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4.5 バッチ処理

コンピュータで仕事をしていると、しばしば一連のコマンドを繰り返し入力していることがあります。

MS-DOSでは、このような一連のコマンドを VYッチフタイJI.／＇と いう種類のファイルlこ収めておき、

このパッチファイル名を入力するだけで、自動的に処理を進めることができます。コマンドをひとつひと

つキーボードから入力し芝ときと同じ処理ガ、 T回の入力ですんでしまうわけです。このような処理の仕

方をバッチ処理といいます。

／＼ッチフココイル名は何でもかまいませんが、必ず．、BAT＂という狐張子を｛寸けます。なあ実行の際は、

抗張子を省いて入力することガできます。

このパッチファイルは、ラインエディタCEDLIN），ま疋はCOPYコマンドを使って作ります。 COPY

コマンドを用いる方法については、 4.6.1"AUTOE×EC.BATファイルの作り方Hを参照してください。
／＼ッチ処理Id:、 連のコマンド入力の手間と時聞を軽減する便利なものです。簡単な例としては、真新

しいディスクをフォ マットし、チェックするという処理があります。この処理は、ディスクの購入時に

何回も繰り返すものです。 'iR.に紹介するフ戸イルは、この手続きを収めだパッチフココイルの例で、す。

1: REH This is a file to check new disks 

2: REM It is named NE”DISK.BAT 
3: PAUSE Insert new disk in drive B: 

4: FORMAT B: 

5: DIR B: 
6: CHKDSK B: 

REMとPAUSEの2つのコマンドは、このパッチファイルの中で使うコマンドです。 REMコマンド

は、バッチ処理中仁、自由にコメント（注釈〉や、メッセージを表示させるものです。 PAUSEコマンド

は、コメントやメッセージを表示させるとともlこ、処理をそこで中断します。 このときユーザは、処理

を継続するかどうかの判断をしだり、ディスクを受換し芝りできるわけです。詳しくは、第5章のパッチ

処理コマンドを参照してください。

このフコフィルを、NEWDISK.BAT＂というファイル名でセーフゆしておきます。実行する際は、拡張子

C. BAT〕を省いて、決のようlこ入力します。

NEWDISK 
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結果は、各コマンドをTつずつキーボードガら入力しだときとまつだく同じです。

以下の図｜志、 MSDOS／＼ッチファイルの作成、セブ、実行の3つのステップを表しだものです。

新しいディスク

ディレクトリ ：

NEWDISK. BAT 

NEWDISKパッチ
処理の実行

1.プログラム作成

2.ファイル名箪張子を.BATとして、ファイルをセーブする。

3. MS-DOSIこコマンドとして、NEWDISKを入力する。

図4.1 MS-DOS/ iッチフコフィル

以下の項目は、パッチ処理を実行する前にお読み＜定さい。

1 .パッチファイルを実行するときは、砿張子.BATを省略することができます。

2.パッチフコフィルの中のコマンドは、実行可能でなければなりません〈特！こ、ユーザの作つ定外部コマ

ンドの場合〉。

3. /'i ，~7処理中に固＋固を押すと、次の表示になります。

パッチ処理を中止しますか（Y/N）？一

"Y＂を押すとパッチ処理はそこで終了し、 MS-DOSのプロンプト CA＞など〉ガ表示されます。

"N＂を押すと、そのとき処理申だっ芝コマンドだけが中上とされ、パッチフ pイルの中の次のコマンド

から処理ガ再開されます。

4.パッチフ戸イルの入つだディスクを受換すると、 MS-DOSIま次のコマンドを読み込むだめに、もと

のディスクを差し込むようにスクリーンヘ表示してきます。

5.パッチフ戸イルの最後の行lこ、他のパッチファイル名を書くことガできます。第1のパッチ処理ガ終

了しだところで、第2のパッチフコフィルを呼べるわけです。

4-6 



4. 6 AUTOEXEC.BA T－自動実行パッチファイル

4. 6 AUTOEXEC. BAT－ー自動実行パッチファイル

AU TOE×EC.BATフ戸イルを使うと、 MS-DOSのスタートと同時にプログラムやコマンドを実行
できます。この機能は、 MS-DOSのもとで使うパッケージや、システム起動時！こ必ず行う処理があるよ

うなときに大変便利です。

MS-DOSガ起動すると、コマンドプロセッサ CCOMMAND.COM）は、最初にディスクの中から

、AUT OE×EC.BAT＂という名前のフ戸イルを鍵します。こうして 、AUTOE×EC.BATファイル
は、システムガ起動されるたびに自動的に実行します。日｛寸・時刻の入力要求の表示は、省略されます。

ディスクlこAUT OE×EC.BATフコフィルガない場合は、日間・時刻の入力の要求ガ表示されます。

4.6.1 AUTOE×EC.BATファイルの作り方

MS-DOSの起勤時に、包囲BASICのMENUというプログラムを実行させるようなAUT OE×EC. 
BATファイルを作るとします。これは、EDLINま芝はCOPYコマンドを使用して作成されますが、以下

ではCOPYコマンドを使つだ場合を示しきす。

1 .まず、 'JR.のように入力します。

COPY CON AUTOEXEC.BAT 

このコマンドは、コンソール（キーボード〉からの入力をAUT OE×EC.BATという名前のフコフィ

ルに収められるというものです。なお、AU丁OE×EC.BATファイルId:、必ずMS-DOSのルート

ディレクトリの申に作ります。

2.続いて、次のように入力します。ここからの入力ガ、フ戸イルの内容となります。

BASIC/T RUN“”ENU” 
この倒では、MS-DOSの起動時に包囲BASICをロードレ、MENUというプログラムを実行させま

す。

3 . ~＋国（フ戸イルの終り〉を押し、 続いてリターンキー回を押します。、BASIC MENU" 
というコマンドガAUT OE×EC.BATファイルに入りましだ。

4.これで、 MS-DOSの起勤時に包固MENUというプログラムガ実行されます。

BASICの他のプログラムを実行させるときは、問題の、MENU＂の部分を書き換えます 。また、BASIC

以外のMS-DOSコマンドや、手順に従つ定一連のコマンドでもかまいません。複敏行にわだる場合も、

各行の終りでリターンキ引し、最後のm 固＋回を押し、続同月一ンキ却します。

［注意］

AU TOE×EC.BATファイルを使うと、通常の日伺と時刻の入力手続きガ省略されます。 MS-DOS

は、ディレクトリの管理に日伯・時刻を使いますから、 AUT OE×EC.BATフョコイルには、DATEコマ

ンドとTIMEコマンドを入れておくとよいでしょう。
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4.7 パラメータを用いた.BATファイルの作り方

)J¥1用性に豊ん定プログラムを作り、異なったデータセットでも処理できると便利です。 MS-DOSでは、

仮のファイル名を使つ疋.BATフコフィルを作っておき、実行時にコマンドのパラメータオプションで、実

際に処理したいフpイル名を定義することができます。

仮ファイル名は、 %0、%1、・・・・・・%9と書き表します。これが、パッチフョコイルの実行時lこパラメー

タで指定される実際のフ戸イル名に置き換えられるわけです。

今度は、 MYFILE.BA丁というパッチフココイルを作ります。コマンドラインに、

COPY CON HYFILE.BAT 

と入力すると、その次からタイプした行ガ、コンソール （キーボード〉からカレントドライブのフ戸イル

、MYFILE.BAT＂に 収められます。このファイルの内容は、'!Rのようなものとします。

COPY U .AS”%2.ASH 
TYPE %2.LST 
TYPE %0.BAT 

ここで~＋固を押し、続いてリターンキーを押し開。 MS-DOSは、次のようなメッセージを
表示しぎす。

1個のファイルをコピーしました．
A> 

MYFILE.BATの内容は、3つのコマンドで、ファイルは力レントドライブ上にあります。

仮フ戸イル名、%1II と 、%2＂は 、このフフフィルを実行する際にユーザガ指定するフコフィル名に置き

換えられます。仮のファイル名、%0勺芸、ドライブ名を含んだパッチフフフィル自身（この場合ld:MYFILE)

になります。

［注意］

1 仮フコフィル名は10個（%0～%9）まで使うことができます。10個以上必要なときは、第5章MS-

DOSコマンドの、SHIFT＂を参照してください。

2.もし、パーセント記号（%〉をパッチフ戸イル中のフ戸イル名で1吏うときは、 2度タイプします。疋

とえば、ファイル名ガ、ABC%.E×E＂のときは、 、ABC%%.E×E＂とパッチフコフィル申にタイプ

します。

4.7.1 .BATファイルの実行

前節で作つ芝パッチフ戸イル、MYFILE.BAT＂を実行するときは、フコフィル名に続いて、 %1、%2

．．．．．－のII慎に実際のフ戸イル名を並べて入力します。

／＼ッチファイJlノMYFILE.BATは、 '!Rのような内容でし芝。

COPY U.ASH %2.ASH 

TYPE %2.LST 
TYPE %0.BAT 
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このパッチフ戸イルを実行するときの入力例は次のようになります。

MYFILE A:PROGl B:PROG2 

これまで！こ出てき疋規則に従い、 MYFILEガ%0、A・ PROG11ア%1、B.PROG2ガ%2に置き換

えられます。この処理の結果は、次のようなコマンドを個々に入力しだときと同じです。

COPY A: PROG 1. ASH B: PROG2. ASH 
TYPE B:PROG2.LST 
TYPE MYFILE.BAT 

次の表は、前述のパラメ タと実際のファイル名の対応をまとめたものです。

パッチフフフィル名 パラメータ1

%0 

<MYF I LE) 

パラメータ2

%1 

<A: PROG1) 

パラメータ3

%2 

(8: PRC氾2)

MYFILE MYFIしE.BAT A: PROG1 .ASM B: PROG2 .ASM 

B:PROG2.しST

仮フココイル名%0は、常にドライブをさんだパッチファイルそれ自身に対応する点に注意してください。

4.8 入力と出力

MS-DOSのいくつかのコマンドは、入力をキーボ ドから行ったり、あるいは結果をスクリーンに出

力し芝りするようになっていますガ、入力をキーボードからディスク上のフフフィルlこ切り替え疋り、出力

をスクリーンでなく、ディスクファイルやプリンタへ転送しだりすることガできます。さらに 、パイプグ

機能により、あるコマンドの出力をそのまま別のコマンドの入力に直結するようなこともできます。

この節では、これらの機能について解説します。

4.8.1 出力の転送（リダイレクト）

多くのコマンドは、 出力をスクリーンに表示するようになっています。この出力をコマンドと右向き矢

印 〈＞〉の組み合せで、ファイルや他のデバイスに騒送することができます。たとえば、次のコマンド、

DIR 

これは、カレントドライブのディレクトリのリストをスクリーンに表示させるものです。しかし、次の

ようlごすると同じコマンドの出力をフ戸イルとして作成することガできます。ここでは、取送先のフコフィ

ル名をMYFILESとしています。

DIR >HYFILES 
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MYFILESというファイんがない場合｜志、 MS-DOSガ自動的にこのファイルを作り、ディレつトリの

リストを書き込みます。 MYFILESガ、すでlこ作成されている場合は、もとの内容は消去され、新たに今

回のデータガ書き込まれます。

＇／｝（ の例ではディレクトリりストガブljンタ！こ出力されます。

DIR > PRN 

重ね書きすると、フ戸イルの内容が奮さ換えられてしまいます。新レいデータをフコフイjレの後ヘ追加し

ていきだい場合は、石向き矢印を2つ連ね芝記号（＞＞〉を使います。指定されだフ戸イルの最後へ、コ

マンドの出力を伺けたしていきます。

DIR ≫”YFILES 
このコマンドは、 MYFILESというフココイルの後ヘディレクトリのリストを追加します。もし、

MY FILESというフ戸イルガない場合Id:、MS-DOSガ自動的に作成します。

コマンドをターミナルよりもファイルから入力レ芝方ガ便利な場合があります。このようなときは、左

向き矢印 （＜〉を使います。だとえば、

SORTくNAMES> FISTl 

このコマンドは、フコフィルNAMESの内容を並び替え、ぎた、並び替え処理をした結果をLIST1という

ファイルに駈送します。

4. 8. 2 フィルタ

フィルタは、標準入力（普通はキーボード〉からのデタを読み込み、何らかの処理を加え疋結果を出

力するコマンドです。出力は、スクリーンかファイルに行われます。 入力データガ途中の、フィルタグの

役割をするプログラムを通り、処理されるわけです。フィルタlこは多僚主主使い方があり、多くのコマンド

を組み合わせて使うことができます。

MS-DOSのフィルタには、 FIND、MORE、SORTガあり、次のような働きをしぎす。

FIND 指定されたテキストストリンクをフコフィル申で検索する。

MORE 標準の錦宋への出力を受け取り、スクリーンの4画面分ずつ！こ区切りながら表示する。

SORT テキストストリンクの並べ替え、

これらのフィルタガどのように使われるかは、'JR.節で解説します。

4.8.3 コマンドのパイプ処理

マ回lこ複数のコマンドをシステムに送りだい場合、vtイプ’機能を使うことガできます。
あるプログラムの出力を、そのままもうTつのプログラムの入力にしだいことが、しばしばあります。

典型的な例では、あるコマンドやプログラムの一連の出力を、そのままSORTコマンドで並べ替えだいと

いったときです。

パイプ処理の書式は、コマンドを縦線〈｜〉で区切って並べていきます。縦線（ ｜〉は、匡三日＋区ヨ

とキー入力します。
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DIR I SORT 

上のコマンドは、ディレクトリの出力をフフルフ戸ペット順lこ並べ替えるというものです。縦線ガパイプ

処理を表し、縦線のを側のコマンドの出力を右側のコマンドの入力にするという意昧です。

パイプは、出力をフフフィルヘ甑送する機能と組み合わせることガできます。ユーザのディレクトリを並

べ替えてから、新しいファイル（ここではDIREC.円しとしています〉ヘ転送するときは、 'iJ?.のように入

力します。

DIR I SORT > DIREC.FIL 

MS-DOSは、力レントドライブにDIREC.FILというフコフィルを作ります。 DIREC.FIしファイルに

は、カレントドライブの〈このコマンドでは特に指定ガないので〉ディレクトリを戸ルフコフベット順に並

べ替え芝リストガ収められています。

出力は、カレントドライブ以外のドライブへの話送できます。

DIR I SORT > B:DIREC.FIL 

このコマンドは、並べ替えたディレクトljをドライブa・ のフ戸イルDIREC.FILヘ転送します。
パイプ機能では、 2つ以上のコマンドを並べることができます。疋とえば、

DIR I SORT I附RE

というコマンドは、ディレクトリを並べ替えてから、 TI画面分ずつ区切って表示します。ま芝、 画面に

出力しきれず残っているときは、スクリーンの最下行lこ、

ー”ore--
という表示ガでます。

他にもコマンドのパイプ機能や、フィルタ機能には多くの使い万ができます。

フィルタやパイプlこついて詳しくは、第5章 MS-DOSのコマンドを参照してください。

＊＊＊＊この章で扱ったコマンドのまとめ＊＊＊＊

コマンド 機能 書式

REM Iiッチフ戸イルにコメントを加える。 REM ［（コメント〉］

PAUSE パッチフpイルの実行を中断する。 PAUSE ［（コメント〉］

FIND テキストフココイル中から指定され定ストリン FINDストリング［〈ファイル名〉］
クを倹索する。

MORE 表示を23行ずつ区切って行う。 MORE 

SORT テキストの並べ替え。 SORT 
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4.9 基本的なコマンド

ここでは次の8個の基本的なコマンドについて、説明します。

コマンド 動き

FORMAT ディスクのフオマット（初期化〉

DISKCOPYディスクのコピー

DI円 ディレクトリの表示

COPY フ戸イルのコピー

DEL ファイルの削除

円ENAME フ戸イル名の変更

TYPE ファイルの内容の表示

PRINT フコフィルの内容の臼字

4. 9.1 ディスクに関するコマンド

最初に、 FORMATコマンドとDISKCOPYの2つのディスクに関するコマンドを、説明します。

FOMATコマンド（ディスクのフォーマッティング）

ディスクをフォーマットするだめにFORMATコマンドを用います。ブランクディスクは、 MSDOS 

で使えるようにフォマットする砂要があります。

フォーマットコマンド、 MS-DOSガ理解できるようなフォーマットにディスクを変更し、まだ欠陥箇

所をチェックします。

フォ マット時、 3つの特別なフ戸イルをディスクヘコピーすることもできます。

この内、 2つのファイルは、ディレクトリコマンドで表示しない隠されたフ戸イルです。

3つ自のフ？イルは、 COMMAND.COMです。これらのフ戸イルをコピーすることは、 MS-DOSの

システムディスクを作る上で重要です。

アータを保持するだけのディスクを作るときは、これらの特別なフ戸イルをコピする必要はありませ

ん。

ドライブB のブランクディスクをフォーマットし、特別なフコフィルをコピ するには、次のように行い

ます。

下
b: /s 

I~ー→ MS DOSの3つの特別ファイルをコピーします。
し一一一一→ドライブB:

ーディスクをフォマットします。

［例］

ドライブB：のディスクをフォーマットします。

1 .ドライブA.にMS-DOSシステムディスクガ入っていることを確めます。

2. format b: /sと入力します。

3.回キを入力します。

4.画面は次のようになります。
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A>format b:/s 

FORMATユーティリティ［VX.XX]

システムをフォーマット後に転送します．

霊長将兵民τ34~~島民j滋伊し込み、

くCR＞キ とは［亙キーのことです。

5.ブランクディスクをドライブB：に挿入します。

6.回 キーを押しフォーマットを開始させます。

フォーマットガ完了するとMSDOSは次のようlこ表示し、ボljユームラベルの入力を聞

いてきます。

ディスクのボリュームラベルを入力してください．
漢字〈全角〉は5文字、英数字〈半角〉は11文字まで入力できます．

必要なければくCR＞キーを押してください．

ボリュームラベル：

ボリユ ムラベルとは、フロッピーディスクT枚lこ｛寸ける名前のことで、フロッピーディスク

の識別に用います。幽要ガなければ回キーを押します。

1250304バイト：全ディスク容量

73728バイト：システム領域
1250304バイト：使用可能ディスク容量
別のディスクをフォーマットしますかくY/N>?

7.フォーマットする別のディスクがなければ 、N"CNo）と入力します。

注意

フォ マットプログラムは、ディスク上の情報を破壊しきます。

MS DOSでフォーマットする前lこ、保存する必要のないフ戸イルであることを確認し

てください。

DISK COPYコマンド（ディスクのコピー）

DISK COPYコマンドは、ディスクの内容をコピーします。

DISKCOPYコマンド巳よってディスクの内容をコピーするだめには、'fJ?..のようなアイスつを用意しま

す。

・コピーするディスク

・フォマットを行つだコピー先用ディスク

ドライブA.のディスクを、ドライブB：にコピーするだめには次のように行います。

DISKCOPY A : B : 

工：ナ町ブB：ヘ
ドライブA：から

ディスクのコピを行う
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［例］

ドライブA：のディスクをドライブB；のアイスフヘコピーします。

1. DISKCOPYコマンドの入ったディスクをドライブA：に挿入します。

2.フォーマットを行つだブランクディスクをドライブB：に挿入します。

3. DISKCOPY A : B：と入力します。

4.コピーするディスクをドライブA：に挿入します。

5.回キーを押します。

6.次のように画面に表示されます。

A>DISKCOPY A: B: 

送り側のディスクをドライブA：に挿入してください．

受け側のディスクをドライプB：に挿入してください．
準備ができたらどれかキーを押してください．

7.どれかキーを押すと処理を開始します。

コピーを完了すると次のように聞いてきます。

別のディスクをコピーしますかくYIN>?
8. 、N＂キー CNo）を入力し、 DISKCOPYコマンドを飯け出します。

4.9.2 フフフィルI：：？.関するコマンド

フコフィルに関するMS-DOSのコマンドletDIR、COPY、DEし、RENAME、PRINTコマンドなど

ガあります。

DIRコマンド（ディレクトリをリストします。〉

MS-DOSのDI円コマンドにより、ディスクのディレクトリをリストします。

ドライブB：のディレクトリを表示するにはだとえば次のように行います。

DIR B: 

て王町イブB一つの
ディスクのディレクトI）を表示せよ。

ドライブ名なしにDIRコマンドを実行するとカレントドライブのディレクトリを表示します。

［傍日

トヱライブA：のディスクのディレクトリを表示します。

〔例〕

1. MS-DOSのシステムディスクガドライブA:Iこ入っていることを確めます。

2. DIRと入力します。

3. 回キーを押します。画面表示を一時とめ芝川きは固＋困キーを入力します。

画面には、次のように表示します。

附P蹴倒 187 87-04-16 14 ：~ 
Yll.IRPROC LIB 15ま湖 87-04-13 12:00 
阻.JFILE 吹T 白536 87-04-13 12：朗
出ER 00:: 9171 87-04-13 12：鈎
SCHEDULE TXT 2'2570 87-04-13 12：朗
5個のファイルがあります．

99乃花パイトが使用可能です．
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COPYコマンド（ファイルをコピーします。）

COPYコマンドを使ってT個あるいは複委員のフフフィルを同一ディスク上あるいは、違うディスクlごコ

ピーします。ドライブA：のディスクのフ戸イルをドライブ百：のディスクヘコピーするには、次のように

行います。

COPY A: MYFILE.T×T 

二
B: MYFILE.T×T 

Lーファイル名を、MYFILE.T×T＂と

して、ドライブB：ヘ〈コピーしま

す。〉

ードライブA：上の

‘MYFILE. TXT＂という
名前のフ？イルを

コピーを

行います。

同ーディスク上に同一フココイル名のフコフィルを作ることはできません。

上の例でカレントドライブガA：であれば、最初のファイル名のA：は入力する必要はありません。

まだ、コピー先のフコフィル名ガ省略されると、オリジナルと同Uフ戸イル名ガ自動的に｛寸けられます。

（ただし、同一ディスクよでは、できない。〉

COPY A : MYFILE. T×T B : MYFILE. T×T 

COPY MYFILE. T×T B: MYFILE.T×T 
COPY MYFILE. T×T B: 

上記3つのコマンドは、同じ意昧となります。〈カレントドライブA：のとき〉

［例］

ドライブA：上のフコフィル名、MEMO.T×T＂を同じドライブ A：主にファイル名、STUFF.T×了。

としてコピーします。

1 . ""777イル名、MEMO.T×T＂というフ戸イルガドライフ、 A：上にあることを確めます。〈力

レントドライブはA:)

2. COPY MEMO. T×T STUFF. T×T. 

と入力します。

3.回キーを押します。

DEしコマンド（ファイルを削除します。）

あるファイルをディスク上から消去しだいとき、 DELコマンドを用います。

ドライブB：上のフ戸イル名、STUFF.T×T＂を削除するときは次のよう lこ行います。

DEL B : STUFF. T×T 
I L..ドライブB：上のフ戸イル名、STUFF.T×T＂のフ戸イルを（削除します。〉
.. フコフィルを削除します。
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［例］

カレントドライブ上のファイル名、MEMO.BAS＂を削除します。

1 .カレントドライブょにファイル名、MEMO.BAS＂のフ戸イルガあることを確認します。

2. DEL MEMO. BAS 

と入力します。

3 0 キーを押します。、MEMO.BAS＂というフ戸イルガディスク上より削除されます。
注意

．、本.＊＂は、テ．ィスクよのすべてのフコフィルという意昧を持ちます。

この省略形を使うときは十分注意してください。

OEし ＊．＊と入力するとテ。ィスク上のすべてのフ戸イルガ削除されます0

．、DEL＂の代わりに、 ERASE＂と入力しても同じ動作ガ行われます。

RENAMEコマンド（フフフィル名の変更〉

ファイル名をきE更する必要があるときがあります。

、MEMO.DOC＂と いうフコフィルガあって、更lこもうひとつの 、MEMO＂というフコフ ィルを追加した

いとさ、、MEMO.DOC＂を違うファイル名に変更します。

、BILLMEMO.DOC＂と いうファイル名に変更しだいときは、次のように行います。

RENAME MEMO. DOC BILLMEMO. DOC 

二 一一OC"というフコフィル名に変更します。

、MEMO.DOC＂というフフフィル名から

ファイル名を変更します。

円ENAMEは同 ディスク上でのみ使用できます。

、A: MEMO. DOC＂か ら、B: MEMO. DOC＂というような使い方はできません。

［例］

ドライブA：上の、STORY.DOC＂というフヨフィルのフコフィル名を、FABLE.DOC＂というフフフィ

ル名！と変璽します。

1 ドライブA：に、STORY.DOC＂という フフフィルガあることを確めます。

2. RENAME A : STORY. DOC A : FABLE. DOC 

3.回キーを押します。

RENAMEコマンドは、 RENと短縮することもできます。

TYPEコマンド（ファイルの内容を表示）

フコフィルの内容を見定いときは、 TYPEコマンドを用います。

TYPE A : BOA TS. CAし

」一一ードライブA.上の

フ戸イル名、BOATS.CAL＂という

フコフィル〈の内容を画面（こ表示します。〉

画面上に表示します。
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［旬日

カレントドライフゅのディスクよのファイル名、DEADLINE.10＂というファイルの内容を表示します。

1 .フコフィル呂、DEADLINE.10＂という フ戸イルガカレントディスクドライブのディスクlこ

あることを確めます。

2. TYPE DEADLINE.10と入力します。

3. QJキーを押し開。

フフフィル名 、DEADLINE.10＂のフ戸イルの内容が画面に表示されます。

•TYPEで画面上に出力しだフ刊しの内容別画面を越えスクロールしているときは匡~＋団
キーの入力で時停I上できぎす。

再度~＋固キーを入力すると再開します0
・MS-DOSはテキストフコフィルのみを表示します。
もし、テキストフ戸イル以外のプログラムフpイル〈拡張子にへCOM＂ゃへ E×E＂の付い芝フ戸イ

ル〉を画面に表示するときは、特別なプログラムガ必要です。

PRINTコマンド（ファイルの内容を印字）

MS-DOSは、ファイルをプリンタヘ回字します。

BASICプログラムで書かれた、SORTER.BAS＂をプリンタへ印字するときは次のように行います。

PRINT SORTER. BAS 

亡三吉正ORTER.BAS＂というフ川崎。

ドライブ名 CA 、B.等〉ガ指定されてい芯いので

力レントドライブとなります。

ファイルを臼字します。

［例］

ドライブB：上のフ戸イル名 、FRIENDS.ME＂を印字します。

力レントドライブはA：とします。

1 .ドライブA・のディスク｜こPRINT.E×Eというフコフィルガ入っていることを確めます。

2. ドライブB・のディスクに、、FRIENDS.ME＂というファイルがあることを確めます。

3.プリンタガ電源ON状態で、紙ガセッ卜されていることを確めます。

4. PRINT B : FRIENDS. MEと入力します。

5 . ~キーを押し開。
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第5章
MS-DOSのコマンド

5.1 イントロダクション

この章では、 MS-DOSの各コマンドについて詳しい解説を行っています。コマンドは、アルファペッ

トJI慎に並んであり、特にバッチ処理で使うコマンドについては、 一節にまとめて解説しています。

5.2 コマンドの書式指定

本章では次のような表記法を使用しています。

［ ］ 角形カッコ このカッコの中身は、必要に応じて入力する項目を示しぎす。

〈〉 山形カッコ このカッコの中身は、ユーザガ入力するデータを示します。テキストガ山

形力ッコで囲まれている場合は、そこに指定された項目を入力します。

例 ：〈フフフィル名〉、〈リスト〉、〈レンジ〉

｛ ｝ 大カツコ このカツコは、そこに並べられだ項目のうち、必要なものを選んで入力す

CAPS 

ることを示します。角形カッコで囲まれていない限り、 J必ずTつは入力し

なければなりません。

省略記号 必要に応じて何回も繰り返される項目を示します。

縦線 選択項目の区切りに使われます。ま芝、フィルタとして使った場合には、

大文字

パイプを示します。。

大文字は、そのつづり通りlこ入力しなければならないステートメント、ま

だはコマンドの一部分を示します。

亡二コ 文字や記号ガ仁コ内にある場合、~十回のようなコントロール文字、特殊文

字の入力を示します。巨］は、リターンを表します。

カンマ〈，〉、コロン（：〉、スラッシュ（／〉、等号〈＝〉などの記号は、指定されている位置にE確lこ

入力しなければなりません。
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5.3 MS-DOSのコマンド

本章では下記のコマンドについて解説します。 カッコで固まれているもの（問’〔ERASE〕〉はコマン

ドの別表記で、動作は同じです。

ASSIGN 

ATTRIB 

BACKUP 

BREAK 

CHOIR 

CHKDSK 

CLS 

COMMAND 

COPY 

CTTY 

DATE 

DEL 

DIR 

DISK COPY 

E×E2BIN 

E×IT 
FIND 

FORMAT 

GAk.JI 

HDFORMAT 

HDTRNS 

.JOIN 

KEY 

LABEL 

MK CNF 

MKDIR 

MORE 

PATH 

PRINT 

PROMPT 

RECOVER 

REN 

RESTORE 

RMDIR 

SET 

あるロジカルドライブ名を指定され芝ドライブへ割り当てを行う

ファイルのアトリビユ ト（層性〕の設定あるいは表示を行う

／＼ードディスクからフロッピーディスクヘパック戸ツプを行う

匿~＋固の機能の設定
ディレクトリの変更と力レントディレクトリの表示（CO)

ディレクトリを横査して、ディスクの状態をチェックする

画面の消去

コマンドプロセッサを起動する

指定されたファイルのコピ

入出力デバイスの変更

日間の表示と設定

指定し疋フ戸イルの消去（ERASE)

ディレクトリ情報の表示

ディスクのコピー

実行可能なファイルをバイナリ形式に変更する

COMMANDモ ドから戸プリケションプログラムヘ制御をもどす

文字列の模索

ディスクをフォマット（初期化〉する

外字フォントの編集、登録、削除を行います

ハ ドディスクの初期化や模査を行う
／＼ードディスクのヘッドを振動の影響の受けにくい位置ヘ移動させる

ディスクドライフホを特定のディレクトリに結合する

各種キーへの定義

ディスクのボリユ ムラベルを変更まだは削除します

システム構築フ戸イル CCONFIG.SYS）の作成

ディレクトリの作成（MD)

T画面ずつの出力

コマンドを捜すパスの設定

／＼ックグラウンドでプリンタに出力する

コマンドのプロンプトを指定する

ディスクの修復

フコフィル名の変更 （RENAME)

BACKUPコマンドで作成されたパック戸ツフ。ファイルを復元する

ディレワトりの消去 （RD)

文字到の値を他の値に設定
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SETUP 

SHARE 

SORT 

SUBST 

SYS 

TIME 

TYPE 

VER 

VERIFY 

VOし

／＼ッチコマンド

ECHO 

FOR 

GOTO 

IF 

PAUSE 

REM 

SHIFT 

5.3 MS-DOSのコマンド

システムガ持つ基本的な機能の動作状態を設定

ファイjレの共育やロックを行う

データを戸ルフ戸ベットJI扇、まだは逆順に並び替える

ドライブ名でパス名を置き換える

カレントドライブ｜ごあるMS-DOSのシステムフフフィルを指定するディスクヘ

コピーする

時刻の表示と設定

指定しだフコフィル内容を表示する

MS-DOSのパージョン番号を表示

ディスクへの書き込みの横査の切り替え

ディスクのボリユムラベルの表示

バッチ処理中のコマンド表示のON/OFF

パッチおよび対話型のフコフィル処理を反復して行う

I 'iッチフコフィル処理の流れをくラベル〉で定義されている位置ヘ移す

条件判断に応じてパッチ処理を行う

／＼ッチ処理の一時停庄

／＼ッチフコフイjしでのコメントの表示

バッチ処理における置き換え可能なパラメータのシフト
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ASSIGN 
外郎コマンド

直至］ あるロジカルドライブ名を指定されたドライブヘ割り当てます。

直二百 ASSIGN C＜×＞＝＜Y>C…］］ 

直二重日 等号「＝_J は省略することができます。コマンド実行後、今までロジカルドライブ×で

読み出し／書き込みが行われていたものガロジカルドライブYで行われるようになります。

ASSIGN 

と入力すると割り当ては、起勤時の状態にもどります。

ASSIGN A=C B=A 

ロジカルドライブAまだは、巳土でしか動作しないような戸プリケーションプログラムを

ロジカルドライブC」二で走らせ乏い場合に実行させます。このコマンドの実行後ロジカルド

ライブA、Bを戸クセスしようとすると、すべてロジカルドライブCヘフフクセスするようにな

ります。

［注意］

・ASSIGNコマンドでドライブの割り当てを変更した後は、 FORMAT、HDFORMAT

によるディスクのフォーマットはできません。これはASSIGNコマンド実行lこより、本当

にフォーマットしだいドライフ糊されてしまうだめです。 ASSGIN回を実行させデ

フォルト状態にもどしてからフォーマットをしてく定さい。

・BACKUPコマンド、PRINTコマンド使用時もASSIGNコマンドは使用しないでくださ

い。これはASSIGNコマンドの実行により各コマンドガ必要とするドライブガ関されて

しまう疋めです。 ASSIGN~を実行させデフォルト状態にもどしてから、実行させて

ください。

・ASSIGNを解除するときは割り当て芝ロジカルドライブ上にASSIGNコマンドガのっ

ている必要があります。

5 4 



5.3 MS-DOSのコマンド

ATTRIB 
外部コマンド

直二E ファイルのリードオンリー（読み出し専用）の戸トリビュート（属性）を設定ま定lま解除し

ます。また、フコヲイルのコフトリビュートを表示します。

直二重D ATTRIB〔＋R1-RJ 

直二重日 十円は、ファイルの戸トリピユ ト〈属性〉をリードオンリ 〈読み出し専用〉に設定しま

す。

Rは、リードオンリーを解除します。

フココイル名lこは、参照するファイルを指定してください。

特定のフ戸イルの戸トljピユ ト（層性〉を表示するlこは、

ATTRIB＜ファイル名〉

と入力します。

ワイルド力一ド＊． ＊を用いることlこより、特定のディレクトリのすべてのフコフィルのフフ

トリビュートを表示することガできます。

［倒］

フ戸イル＂ MYFILE.T×T＂の戸ト リビュートをリートミオンリーに設定します。

ATTRIB +R”YFILE.TXT 

F
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BACKUP 
外部コマンド

冠二重ヨ ハードディスクからフロッピーディスフヘTつまたはそれ以上のフ？イルのパック戸ツフを

行います。

直二記 BACKUP〔（d:）］〔〈ファイル名）J[(d: >J [/S〕［／MJ[/A〕［／PJ

[/D: 〈日付）J[/T: 〈時刻〉］［／し： 〈フコフィル名〉］

直~ 最初のくd:> ＜フコフィル名〉には、パック戸ツブするハードディスクのフ戸イルまだはデ
ィレクトリを指定します。 'JR.のくd:)Iこは、パック戸ップフ戸イルガ作成されるディスクド

ライブを指定します。

/Aスイッチを指定しない限り、パック戸ツプフロッピーディスク上のファイルId:、新しい

フ？イルガ作成される前に削除、されます。

BACKUPコマンドでは下記のスイッチガ使用で、きます。

/S サブディレクトリもパック戸ツプします。

/M 最後のパック戸ツプ以後に、変更のあつだファイルだけをパック戸ップします。

/A フコフィルをパック戸ツプする前lこ、すでにパック戸ツプされている古いフコフィルを削

除しません。すでにパック戸ップフロッピ上にある、／＼ック戸ツプされたファイル

に追加します。古いフ戸イルを削除しません。

/P それそ。れのフロッピーディスクに可能な限りフ戸イルを詰め込みます。ディスクをい

っぱいにするのに、サブディレクトリを作る以外に方法ガない場合、フロッピーディ

スクにはサフwディレクトリガ作成されます。

/D 指定されだ日旬以降に変更されだファイルをパックフフッブします。

／丁 指定されだ時刻以降に変更されだフ戸イルをパック戸ツプします。

／し 指定されたフフフィルにパック戸ッブ記録を作成します。フ戸イル名が指定されない場

合、パックコフッブされるフコフィルのルートディレクトリにBACKUP.LOGというフ

コフィルで作成されます。パックフフツプ記録フフフィルの？行自lこは［datetime］ガあ

り、これはパック戸ツプガ行われた日間と時刻を表しています。以降バッファップさ

れたフフフィルの記録1J、それぞれのフ戸イルに？行ずつ作成されます。これらの行に

は、フコフィル名とそのファイルを含んでいるフロッピーディスクの番号ガ記録されま

す。この情報は、フロッピディスクから特定の情報を復元するときに使用します。

復元する定めにどのディスクを指定すればよいか、フ戸イルを捜さなくても、確実に

知ることができます。もし、すで1こパック戸ツプ記録フ戸イルガある場合、現在の記

録はファイルに追加されます。
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BREAK 
内部コマンド

直:=iJ ~＋固のチェック機能を設定します。

直二百 BREAK CON I OFF〕

E 誼 BREAK OFFに指定され一と、固＋固ガ押され匙きのチ一

ムコ－）レ〈フ戸ンクシヨンリク工ストの利周〉の中のコンソ一jレの入出力、あるいはプリン

タ出力のときにDOSレベルで行う他は、戸プリケーションプログラム側にそのチェックガ

任せられています。

BREAK ONを指定すると、すべてのシステムコール（フコフンクションリクエストの利用〉

で~＋回のチェッつを行います。
し疋がって、 BREAKOFFとなっているとき、システムコールでディスクヘ読み出し／

書き込みを行っているときなと＼匡~＋固を押しても処理を中断してシステムへもど
りません。BREAKONを指定すると、読み出し／書き込みをせずにシステムへもどります。

パラメータCON、OFF）を｛寸けずにBREAKコマンドだけを入力すると、そのときの設

定状況が表示されます。

BREAK Id:システム僑築ファイル CCONFIG.SYS）を指定することができます。
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CHOIR (CHANGE DIRECTORY) 
内部コマンド

直二E カレントディレクトリを別のディレクトリl之変更します。説、そのときのカレントティレ

クトリを表示します。

直二重日 CHOIR ［（パス名〉］

匡雇E CD 

直二量日 カレントディレクトリガ￥BIN¥USER¥.JOEで、他のディレクトリ〈芝とえば

¥BIN¥USER¥SUE）ヘ変更したい場合は、

CHDI R事BIN事USER事SUE

と入力すると、新しいディレクトリヘ移ることができます。このコマンドでは略記法も使え

ます。暗記法を使い、

CHDIR . • 

と入力すると、カレントディレクトリの親ディレクトリヘ移ります。

CHOIRにパス名を指定しないと、そのときの力レントディレクトリガ表示されます。カレ

ントディレクトリガドライブBの￥BIN¥USER¥.JOEのときに、 CHOIR固と入力す

ると、

B：半BIN事USER¥JOE

と表示されます。

このコマンドは、現在の力レンドディレクトリがわからなくなつだときなどに便利です。

まだ、 MS-DOSでは、各ドライブごとに力レントディレクトリガ設定されます。
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CHKDSK 
外部コマンド

直3訂 指定されだドライブのディレクトリ欄べ、フタイルおよびディスクの状態をレポートしま
す。

直二重日 CHKDSK [(d: )] ［（ファイル名〉］［／円［／〉］

直二重日 ディレクトリに誤りがないか、あるいはディスクにどの程度余裕があるかチェックします。

時々それぞれのディスクでCHKDSKを実行するとよいでしょう。ディレクトリに誤りがあ

ると、エラーメッセージ表示をし、誤りガない場合にはステータスレポート（状況報告〉を

表示します。

（ステータスレポートの表示例）

1250304 バイト：全ディスク容量

92160 バイト： 3個のシステムファイル

358400 バイト： 34個のユーザーファイル

799744 バイト：使用可能ディスク容量

786432 バイト：全メモリ

633040 バイト：使用可能メモυ

/Fスイッチガ指定されると、後述のエラーは自動的に修復されます。

/Fスイッチを指定しない限りディスクの修復は行われません。

／〉スイッチガ指定されると、エラーメッセージの他lこ、ディレクトリの詳しい状況が報告

されます。

決！こ示すエラーは、／Fスイッチを指定しだ場合、自動的に修復されます。

ドライブの指定が遣います．

パラメータが遣います．

サプディレクトリ〈ファイル名〉以下の処理ができませんでした．

クラスタ※番号が不良です．切り捨てました．

アロケーションエラーです．サイズを調整しました．

〈ファイル名〉は不良クラスタを含みます．ファイルを切り捨てました．

FAT※※読取り中にエラーがありました．

FAT書込み中にエラーがありました．

〈ファイル名〉は〈××××〉個の不連続プロ‘Yクを含みます．

指定されたすべてのファイルは連続しています．
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/Fスイッチを指定した場合でも、'JRに示す工ラーは自動的には修復されません。コマ

ンドの終了後にユザガ修正してください。

メモリが不足です．

処理を続行できません．

現在のシステムで、 CHKOSKを実行するlこはメモリガ不十分です。 CHKDSKを実

行するには、メモリを弧張しなければ忽りません。

エラーが発見されました．

/Fパラメータが指定されていないので、ディスクの修復は行われません．
CHKDSIくで誤りを修復し芝い場合｜志、／Fスイッチを指定してください。

現在のディレクトリは無効です．

処理を続行できません．

力レントアィレフトリガ不良のだめ処理を続行できません。いつだんルートディレク

トリへもどる芝めに、MSDOSを再スタートして、もう一度CHKDSIくを実行してく

ださい。

くファイル名〉のクラスタが重複してリンクしています．

それそ．れ必要なフ戸イルのコピ を作成した後、 重複してリンクしている元のフ戸イ

ルを消去してください。

<YYYY＞チェイン中くXXXX＞個の破損クラスタが発見されました．
破損チヱインをファイルに変換しますかくY/N>?

この表示1こ対してYを入力した場合には、この問題を解決するだめにフフフィルを作成

します CCHKDSKで作成しだフコフィル名l志、 FILEnnnn.CHKです〉。

そして、次のような表示をします。

くXXXX＞バイトのディスク空間が解放されました．

Nを入力し、／Fスイッチを指定しない場合は、その領域を解放し次の表示をします。

くXXXX＞パイドのディスク空間が解放可能です．

このディスクは扱えません．

続行しますかくY/N>?

使っているディスクはMS-DOSでは扱えません。実行を続けるかどうかを指示しな

ければなりません。

ルートディレクトリがいっぱいです．

不必要なファイルを消去し、もう一度CHKDSKをしてください．
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ルートディレクトリのフフフィルを消去するまで、 CHKDSIくは実行させることができ

ません。

ディレクトリは修復不可能です．

ディレクトリをファイルに変換しますかくYIN>?
Yを入力すると誤りのあるディレクトリをファイルに変えますので、自分でディレク

トリを修復するか、そのフ戸イJレを消去してください。

＊〉 クラスタとは、フコフィルに割り当てられる領域の単位のことです。

申＊〕 FATとは、ファイル・戸ロケーション・テ ブルの略で、フココイルに割り当てられ

ているクラスタガ登録されているテーフ‘ルのことです。
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CLS 
内部コマンド

直二E 画面のデータを消去します。

直二百 CLS 

直二重E CLSコマンドによりMS-DOSは、スクリーンにエスケープシーケンスのESC[20 

画面を消去するコー卜ごを出力します。

画面消去後カーソルはホーム位置〈主上〉ヘ移動します。
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COMMAND 
外部コマンド

直=:iJ コマンドプロセツサを起動します。

直二副 COMMAND [(d: > ［（パス名〉］］［〈デバイス名）J[/PJ [/C ＜文字列〉］

直二重日 このコマンドは、新芝！こコマンドプ町、ッサを起動します CMS-DOSの内部コマンドは

すべてコマンドプロセッサに含まれています〉。

コマンドプロセッサは常駐部と非常駐部の2つの部分に分けられて読み込まれます。戸プ

リケーションプログラムによっては、それらが実行されたとき、COMMAND.COMの非常

駐部lご重ね書きされます。このような場合、非常駐部に属するコマンドガ実行されると、コ

マンドプロセッサの常駐部は非常駐部を再び読み込むために、 COMMAND.COMファイ

ルをディスクから捜します。

(d : > (/ ＼ス名〉は、非常駐部の再読み込みガ必要な場合に、 COMMAND.COMフ？イ
ルを捜す場所を、コマンドプロセッサ！こ指示します。

〈デバイス名〉は入力および出力のだめの、別のデバイス〈だとえばAU×〉を使用する場

合lこ指定します。詳しくは、 CTTYコマンドを参照してください。

/Pスイッチ！~COMMAND. COMにそれ以よ高いレベルへの抜け出しを禁止するよう

指示するものです。

/Cスイッチを使用する際I~、コマンド中での最後のスイッチとして使用してください。

/Cスイッチは、〈文字到〉で指定されだコマンドの実行をコマンドプロセツサに指示し、実

行ガ終了し定後、もとのレベルへもどります。

C例］

co附AND/C CHKDSK B: 

を実行するとコマンドプロセッサは以下の動作を行います。

1 .現在のコマンドプロセッサまだはプログラムのもとで、新たにコマンドプロセッサガ

起動します。

2. 、、CHKDSK Bソガ実行されます。

3.以前のコマンドプロセッサま芝はもとのプログラムにもどります。

第9輩、システムの構築M にあるCONFIG.SYSフ戸イルの例を参照し、 COMMANDで

使用されているパス名と／Pスイッチを参照してください。
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COPY 
内部コマンド

直二E ファイルのコピーを作成します。コピーはファイル単位でも、ディレクトIJ単位でも行えま

す。また、ファイルの連結も行うことができます。

直二E COPY ｛（ファイル名〉 ｜〈パス名）｝[/ AJ [/BJ ｛（ファイル名〉｝ ｜〈パス名）｝ [/ AJ 
[/BJ [/VJ 

COPY＜ファイル名〉＋〈ファイル名〉＋［〈ファイル名〉…］〈ファイル名〉

直二E F のパラメタ（を側の｛｝〉で指定されだフ戸イルのコピガ、第2のパラメータ〈右

側の［］〉のフ戸イル名で作成されます。 商万のパラメータがまつだく同じ場合は、自分自身

ヘコピーすることになり、 COPYコマンドは中ltされ、 'fJ!.のメッセージガ表示されます。

コピーすることはできません．

0個のファイルをコピーしました．

第7パラメータガパス名の場合は、指定されだディレクトリのすべてのフココイルガコピー

の対象となります。

第2パラメータの指定には、次の4通りガあります。

十 第2パラメータガ省略された場合、コピーはカレントドライブのカレントディレクトリ

ヘ行われます。

2.ドライブ名Cd・〉だけが指定されだ場合、指定され芝ドライブホのカレントディレクトリ

ヘコピーされます。

3.パス名1J指定され疋場合、指定されだディレクトリヘコピーされます。

T～3の場合では、コピーは第刊Tラメータで指定され芝ファイルと同じ名前で、個別

lこ行われます。

4.第2パラメータでファイル名ガ指定され芝場合には、第1I＼ラメータガパス名とファイ

ル名では処理ガ異なります。

第1I ＼ラメータガフ？イル名の場合Id:、指定されたフ？イルガ指定された名前でコピー

されます。

第1／＼ラメ タガパス名の場合は、指定されだディレクトリに登録されているすべての

ファイルガ、自動的に連結され、第2パラメータで指定され疋フ戸イルヘコピーされま

す。

/A、／Bスイッチは、エンドオブ、フコフィルマーク C<CT円L-Z>で入力されるTAH）を

無視するかどうかを指定するものです。これらのスイッチは、その後、他のスイッチガ見い

だされるまで有効です。
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/A 

/B 

5.3 MS-DOSのコマンド

第？のパラメタで指定すると、そのファイルをASCll777イル（テキストファイ

ル〉と見なし、エンドオブファイルマ フと、それ以後のアータはコピーされません。

第2のパラメータで指定すると、エンドオフ．フ戸イルマークガフコフィルの最終文字と

して書き込まれきます。

COPYコマンドは、工ンドオブフpイルマ クを使わず、物理的なエンドオブファ

イル COIRコマンド〉にあるファイルの長さを、フ戸イルの最後を知る芝めに使いま

す。第Tのパラメ タで指定されると、アィレクトリのファイルサイズに従って、フ

戸イルの全デタガコピされます。第2のパラメタで指定されると、エンドオブ

ファイルマ クは、フコフィルの最後に伺加されません。

／〉スイッチlet、ベリフフフイを指定するものです。ディスクヘ書き込みを行った直後に、そ

の内容を読み出し、書き込み工ラーガ生じていないかのチェックを行うものです。コピ は

完全に行われますが、処理速度は遅くなります。

COPYコマンドでは、フ戸イルの連結も行うことができます。これは、必要なだけのフ戸

イル名を、＋＂で区切ることで指定します。

［傍旧

COPY A.XYZ+B.COM+B:C.TXT BIGFILE.CRP 

このコマンドは、フ戸イJレA.×YZとB.COMおよびB:C.T×Tを連結し、カレントドラ

イブのBIGFILE.CRPヘコピします。

連結は、通常ASCII形式で実行されますが、これは、フ戸イル内のくCTRL-Z>〔TAH) 

ガ、エンドオフ、ファイルマークとして解釈される定めのものです。バイナリファイルを結合

する場合、工ンドオブフココイルマークとしての解釈が、／Bスイッチの芝めに無視されること

があります。それはこの／Bスイッチガ、物理的な工ンドオフ市フ戸イJレCDIRコマンドにある

ファイルの畏さ〉そコマンドに使用させるからです。

COPY/B A.COM+B.COM 

上の倒では、COPYコマンドは、A.COMの後にB.COMを｛寸け加えます。で、きあガつ芝

ファイル名はA.COMのままです。

バイナリファイルには／巳、ASCIIファイルには／Aを使用することで、任意に結合できま

す。

コピー先のファイルにある／Aま芝lct/Bスイッチは、＜CT円し－Z＞ガフコフィルの終わり

に置かれるかどうかを決定します。／Aが影響を持っている聞に読み取られるソ スフ？イ

ルは、＜C下円し－Z>ガ取り除かれています。フ戸イjレの書き込み中！こ／At.ア影響を持つ場合、

TつのくCTRL-Z）が書かれます。したがって、それ以上のくCTRLZ>は、以下のよう

なコマンドで伺加されることになります。
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COPY A.ASH/B B.ASH/A 

これによって、最初のファイルJこの／巳でくCTRL-Z>の除去を防ぎ、 2番目のフフフィル

上の／Aで伺加します。

COPY PROG.COM/B+ERRS.TXT/A NEWPROG.CO”／B 

この例は、プログラムフココイlレPROG.COMに、エディタlこよって作成した定数データ

（工ラ メッセ ジ〉、 ER円S.T×Tを連結する場合を示しています。結果ガ.COMフコフィ

ルなので、終わりのくCTRL-Z>は必要ありません。

ファイルを連結しない場合でも、／Aおよび／Bスイッチは処理されます。連結しない場

合、COPYコマンドは、バイナリコピーをデフォルトとして解釈します。／Aスイッチを使用

すると、結果として得られるフコフィルを、最初の工ンドオブフココイルマークで一部省略する

ことガできます。

COPY A.TXT/A B.TXT 

人T×Tの中に、くCTRL-Z>ガ含まれていると、 B.T×TはAT×Tよりも小さくなる

ことガあります。フコフィルB.T×Tには、＜CTRL-Z>ガフココイルの貴重後の文字として柑い

ています。

ワイルドカードを使って、いくつかのフフフィルを連結するには、 'fR..のようにします。

COPY車.LSTCOMBIN.PRN 

このコマンドは、フコフィル名拡張子ガ.LSTであるフ戸イルを連結しCOMBIN.PRNと

いうフコフィルlこコピーします。

次の間では、＊.LSTIこ適合するファイルと、その鉱張子ガ.REFであるファイルをそれ

ぞれ連結します。この結果作成されるフコフィルは、フフフィル名は同じですが弧張子は.PRN

になります。だとえば、 FILE1.LSTはFILE1.円EFと連結してFILE1.PRNとなり、

×YZ.LSTと×YZ.REFは×YZ.PRNとなります。

COPY車.LST＋車.REF車.PRN

次に示すCOPYコマンドでは、＊．しSTIこ適合するすべてのファイルと＊.REFに適合

するすべてのファイルを連結し、 COMBIN.PRNというTつのフココイルにします。

COPY車.LST＋車.REFCOHBIN.PRN 

連結するフ戸イルの鉱張子と作成するフ戸イルの鉱5妻子を同一にして、 COPYコマンド

を実行しないでください。だとえば、次の例では、 ALL.LSTというファイルがすで！こ存在

する場合に、エラーとなります。
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COPY車.LSTALL.LST 

工ラーはALL.LSTを連結してしまうまで発生しません。しかし、その時点でこのフコフィ

ルはすでに破壊されています。

COPYコマンドは、入力フココイル名と作成するフフフィル名とを比較し、同 である場合に

は入力ファイル本？っスキップして、

コピー前にデステイネーションの内容が失われました．

という工ラ メッセ ジを表示します。そして、その後の連結動作は正常に働きます。 ALL

.LSTヘ＊.LSTを追加しだい場合は、 'fJ(のように入力します。

COPY ALL.LST＋車.LST

このコマンドは、 ALL.LS丁以外のすべての＊.LSTで示されるフコフィルをALL.LST

lこ連結します。このコマンドを使うと工ラ に芯らずに、フ戸イルを追加することができま

す。
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CTTY 
内部コマンド

直ご配 コマンドを入出力するデバイスを変更します。

直二E CTTY （デバイス名〉

直二重日 〈デバイス〉は、 MSDOSにコマンドを入出力する装置を意味します。このコマンドは、

作業を行っているデバイスを愛更しだい場合に使います。

CTTY AUX 

このコマンドは、すべてのコマンドの入出力を現在のデバイス（キ ボード、スクリーン〉

から、テレタイプのようなAU×ポートヘ変更します。

CTTY CON 

このコマンドは、入出力をデフォルトのデバイス〈キーボード、スクリ ン〉へもどしま

す。 CTTYコマンドを使う際に育効なデバイスについては、第3輩、、使用してはならないフ

ァイル名〈予約ファイル名）＂を参照してください。
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DATE 
内部コマンド

直ご言ヨ システムガ管理する日伺の表示と設定をします。

直二E DATE [(yy）ー＜mm＞ー（dd)J

直二重日 システムガ管理する日｛寸は、フ戸イルを作成編集したときにディレクトリに記録されま

す。

DATE 

と入力すると、定とえば次のように表示されます。

現在の日付は1987匂 10-01（木）です．

日付を入力してください：

表示されている白叶を変更する必要がない場合は、そのまま巴コキーを入力します。

変更する必要のある場合は、年一月ー日をハイフン（ー〉かスラッシュ（／〉で区切りながら、

数字で入力します。各数字の範囲は、次のようになっています。

(YY)=SO～ggまだは1980～2079 （年〉

のm=1～但（月〉

(dd)= 1～31 c日〕

曜日、月の大小、うるう年の処理は、MS-DOSガ自動的に行います。霊長定、白｛寸は時刻

と連動しており、時刻ガ翌日になっ芝場合は、自動的に日けも更新されます。入力した数字

ガ、範囲外の場合は、 '!J<のようなエラーメッセージとともに、正しい日間の再入力ガ求めら

れます。

日付の指定が遣います．

日付を入力してください：ー

DATEコマンドに直接日叶を｛寸けて入力することもできます。

DATE 1986-10-11 

この場合は、日間の更新は内部的に行われ、メッセージは表示されません。

このDATEコマンドは、 TIMEコマンドとともに、 MS-DOSの起動時に自動的に呼び出

されるものですが、 AUTOE×EC. BATフコフィルを使用する場合は、これらのコマンドは

働きません。しだがって、これらのコマンドを前もってAUT OE＞くEC.BATフコフィルに入

れておくとよいでしょう。
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DEL (DELETE) 
内部コマンド

直二重ヨ 指定されたフ？イルを消去します。

ー二記 DEし [(d : )] ｛（パス名〉｜〈フpイル名〉｝

匡雇E ERASE 
直二量日 フ戸イル名を＊ ＊と指定し芝場合には、

よろしいですかくY/N＞？一

と表示します。これに、、Y＂または＂ y＂を入力すると、すべてのフフフイんを消去します。 DEし

の代りlこERASEと入力することもできます。

パス名でディレクトリを指定し疋ときは、そのディレクトリ下に含まれるすべてのファイ

ルガ消除されます。
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DIR (DIRECTORY) 
内部コマンド

直ごE ディレクトリの内容を表示します。

直二百 DIR ［〈パス名〉｜〈ファイル名＞J[/PJ [/WJ 

直三面白 DIRコマンドは、指定されたディレクトリ、フ？イJレ！こ関するディレクトリ情報一刀

イル名、ディレクトリ名、ファイルの大きさ（／＼イト単位入最後に編集されだ目｛寸と時刻を

表示します。

パラメータをすべて省略すると、 DIRコマンドはカレントドライブのカレントディレクト

リに関する情報を表示します。ドライブ名を指定すると＂ DIR dソそのドライブについて、

パス名を指定すると、DIR （／~ス名〉”そのディレクトリについて、ファイル名を指定すると

、、DIR＜ファイル名〉ヘ該当するディレクトリのフココイルについての情報を表示します。

ワイルドカード文字であるクエスチョンマーク（？〉や戸スタリスク〈＊〉を、フコフィル

名の指定に使うこともできます。次に示す2つのDIRコマンドは等しいことに注意してくだ

さい。

コマンド

DIR 

DIR FILENAME 

DIR .E×T 

等価なコマンド

DIR *・ * 

DIR FILENAME. * 

DIR *.E×T 

DIRコマンドには、 2つのスイッチガあります。

/Pスイッチはページモードを選択し、 Ti直面分の表示を行うと停比します。表示を続ける

には任意のキーを押します。

/Wスイッチはワイドディスプレイを選択します。これを指定し疋場合にほ、什ラに5つ

ずつフコフィル名だけガ表示され、他の情報は表示されません。
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DISK COPY 
外部コマンド

直二劃 フロッピーアイスフlこ書かれている内容を別のフロッピーディスク！こコピーします。

直二百 DISKCOPY [(d : >J [(d : >J 

直二罰 最初に指定するオプション［（d: >Jは、ソースドライブ〈コピーしだいディスクのあるド

ライブ〉、 2番目のオプション〔＜d目〉〕は、デステイネーションドライブ（コピーし定内容

を書き込むディスクのあるドライブ〉です。

デステイネーションドライブにあるディスフは、DISKCOPYコマンドを実行する前1こフ

ォーマット（初期化〕しておかなければなりません。

2つのドライブの指定は、同じドライブでも別々のドライブでもかまいません。同じドラ

イブを指定し疋場合は、 1台のドライブでのコピー操作を実行します〈ディスクドライブガ

f台のシステムの場合には、これによりコピーを行うことができます〉。DISKCOPYコマン

ドは、ディスフの挿入を要求します。そして実行を続ける前にキーボードから何かキーを押

すのを待ちます。

コピーが終了すると次の表示をします。

別のディスクをコピーしますか＜YIN>?

Yを入力すると、指定しだドライブ聞で次のコピー操作を実行しますので、目的のディスク

を湾入してください。

コピーを終了するにはNを入力します。

［注意］

1 .間万のディスクは同ーのセクタ数で、セクタあたりの大きさ等も同じでなければなりま

せん。

2.岡万のドライブ名の指定を省略しだ場合は、カレントドライブにおいて、？台のドライ

ブでのコピ操作を実行します。

3. 2番目のドライブ指定を省略した場合は、デステイネーションドライブとして力レント

ドライブを選択します。

4.ディスク領域は順番｜こ配置されていないので、何度もファイルの作成、削除ガ行われた

ディスクでは、フコフィルはいくつもの部分に分けて記録されます。

このようなディスクでは、フコフィルの模索、読み出し、書き込みが渥くなります。この

場合には、DISKCOPYの代りにCOPYコマンドを実行し、このようなフ戸イル配置の

細分化をなくしてください。

［例］

COPY A：車．車 B:

ドライフ愉AのすべてのフコフィルをドライブBヘコピーします。

5 -22 



5.3 MS-DOSのコマンド

5. DISKCOPY実行中にディスク工ラ ガ発生し芝場合は、決のエラーメッセージを表示

します。

エラーですくドライプX：＞＜読取り中〉

中止＜A＞，もう一度＜R＞，無視＜I＞？一

このエラーメッセージについては、｛寸録を参照してください。

この場合コピーの目的ガ特定のフココイル〈複数〉であればCOPYコマンドを使用して

コピーが可能な場合ガあります。
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EXE2BIN 
外部コマンド

直二E .E×E（実行可能）フpイJレをバイナリフォーマットヘ変換します。この結果、 fつのファイ
ルのディスク占有率ガ減り、プログラムのロードガ速くなります。

直二E E×E2BIN 〔（d:)] ＜フ？イル名〉［〈．銘張子〉］ [ (d : > J [ ＜ファイル名〉］〔〈．銘張子〉］

直二E このコマンドは、 E＞くEフ？イルをバイナI）フォーマットに変換し芝い場合lこ定け有効で

す。〈ファイル名〉で指定するファイル名は入力フコフィルで、妬張子を省略した場合は、

E×Eと解釈します。 入力フコフィルは、.COM7：：；コイル（プログラムのメモリイメージの形

式〕 lこ変換して出力フコフィルlこ書き込まれます。ディスクドライブ名［d:Jを省唱しだ場合

は、入力ファイルのディスクドライブガ指定されます。出力フ戸イル名を省略しだ場合は、

入力フ戸イルのフフコイル名で出力されます。出力ファイルの鉱張子を省略した場合は、鉱張

子は.BINと主主ります。CMS-DOSのコマンドとして実行できるのは.E×Eまたは.COMだ
けで.BINは実行できません。〉〉

入力ファイルは、 ljン力 CMS-LINK）で作成した工ラーのない.E×E形式フココイルでな

ければなりません。 E安定、フ戸イルの常駐部（フ戸イルの実際のコードとデータ部分〉は、

64Kより小さくなければなりません。ま芝、スタックセグメントガ存在してはいけません。

.EXEフョフィルで、 CS:IPCコードセグメント ：インストラクションポインタ〉の最初の

値ガ指定されているかどうかで、 2種類の変換ガ可能です。

1. . E＞くEフコフイjしでCS:IPガ指定されていない場合は、純粋なバイナリ変換を行うと

男なします。セグメントの設定ガ必要な場合（プログラムにセグメント配置を要求する

コードガ舎さ表れている場合〉には、設定する値を入力するようプロンプトガ表示されま

す。この値は、プロフ．ラムガロードされるセグメントの絶対番地です。この結果作成さ

れるプログラムは、ユーザの戸ブI）ケーションプログラムによって指定し疋絶対番地に

ロードされ疋場合にのみ、実行させることができます。コマンドプロセッサでは、 プロ

グラムを正しくロードすることができません。

2. CS ・ IPt.:J'OOCO : 100Hのように指定されだ場合lこは、戸センブラのORGステートメ

ントでロケーションポインタを100Hに設定し芝、.COMファイルとして実行すると見

なします。フココイルの最初の100Hバイトは削除されますo.COMフコフィルはセグメント

I）ロケータブルで怠ければならないので、セグメント設定はできません。一度変換が完

了し定ら、変換されたフコフィルを.COM弧張子に変えることガできます。そしてコマン

ドプロセツサは、MS-DOSディスクで供給されている.COMフフフィルと同じようにロ

ードし、実行することができます。

CS: IPガ上記のどちらにもあてはまらないか、あるいは、.COMフフコイルの基準を満乏

しているがセグメント設定ガある場合には、 'iJ?..のメッセージを表示します。

ファイルは変換できません．

このメッセージは、フコフィルガ実行可能フコフィルでないときlこも表示されます。

5 -24 



5.3 MS-DOSのコマンド

まだE×E2BINコマンドは、エラーを発見しだ場合には、次の工ラーメッセージを表示しま
す。

ファイルが見つかりません．

指定したアイス7にファイルガありません。

メモリが不足です．

E×E2BINを実行するのに十分なメモリがありません。

ファイルが作成できません．
E×E2BINは、出力フココイルを作成することガできません。ディレクトリlこ空きガない

のか、他の原因でエラ になったかを調べるだめには、 CHKDSKを実行してくださ

し1。

ディスク容量が不足です．
新しいフココイルを作成するのに十分なディスクの領獄ガありません。

セグメントを指定してください(16進）：
、ノースフ戸イJレC.E×E）には、フコフィルをロードするセグメントを必要とする情報が

含まれています。作成されだモジュールガ配置されるセグメントの絶対番地を指定し

てください。

ファイルは変換できません．

入力フコフィルガ正しい形式になっていません。

警告IEXEファイルの読取りエラーです．
ファイルのサイズが狂っています．

フコフィルのプログラムの部分ガ、フコフィルのヘッダーに示されているサイス．より小さ

くなっています。プログラムを再コンパイルまたは再戸センブルし、リンクしEして

ください。

これは警告メッセージであり、実行は行われません。
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EXIT 
内部コマンド

直二E もし前のレベルがある場合は、 COMMAND.COM（コマンドプロセツサ〉の実行をやめて

前のレベルにもどします。

直二百 E×IT 

直二量日 このコマンドは，戸ブI）ケーションプログラムの機能lこよりMS-DOSのコマンドプロセ

ツサガチヤイルド〈子〉プロセスとして起動された場合に，再び自分の戸プリケーションプ

ログラム（親プロセス〕にもどすときに使います.E×ITコマンドはコマンドプロセッサガチ

ヤイルドプロセスとして起動されたときだけ育効です。
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FIND 
外部コマンド

直二E Tつまたはそれ以上のファイルから、指定した文字到を複します。

直二E FIND [/Vまたは／Cまたは／NJ＜文字ヲ日〉〔〈ファイル名〉…］

直二言日 FINDはフィルタの一種で、パラメータとして文字列とファイル名まだはパス名を入力し

ます。指定しだフココイルから、 指定し定文字列を主主しそれを含む行を表示します。

ファイルを指定しない場合はキーボードから入力します。（処理を中正する場合は

固＋司を押し続いて回 キ却します。〉

FINDのスイッチを次に示します。

/V 指定しだ文字到を舎ぎないすべての行を表示します。

/C 指定しだ文字到の含まれる行の数だけを表示します。

/N それぞれの行の前に相対的な行番号を表示します。

文字列は二重の弓｜問符 、 H で囲みます。

〔例〕

FIND“”i cro Computer" BOOKl. TXT BOOK2. TXT 
この例では、 BOOK1.T×TとBOOK2.T×TからMicroComputerという文字列を

含む行をすべて捜し出して表示します。

DIR B: I FIND /V“DAT” 

このコマンドは、ドライブBのディスクにあるファイルて~， OATという文字到を含まない

ものを表示します。

FINDコマンド実行中にエラーを検出しだ場合は、 'fJ?..のエラーメッセージのtつを表示し

ます。

DOSのバージョンが違います．
FINDコマンドは、 MS-DOSのパジョン2.0以上でのみ実行できます。

FIND：パラメータの数が違います．
FINDコマンドに文字到を指定していません。

FIND：文法が違います．
FINDコマンドに許されない文字列を指定しています。

FIND：くファイル名〉ファイルが見つかりません．
指定しだファイル名ガ存在し芯いか、 FINDガ見つけることができません。
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FIND：＜ファイル名〉に読取りエラーがありました．
指定しだフョコイルの読み込みで工ラーガ発生しきまし芝、

FIND：＜オプション名〉のパラメータは間違いです．
存在しないオプションを指定しています。
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FORMAT 
外部コマンド

直ごE 指定したドライブ！こあるフロッピーディスク志 MS-DOSで使えるように、フォーマット
（初期化）します。

直二百 FORMAT [(d: >J [/8J [/9J [/CJ [/SJ 

直二重日 このコマンドは、新しいフロッピーディスクを使用する前に、官だけ実行する必要ガあ

ります。

このコマンドは、フロッピーディスク上の不良箇所の育無のチェックを行い、ディレクト

リとファイル戸ロケーションテーブル CFAT）を初期化します。

(d: ＞で指定されだドライブのフロッピーディスクを200C640KB/720K8)あるいは、

2HOC1230K8)等にフォーマットします。フォーマットを実行するとフロッピーディスクの

内容はすべて消去されますので、必要なデータは、フォーマット前に他のディスクヘコピー

してく定さい。

/8 /8スイッチを指定しだ場合、指定ドライブのディスク！志、 8セクタ／トラックにフ

オーマットされます。

ドライブA：あるいはB：のときは、 200の640KBにフォ マットします。ドライブ

K：、 L：に2HOタイプのドライブガ接続されているときには、 200の640KBに、ま

芝、 20タイプのドライブガ接続されているときは、 20の320KBにフォ マットしま

す。

/9 /9スイッチを指定しだ場合、指定ドライブのフロッピーディスクは、 9セクタ／ト

ラック！こフォーマットされます。

ドライブA：あるいはB：のときは、 200の720KBIこフォーマットします。ドライブ

K.、L：に2HOタイプのドライブガ嬢続されているときは、200の720KBに、ま芝、

20タイプのドライブガ接続されているときは、200の360KBにフォーマットします。

［注意］

/8、／9ガ省略されると、ドライブA：、 B・のフロッピーディスクは、 2HOC1230K8)

！こ、ドライブK：、し：に、2HOタイプのドライブガ接続されているときは、 2HOけ230K8)

に、 20タイプのドライブガ接続されているときは、 20C320KB/360K8)にフォマット

します。
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/8、／9スイッチと、フォーマットの関係

：！：；： 
K. あるいはし．

A：あるいはs・ 2HOタイプの 20タイプの
ドライブ鐙続時 ドライブ接続時

/8 
640KB 640KB娯 320KB 
C200) (200) (20) 

/9 
720KB 720KB泌 360!く巳
(200) (200) (20) 

/8、／9 1232KB 1232KB 360KB 
省略時 C2HO) C2HD> C20〕

※2HD/2DD切り替えタイプのドライブのときのみ育効です。

/C /Cスイッチは、すでにMSDOSでフォーマットされているフロッピーディスクの

再フォーマットを行います。／Cを指定することにより、すでにフォーマッ卜されてい

るフロッピーディスクの時聞を短縮することができます。

［注意］

・／Cの指定によるフォーマット中、次のメッセージを表示し芝ときは、／Cスイッチを指定

せずに再度、フォーマットを行ってください。

ディスクのタイプガ違います。

・／Sスイッチを指定しだ場合Id:、FORMATコマンドは、フロッピディスクをフォーマ

ツトした後、次に示すシステムファイルをコピーします。

IO.SYS車

MSDOS.SYS車

co附AND.COM

だだし、 ＊臼のついたフフフィルは、 DIRコマンドでは表示されません。

システムのコピーは、 2HDタイプのフロッピーディスクに対してのみ可能です。

［例］

ドライブB・にディスクを挿入して、フォーマットするときの例を以下に述べます。

A>FORHAT B：回
と入力すると、次の画面ガ表示されます。

FOR”ATユーティリティ［VX.XX]
新しいディスクをドライ プB：に差し込み、
準備できればくCR＞キーを押してください．

回キ を押すと、ドライブBlこ挿入されだディスクのフォーマットガ開始されます。
フォマット中です。
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フォーマット中です．（××．××）

て壬現在フォ一円ト山…ク叡

全トラック数

フォーマット終了後、次のメッセ ジガ表示されボリュームラベルと作成日時をディじンク

トリヘ登録します。〈日時let内蔵時計の値〉

ディスクのボリュームラベルを入力してください．
漢字〈全角〉はち文字、英数字く半角〉は11文字まで入力できます．
必要なければくCR＞キーを押してください．

ボリュームラベル：一

ボリュームラベルは、漢字5文字以内、英数字Id:刊文字以内ガ入力できます。

漢字と英鮮が混在する場合は、漢字句割、英数字の2文字lこ換算してください。回

キーのみを入力するとボリュームラベルは登録しません。

ボリュームラベルは、 LABELコマンドでも登録できVOLコマンドで見ることができま

す。

ボリユ ムラベルの入力ガ終了すると次のメッセージを表示してディスクT；枚のフォーマ

ットを終了します。

1250304バイト：全ディスク容量
1250304バイト：使用可能ディスク容量

別のディスクをフォーマットしますかくYIN>?

｛也のディスクを続いてフォーマットするときは＂YヘFORMATコマンドを終了する場合は
、、N＂を入力します。
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HDFORMAT 
外部コマンド

直二E ハードディスクの物理フォーマット、区画の般定・変更・削除、輸理フォーマットおよび検

査を行います。

直二E HDFORMAT 

直二言日 本コマンドは次の機能を持っています。

－対象ハードディスクの選択

－物理フォーマット

．区画の設定・変更・削除

－論理フォーマット

．横査

注：フコフィルはすべてつローズし芝状態で行ってくださ

l, ＼。

(1）対象ハードディスクの選択

物理フォーマット区画の設定・変更・削除および横査の対象となるハードディスクの選択

を行います。

(2）物理フォーマット

指定されだユニット全体の物理的な初期化および横査を行います。物理フォーマット実行時

に不良トラックガ発見された場合Id:、自動的に代替トラックの割り当てを行います。物理フ

ォーマット実行時に不良トラックと判定されない箇所でも、記録田質ガ悪いセクタガ存在す

ることガあります。この情報は、本機用ドライブに添附されたシートに記載されております。

物理フォーマット実行聞にユーザはこの情報を画面の指示に従って入力します。ここで入力

され芝箇所も不良トラックとして代替トラックの割り当てが行われます。

(3) 区画の設定・変更・削除

T台のハードディスクをいくつかの区画に分割して、複数の論理ドライブとして使用する

ことガできます。 T台のハードディスクに対して8分割まで可能です。き安定、 MS-DOSで

はハードディスクに対して8個までの論理ドライブcc・～0：）を割り当てることガでさま
す。

(4）論理フォーマット

FAT Cフ戸イル戸ロケーションテブル〉やディレクトリの消去および、 BOOTセクタ

の書き込みなどを行います。論理フォーマットでは該当区画の全トラックの読み出しチェッ

クを行い、不良トラックガみつかれば代替トラックの割り当てを行います。き安定、MSDOS. 

SYS、10.SYSおよびCOMMAND.COM等のシステムフョフィルのコピ を行うことも

できます。ある区画からMS-DOSの起動を行い疋い場合lこは、論理フォーマットでシステ

ムコピーを行っておくと共に、区画の設定または変更！こて該当区画を u起動H 可能lこ設定し

ておく!.Qi,＼要ガあります。
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⑤横査

J ＼ードディスクも長い間使用しているとディスクの疲弊などにより、戸クセスできない箇

所ガ発生する可能性があります。「倹査」を実行することにより、物理フォーマットをするこ

と芯しに、新たに発生した欠陥箇所に対して代替トラックを害Jり当てることができます。

HD FORMAT回と入力することにより次の画面ガ表示されます。

HDFORMAT初期画面

HDFORMA Tユ｝ティリティ [VX.XXJ 

項目を選択して、くCR＞キーを押してください．

力一、ノル移動キーまだは区三三2Jキーにより、項目を選択し巴コキーを押します。現
在選択されている項目は反転表示されます。各項目の処理中に匡豆ヨキーを押すことによ

り、処理を中断して、ひとつ前の画面にもどります。

①対象ハードディスクの選択

対象ハードディスクのユニット番号を入力し、＜CR＞キーを押してください．

ユニット番号＞0

これからの処理の対象とするハードディスクのユニット番号を指定します。

通常Oを入力します。

②物理フォーマット

／＼ードディスクのユニット全体の物理フォーマットを行います。フォーマット終了後各ト

ラックの読み出しチ工ツクを行います。ここでエラーが起き芝トラックに対しては自動的に

代替トラックの割り当てを行います。ハードディスクドライブCMZ-1F23）には、出荷時の

厳密な模査によって、：§＜.久的欠陥あるいは記録毘質ガ比較的悪＜、使用しているうちに戸ク

セスできなくなる可能性ガあると判断される箇所のヘッドおよびシリンダ番号ガドライブ後

面のラベルに代替指定位置として記入されています。ラベルに記入されだトラックガ必ずし

もこの物理フォーマットのチェックで不良トラックと判断されるとは隈らないため、ユザ
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はフォーマット実行前、ラベルに記入されたヘッドおよびシリンダ番号を画面の指示に従つ

て入力します。

ラベルに記入されていない場合は指示する必要はありません。

ユニット O全体の初期化を行います．
よろしいですか？

医宿中止

'iJ?..に、代替指定箇所のラベルに記入されたトラック番号すなわち代替位置の指定を行いま

す。

代替位置の指定を行いますか？

置盟行わない

「行う」を指定して回コキーを押し、次のように入力します。行わない場合は「行わない」

を指定して団 キーを押します。

ハードディスクに添付されたラベルに記されている、
代替指定位置（ヘッド及びシリンダ番号）を4桁で入力してください．

代替指定位置［02]>2101

ヘッド番号およびシリンダ番号をラベルに記入され定通りに4桁で入力します。番号の入

力の終了は団 キで行います。複欄入力することができ、すべての入力ガ終了すれば、

次の数値入力は行わず〈カーソルガプロンプトの直後にある状態で〉団キーを押します。

次頁先頭の画面ガ表示されますので、間違いガなければ「実行Jを選択し回キーを押しま

す。間違いがあれば「申止」を選択し再度入力を行います。

HDFORMA Tユーティリティ [VX.XXJ 

くく代替元一監〉〉

21朋 2101 

代問元は上記のものです．
議トラ説明日でを行ってよろしいですか？
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ユニット Oの物理フォーマットを開始します．
よろしいですか？

医掴中止

決lこ上記画面ガ表示されますので物理フォーマットを行う場合には「実行」を選択レ、回

キーを押します。

ユニット Oをフォーマット中です．

しばらくお待ちください．

ハードディスクの検査中です．

トラック番号［2423:0085]

物理フォーマットガ終了すれば、上記画面のように引き続きディスクの模査が行われぎす。

横査が終了するとHDFORMATの初期画面lこもどります。

③ 区画の設定・変更・削除

区画の設定（新規登録〉、変更、削除を行います。

HDFORMA Tユーティリティ lVX. XXJ 

区画の設定一変更・首Jjl余
くく闘マ猛追
l 釦LES
2 刊RCH郎E
3 INVENTORY 
闘

盤~~~~ 容量＜KB) ドライブ名10764KB C: 
5364KB D: 
1制4KB E: 
4印8KB

主主お~~~勢力持品翌年野選翼民Rむ：f！！左前そください調 建 前｜蕗ー終了出

上下カーソル移動キーで区画を選択しだ後、左右カーソル移動キーで、設定、変更、削除、

終了を選択してください。

区画名 ・英敏字〈半角＞16文字、漢字く全角＞8文字まで各区画に対して名前を付けること

ができます。

使用OS ：各区箇を使用するOSの種類を設定します。

本コマンドで設定されだ使用OSは、 MS-DOS／＼ージョン3.1）くになります。

MS-DOS／＼ージョン3.1以外のOSで使用している区画に対しても変更、削除

は可能です。
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状態 ：使用申 CACTIVE〕／不使用 CSLEEP)

各区画ガ使用中かそうでないか〈区画の割り当てのみ〉を設定します。

システムは起動時あるいはHOFORMAT終了時に、ユニット番号の若い順に

ACTIVE状態となっているMS-DOSの区画の中から区画番号の若い順に最

大8個までを認識し、それぞれの区画にロジカルドライブ番号C：、D：、E：、

F：、 G：、 H：、 I.、J：：を割り当てます。

起動 ：指定区画のシステムで起動するかどうか設定します。

IPしは／＼ードディスクからの起動を行う場合、通常起動かつACTIVEIこ設定さ

れている区画の中からユ二ツト番号および区画番号の最も若い区画のOSを起

動します。尚起動を行うためには、ここで「起動」と設定し、かつ論理フオ

マットにてシステムコピーを行っておく必要ガあります。

容量 ：その区画ガ占有している容量をMB単位で入力します。MS-DOSで実際にデ

ータ領域として利用できるのは、表示容量かう36KB減じだ分量です。

ドライブ名 ：MS-DOSとして使用される区画の論理ドライブ名を表示しきます。 cc:
～,J : ) 

直E

区画の新規設定を行います。

区画名、容量はキーボードから入力、設定しきます。状態および起動はカーソル移動キ で

反転表示を移動させ巴〕キーを押すことCより設定します。

区画設定画面

区画区画名 使用OS 状態 起動 容量（KB)
4 MS-DOS V3 4608 

区画名を入力して下さい．（英数字16文字、漢字8文字以内）
>REPORT 

状態設定画面

区画 区画名 使用OS 状態

4 REPORT MS-DOS V3 

状態を選択して下さい．

国回目 SLEEP

起動状態設定画面

区画区画名 使用OS
4 REPORT MS-DOS V3 

起動／非起動を選択してください．

起動 固ま霊週
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状態

ACTIVE 

起動

起動

容量（KB)

4608 

容量（KB)
4608 



、＼

容量設定画面

区画区画名 使用OS 状態 起動
4 REPORT MS-DOS V3 ACTIVE 非起動

容量を附単位で入力して下さい。(1～20又はA)

ひとつの区画の設定ガ終わると次のメッセージガ表示されます。

登録してもよろしいですか？

匡盟 修正 中止

5.3 MS-DOSのコマンド

容量（KB)
4608 

修正ガ選択されれば、入力し疋内容を修正することガでき、登録ガ選択されれば区画の設

定・変更・削除の初期画面になります。ただし、ここでの登録は画面上での登録であり、ハ

ードディスクヘ登録するのは後述の「終了」を選択し芝ときです。

容量！こついて

容量はMBCメガバイト〉単位で設定しきます。定だし、 HDFORMATコマンドの画面で

はKBCキロバイト〉単位で表示されます。

容量を指定するとき＂ A"CALUを指定すると、該当区画の空き領域すべてを確保します。

なお、 MB単位で指定されだ場合、実際には1024KBの整数倍で確保されるのではなく、下

表で示される大きさで領域ガ確保されます。

ま芝、＂A"Zア指定された場合l芯

36+72×a CKB）豆空き領域

なる計算式で算出される大きさの領域ガ確保されます。

指定容量 確保容量 データ領域容量 指定容量 確保容量 データ領域容量

1 MB 1044 KB 1008 KB 11MB 11844 KB 11808 KB 

2 2124 2088 12 12924 12888 

3 3204 3168 13 14084 13968 

4 4284 4248 14 15084 15048 

5 5364 5328 15 16164 16128 

6 6444 6408 16 17244 17208 

7 7524 7488 17 18324 18288 

8 8604 8568 18 19404 19368 

9 9684 9648 19 20484 20448 

10 10764 10728 20 21788 21744 

、、A" 36+72×呂CKB〕壬x•長 72×aCK8)主主×灘

※空き領域のサイズ
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直童日
変更したい項目ヘ左右カーソル移動キーでカーソルを移動させ団 キーを押し開 。設定

の方法は 「設定」と同じです。

HDFORMA Tユーティリティ [VX.XXJ 

品ホ
R
M
X
 

W
向
門

．

u
I
 

百、

pbDnu

百
J

ぐ
u
n
u

変
》
名

s
m
M

．
プ
画
回
配
叩

定
州
投
一
釦
問
問

凡
又
才
銭
面
白
圃
2
3
4

画
以
医

区
《

（ユニット番号 0)

使用Os 状償
問尚SV3 ACTIVE 
MSOOS V3 配TIVE
MSDOS V3 ACTIVE 

－

h
M
h
H
 

話
宰
南
聖

動
動
起
起

起
起
非
非

内旦＜KB)
10764KB 
5364KB 
1044KB 
4朗8KB

名フJI
F
u
n
H
u
p巴

d

フ
U

ト’

区千画面名画圃・・・・・・・・圃 定者VE ~I~ 実行 中止

項目を選択してくCR＞キーを押してください．

［注意］

使用OSと容量は変更できません。

画重ヨ

HDFORMATユーティリティ [VX.XXJ 

区画型設定？変更・首1]3.全
くく闇マ尚三

回 SALES

3 INVENTORY 
4 

｛ユエット番号 0)

使用Os 状態
MSDOS V3 ACTIVE 
MSOOS V3 ACTIVE 
MSOOS V3 ACTIVE 

ふ
H
H
a
n
H

語
道
正
望

動
動
起
記

起
記
非
非

議i~~）
5364KB 

4608KB 

ドライブ名
C: 
D: 
E: 

1：船主主よろ首脳量的
削除しない／削除するをカーソル移動キーで選択し固キーを押します。

疋だし、実際に区画をハードディスク」こから削除するのは、後述の「終了」を選択したとき

です。

直三ヨ
終了ガ選択されると次のメ、ッセージ表示されます。

ハードディスクの区画を更新しますか？

更新する 更新しない
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「更新する」を選択すると次のメッセ ジを表示し、区画の更新を行います。

区画の更新中です．

しばらくお待ちください．

更新ガ終わるとHDFORMATの最初の画面｜こもどります。

ω）論理フォーマット
FATCフコフィル戸ロケーションテーフソし〉、ディレクトリのクリ戸およびBOOTセクター

の書き込みを行います。必要があればシステムコピも行います。

まだ該当区画の読み出しチェックを行い、不良トラックガ発見されれば代替トラックの割

り当てを行うこともできます。

ドライブ名を選択して下さい．

阻止 E: F: G: －－ 
H
H
H
 

J: 

論理ドライブの選択を行います。

ここでは対象ハードディスクの選択で設定しだユニット番号は関係ありません。

ドライプ c:（ユニット0）をフォーマットしでもよろしいですか？
実行 臨回

「実行」ガ選択されれば次に模査を行うかどうか聞いてきます。

ドライプ c:（ユニット0）の検査を行いますか？
行う 行わない

「行う」を選択するとドライブの模査を開始します。

ドライブ c:（ユニット0）の検査中です．
トラック番号［1211:0014] 

ドライブの横査が終了後、以下のように論理フォーマットを開始します。

ドライブ c:（ユニット0）をフォーマット中です．
しばらくお待ちください．

終了すればシステムコピーをするかどうかの指定を行います。

ドライブ c:（ユニット0）にシステムコピーを行いますか？
箇箇 行わない

ここで「行う」ガ選択されれば、以下の画面になります。

HDFORMAT起勤時のカレントドライブにシステムディスクを差し込み、団キ を入

力します。

システムディスクをドライプ A：に差し込み、

準備できれば、＜CR＞キーを押して下さい．
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工ラーガ発生すればエラーメッセージを表示し再度回キーの入力待ちとなります。

システムコピーをキャンセルし芝いときには、直霊コキーを入力してください。

システムコピーガ始まると以下の画面！こなります。

システムコピー中です．

しばらくお待ち下さい．

〔注意］

システムコピーを行ってもその区画ガ「非起動」｜こ設定されている場合、 IPしからの起動は

行えません。該当区画から起動したい場合には「起動＿； Iこ設定しておいてください。

システムコピー終了時まだは、システムコピーを「行わなしUと指定しだときには、以下

の画面！こなります。

ディスクのボリュームラベルを入力して下さい．
漢字、〈全角〉はラ文字以内、英数字〈半角〉は11文字まで入力できます．

必要なければ＜CR＞キーを押してください．

ボリュームラベル：ー

ボリュームラベルの入力ガ、終了すれば初期画面にもどります。

(5）検査

I¥ードディスクの読み出しチェックを行います。

このとき、不良トラックガ発見されれば代替トラックを割り当てることができます。

代替トラックの割り当て方法を選択して下さい．

自動 手動

ここで「自動」ガ選択されれば、不良トラックガ発見され廷とき、自動的に代替トラック

の割り当てを行います。「手動Jガ選択され疋場合、不良トラックガ発見されるごとにトラッ

ク番号を表示し、代替トラックの割り当てを行うかどうかの確認を行います。

代替トラックの割り当て方法を選択して下さい．

自動 手動

実行してよろしいですか？

実行 中止

ここで「実行」ガ選択されればハードディスクの読み出しチェックを開始します。

ハードディスクの検査中です．
トラック番号［2423:100]
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代替トラックの割り当てで、「手動」が選択されていて不良トラックガ発見されだ場合、以

下のメッセ ジを表示し代替トラックの割り当てを行うかどうか設定します。

ここで「行わなし1」を設定すると、そのトラックは不良のままとなります。

ハードディスクの検査中です．

トラック番号［2423:100]

不良トラックが発見されました．代替トラ .. ，クの割り当てを行いますか？

行う 行わない

／＼ードディスクの模査ガ終了すればもとの画面にもどります。

I注意］

代替トラックの割り当てを行つだ場合、そのトラックの内容は初期化されます。
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HDTRNS 
外部コマンド

直ごE

直二司

直ご劃

I¥ードディスクのヘッドを振動の影響を受け！とくい位置ヘ移動させます。

HDTRNS 

電源オフやハ ドアイスク装置の鏑送の直前にこのコマンドを実行させます。ハードディ

スク装置は、精密機械であり、その取扱い、移動には細山の注意ガ必要です。特にハードデ

ィスク装置の移動のときは、このコマンドを実行して、移動の際ヘッドを振動の受けにくい

位置ヘ移動させておく/illl要があります。

直！［］＋巨 ］キーを押すとHDTRNSと同等の動作ガ実行されます。
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JOIN 
外部コマンド

直豆］ ディスクドライブを特定のディレクトリlこ結合します。

直二重日 001N (d : > <d : > ＜パス名〉 （登録）

直=ru
JOIN (d: > /D （削除）

001Nコマンドは、＜d:＞により指定されたドライブを、（／＼ス名〉によって指定され芝デ

ィレクトリ名で参照するようにします。

JOIN B: A：判RVB

を実行すると、以後巴：への参照をする際lこはドライブA：、ディレクトリ￥DRVBを遇U

て行うことになります。

結合するディレクトリは空でなければなりません。指定され疋パス名のディレフトリガ存

在しない場合、そのパス名で新しいディレクトリガ作成されます。001Nコマンドを実行し定

後、くd:＞によって指定されだドライブ名〈結合させ疋ドライブ名〉は使用できなくなりま

す。もし、そのドライブ名を指定するとMS-DOSは、、ドライブの指定ガ違いますII とエラ

ーメッセージを表示します。001Nコマンドは、ドライブ名によって別々に分けられていだ物

理的ドライブの区別をなくします。ですから、パス名だけで特定のドライブを参照すること

ができます。

ドライフ‘の結合はルートディレクトI）上でのみ可能です。

だとえば次の場合は実行できますが、

JOIN E: C：判EMOS

'jJ<の場合は実行できません。

JOIN E: C：挙”E”OS量JUNE
結合を解除する！こは、'iJ!..のようにします。

JOIN <d:> /D 

<d. > Iこは結合させだドライフ、名を指定します。／0コマンド｜こよって001Nコマンドガ解

除されます。ま芝、単に、

JOIN 

と入力すると、現在結合されているドライフwとそのディレクトリを表示します。
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KEY 
外部コマンド

直二E デフ？イナブル・ファンクションキーや制御キーなどに各種機能を割り当てたり、割り当て

の取り消しを行います。

l書式｜

｜解説｜

また、割り当ての情報をディスクヘ登録したり、登録した内容で再定義したりすることガで

きます。

1. KEY [/GJ 

2. KEY [/GJ /F [(d: )] ［《パス名＞］ ［＜フココイル名〉］

3. KEY /W  [(d : )] ［くパス名＞］ ［くファイル名〉］

4. KEY /R [(d : )] ［くパス名＞］ ［くフコフィル名＞］

1. KEY [/GJ 

キ一割り当て情報をシステムのメモリより読み込み起動します。起動後は画面上でキーの

割り当てを行うことガできます。／Gガ指定されるとキーに割り当てられているシフト013

コードはグラフイック文字として取り扱われます。

2. KEY [/GJ /F ［くファイル名〉］

指定されだキ一割り当てフ戸イルガ読み込まれ起動します。起動後は画面上でキーの割り

当てを行うことができます。／Gガ指定されるとキーに割り当てられているシフト013コー

ドはグラフィック文字として取り扱われます。

/Flこ続くファイル名ガ省略されると、フフフイjレ名！こ￥KEY.TBしガ指定されだものとし

て動作します。ファイル名ガ指定される場合lこは、／Fの指定を省略することガできます。

3. KEY /W  ［〈ファイル名＞］

システムに登録されているキ一割り当て情報を指定されるフコフィル名で登録します。フ戸

イル作成後はシステム！こもどります。／WIこ続くフコフィル名ガ省略されると、フコフィル名に

¥KEY. TBしが指定されだものとして動作します。

4. KEY /R ［＜ファイル名〉］

指定されるキ一割り当て登録フコフィルをシステムへ登録します。システムへの登録終了後

はシステムへもどります。／Rに続くファイル名ガ省略されると、フフフィル名1こ￥KEY.

TBしガ指定されたものとして動作します。
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KEYコマンド動作図

万i
起動中の

システム

5.3 MS-DOSのコマンド

一1
ノ
一み
w一込
R

／

一能

／

f
t

、
ディスク
（フ戸イル〉

読込T：起動時のみ可能「書式1.KEY [/GJ」でフ戸イル宋指定で起動を行った場合

読込2：起動時に／Fガ指定され芝場合ま廷は、起動後の随時

登録T：起動後の臨時

登録2：起動後の随時

5 -45 



MS-DOSのコマンド第5章

キーへの割り当て

KEY回
と入力すると次の画面ガ表示されます。

巨三百十日あるいは、E三日＋日で、次の3枚の画面選択ができます。

(1) 

キー選択画面

C
R
C
R
 

『目’
h
u

c
R
C
R
 

『

rnu
’VR

a

1

D

S

S

C

R

C

R

 

Y

J

U

A

u

e

e
暗

r
r
n
y－－

n
b
h『
V
R
H
n
y
i
E
m
m

．，A・
百
且

n
u
ρ
v
o
v
v
h
u

’hu
v
J

ヨ凶．，
E

・

d
d
c
d
r
c
c
t
d
t
 

／
／
／
／
／
／
／
／
／
／
 

シ7ト＋F1 :dir a: 
シ7ト＋F2: dir b: 
シ7ト十F3: copy 
シアト＋F4:del
幻ト＋F 5 : ren 
シ7ト＋F 6: chkdsk 
シ7ト＋F7: chkdsk 
シ7HF8: type 
シ7ト＋F9:date
シ7ト＋F10:time

[VX.XXJ KE Yユーティリティ

園田： COPYl / ~S 
F2:COPYUP /H  
F 3 : COPYALL / ~U 
F 4 : SK!Pl / ~V 
F 5: SKIPUP ／制
F6：叩ID / ~E 
F 7 : NEWLINE / ~J 
F 8 : INSERT / ~p 
F 9 : REPLACE / ~Q 
F10：立／ ~z 

割り当てを行うキーを選択してください．

くESC＞キーを押すと処理の選択ができます．

コントロールキー選択画面

葉会；；：
ク1）ア：令
ホーム：言

lVX. XXJ 

シアト＋後退：E
シアト＋タ ブ：守
シアト＋ESC：モ
シ7ト＋ヘルプ：
シ7ト＋［↑］：目
シ7ト＋［←］ : ~ 
シ7ト＋［→］ : t 
シアト＋［ ↓ ］：』

KE Yユーティリティ

魁担・・・・＝・.B ,_..s 
.§ ブ：q
ESC: ~ 
ヘルプ：
［↑］：日
［←］ :. ~ 
［→ J : t 
[ J ］：』

割り当てを行うキーを選択してください．

<ES C＞キーを押すと処理の選択ができます．
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数値入力キー選択画面

シ7ト＋［＊］：車
シ7ト＋［＋］：＋
シ7ト＋［，］：．
シフト＋［ー］：ー
シ7ト＋［．］：
シ7ト＋［／］：／
幻ト＋［＝］：＝

［米］：車
［＋］：＋ 
［，］：． 
［ー］：ー
［．］： 
［／］：／ 
［＝］：＝ 

[VX.XXJ 

シ7ト＋［OJ: 0 
シアト＋［ 1 ] : 1 
シ7ト＋［2J : 2 
シアト＋［3J : 3 
汐ト＋［4J:4
シ7ト＋［5J : 5 
シアト＋［6J : 6 
シ7ト＋［7J : 7 
シアト＋［8J : 8 
シ7ト＋［9] : 9 

KE Yユーティリティ

田園：8
[ 1 ] : 1 
[ 2J : 2 
[ 31: 3 
[ 4J : 4 
[ 5J : 5 
[6J: 6 
[ 7J : 7 
[8] : 8 
[ 9J: 9 

割り当てを行うキーを選択してください．

<ES C＞キーを押すと処理の選択ができます．

キーの選択は、力 ソjレ（反駐表示〉を移動させて行います。カーソルの移動は、力一ソ

ルキ 目白回目、タブキ一、巨亙訂キで行います。カソルは各力ソル

キーで移動する他、[22]キーで石方向のカーソルキーと同じ動作を行い、区三三亙キー
で下向きのカーソルキーと同じ動作をします。続、直三百キーが押されることにより力

ーソルは左上に移動します。

選択カーソルを上ヘ移動する。

選択カーソルを左ヘ移動する。

選択力 ソルを石ヘ移動する。

選択力一ソルを下ヘ移動する。

選択力 、ノルを在主婦へ移動する。

巨］キーと同じ動作を行う。

ロコキと同じ動作を行う。

選択カーソル位置のキーへの割り当てを行う。

回
目
白
日

E
E回
直 登録、終了の処理ガ選択できます。

希望するキ のところヘカーソルを移動させ~キーを押すと、定義する定叙を入力す

ることができます。匡豆ヨキを押すと入力を中止します。

フコフンクションキーへの入力

「キ一選択画面」ガ選択されると、 各ファンクションキーの現在の割り当て内容が表示され

ます。ファンクションキーの場合は表示用と実際の割り当てコードを表示、入力することが

できます。
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表示＞ dir a; 
コード＞ dir a：良

壊な幸三品説史認事itI写！？当てできます

現在の割り当て文字ガ表示されている状態で図キーが押されると、表示されている文字

ガ入力されます。文字等いずれかのキ を入力すると、表示されている文字はいつ疋ん消さ

れます。巨ヨキ等を押して、何も表示されていない状態にして[QB]キを押すと、以

前lこ設定されていだ割り当ては削除されます。直冨キーを押すと入力途中の文字引文字

削除されます。

「表示」を入力後回キーを押すとカーソルは「コード」ヘ移動します。「コード」の入カ

ガ終了すると次の設定へと移ります。入力の途中で直豆訂を押すと入力を中正します。「コ

ード」への入力後、「表示」に何も登録されていなければ、 7文字以内で「コー卜ご」より「表

示」へその内容ガコピーされます。

コントロールキ一、紋値入力キーへの入力

「叡値入力キ一選択画面」、あるいは「コントロールキー選択画面」ガ選択されると、画面に

は現在の郡り当て文字ガ表示されコードを表示、入力することができます。匡豆日を押す

と入力を中止レます。コンドロールキーへの入力のときは句文字まで、致値入力キーのとき

は7文字まで入力できます。

コントロールキーガ選択され芝場合

コード＞ ~ 

lE~おまさ号l縛Z怠iticします

数値入力キーガ選択されだ場合

コード＞ 0 

蕊校三I~第Z史認中止します
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(2) コードの入力方法

キーボード上の文字以外に、コントロールコードを含むいろいろな文字を入力することガ

できます。

「＆」を入力すると「＆_Jは反転表示されます。「＆」キ一入力後「H」、「J」、「＆」、「後退」

キーのみ入力できます。これ以外ガ入力されるとBEEP音で再入力と怠ります。

「HJを入力するとコントロールコード、 ANK文字、漢字（シフト018コード〉ガ旬進数で

入力することができます。

「J」を入力すると漢字を018コードで入力することができます。

「後退」キーガ押されると通常の入力にもどります。

「＆」キーはANK文字として入力できます。「＆_JをANKIこ文字として入力するときは「＆」

を2度入力します。

「＆H_J、「＆0」に続けて 16進数「O～9」、「A～F」で入力します。文字コードの最終コ

ードガ入力されると、同時に文字に変換されます。 OOH～TFHのコントロールコードは略

号で表示されます。

「＆H」に続いて入力されたコードの最初の2文字ガ81 H～9FH、E0 H～FCHの範囲

であれば、シフト018コードと判断します。シフト018コード以外を入力するとBEEP琶を

鳴らし再入力となります。

「＆0_Jlこ続いて漢字018コードガ16進数で入力できます。漢字018コ ド以外ガ入力さ

れるとBEEP音を鳴らし再入力となります。

［入力例］

コントロールコード ：＆HOD －一 ＞〔CRJ

ANK文字

漢字

:&H41 一一一＞A

: &0 3 4 4 1一一一＞漢

(3）ディスクへの登録と終7

処理の選択

割り当てを行っている問、画面の下には次のメッセージガ表示されています。

割り当てを行うキーを選択してください．

<ES C＞キーを押すと処理の選択ができます．

割り当てガ終了レて匡霊日キーを押すと、画面の下の表示ガ次のように変わります。
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カーソルキ一、 スペースキーを使用してカーソルを目的の項目ヘ移動させます。スペース

キーを入力すると下側に移動します。処理を選択し芝後、 回キーを入力し実行させます。

匡霊〉 ーを押すと処理を中正しもとの画面にもどります。

KEYユーティリティの実行を終7する。

「KEYユーティリティの実行を終了するJ を選択し回 キーを押すと、 画面を消去しシス

テムへもどります。 このとき、キ 寄りり当て情報はシステムま芝は、 ディスクへの登録は行

いません。

KE Yユーティリティの実行を終了します．
良ければ＜CR＞キー，取り渦しはくESC＞キーを押してください．

終了暗にキー割り当て情報は登録されません．

起動中のシステムヘ登録を行い実行を終7する。

システムヘ登録を行った後、終了します。

閉店街よt~：諸問cl~警持制高してください
登録後はKE Yユーティリティの実行を終了します．

起動中のシステムヘキ一割り当て情報を登録する。

「起動中のシステムヘキ一割り当て情報を登録する」を選択すると次の画面ガ表示されます。

欝W~fiお料品l間調鰐料再してください
この登録はシステムが再起動されるまで有効です．

~~ーが押されるとシステムヘ登録します。この登録はシステム上への登録であるた

め、 電源を切ると消えます。登録ガ終了するともとの画面にもどります。

処理の途中で匡豆ヨキーを押すと、もとの画面へもどります。

ディスクよりキ一割り当て情報を読ゐ込ゐます。

「ディスクよりキ一割り当て情報を読み込みます。」を選択すると、次の画面ガ表示され、フ

フフィル名を入力します。

ファイル名〉紙EY.TBL

号、；？詰込摂~iii吉報完懇誌をミださい
くESC＞キ－~押すと嘉込琴布
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ファイル名＞以後に表示されるフ戸イル名は、KEYコマンドの起勤時lご読み込まれ疋フ戸

イjしの名前ガ表示されます。起勤時！こファイjしが指定されていなければ「￥kEY.TBL」

ガ表示され団 キーを押すと、ディスクから読み込みを開始します。

通常は目的のファイル首都パス由入力します0 1文字を入力あるいはEヨキを
押すことにより、表示しているフフフィル名は消去されます。

匡 豆 ヨキーを押すと、登録を中立します。

ディスクヘキー寄Jり当て情報を登録する。

「ディスクよりキ一割り当て情報を登録する。」を選択すると次の画面がま受示されます。

ファイル名〉事KEY.TBL

~·~花道一執委衷霊長算雪崩じください
くESC＞キーを押すと登録を中止します．

フ戸イル名＞以後に、表示されるフコフィル名は、 KEYコマンドの起動時に読み込三表れたフ

ァイルの名前ガ表示されます。フ戸イル名にはドライブ名、ディレワトリ名を含むパス名で

指定することができます。起動時に、フ戸イルガ指定されていなければ「￥KEY.TBL」

ガ表示され巴］キーを押すと、ディスクへの登録を開始します。通常は目的のフ戸イル名

を舎むパス名を入力します。

f文字を入力あるいは、B キーを押すことにより、表示しているフ何回を消去し
ます。匡豆ヨキを揮すことにより処理を申正します。

重量録完のディスクlこ指定のフフヲイjし名と同 名なフフフィルガ存在する場合1こは、BEEP音

を鳴らし更新の育無を問い合わせます。処理は[22]キ まだは左右のカーソル移動で選択

します。「更新しなし1」ガ選択され疋場合には、フ戸イル名の入力処理にもと、ります。

ファイル名〉紙EY.TBL

努手記長話＇E~手＊~フ品よゐ同一室宗務トます
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ディスクへの読込中または、登録中に次に示すエラーメッセージガ表示されフョコイル名の

入力！こもどつだ場合には、エラーを原因をとりのぞき、再度実行するか直室訂キーにより

実行を中正してください。

ディスクが保護されています．
ドライブの指定が遣います．

ドライプの準備ができていません．

ディスクタイプが確認できません．

ファイルを捜索することができません．

指定のファイルはディスク中に存在しません．
ファイルの読み込みに失敗しました．

ファイルの書き込みに失敗しました．

指定のファイルはキー割り当て情報ではありません．
ファイルの内容が異常です．

「フ戸イルを捜索することガできません。」はフコフィルのオープンに失敗し芝場合に表示され

ます。このエラーはオープン可能なファイル数ガ不足している場合ガ主な原因となります。

「指定のファイルはキ一割り当て情報ではありません。」は指定のファイルサイズガ一致し芯

い場合巳表示されます。また、「フ戸イルの内容ガ異常です」Id:フ戸イルサイズは一致してい

るがファイルの内容が異常な場合に表示されます。

ファイル名〉事KEY.TBL

さだ
す
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LABEL 

直~ ディスクのボリュームラベjレを作成、硬または削除します。

直二百 LABEL〔（d:）］【〈ラベル名〉］

直二量日 ボI）ユームラベルの長さは什文字〈漢字ならば5文字〉までです。刊文字以上入力しだ場

合、 LABELコマンドはボリュームラベルを切り鎗てます。

ボリュームラベルでは以下のキャラクタは使用できません。

＊？／￥．，：：＋＝〈〉［］

ボリユ ムラベルでは空白を使用することはできますが、タブを使用することはできませ

ん。

コマンド行でボljユームラベルを指定しなかった場合、次のようlこ表示されます。

ドライブXのボリュームラベルはxxxx 

ディスクのボリュームラベルを入力してください．
漢字〈全角〉はち文字、英数字く半角〉は11文字まで入力できます．

必要なければ＜CR＞キーを押してください．

ボリュームラベル：一

ディスクにボリュームラベルガなく、コマンド行でボリュームラベルを指定しなかっだ場

合、次のように表示されます。

ドライプXのボリュームラベルはありません．

ディスクのボリュームラベルを入力してください．
漢字く全角〉は5文字、英数字く半角〉は11文字まで入力できます．

必要なければくCR＞キーを押してください．

ボリュームラベル：一

目的のボリュームラベルをタイプし、回キーを押してください。

ボI）ユームラベルを削除し芝い場合、定んに困キーを押してください。

すると、 'iJ?..のメッセージガ表示されます。

現在のボリュームラベルを削除します．

よろしいですかくY/N>?

"Y＂を入力すると、ディスクのボリュームラベルは削除されます。、、 N＂を入力すると 、

ボリュームラベルは変更されません。
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MK CNF 
外部コマンド

直二言ヨ システム僑築ファイJI.I(CON FIG. SYS）を作成します。

直二E (1) MKCNF [(d: )] 

(2) MKCNF [(d: )J [/Iく文字列＞J[/Rく文字列〉〕

[/D＜コマンド名＞〕〔／し］〔／KJ

直二重日 システム僑築ファイルは工テ会イタEDLINでも変更することができますが、このコマンド

により更に簡単に変更できるようにし芝ものです。方法としては画面上で変更する方法〈書

式りと、 コマンド入力時、指定する方法〈書式2）とがあります。

ドライブ名 システム情築フコフィルCCONFIG.SYS）を作成、変更するディスクの挿入

されているドライブ名を指定しぎす。ドライブ名tJ•省略されーるとカレントド

ライブガ苅象となります。ドライブ名以降ガ省略されると、画面での作成、

変更となります。

コマンド名 システム構築フ戸イルCCONFIG.SYS）でコマンドとして定義される文字

列。CBREAK、BUFFERS、DEVICE、FCBS、FILES、LASTDRIVE、

SHELU 

文字列 コマンド名と指定文字到から構成される文字列で2つの文字列は＝で区切り

ます。

/l(nsert) 指定文字列をシステム構築フコフィルCCONFIG.SYS）ヘ登録します。シス

テ心情築ファイルガ存在しないときは新しく作成されます。

/R(eplace）指定文字列のコマンドガ登録されている行を置き換えます。芝だし、デバイ

スドライバの指定ガ復鍛存在するときは、順次置き換えるかどうか聞いてき

ます。指定コマンド名ガ存在しなくて、スイッチの指定も芯いときは、

MK CNFコマンドの実行を終了します。

/D(elete) 指定コマンド名ガ登録されている行を削除します。デバイスドライバの指定

ガ複数存在するときは、順次削除するかどうか聞いてきます。指定コマンド

行かなければ工ラーメッセージを表示します。 「削除」実行後CONFIG.

SYSフフコイルに何も存在しなくなればCONFIG.SYSフ？イルはディス

フから削除されます。

／し(ist)

/K(ill) 

［注意］

システム構築ファイル CCONFIG.SYS）の内容を画面に表示します。

システム構築フ戸イルCCONFIG.SYS）ガ霊堂録済みであれば登録されてい

る内容をすべて削除します。したガって、／K以降lこ／Iガ指定されていなけ

れば、システム構築フヨフィルはディスクから削除されます。

各パラメータ聞は、スペースで区切ってください。
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（書式1)

システム構築ファイル CCONFIG:SYS）の内容を画面上で編集します。

[Vl.a:IJ 

刷
川町印刷
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即
即
即

w
m
w

。DD
D
D
D
D
別

MK CNFユーティリティ

〈スペース〉キーとくCR＞キーを使用して選択してください．
<ES C＞キーを押すと実行を中止します．

「＝」以降に入力できる文字数は、 ANK文字で128文字まで入力できます。け行には最大

64文字で65文字以上は2行自となります。〉

漢字も入力することガでき、 ANK文字2文字ガ漢字？文字lこ換算されます。〈注意参照〉

コマンド名に対する入力はカーソル移動キーで開表示を移動させ、回キーで選択しま

す。選択コマンドガCONFIG.SYSフコフィルに登録されていないときは、＜来指定＞と表示

されます。定だし、反転表示されているところで未指定の場合は何も表示されず「＝」以降

から入力待ちになります。

デバイスドライバは複数個指定できます。

画面の内容をCONFIG.SYSファイルヘ登録するには 「登録終了」の項目を選択します。

［注意］

漢字入力の場合、 T行目はANK文字換算で65文字となることガあります。

コマンド名選択時に育効なキーは次のとおりです。

. MKCNFコマンドの実行を中itします。

－カーソル（反転表示〉を最上行ヘ移動させます。

：カーソルを一段下ヘ移動させます。最下行のときは最上行へ

直室2
匡三E
~君、回

移動します。

．カーソルを一段上ヘ移動させます。回

コマンド名選択後の入力時に育到なコントロール ・キーは次のとおりです。

．現在の指定内容を表示します。

：カ ソルを入力行の先頭へ移動させます。

5 -55 

：入力を中i上します。

~ 
E豆日十［ヨ
匡豆日



MS-DOSのコマンド第5章

：カーソル位置から行末まで削除します。

：カーソルを入力行の行末へ移動させます。

：カーソル位置の左倶~1文字を削除します。

: 1文字分の空白を挿入レます。

：入力行全俸を消去します。

：カーソルを主石ヘ移動させます。

匡~＋~
~日十日

直量日
軍司
E豆呂
田、田
直E ：カーソル位置の文字を削除し、T文字詰めます。

：：登録内容ガ変更されていない場合はシステムへもどります。

登録内容がすべて削除されていれば、 CONFIG.SYSフ戸

イルを削除します。登録内容を追加、変更しだ場合は次のメ

、‘，，定

寸
」

指

一
了
一
の

一
終
一
で

一
録
一
面

一
登
一
画

一
－
，
e
‘、

ッセージを表示します。

ドライブA：のディスクへCONFIG.SYSを登録する．
準備できればくCR＞キーを押してください．
くESC＞キーを押すと登録を中止します．

[QB]キーが押されるとディスクヘCONFIG.SYSフ戸
イルを登録しMKCNFコマンドの実行を終了し、システムヘ

もどります。

［エラー処理］

システム樟築フコフィル〔CONFIG.SYS）をディスクから読み出したり、書き込んだりす

るときにディスクに工ラーガ起きると、もう一度読み込みあるいは、書き込み動作を実行す

るかどうか聞いてきます。

［実行の申ヰ］

コマンド名の選択中lこ喧豆ヨキーが押されるとMKCNFの実行を中比します。

匡豆ヨキーが押されると次のメッセージを表示されます。

MK CNFユーティリティの実行を中止します
FH1れば＜CR＞キー壱掴して~ださい．
く：E:sC＞キーを押すき遺択画歯に戻ります．

（書式2)

スイッチの聞は必ずスペースで区切る必要があります。スペースで区切られていなければ

その前のスイッチの続きとして判断されます。

／｜のスイッチでコマンドを登録する場合や「＝」以降にスペースを含む場合は、その文字

到の前後に「勺を町けて指定します。したガって、書式2では「M」は、システム有毒築フ戸

イルに登録することはできません。

（例 1)

DEVICE=RA阿DISK.SYS384 /G /V:RA”DISK 
上記の文字列をMKCNFコマンドを使って登録する場合は次のいずれかで指定します。
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（例2)

5.3 MS-DOSのコマンド

”KCNF /IDEVICE＝“RAMDISK.SYS 384 /V:RAM DISK /G” 
MKCNF /I“DEVICE=RAMDISK.SYS 384 /V:RAM /GDISK” 

MKCNF B: /I“BREAK =ON” 

ドライブB：ーとのCONFIG.SYSフョコイルに「BREAK=ON」の文字到を登録し、ディ

スクヘ書き込みます。指定ドライブ上にCONFIG.SYSフ戸イルがないときは、新しく作成

されます。

（例3)

”KCNF /D“BREAK” 
カレントドライブよのCONFIG.SYSファイルを読み込み、「BREAK=_Jの文字到ガ含

まれている行を削除します。

（例4)

”KCNF /DDEVICE 
カレントドライブ上のCONFIG.SYSファイルを読み込み、「DEVICE＝」の文字列を削

除します。定だし、「DEVICE＝」のときは決のメッセージを表示し削除するかどうか聞い

てきます。

DEV I CE= MOUSE. SYS 

削除しますか？ 削除しない．

DEVICE=RA”DISK.SYS 
削除しますか？ 聞編置掴四削除する．

（傍＇U5) 

”KCNF /R“DEV I CE= MOUSE2. SYS” 
コマンド名ガDEVICEのときどの「DEVICE＝」について置き換えるか聞いてきます。

DEVICE＝”OUSE.SYS 
置き換えますか？ 置き換えない．

DEVICE= RAMDISK .SYS 
置き換えますか？ 陸躍湖面温四 置き換える

（例6)

”KCNF /L 
「TYPE CONFIG. SYS」を入力しだときと同じ動作を行います。

（例7)

MKCNF :B /K 
「DEL B : CONFIG. SYS」を実行しだときと同じ動作を行います。

5 -57 



第5章 MS-DOSのコマンド

MKDIR (MAKE DIRECTORY) 

直二E 新しいディレクトリを作成します。

重二E MKDIR [(d: )J （パス名〉

ヨ重量日 MD 

直二E このコマンドは、階層ディレクトリ髄を作成するのに使います。だとえば、ルートデイ

レクトリにいる場合、 MKDIRコマンドでその下にサブディレクトリを作成することガでき

ます。

MK DIR基USER（または”KDIRUSER) 

このコマンドは、ルートディレクトリにサブディレクトリ￥USERを作成します。

¥USERの下lこ-JOEというディレクトリを作成する場合は、

MKDIR事USER¥JOE

と入力します。
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MORE 
外部コマンド

直=ru 一度に1画面分の表示を行います。
直二E MORE 

直二E MOREコマンドはフィルタの種で、標準入力装置から読み込み、 度にT画面分（23行〉

の情報を標準出力装置ヘ出力します。通常、標準入出力装置はコンソールガ設定されていま

す。まだ出力ガ残っている場合は、画面の最下行に、

ー－ More 

と表示します。

スペスキまたは回 キーを押すと、次引画面の表示を行います。これは、入力デ

タの終りまでくり返します。

MOREコマンドは、長いファイルをT画面ずつ表示するのに育効です。

TYPE MYFILES.TXTIMORE 

と入力し定場合には、力レントドライブにあるMYFILES.T×TをT画面ずつ表示します。
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PATH 
内部コマンド

直二量江 外部コマンドを捜すデイレクトリの設定をします。

直二E PATH [; J C＜／＼ス名〉［；〈パ1ス名〉］．．．

直二雪口 このコマンドは、外部コマンドを捜すデイレクトリを指定するものです。デフオルレトは、

パスを設定しませんので、コマンドプロセッサは外部コマンドをカレントディレクトリから

のみ捜します。

外部コマンドを捜すディレクトリを￥ CJレートアィレクトリ〉とするには、

PATH単

と入力します。MS-DOSは他のパスを再設定するまで、外部コマンドを￥からも捜すよう！こ

なります。

セミコロンで区切って、いくつものパス名を指定することで、いくつものパスを設定する

ことができます。たとえば、

PATH事BIN革USER事JOE；単BIN事USER革SUE；事BIN事DEV

とした場合には、これらのアィレクトリガら外部コマンドを獲します。 MS-DOSは、

PATHコマンドで指定したl慎にパス名を援しきます。

、、PATH"とだけ入力し疋場合は、現在のパスを表示します。＂ PATH：＂と入力すると、

パスの設定ガ解除され、以後は外部コマンドをカレントディレクトリからのみ捜すようにな

ります。

この設定は、電源を切るまで有効です。
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、，，
‘， I 'I' ~ 

PRINT 
外部コマンド

直=ru他のMS-DOSコマンドを実行している聞に、テキストファイル怠どをプリンタ！こ回字させ
ます (Jtックグラウンドプリント〉。

亙二E PRINT ［［ファイル名〕［／D:J、〔／B:J、［／Q ：］、［／TJ[/C〕［／PJJ…

直三E 通常、プリンタガ印字中である聞は、他のコマンドを実行することはできませんが、この

コマンドを使うことlこより、プリンタの臼字と他の作業を同時に行うことが可能となります。

このコマンドは、プリンタガ接続されていなければ使用できません（だだし、出力装置名

l:'..CONを指定した場合は、スクリーンヘ出力されます〉。

オプションのスイッチは次のような機能を持ちます。

/D：デバイス。プリントするデバイスを指定します。何も指定しない場合、すなわちデフ

ォルト値は、PRNです。

次のスイッチId:、MSDOSを起動して愚初にP刊NTコマンドを使用するときに使えま

す。

/B：このスイッチは、内部パッファの大きさ512～16384(/ ＼イト〉を指定します。

この値を大きくすると、 PRINTコマンドの実行スピードガ戸ツブします。

/0：プI）ントキュー〈印字待ち行列〉のファイルの数を指定します。日O以上〉

/0：スイッチの最小値は4で最大値は32です。

/T終7

このスイッチは、プリント待ち行到にある〈プリントするのを待っている〉すべての

ファイルを消去するだめに使用します。プリント実行中のフコフィルガあれば、それを

やめ、取り消しメッセージガ表示されます。ぎた、用紙tJ改ページされます。

/C取り消し

このスイッチは、プリント待ち行到にあるフコフィルを消去するだめに使用します。指

定し疋"""Jpイルと、／Pスイッチを入力するだめのこれに続くすべてのファイんは、プ

リント待ち行列から削除します。

/Pプリント

このスイッチは、プυント待ち行到にフ戸イルを追加する定め使用します。指定しだ

フココイルと、／Cスイッチを入力するまでのこれに続くすべてのファイルは、プリント

待ち行到に加えられます。

PRINTとのみ入力し疋場合には、プリント待ち行到｜こ影響を与えずに、待ち行列の内容を

表示します。また、スイッチガ指定されなかっだ場合は、／Pガ指定されだものと見なします。

フヨフィル名には、ワイルドカード（＊や？〉を使うことガできますが、パス名を指定する

ことはできません。出力装置の指定ではCONCディスプレイ〉、 AU×（補間入出力装置〉ま

だはPRNCプリンタ〉のどれかを指定します。省略時には、 PRNガ指定されたと見なしま

す。
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［注意］

(1) PRINTガ最初に起動されると、それ以降システムで使用するメモリ容量ガ約5KB増加

します。

(2) プリント待ち行到には、テーフォルト状態では一度に最大10個のフココイル名を登録するこ

とができます。

(3）プリント中のファイルを含むディスクは、プリントガ終了するまで指定され芝ドライブ

！となくてはなりません。また、待ち行到に登録されているファイルは、変更、削除して

はなりません。

(4) PRINTの実行中は、他のコマンドでPRINTの出力装置と同じ装置にデータを出力しな

いでくださし1。

［例］

PRINT IT 
プリント待ち行列を空lこします。

PRINT /T車.AS”
プリント待ち行列を空にし、カレントドライブのすべての.ASMファイルを待ち、行

列に加えます。

PRINT A:TE”Pl.TST IC A:TEMP2.TST A:TEMP3.TST 
指定しだ3つのファイルをプリント待ち行列から削除します。

PRINT TEHPl. TST IC TEMP2. TST /P TEMP3. TST 
待ち行列からTEMP1.TSTを削除し、 TEMP2.TSTとTEMP3.TSTを待ち行

列ヘ加えます。

システム起動後、最初lごPRINTコマンドを実行したときは、以下のメッセージガ表示され

ます。

出力装置名を入力してください.[PRN]: 

このメッセージは、PRINTを最初に実行しだときに表示されます。出力装置を一度指

定すると、その装置が以後のPRINTの出力装置となります。芝んに困キーを入力

すると、デバイス名PRNガ出力装置となります。

まだ、 PRINTコマンドは、エラーを発見した場合、次のエラーメッセージを表示しま

す。

出力装置が割り当てられていません．
、出力装置名を入力してくださいμ で指定した装置が無効である場合に表示されます。

印刷持ちのファイルがいっぱいになりました．

待ち行列には10個のフ戸イルの領i或しかありません。待ち行列にこれ以上のフフフィル

を加えようとしだ場合lこ、このメッセージガ表示されます。
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印刷待ちのファイルはありません．

待ち行列は空になっています。

〈ファイル名〉が見つかりません．

5.3 MS-DOSのコマンド

待ち行列に加えるフ戸イルを指定したが、それに適合するフコフィルガありません。

［注意］

待ち行列から削除するために指定しだフコフィルの指定！こ適合するものがない場合には、工

ラーメ、νセージは伺も表示しません。

エラーです

ファイル名〈ファイル名〉が読めません．

PRINTコマンドのディスク戸クセスのときに、このメッセージガ表示されだ場合に

は、ディスクドライブガレディ状態になるまで、PRINTコマンドは実行を試み続けま

す。他のエラーの場合lこは、現在のフコフィルの出力をやめ、プリンタに工ラ メッセ

ージを出力します。

すべてのファイルの印刷が取り消されました．
/Tスイッチを実行すると、プリンタに、すべてのフココイルの印刷ガ取り消されまし

たH というメッセージを出力します。現在日字しているファイルを／Cでやめると、

ペフコフィル名〉の印刷は取り消されました”というメッセージを印字します。

PRINTコマンド実行時、出力しようとするフフフィルをディスつから読み込むときlこディ

スク・工ラ ガ発生すると、以下のことが行われます。

1 ）出力申のフコフィルの出力ガキャンセルされます。

2）ディスク・エラー ・メッセージガ出力されます。

3）プリンタ用紙の紙送りが行われます。

4）キユ ・パッフフフ！こ残っている他のファイルガ出力されます。

／丁、／Cコマンドにより出力中のフフフィルのキャンセルガ行われだときには、以下のこと

が行われます。

T〕フフフィル・キャンセル・メッセージガ出力されます。

2）プリンタ用紙の紙送りが行われます。

3）キュー・パッフ？にフ戸イルガ残っていれば、その先頭のファイルから出力ガ再

開されます。
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PROMPT 
内部コマンド

直二E MS-DOSのコマンドプロンプトを変更します。

直二百 PROMPT ［（プロンプトテキスト〉］

直二重日 このコマンドは、 MSDOSのプロンプト〈だとえば、 A＞）を変更するものです。パラメ

ータに何も指定しない場合は、カレントドライブを表すプロンプトiこ変更します。下に示す

文字を使って現在の時刻といつだ特別のプロンプトを設定できます。

'JR.に示す文字により特別のプロンプトを指定します。これはすべて前にドルマーク（$〉

を｛すげなければなりません。

$ い$＂文字

t 現在の時刻

d 現在の日間

。力レントドライブのカレントディレクトリ
v ／＼ージョン番号

n カレントドライブ

g 、〉” )Z＇.写

、くII )Z＇.写

b ぺ ”文字

改行

h パックスペース

e ASC Hコード刈B"C工スケープ・コード〉

［例］

PRO”PT Snh 
通常のMS-DOSプロンプト（＞〉を設定します。

PRO”PT Time=$t$_Date=Sd 
Time= C現在の時刻〉

Date= c現在の田町〉
の2行のプロンプトを設定します。

プロンプトにエスケープシーケンスコードを使うことができます。たとえば、

PRO”PT $e[7m$n$g$e[ m 
このコマンドは、プロンプトを反転表示し、その他の入力文字は通常の表示をさせるも

のです。
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RECOVER 
外部コマンド

直二E 不良セクタを含むファイルまだはディスクを修復します。

直二百 RECOVER [(d: > I ＜ファイル名〉］

直~ ディスクに不良セクタがある場合！こは、このコマンドにより、不良セクタのあるフ戸イル、

ま疋はディスク全体（不良セクタガディレクトリである場合〉を使用可能な状態に修復する

ことガできます。

このフフフィルを修復するには次のように入力します。

RECOVER ＜ファイル名〉

この場合には、 MS-DOSはフココイル中の不良セクタを飛｜まして読み込むようにします。

そして、不良セクタを記録し、以後そのセクタを使わないようにしぎす。

ディスクを修復するには次のように入力します。

RECOVER (d:) 

d：は修復するディスクのあるディスクドライブを指定します。

jレートディレクトリ！こ十分な領域ガないときlこは、メッセージを表示して、フ戸イル戸口

ケ ションテーフソレ！こ修復できなかったフココイルの情報を書き込みます。そして、ルートデ

ィレクトリに十分怠領域ができだときに、再度RECOVERを実行してフ戸イルを修復する

ことガできます。
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REN (RENAME) 
内部コマンド

直二E (77-'イル名1＞で指定したファイルの名前を〈ファイル名2＞ヘ変更します。

直二E REN＜ファイル名1> ＜ファイル名2)

匡雇E RENAME 
直二重日 カレントドライフ、以外のディスクドライフホのファイル名を変更する場合！こは、ドライブ名

の指定も行わなければなりません。くフョフィル名2）にどのようなディスクドライブを指定し

でも無視されます。フフフィルは、実行前後で、同ーのディスクドライブに存在します。

どちらのパラメ タにもワイルド力 ドを使うことガできます。最初のフコフィル指定lこ適

合するすべてのフココイルの名前を変更します。〈フ戸イル名2）でワイルドカードを使つ芝場

合には、相応する文字の位置は変わりません。

だとえば、次のコマンドは、鉱張子に.LSTを持っすべてのファイルを同じファイル名で、

弧張子を.PRNに変更します。

REN車.LST車.PRN

'JRの例では、ドライフ”Blこあるフ戸イJlノABODEをADOBEヘ変更します。

REN B:ABODE ?D?B? 

変更しだフコフィルは、ドライブBょにそのまま存在します。ディレクトリ上lこすでに存在す

る名前に変更しようとした場合には、

ファイル名が重複 しているか、またはファイルが見つかりません．

という工ラ メッセージガ表示されます。
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RESTORE 
外部コマンド

直二E BACKUPコマンドで作成されだパッフ戸ツブフ？イJレを復元します。

直二Z RESTORE (d: )[(d：）〕［〈パス名）J [/SJ [/PJ [/8 : ＜目的］
[/A: 〈日付）J[/E: 〈時刻）］ [/L: 〈時刻）］ [/MJ [/NJ 

直二重日 最初の＜d ）には、パック戸ツプフ戸イルを含むディスクの入っているドライブを指定し

ます。 次に、 復元するファイルのくd：）と〈パス名〉を指定します。

MS-DOSのRESTOREコマンドでは、以下のスイッチを指定することができます。

/S サブアィレクトリも復元します。

/P もし、フコフィルの仕様ガ、、隠されたファイJレH または＂ I）ードオンリー（読み出し専

用）のファイルH ならば、それらを復元してよいかどうか尋ねてきます。

/B 指定されだ田町以前に変更されだフコフィルだけを復元します。

/A 指定された日間以降に変更されたファイルだけを復元します。

/E 指定されだ時刻以前に変更されたフコフィルだけを復元します。

／し 指定された時刻以降lこ変更されだフ？イルだけを変更します。

/M  最後のパック戸ツプ以降に、変更のあつだフコフィルだけを復元します。

/N ディステイネーションディスク〈復元先のディスク〉に存在しないファイルだけを復

元します。

BACKUPプログラムは、以下のエラーレベルを設定します。

0 正常終了

1 パック戸ツプするフコフィルガみっかりません。

3 ユーザによって中i上されました。

4 エラーによって中止されましだ。

［注意1

1システムフココイルCIO.SYS. MS DOS. SYS）の復元方法

システムフココイルCIO.SYS. MS DOS. SYS）をRESTOREコマンドにより、ハード

ディスクに復元し疋とき、これらのフ戸イルガデータ領域の先頭に連続して復元されると

は隈らない疋め、復元後そのドライブから起動できなくなる場合がありますoし芝がって、

システムファイルCIO.SYS. MSDOS. SYS）の復元にはRESTOREコマンドを使わ

ないでください。

システムフココイルを復元する場合には、 HDFORMATコマントミの論理フォーマット！こ

よりシステムコピーを行うか（芝だし、このときはディスクの内容は初期化されます。〉、

SYSコマンド！こよりシステムフココイルの転送を行ってください。

2.パック戸ツブフコヲイルを会むディスクlこポI＿）ユームラベルガついていると復元できないこ

とがあります。このような場合にはLABEしコマシドでポI)ユームラベルを削除してくだ

さい。
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RMDIR (REMOVE DIRECTORY) 
内部コマンド

冠二重日 階層梅造のディレクトリから指定されたディレクトリを削除します。

直~ RMDIR [(d: )J （パス名〉

置屋E RD 

直二E このコマンドは、指定されだディレクトリを削除するものです。このとき、ディレクトリ

には．と．．以外のファイルやディレクトリガ登録されていてはいけません。

ディレクトリ￥USER¥-JOEを削除するには、まずDI円コマンドを実行して、消去したく

ない重要なファイルがないことを確認して、次のように入力します。

RMDIR事USER¥JOE

これで、このディレクトリは、階層構造から削除されましだ。

ここでのパス名はフフフィル名を含みません。
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SET 
内部コマンド

直~ 以後のプログラムで使用するために、環第文字列の値を他の文字列にセットします。

直三E SET ［（文字列〉＝［〈文字列〉］〕

直二劃 このコマンドはユーザガ書いだプログラムで、頻繁に使う値を設定しておきだい場合にだ

け意昧ガあります。だとえば、 SET 了TY=VT52ではTTYの値は、 SETコマンドで変

更するまで〉丁521こ設定されます。

SETコマンドガ実行されると、環第文字列のだめに確保されているメモリの一部に指定

され芝文字列全体ガ挿入されます。

指定した名前ガすでに存在しているときは、新しい文字到lこ置き換えられます。

最初の〈文字列〉だけを指定して、 SETコマンドを実行しだ場合、その名前に関連した文

字到は、環境文字列かう削除されます。

SETコマンドを何も指定しないで実行すると、現在の環境文字列の設定を画面に表示し

ます。

SETコマンドは、パッチ処理でも使うことガできます。この場合には、パラメタを数字

の代りに名前で定義することができます。パッチフコフィルlごLINK%FILE%という文ガあ

るときに、その名前をMS-DOSで設定して使うことガできます。SETFILE=DOMORE 

というコマンドは、パラメータ%FILE%をDOMOREに置き換えます。つまり、パラメー

タの名前を変更するのにフ戸イルを再編集する必要ガありません。

置き換えパラメータとして（数字の代りlこ〉テキストを使う場合には、その名前はパーセ

ント（%〉で終わらなければならないことに注意してください。

SET 

とだけ入力し芝ときは、現在設定されている値ガ表示されます。

SET ＜文字列〉＝

と入力すると、 〈文字列〉＝で指定されたパラメータの設定ガ解除されます。
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SETUP 
外部コマンド

直二重日 システムガ持つ基本的怠機能の動作状態を設定します。また下記のデバイスをコントロー

ルすることができます。

①シリアルポート CRS-232Cポート）

＠キーモード

③テキスト画箇（コンソール出力）

④プリンタの設定

ー二重日 SETUP 

直~ SET UPIこは2種類のメニュー画面があります。

(1）シリフフルポート、テキスト画面、キーモードの設定

但）プリンタの設定

各項目は土下左右はカ ソル移動キーで、反転表示を移動させ、回キーで選択します。

カソル移動キーの他、石方向はcmキ一、左万向は直童日キ一、下方向は区三三E
キーで移動させます。恒三百キーを押すと終了の項目ヘ移ります。

項目によっては獄値、文字芯どのパラメータの入力ガ必要です。

パラメータをJ必要とする項目ガ選択されると画面下段にプロンプトガ表示され入力待ち

状態になります。パラメータは選択形式あるいは入力形式で指定します。

選択形式・芝とえばシリ戸ルポートの転送スピードの選択の場合は表示されている値の申

からカーソル移動キーなどを使って選択し困キーで入力します。

入力形式 ：フ戸イル名を入力する場合などの形式です。英叡字キーを使って入力しきます。

このとき喧劃キ－Id:引文字の削除を行います。

いずれの場合でも直豆訂キーを押すことにより、実行は行わずに、項目の選択待ちに

戻ります。

SET 

と入力すると次のメニュー画面 （シリヌフルポート、テキスト画面、キーモードの設定〉ガ

表示されます。「プリンタの設定Jの画面に移るときは、画面上のプリンタの設定の項目を選

択します。
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シリ戸ルポート、テキスト画面、キーモードの設定（？） 

［メ＝ュー画面①］

。キーモード
リピート
クリック音
［停止］キー
ハ、ッファ制御

CV)(. XXJ SETUPユーティリティ

圃園田岡』・DM岡田園・ー

濯
D初
日
湖

一
回
同
出
有
有

持伊
25行
Fn 
漢字

面

ド

画

ル

ド

－

ト
ル
一
数
イ
コ

ス
ソ
ロ
行
ガ
時

キ
一
ク
示
一
一
N

テ
カ
ス
表
キ
汐．
 

調歩同期
9 600bps 
8ピット
なし
1ビット
短目

鑑百

’3、4

.シリアルポート
モード
スピード
データ長
パリティ
ストヴプビット
DC1/Dt3 
RS/CS 
XOFFタイミング

SETUPユーティリティ終7

SETUPコマンドの処理を終え、システムにもどります。 コマンド自体は19行モードでグ

ラフィック画面を表示せずに動作しますが、終了する際に下記の項目ガここでの指定に従つ

て、 再設定されます。

・文字画面の表示行数

－グラフィック画面の表示／消去

－カーソルの状態

－シフト01S漢字コードの表示（漢字表示〉

プリンタの設定

プリンタの各パラメータの設定ガ行えます。

「プリンタ設定」ガ選択されてメニュー画面②に表示ガ変わります。

定だし、プリンタドライバガシステムに組み込まれていないと、メニュー画面②に移るこ
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．調歩同期モードを設定します。設定後受信パッフ？をクリ戸します。

：調歩同期モードでの監送スピードを表します。

：データのピット畏を指定します。

: Ji.I）ティの育無を指定します。

：ストップピットの長さを指定します。

: OC1 C11H）、 OC3C13H）コードを用いてフロー制御を行うかどうかを

指定します。

RS/CS . RS/CS信号を周いてフロー制御を行うかどうかを指定します。

×OFFタイミング.OC1/DC3まだはRS/CSフロー制御において、×OFFを出力するタ

第5章 MS-DOSのコマンド

トポ山
一
明
一

一
・
ノ
一
一

i
J

一一
勧
百
一
ドモ
スピード

データ畏

パリティ

ストップピット

OC1/0C3 

イミンクを指定します。このタイミングはIOCSガ管理する受信パッフ

コフにどれだけのデータガ蓄えられだかで決まります。雪量信パッフコフの容

量の3/4あるいは1/2のいずれかガ選択できます。

直室~
各項目は'!R.のようなパラメータを選択することができます。「モード」以外はカーソル移動

キーで反転表示を移動させ巴〕キーで指定します。モードはメッセージに従い入力します。

モード

スピードCbos) : 75 150 300 600 1200 2400 4800 9600 

調歩同期モードに設定されました．

データ長

パリティ

ストップピット

OC1/0C3 

RS/CS 

. 5ピット 6ピット 7ピット 8ピット

・なし奇数偶叡

tピット 1.5ピット 2ピット

：有効無視

：有効無視

×OFFタイミング： 3/4 1/2 
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ド一
日
目

モ－

a一
ト

一
一
一
一

キ
一
浩
一
ピ

②
一

g
一
リ

クリック音

直Eキー

5.3 MS-DOSのコマンド

：キ入力時のリピート速度を指定します。停止はリピートしないことを

意昧します。

：キ 入力時にクljック音を発生させるかどうかを指定します。

：本機では直Eキーガ押されている問、すべての機能を停正できる機能
があります。国＋固で院しいうに作られた戸プリケーシ

ョンを、一時的に停正させるときなどに育期です。なお、「システムの僑

築」の初期設定フフフィルでこの機能を育効として設定しておく必要があ

ります。（デフォルトでは設定されている〕

直 Eキーは処理を一時中断する機能以外！こもうひとつの機能を持っ
ています。直Eキーガon！こなっているとき、直ru＋回を押すと
テキスト画面を表示し、もう一度押すと消去されます。ま芝直ru+
固を押すとグラフィツク画面を表示し、もう一度押すと消去されま

す。この機能はプログラムのデバッグのときlこ有期に活用できます。

［注意〕

直Eキーガ育劾な場合に、直Eキーを押すと処理は一時的に申断できますが、割り込
み処理はこれとは無関係lこ処理を続行します。

バッファ制御 匪E十回、~＋困、匡~＋困、匡~＋回のいず
れかを押しだときキーパッフ？をクリ戸するかどうかを設定します。

注意

TYPEコマンドでフコフィルの内容を画面｜こダンプしているときを例にとります。

通常、固＋団を押せば動作岬.LtL,.., ｝？（！；：＠のキ却すと動向再開されま

す。このとき、~＋固を押す前に何かのキーを押してしまうとfのキーはパツ
フ？の中に残ったままとなり、次に目三川＋［§］を押しても先のキーの後ろに格納さ

れるだけでM日 OS持苧するこ玩諒仇つまり固十回ガ効かない

という状態になります。屈と引＋直〕ガ押され芝とき、いつだんキーバッファの内容を

クリ戸し，~＋団山ッフ戸中の先頭のデタになるようにすれば、 この問題を
回避できます。

直亘mfil
各項目は次のようなパラメータを表示しますのでカーソル移動キ と囚キで選択し

ます。

リピート ：高速申速低速停i上

クリック音 ：出力停比

日亭i土キー〕 ：；育効無刻

Jiッファ制御 ：育効無劾
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③テキスト画面（コンソール出力）

直二亙］
力一ソlレ
スクロール

表示行数

［注意］

．文字力 ソルの表示形態を指定します。

－スクロ ルの仕方をラインスクロール／スムーススクロールのいずれに

するかを指定します。スムーススクロールは通常の速度と低速の2通り

が選択できます。

：画面の表示行数を指定します。表示パラメータの24+8、19+8は最下行

をシステム行とすることを意昧します。システム行はフコフンクションキ

ーの設定状態の表示やフロントプロセッサへの入力行として使われま

す。ま芝、システム行ガ設定されている場合は無条件にラインスクロー

ルモードに主主ります。

最下行ガシステム行となっている場合はスム ススクロールは行われません。ラインスク

口 lレとなります。

キガイド ：文字画面最下行のシステム行に、フ戸ンクションキ に定義されている

文字到を表示するかどうかを設定します。 offC表示しない〉、 one表示

する〉、 timeC表示して、時刻を表示する〉と指定することができ、

「time」を指定すると、システム行にフ戸ンクションキーの表示ガ行わ

れるとともに時刻も表示されます。 onおよび、 timeの指定ガ育郊とな

るのは、表示行委買で24+8あるいは19+8ガ指定されているときだけで

す。

シフト018コード．漢字入力のときの81H～9FH、EOH～FCHのコ ドに対し、それらの表

示処理方法を設定します。

漢字...・ H ・－…・・…・漢字コードの刊Tイト目と見なします。

GRAPH文字…Tバイトのグラフィツク文字として見怠します。

重重亙孟

各項目は次のようなパラメータを表示しますのでカーソル移動キーと図キーで選択し

ます。

カーソlレ

スクロル

：高速点滅中速点滅低速点滅非点滅

：ラインスムース低速スムス

表示行数 ・25行 24行 24行＋s20行 19行 19行＋S
Fnキー表示 未表示 Fn Fn十時間

シフト018コード ：漢字 GRAPH文字
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プリンタの霞定(2) 

プリンタへいろいろな項目を指定するときは、プリンタを接続し芝状態で行います。

ほとんどの項目は設定と同時に、プリンタへ送られます。プリンタによっては、項目に該

当する機能を持っていないものもありその場合次のように表示されます。

現在のプリンタに指定の機能はありません．

プリンタガ「NotReadYJのときは

プリンタが設定できません．電源，接続ケーブルを確認してください．

と表示されます。

。E昨位置
ページ先頭
方マージン
右マージン
水平タブ位置

－
ド
リ
説

F

』

e－－

lν

・γ
キ
一
成
パ
わ

h

：： 

コ
寸
モ
合
ン
一

ド・一
L
日
一
テ

－H
ブ
E
マ
換

ハ
ハ
註
曲
方
変

A

’
 

現在のプリンタ：抱一1Pl8

．印字モード
プリンタ変更
プリンタリセット

金品展晶

結「
副E干タリジク体
両方向印字
ミシン目スキップ

《プリンタ設定》

。政行ピ、yチ
．圃園田園田恒＂＂－

1/8インチ
n/120インチ
ページ長

・英：：i・/-°'fiテ
エリート
コンテ、ンス
プロポーショナル

錯露目ぷ二2
くESC＞キーを押すとプリンタ設定を終了します．

：プリンタの改行ピッチを1/6インチにします。

：プリンタの改行ヒ。ツチを1/8インチにします。

：プリンタの改行ピッチをn/120インチにします。

①改行ピッチ

直二ヨE
1/6インチ

1/8インチ

n/128インチ

: 1ページあだりの行数を設定します。

直亙亙三百
円／6インチ」、円／8インチJ については、カーソル移動キーで反転表示を移動させ、回

キーを押すことにより指定します。「n/128インチ」と「ページ長」は、 'fRのようにキーより

ページ長

入力します。

: 10進数のf～ggの数値を入力します。

n/120インチ改行ピッチ ：1Q

. 10進敏のT～ggの叡｛匿を入刀します。

「1/128インチ
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第5章 MS-DOSのコマンド

②文字ピッチ

直二~
パイ力

エリート

コンデンス

:ANK文字の回字を VTイカピッチ”とします。

"ANK文字の印字を、、エリートピッチ”とします。

ANK文字のピッチを uコンデシスピッチ”〈削縮小ピッチ〉で印字し

ます。

プロポーショナル ANK文字の印字ピッチを 、、叫ブロポーショナルピッチH とします。

全角文字間スペース ：：全角文字を印字する際、文字聞に何ドットの空白をとるか指定します。

半角文字閤スペース ：半角文字を印字する際、文字聞に何ドットの空白をとるか指定します。

※T 縮小文字で印字するでード

※2 印字する文字の横幅に応じて、文字聞のピッチガ自動的に調整さ

れます。

直孟重量日
「プリンタ変更」、「プリンタリセットJ、「外字印字J以外は、カーソル移動キーで反転表示

を移駐せ、［亙キーを押すことにより、選択します。

プリンタ変更

［注意］

．次のようなメッセージガ表示され、インストールするプリンタのデバ

イスドライバのファイル名を入力します。このデバイスドライバは、

CON円G.SYSフ戸イルへも登録しておく必要ガあります。（詳しく

は、第9章システムの梅築を参照〉

フコフィル名 ：A:MZ1P19. PRN 

このとき発生するエラーには、 '1J?.の3種類があります0

．指定ファイルガ見つからないとき

ファイルが見つかりません．
と表示し、再度フ戸イル名の入力待ちとなります0

．ファイルの内容ガ正しくないとき

ファイルの内容が不正です．
と表示し再度フコフィル名の入力待ちとなります0

．フコフィルの大きさガ大きすぎる場合

バッファの容量が不足しています．
と表示し再度フ戸イル名の入力待ちとなります。
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＠臼字モード

匡亙
プリンタ変重

プリンタリセット

外字臼字

ANK績倍角

漢字償倍角

縦倍角

縦書

強調回字

ANKイタljック体

問方向印字

5.3 MS-DOSのコマンド

：インストールするプリンタを変更します。

「プリンタにリセットコマンドを送る」、「リセット信号線を戸クテ

イブにする。」のどちらかの動作を行います。

：プリンタドライバガ記憶している外字パターンを印字します。

:ANK文字を横倍角での臼字を指定します。

：漢字を横倍角での印字を指定します。

：縦倍角での団字を指定します。

：縦書き印字を指定します。

．強調臼字モードを指定レます。

:ANK文字をイタリツク体印字の指定をします。

：聞方向日字モードの指定、こので－！－－！ガ設定されるとプリンタヘッ

ドガホームポジション（左〕！こもどるときも印字を行います。

ミシン目スキップ行数：ファンフォールド連続用紙に印字する場合、ミシン目にかからない

ように、若干の空白をあける機能の指定をします。

直亘亙罰
「プリンタリセット」、「ANK横倍角」、「漢字横倍角J、「縦倍角」、「縦書」、「強調印字」、「ANK

イタljック体」、「商方向印字」を設定するときは、カーソル移動キ で各項目に反甑表示を

移動させ目的の項目のところてい回キーを押すと次のメツセ ジガ表示されます。

（聞はANK績倍角〉

ANK横倍角：設定解除
カーソル移動キーにより、反転表示を設定か解除かに移動させ団キーを押し開。上記

以外は、項目選択後、各パラメータを入刀します。

外字印字 ：決のようなメッセージガ表示され、外字コードを01SC-6226の形式

で入力します。

外字印字 7860議

コードは、7821～782E、7921～797E、7A21～7A64の256個から選択

して入力します。

※登録されている外字コードのうち最大のもの

ミシン目スキップ行数 ：ページ長よりも短くなるようにO～99の範囲で指定します。
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④印字位置

直二亙］
ページ先頭

主マージン

石マージン

水平タブ位置

直室§！］

：現在プリンタのヘッドガ位置している行をページの先頭行とします0

．をマージンを設定します。

．右マージンを設定します。

：タブ位置を設定します。 15i固まで指定できます。

rページ先頭」Id:、カーソル移動キー1こより、反範表示を移動させ、回キーで選択します。

「左マジンJ、「右マジン」、「タフ”位置」は項目選択後、数値入力となります。

さEマージン : 'fRのメッセージガ表示されるとO～99の範囲の値を入力します。

左マージン・ 20

右マージン ：次のメッセージガ表示されるとき3桁の入力ガ可能です。

石マージン： 120

水平タブ位置 ：次のメッセージガ表示されているとき、 3桁以内の数値で入力してくだ

［注意］

さい。

各タブ位置は、スペース，力ンマ（，〉、セミコロン（；〉のいずれかで区

切ります。回キーのみの入力のときすでに設定されているタブ位置を

クリ戸します。

タブ位置： 8 16 24 32 40 48 96 104 112 

・各マージンおよびタブ位置は、プリンタの物理的な印字開始位置〈左端〉からの文字殺で

指定します。実際の距離は、そのときプリンタ1こ設定されている文字の種類と、文字ピッ

チに依得します。

－在石のマージン位置が妥当なものかどうかなど、各設定値との関係lこついてのチェックは、

SETUPコマンド、およびプリンタドライバーでは行いません。入力する前に各設定値と

の関係をよく模討する必要があります。
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⑤ハードコピー

直二亙］
巨巴キー ：匡＋巨巴キー操作によいードゴピーの許可／禁止を設定し

狐大モード

画面合成

ます。

：ハードコピーを実行時、縦横2倍の拡大印字を指定します。

：テキスト画面、グラフィツク画面のどちらをハードコピーの対象とする

かを指定します。

左マージンドット．ハードコピー時、さE側の空白部分のドット委主を指定します。

回字は、このドット数だけ右へ移動して行われます。

変換テーブル設定：／＼ードコピーを行うとき、画面は力ラー表示されていて、プリンタガモ

ノクロの臼字しかできず画面上の色をプリンタでどのよう！こ表示するの

かという問題ガでてきます。

直室亙罰

この問題を解決する定めに、プljンタドライバには、 2種類の色コード

変換テーブルガ用意され、これらの変換テーブルの内容を変更すること

によって様々な印字形態ガ実現できるようになっています。

力一、ノル移動キーを使って各項目に反転表示を移動させ回キーにより選択します。

てヱヨキー」、「鉱大モ ド」、「画面合成Jは、設定できるパラメータのひとつガ表示さ

れており左右のカーソル移動キで選択後図キーを入力します。「在マジンドットJ は

キーよりドット数を入力します。

巴Eヨキー ：育効無効

鉱大モド ．解除設定

画面合成 :T× Gr T&G 

テキストCTX）…...・ H ・－－…...・ H ・－－…テキスト画面のみ

グラフィツクCGr）…………………グラフィック画面のみ

テキスト＋グラフィック（丁＆G）…テキスト画面とグラフィック画箇

の合成

在マージンドット：ドット叙は、 3ケタ以内の叡値で入力します。

左マージンドット：盟
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変換テ－7'.以理鉱E：この項目を選択すると次のメッセージガ表示されます。
変換テープル設定：テーブル1テープル2

と、ちらかのテーフ‘ルを選択します。

変換テーブルT

銘大モードガ解除されている場合に使用されるテーブルです。画面上の

色コードに対して、その色コードを持つ芝ドットをプリンタヘ出力する

かしないかを指定します。テーブルは、黒から自に対して16個のパラメ

ータで梅成されています。「テーブルTJを選択すると表示は次のように

なります。

I＜一一一一半輝度一一一＞I＜一一一全輝度一一一一＞I

テーブル1: 
黒青赤附緑 CY黄灰黒青赤附緑 CY黄自
国111111111111111

Tと指定されている色コードガプリンタに「打つ」ドットを意味します。

カーソルキー操作により、反転表示部を移動させ、 o~芝は、 T のキー

を押すと｛直を変更することガできます。

変換テーブル2

鉱大モ ドガ設定されている場合lこ使用されるテーブルです。画面上の

色コー卜ごに対し、その色コ ドに対応し芝パターンを定義します。大き

さは2×2です。

テーブルは黒から自に対応して16個のパラメータで構成されています。

「テーブル2.Jを選択すると表示は次のようになります。

I＜一一一一半輝度一一一＞I＜一一一全輝度一一一一＞I

テープJレ2:
黒青赤附緑 CY黄灰黒青茄附緑 CY黄 白
図3333 33 33 33 33 33 33 33 33 33 33お 3333 

カーソルキー操作により、反語表示部を移動させ、。、 T、

ずれかのキーを押して値を変更することができます。

2、3のい

各値はプリンタ上のドット（4個〉と次のように対応しています。

f o Io I I Io Io 

ab cd 間
この間であれば、 MACマゼンダ〉半輝度の値は33なので

け刊

11 1 I という臼字パターンになります。

？となっているピットlこ対応するドットガ「打だれ」ます。
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［注意］

・プリンタヘ出力される画面のイメージは、決のような場合は画面と一致しません。グラフ

イツク画面の臼字は、 VRAMの先頭を左上点として常に640×400ドットの領威をコピー

の対象範囲とします。

し芝ガって、グラフィック画面ガ分割表示されている場合は、画面と臼字イメージは一致

しません。

戸プljケーションガ~ヨキーの割り込みを使用 している場合に凪匪~＋
巨豆ヨキーによるハードコピは、動作しません。
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SHARE 
外部コマンド

直二E ファイルの共有やロックを行います。

直二E SHARE [/F: ＜フ？イルスペース＞J[/L: ＜ロック数〉］

直二E SHAREコマンドはネットワークガ起動しているときにだけ使用できます。フ戸イル共育

システムをインストールするだめに、 SHAREコマンドは通常、 AUT OE×EC.BATフ戸

イルに含まれていき置す。

/F 〈フコフィルスペース〉スイッチは、ファイル共育情報を記録する目的で、 MS-DOSガ

使用するフココイルスペース（／＼イト獄〉を割り当てる定めに使用します。ファイルス

ペースは、オープンされだそれぞれのファイルのフコフィルパス名＋竹／＼イトガ必要で

す（平均のパス名は20バイトです〉。／Fのデフォルト値は2048バイトです。

／し くロック数〉スイッチはロックする数を割り当てます。デフォルトの値は20です。

一度SHAREコマンドを実行すると、すべての読み／書きの要求はMSDOSによりチェッ

クされるようになります。

［例］

以下の例は、フ戸イル共育システムを読み込みます。／Fおよひ”／Lスイッチはデフォルトの

値ガ用いられます。

SHARE 
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SORT 
外部コマンド

直ヨE 標準入力装置（キーボードやファイル）からのデータを読み込み、そのデータをソート（並
び替え〉して標準出力装置（ディスプレイやファイル） Iこ出力します。

直二重日 SORT [/RJ [/ +nJ 

直二重日 SORTコマンドは、フィルタの一種でフ戸イル椅成する各行吋指定し疋桁について、

戸ルフ戸ペット順に並びかえるのlこ使用します。オプションとして、指定できる2つのスイ

ッチガあります。

/R 降JI慎ソート、すなわちZからAの順で並び替えを行います。

/+n n桁目からの文字を並び替えの対象とします。このスイッチを指定しない場合は、

1 J桁固からを並び替えの対象とします。

［例］

次のコマンドは、フコフィルしJNSORT.T×了の各行を降JI買に並び替え、フココイルSORT.

T×丁に書き出します。

SORT /RくUNSORT.TXT>SORT.TXT 

'lJ?..のコマンドは、 DIRコマンドの出力をSORTフィルタの入力とするパイプ処理の例で

す。SORTフィルタは、ディレクトリの14桁目（ディレクトリのフコフィルの大きさのある桁〉

から並び替えを行い、スクリーンに表示します。つまり、このコマンドではディレクトリを

ファイルの大きさで並び替えを行い表示します。

DIR I SORT/+14 

"iR.のコマンドは、前の聞と同じ作業をしますが、さらにMOREフィルタガ並び替え定ディ

レクトリをT画面ずつ表示します。

DIR I SORT/+14 I”ORE 

＊〉行とは、テキストフコフィル CASCllフコフィル〉において、CR、LFIこよって区切られ

ている部分のことを言います。
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SUBST 
外部コマンド

直二量ヨ

直二司

直二量日

ドライブ名でパス名を置き換えます。

SUBST [(d: )] ［（パス名＞J[/DJ 

SUBSTコマンドは、パス名により指定されだディレクトリを、 ＜d:＞によって指定され

芝、仮想のドライブ名”で参照できるようにします。

たとえば、

SUBST Z: B:YUSRYFREDYFORMS 

と入力しだ場合、 B:¥USR¥FRED¥FORMSを仮想ドライブ、、Z＂として作成します。

以後、フルパス名を入力する代わりに芝だ、、Z＂と入力するだけで、このディスクを参照す

ることガできます。

このコマンドをパラメタ忽しで入力レ疋場合、 MS-DOSlet仮想ドライブ名とそれ！こ関

連づけられ芝パス名を表示します。

この置き換えを解除するには／Dスイッチを使って

SUBST <d: >/ D 

と入力します。＜d・〉には以前のSUBSTで置き換え芝仮想ドライブ名を指定します。

［注意］

仮想ドライブを指定するだめには、実際に接続されているドライブ名の他に、余分なドラ

イブ名ガ使用できるようにLASTD RIVEを定義しておいてください。これらガ定義されて

おらず、来定義のドライブに鐙続しようとしだ場合、以下のメッセージガ表示されます。

パラメータの指定が違います．

どのドライブガ接続されているか模査する定めには、 TYPEコマンドあるいはMKCNF 

コマンドを使用してユーザのMS-DOSディスク」二のCONFIG.SYSフコフィルをチェック

します。、、LASTDRIVE＝”行の、、＝”の右側1こ定義されている英字ガ、使用可能な最終ド

ライブ名を示しています。
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SYS 
外部コマンド

直］［］ カレントドライブにあるMS-DOSのシステムファイルを指定したディスクヘコピーしま
す。

直ご童日 SYS (d: > 

直=ru SYSコマンドは、（d 〉で指定したディスクのシステムフ戸イルを更新します。

受け側のディスクの10.SYSとMSDOS.SYSと送り側のこれらは同じ大きさである必

要ガあります。これは、 MS-DOS/'iージョン3.1のディスクからMS-DOS1.1のディ

スクへコピーができないことを意味します。

ファイルは次の順lこコピーされます。

工O.SYS

MSDOS.SYS 

これらのファイルは、いずれも隠されて見えないフフフィルですので、 DIRコマンドを実行

しでもディレクトリに表示されません。またCOMMAND.COMフコフィルはこのコマンド

ではコピーされません。COMMAND.COMを転送するにはCOPYコマンドを用いてくだ

さい。

［注意］

受け側ディスクガ完全に空である場合にSYSガ実行されると、システムファイルガ転送

されきます。しかし、ブートローダガ転送されないので起動はできません。

空のディスクをシステムディスクとする場合は、FORMATコマンドにより行ってくださ

し1。
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TIME 
内部コマンド

冠二量ヨ システムガ管理する時刻の表示と般定を行います。

直三巴 TIME [(hh) [: <mm>JJ 

直~ システムガ管理する時刻は、ファイルをイ乍成・編集したときにディレクトリに記録されま

す。

TIMEコマンドガパラメータなしで入力されだ場合には、次のメッセージガ表示されます。

現在の時刻は＜hh > : <mm> : < s s > • < cc＞です．
時刻を入力してください：一

表示され定時刻を変更しない場合は、［司キーだけを押してください。次のようにTIME

コマンドのパラメータとして新しい時刻をあ疋えることもできます。

T工ME 8:20 

新しい時刻は数字だけを使って入力します。許されるパラメータの範囲は、

(hh) =00～23 （時〉

<mm> =00～59 （分〕

です。時と分はコロン〈：〉で区切って入力します。＜ss>C砂〉ゃくcc>C100分のT砂〉を

指定することはできません。

MS DOSは、入力したパラメータや区切り文字ガ正しい場合に時刻の設定をします。正

しくない場合には次のメッセージを表示します。

時刻の指定が遣います．

時期jを入力してください：ー

そして、 MS-DOSは正しい時刻の入力を待ちます。

TIMEコマンドはDATEコマンドとともに、MS-DOSの起動時に自動的に自動的に働き

ますガ、 AUT OE×EC.BATフコフィルガある場合は、これらのコマンドは自動的には働き

ません。しだガって、 AUT OE×EC.BATフフフィルにこのコマンドを含めておくとよいで

うよし
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TYPE 
内部コマンド

直二重ヨ フpイルの内容をスクリーン！こ表示します。

直三重日 TYPE＜ファイル名〉

直二量日 フ戸イルの内容を変更せずに調べるのに使いますのIRコマンドはファイル名を捜すのに

使い、 EDしINはフ戸イルの内容を変更するのに使います〉。 TYPEコマンドで行われる唯

の書式指定は、タブコードを8桁ごとのタブ位置へ展開することだけです。

バイナljファイルを表示させると、ベルコ ドやフォムフィ ド、工スケプシケン

スなどガ含まれるコン日ール〉何回＋困問、スクリーンに送ることになる

ので注意ガ必要です。
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VER 
内部コマンド

直二E MS-DOSのパージョン番号を表示しますe

E二E VER 

直~ 使っているMS-DOSCMSDOS. SYS）のバージョン番号を知りたいときに使います。

VER 

と入力すると、

MS-DOSJ＇＼ージョン 3.XX

のよう！こパージョン番号ガ表示されます。
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VERIFY 
内部コマンド

直二E ディスクへの書き込ゐ時lこ、ベリファイ（検査〉を行うかどうかを殴定します。

直三E VERIFY [ON I OFFJ 

直二重日 このコマンドの機能は、 COPYコマンHでの／〉スイッチと同じです。ディスクlこ書き込

む際に、ファイルガ正しく（疋とえば不良セクタガないかなど〕書き込まれているかを確認

するの！こ、VERIFYコマンドを使用します。 MSDOSはディスクにデータを書き込むごと

に、読み出し検査を行います。書き込まれ疋データガ読み出せない場合、エラーメッセージ

を表示します。

VERIFY ONの状態は、プログラムで（システムコールSETVERIFYを使って〉変更

するか、 VERIFYOFFを入力するまで変わりません。

現在のVERIFYの状態を知りだい場合に｜志、何も指定せずに、＇ VERIFY＂と入力すると 、

次のようなメッセージガ表示されます。

VERIFYは＜off＞です． または＜on＞です．

ONま芝はOFF以外を指定すると次のメッセージガ表示されます。

ONまたは OFFを指定しなければなりません．
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VOL (VOLUME) 
内部コマンド

画二重ヨ ディスクのボリュームラベルガ設定されている場合lこ、それを表示します。

直二E VOL [(d: >J 

直二量日 d で指定したドライフ‘にあるディスクのボリユ ムラベjレを表示します。ドライブの指

定を行わない場合には、カレントドライフ唱にあるディスクのボ、リユームラベルを表示します。

ドライブ A：のディスクのボリュームラベルは SAMPLE

ディスクにボリュームラベルガ設定していない場合は、 'fR_のメッセージガ表示されます。

ドライブ＜d：＞のディスクにはボリュームラベルが

ありません．
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5.4 バッチ処理コマンド

MS DOSのパッチ処理機能は、非常に強力で柔敵性に豊んでいます。次に示すコマンドはこれま

でに解説してきだコマンドのように単独で使うこともできますが、特にパッチフ戸イル申で機能を発

揮します。ここで解説するコマンドには次のようなものがあります。

ECHO 

FOR 

GOTO 

IF 

PAUSE 

REM 

SHIFT 

これらのコマンドは、特にバッチ処理の流れをコントロールするもので、パッチ処理コマンドと呼

ばれています。

5 -91 



第5章 MS-DOSのコマンド

ECHO 
内部コマンド

直二重ヨ パッチプログラムの実行中にコマンドを表示するかどうかを叡定します。

直二E ECHO [ON I OFF I ＜メッセージ〉］

直二量日 通常、パッチフ戸イルのコマンドはコマンドプロセツサで実行されるときに表示（工コー

／＼ック〉されます。 ECHOOFFはこの機能をとりやめ、 ECHOONは工コーパックを行

うようにしぎす。

ECHOの後lこメッセージを続けると、そのメッセージガ表示されます。

、、ECHO＂だけを入力した場合には、現在の設定ガ表示されます。
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FOR 
内部コマンド

理~ パッチおよび対話型のファイル処理を反復して行うコマンドです。

直二E FOR %%  <C> IN <set> DO ＜コマンド〉ーバッチ処理用
FOR % (C) IN <set) DO ＜コマンド〉一一対話型処理周

直二量日 <C＞にはパラメータとの混乱をさける疋めに、 0から9以外の文字を使うようにレます。

<set＞は、（〈項目〉， ［〈項目〉〕…〉

のように文字到をカンマまたは空白で区切って並べます。

変数%%<C＞にはくset＞の各要素ガJI慎次代入され、〈コマンド〉ガ解釈され実行されます。

<set＞の要素lこ、＊か？を使っている場合lこは、ディスクにある、これに適合するファイル

名を代入します。この場合には、最初の要素だけが設定され、最初の要素以外は無視されま

す。

［注意］ IN、FOR、DOは大文字でなければなりません。

［例］

FOR %% f工N（車 .ASM)DOMASM %%f 

これは拡張子ガ.ASMであるファイルをすべて7フセンフソしします。

FOR %%f IN(FOO BAR BLECH)DO REM %%f 

これは次のように指定しだのと同じです。

REM FOO 

REM BAR 

REM BLECH 

／＼ッチフコフイlレの中でFORコマンドを用いるときはパラメ タ（%0～%9〕と区別する

だめ！こ＂%%＂と%を 2つ重ねて書く必要があります。もし、、、%f”のようにすると、 FOR

コマンドは工ラー（誤つだパラメータの参照〉であると判断し、これを無視してしまいます。

／＼ッチ処理以外で使うときは、＂ %f’rのように%記号はTつでかき安いません。
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GOTO 
内部コマンド

直二E
直二配

置二言日

J tッチフコヲイル処理の流れをくラベJレ〉で定義されている位置へ移します。

GOTO＜ラベル〉

GOTOコマンドはくラベル〉に定義されている行以降へ実行を移します。 ラベルガ定義さ

れていない場合は、パッチフココイルの実行ガ終了します。
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この場合には机REM IOOPim~ ... ＂の表示を続けます。

くラベル〉はパッチフココイル中のコロン（：〉で始まる行で定義されます。 コロン！こ続く8

文字ガラベル名として識別されます。この行はラベルとして働く他には処理の際に無視され

ます。しだガって、パッチフフフィル中のコメント行として使うこともできます。
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IF 
内部コマンド

直~ 条件判断lこ応じてバッチ処理を行います。

直二百 IF [NOT] ＜条件〉〈コマンド〉

直＝量日 パラメータ〈条件〉は、次のいずれかにより指定します。

ERRORLEVEL 〈獄値〉

直前lこCOMMANDで実行し芝プログラムの終了コードガ〈数値〉以上の場合、真となり

ます。

〈文字列1>= ＝＜文字列2)

パラメータの置き換えガ終了しだ後で、〈文字到 1)とく文字到2）ガ等しいときに、夏と

なります。文字列には区切り記号ガ含まれてはいけません。

E×IST 〈ファイル名〉

くファイル名〉ガ存在するときに真となります。

NOT 〈条件〉

〈条件〉ガ偽であるとき、後に続く〈コマンド〉ガ実行されます。

IF文はコマンドを条件目きで実行することができます。〈条件〉ガ真である場合には、〈コ

マンド〉は実行され、伺である場合には無視されます。

［注意］ ERRORLEVEL、E×IS丁、NOTは大文字でなければなりません。

［例〕

工F NOT EX工ST 苦TMPYFOOECHO Can’七 find file 

IF NOT ERRORLEVEL 3 LINK $1,, 

〔注意〕

現段階では、ERRORLEVELの設定に関するコマンドはありませんが、 ユーザのプログ

ラムによって工ラ コード〈終了コード〉を設定し、それをIFコマンドで条件判断させるこ

とはできます。
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PAUSE 
内部コマンド

冠二量日

直二司

直二E

パッチファイルの実行を停比します。

PAUSE ［〈コメント〉］

！＼ッチフコフイJレの実行中ディスクを~換し芝り、他のことを行う必要がある場合ガありま

す。バッチ処理ガPAUSEコマンドに達すると、~＋回以外の任意のキーを押すまで
実行を停.Ltします。

コマンドプロセッサガPAUSEコマンドを実行すると、

準備ができたらどれかキーを押してください．

と表示します。日とた＋直1以外のキーを押すと、処理ガ再開されます。
百十回弘元し芝場合には次のような表示ガなされます。

パ、yチ処理を中止しますかくY/N＞？一

これにYと入力すると、パッチフ戸イルの残りの実行をやめて、通常のコマンド入力モード

ヘ戻ります。つまりPAUSEコマンドはパッチフコフィルをいくつかに分富りするのlこ使用で

き、パッチフココイルを途申で終了させるのに使うことガできます。

オプションのコメントはPAUSEと同U行に指定します。バッチ処理ガ停.Ltし疋ときにユ

ーザに指示を与えることガできます。たとえば、ドライブ装置のディスクを主主換する場合な

どです。このような場合には、メッセージの表示を指定します。コメントは、

準備ができたらどれかキーを押してください．

のメッセージの前lこ表示されます。
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REM (REMARK) 
内部コマンド

直ご雇ヨ パッチファイルを実行中に、パッチファイル中のREMコマンドと同じ行lこ奮いたメツセー

ジを表示します。

直二E REM ［（コメント〉］

直二量日 ［〈コメント〉〕内で使うことができる区切り記号は、スペース、タブ、力ンマだけです。

［例］

1 : REM This file checks new disks 

2: REM I七 isnamed NEWDISK.BAT 

3: PAUSE Insert new disk in drive B 

4: FORMAT B:/S 

5: DIR B 

6: CHKDSK B 
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SHIFT 
内部コマンド

直二E パッチファイル処理で、 置き換え可能なパラメータ引O個以上扱うことガできるようにしま

す。

亙二E SHIFT 

直二配 通常、パッチファイルで扱えるパラメータ叡は、%01J'S% 9の10個に制限されています。

それ以上のパラメ タを扱いたいときは、 SHIFTコマンドを使ってパラメータの変更をし

ます。だとえば、

%0= f。。
%1= bar 

%2= name 

%3～仰は 空

このとき！こSHIFTを実行すると、

%0= bar 

%1= name 

%2～ %9は空

となります。

コマンドラインlこ10個以上のパラメ タガ与えられている場合には、 10番目のパラメータ

(%9）の次のパラメータガSHIFTを実行するだびにTつずつずれて、 %9に代入されま

す。
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第6章
テンプレート機能とファンクションキー

6.1 イントロダクション

テンプレート機能は、他のオペレーティングシステムには見られない。特に、 MS-DOSに備えられ定

機能です。この機能は、ユーザのコマンド入力を軽減し、またラインエディタEDLINC第7章参照〉を大

変使いやすいものにしています。

本章では、コマンド入力を例にし芝テンプレート機能と、ハードウ工戸をコントロールするいくつかの

コントロールキャラクタ機能について解説します。

6.2 MS-DOSテンプレート機能

テンプレート機能は、 最後に入力し芝コマンドラインを自動的に 、、テンプレートH と呼ばれる部分に残

すだめ、同じようなコマンドラインをくり返し入力する際の手聞を軽減します。

テンプレート機能によって、 'iR.のような利点ガ得られます。

1 .同じコマンドを、くり返し入力することができ示す。

2.ミスタイプのあるコマンドライン全体を再入力する必要はなく、簡単に修正し入力することガできま

す。

3.同じような形のコマンドラインをくり返すとき、最少のタイピンクで編集し、入力することガできま

す。

コマンドラインとテンプレートの関係を次1こ示します。

力入のザ
ー
ー
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この図により、入力ガどのように処理されるか見てみましょう。

1 .ユーザガタイプし疋入力Id:,［亙キーを押すまで、コマンドラインに保持されます。

2. 団キーを押すと，コマンドラインの内容がテンプレートにコピーされます。

3. 2.と同時に、コマンドラインの内容ガCOMMAND.COMに送られ処理されます。

ユーザガ最後に入力したコマンドは、常にテンプレートlこ残っているので、テンプレート機能！こより、

簡単に呼び出し、編集や再実行することができます。

テンプレート機能の一覧表を次に示します。各機能の詳しい解説は、第7章ライン工ディタ CEDLIN)

で、テキストフ戸イルの編集を例に行いますので、ここではコマンドの入力を例に簡潔に説明します。定

だし、本文中では機能を表すよう使用するキーを区豆白、ICOPYUP I・…・・と表していますが、コン

ビュー夕日実際lこ押すキーは一覧表土で対応する仁亘コ、仁EIJ・・・・・・となります。

表6.1 テンプレート機能

コマンド
MZ-2861 

コマンド名 機 首Eキー

T文字をコピ
CCooy One charac- 匡日 I COPY1 I 新しい行にテンプレートからT文字コピーする。
te「〉

指定文字までコピー テンプレートから新しい行ヘ指定されだ文字の直前ま
CCOPY Up to cha「ac- 匡E ｜∞附pI で、すべての文字をコピーする。
te「〉

テンプレートをコピー 新しい行に、テンプレート中に残っているすべての文字
CCooy All charac 巨訂 I COPYALL I をコピーする。
ters) 

T文字をスキップ テンプレート内の T文字をスキップする〈コピーしな
CSkio One cha「ac- 巨EI SK刊｜ し＼）。
te「〉

指定文字までスキップ 指定されだ文字まで、テンプレート内の文字をスキップ
CSkio Uo to charac- 巨巴 I SKIPUP I する〈コピーしない〉。
te「〉

入力の取り消し 現在の入力を取り消す。テンプレ トの内容は変化しな
lliJ I VOID I CVoid) し1。

テンプレ トへの書き込み [fl] I N肌 INEI 現在行の内容で、新しいテンプレートを作る。CNew line) 

帰入コード
匡司 I INS回TI 挿入モードに入る。まだは挿入モードから出る。αlsert mode) 

置き換えモード
巨巴 I REPLACE I 帰入モードから出る。CReolace) 

匡~＋固の揮入 CEIQ] Eヨ <CTRし〉ー図け AH）をテンプレートに簿入する。
CPut a <CTRし〉ー図〉

匡亘の挿入 なし 巨訂 ESCコードC18H）をテンプレートlこ挿入する。
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テンプレート機能と一般的なコマンド入力の方法について、 '!J?..の例で説明します。

DIR PROG. COM ~ 

このコマンドは、フコフイJレPROG.COMIこ闘するディレクトリ情報をスクリーン1こ表示します。コマ

ンドの実行に同時に、コマンドラインガテンプレートに記憶されます。もう一度このコマンドをくり返す

には、 ICOPYAしし｜とQJの2つのキーを押します。 ICOPYALLIキーを押すと、まずコマンドラ
インバッファlこテンプレートの内容がコピーされ、［亘キーを押すとコマンドラインガCOMMAND

COMによって処理されます。

くり返されだコマンド、、DIRPROG. COM＂は スクリーンに表示されます。

ICOPYAしし IDIRPROG. COM回

'!J?..に、フココイルPROG.ASMの情報を表示しだいとレきます。これを実行するだめには、テンプレ ト

を使って、

ICOPYUPIC 

とタイプします。 ICOPYUPIキ は、テンプレートからコマンドラインに＂ C＂の直前までの文字をコ

ピーします。

D工R PROG. 

続いて、、ASM＂とタイプします。

スクリ ンの表示は次のようになります。

DIR PROG.ASM 

これで目的のコマンドラインガできました。回キ を押すと、このコマンドラインガCOMMAND.

COMに送られます。

テンプレート1こは、前のコマンドラインガ残っています。

D工R PROG.ASM 

次に、以下のコマンドを実行しだいとします。このコマンドは、 PROG.ASMの内容をスクリーンに

表示するものです。

TYPE PROG.ASM 

この場合、次のように入力します。

TYPE［］盃~ ICOPYAしLIQ]

新しく入力しだ文字は、直接コマンドライン｜こ入力されます〈回キーを押すと自動的にもIR＂とそ

れlこ続くブランクガ＂ TYPEつこ2変換されます〉。コマンドとパラメータの聞に必要なブランクを入れる芝

めに、国霊BTIキーとスペース〈例では戸ンダーラインで表示されている〉を入力します。最後に、テ
ンプレートの残りの＂ PROG.ASM＂を ICOPYALLIキーでコピーし、[illキーで実行します。結

果は以下のように表示されます。
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TYPE PROG.ASM 

、TYPE＂を、 BYTE＂とつずりを間違えてタイプしてしまつだ場合には、＼ NEWLINE＼キーで新し

いテンプレートを作ることによって、ミスタイプし芝コマンドラインを編集することができます。

BYTE PROG. ASMI NEWLINE I 

ユーザーは、以下のように入力することで、ミスタイプし疋コマンドラインを修正することぎできます。

T[g豆~P I COPYAしし 1

E豆Elliキー｜志、 T文字をテンプレートからコマンドラインヘコピーします。ミスタイプした沼H
を＂T＂に、さらに＂ T＂を、 P＂に置き換え、残りを ICOPYAしし｜キーでコピーします。この結果、

コマンドラインは次のような望んでいたものになります。

TYPE PROG.ASM 

また、酬の、、BYTEPROG. ASM＂を持つテンプレートを、 直 Ei:EIJおよび囚豆亘Eキーを
使用することで編集し、同様足立結果を得ることができます。

直亙司直Ei:EIJ[g豆~匝霊：＠］ YPI COPYALL I 

ユーザーの入力に対して、コマンドラインがどのように影響されているか図解してみましよう。以下、

在側はタイプされ芝キ一、右側はコマンドラインの内容に対する影響です。

直亙E
[§gIE1J 

E豆杢白 Tー
四重:@JYPTYP 
ICOPYAしし 1TYPE PROG.ASM一

テンプレートの最初の文字をスキップする。

2文字目をスキップする。

3文字目をコピーする。

2文字挿入する。

ピコてぺすを字文のり残の中トレプン
る

テ

す

直亙回キーは、コマンドラインには影響を与えずにテンプレートを操作するものです。

以上の例からもわかるように、テンプレート機能！こよって、 ユーザはキーボードの操作を大幅に軽減す

ることガできます。
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KEYユーティI）ティによって、 フココンクションキーの登録内容が変えられている場合、下記の操作コー

ドによってテンプレートを操作できます。

対応キー コマンド名 操作コド（操作キー〉

F1 COPY1 I I ESC 国
F2 COPYUP] I ESC 巨1
F3 COPY Aしし ｜ I ESC 匝〕
F4 S附P1I I ESC 回
F5 I SKIPUP I ESC 団
F6 I VOID! ESC 国
F7 iNEWLINEJ ESC 回
FB I INSERT I ESC 巨3
F9 I I REPLACE I ESC 直］
I F10 I ,,,._z ＜~） I ESC ヨ1
I ESC I iESCAPEJ I ESC 巨コ
口室司の記号は1BHのコードを意味します。
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I] 

直二面 テンプレートからコマンドラインへは字コピーします。

直二E E豆雪百キーを押すと、テンプレ トからコマンドラインヘ1文字コピーされます。もし
挿入モードであれば、解除され芝変更モードガ設定されます。

亡亙コ スクリーンに決のように表示されているとします。

1 :*This is a sample file. 
1：車

編集の開始時には、カーソルは、行の先頭に置かれています。 匡豆mJキーを押すと、
最初の文字、、T＂ガ表示され疋新しい行に コピーされます。

1 ：車Thisis a sample fileCテンプレートの内容〉

匡豆翌日 1：何一 （コマンドライン〉

巨豆EY1Jキーを押すたび！こ、 T文字ずつコピーされます。

匡豆歪白 1: *Th_ 

匡豆~，：車 Thi
E豆E白 1：車This
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6. 2 MS-DOSテンプレート機能

E

E

 

仁亙コ

恒］］Jj
指定されだ文字の直前まで、復数の文字をコピーします。

テンプレート内の、指定されだ文字の直前までの文字ガ、すべてコマントミラインヘコピー

されます。指定する文字は、 ICOPYUPIキーに続いて入力します。なお、文字は大文字

小文字は区別されて編集されます。新しい行に入力も表示もされません。カーソルは、 コピ

ーされだ文字数だけ移動します。指定されだ文字ガテンプレート内にない場合は、何もコピ

ーしません。挿入モードであれば解除され、変更モードガ設定されます。

スクリーンに次のように表示されているとします。

1 :*This is a sample file. 

1：車Thisis a sarn_ 

編集の開始時に、カーソルは行の先頭に置かれています。 ICOPYUPIキーを押し、続い

て文字、げを指定すると、その文字の直前までのすべての文字ガコピーされます。

1：車Thisis a sample file. 

ICOPYUPIPl：車一

EDLINは大文字、小文字を区別して処理するので、文字の指定の際に注意してください。
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第6章 テンプレー ト機能とファンクションキー

｜｜ 

直二重ヨ テンプレートの内容をコマンドラインヘコピーします。

oc重］ ICOPYAしし ｜キーを押すと、 テンプレートの残りの文字ガコマンドラインヘコピーされ

亡亙コ

ます。キーを押したときのカーソルの位置に関係なく行の残りが表示され、カーソルはその

行の最後の文字の後ろに置かれます。挿入モードであれば解除され、変更モードガ設定され

ます。

スクリーンに決のように表示されているとします。

1：車This is a sample file. 

1 ：市

編集の開始時には、カーソルは行の先頭lこ置かれています。ここで／COPYAしし ｜キーを

押すと、テンプレート内のすべての文字け行自！こ表示されている〉が、新しい行c2行自〉
lこコピされます。

1：車This is a sample file. 

/COPYALしI1：車This is a sample file. 
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目

仁亙コ

6. 2 MS-DOSテンプレート機能

匝亙l]
テンプレート上の文字を1文字スキップ（飛び越し）します。

匡亙固キーを押す芝山、テンプレート内引文字スキップ（飛び越し〉をします。ス

キップしだ文字は、コマンドラインへはコピーされません。直亙回キーは、テンプレ ト

の文字をT文字コピーするのではなく、 T文字スキップするという点を除くと、巨豆Eヨヨ
キと似た動作をします。

スクリーンに決のように表示されているとします。

1：車Thisis a sample file. 

1：車

編集の開始時には、カーソルは行の先頭に置かれてい問。ここで直亙固キーを押す

と、最初の文字、、T＂ガスキップされます。

1：車Thisis a sample file （テンプレ トの内容〕

直亙Eコ1：唯一 〈コマンドライン〕

このコマンドはテンプレートに働くものなので、スクリーン土の力 ソルの位置は変化し

ません。テンプレートがどのようになったか、 ICOPYAしLIキーで見てみましょう。

ICOPYAしし ｜キーは、テンプレートの残りをすべてコピーします。

1：車Thisis a sample file. 

直lQEI]1 ：仁
ICOPYAししI1：車hisis a sample file. 
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第6章 テンプレート機能とファンクションキー

l] 

直二E テンプレート上で複数の文字をスキップ（飛び越し）します。

直二重日 匡亙EQEJキーを押し、続いて文字を指定すると、テンプレート上をその文字の直前まで

仁亙ゴ

スキップします。このとき指定し芝文字l志、コピーも表示もされません。ま芝、テンプレー

ト上！こ指定した文字ガ広いときは、スキップはなされません。匡亙EQEJキーは、テンプレ
トからコマンドラインヘ文字をコピーするのではなくスキップするという点を除くと、

ICOPYUPIキーと似左動作をします。

スクリーンに次のように表示されているとします。

1 =*This is a sample file. 

1：車

編集の開始時｜こ、カーソルは行の先頭に置かれています。直亙ETIEJキーに続いて文字を
入力すると、その文字の直前まですべての文字をテンプレート土でスキップします。

1：車Thisis a sample file. 

沼町戸U戸lp 1：章一

このコマンドはテンプレートに働くものなので、スクリーン上のカーソルの位置は変化し

ません。 ICOPYALLIキーで、行の残りをすべて表示させてみましよう。

1：車Thisis a sample file. 

匡RIEQE]o1：仁
I COPYALL 11：車ple file. 
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6. 2 MS-DOSテンプレート機能

rll11] 
直二E 入力を取り消し、コマンドラインを空！こします。

直二E E豆国キーは、入力を取り消し、 コマンドラインを空にします。テンプレートの内容は
変化しません。スクリーンには同マーク（￥〉ガ表示され、改行と共に、カーソルガ行の先頭

に置かれます。挿入モードに入っていれば、それを自動的に解除します。ここで

ICOPYALLIキーを押すと、区豆回キーを押す前の行ガ、テンプレートからコマンドラ

インヘコピーされます。

仁亙コ スクリ ンに次のように表示されているとします。

1：車Thisis a sample file. 

1：寧

編集の開始時には、カーソルは行の先頭に置かれています。この行を、、Samole円le＂と

書き換えるとします。

1 ：車Thisis a sample file. 

1 ：車SampleFile_ 

この入力を取り消し、もとの内容、、ThisIs a samole 刊le.＂を残してお く定めに

E豆国キーを押します。円マーク （￥〉は、このコマンドラインの入力ガ取り消され芝と
いう慧昧です。

1：車Thisis a sample file. 

E亘国 1：車SampleFile¥ 

ここで固キーを押して、元の行の内容をそのまま残すこともできますし、他の編集機能

を用いて編集を続けることもできます。だとえばICOPYALし｜キーを押すと、もとのテン

プレートの内容ガコマンドラインヘコピーされます。

ICOPYALしI1：車Thisis a sample file. 
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第6章 テンプレート機能とファンクションキー

r:E!Jl] 
亙二面 新しいテンプレートを作成します。

CM::][] I NEWLINE Iキーを押すと、現在のコマンドラインの内容ガテンプレートにコピーされ

仁亙コ

ます。それまでのテンプレートの内容が書き換えられるわけです。スクリーン！こは、戸ツト

マーク（＠〉ガ表示され、改行tJ行われます。コマンドラインは空になり、挿入モードであ

ればこれを自動的｜こ解除します。

I NEWLINE Iキ は、テンプレートの内容が変わる点、 円マーク（￥〉の代りに戸ツトマ

ーク（＠〉ガ表示される点を除くと、E豆固キーと似たような動作をします。

スクリーンに次のように表示されているとします。

1 :*This is a sample file. 

1：車

編集の開始時には、力 ソルは行の先頭にありますパ COPYUPlm，直霊喧コ
larY，直豆豆IJ_ta×， ICOPYAしし I＂と入力すると、次のようになります。

1：車Thisis a sample file. 

ICOPYUPlrn 1 ：車Thisis a sa 
一

I INSERT I lary 1 : *This is a salary_ 
[INSERT I _tax 1：車Thisis a salary tax 
ICOPYAしし ｜ 1 :*This is a salary tax file. 

この時点で、このコマンドラインの内容を新しいテンプレートとして欲しい場合には、

I NEWLINE I：与を押します。

I NEWLINE I 1：車Thisis a salary 七axfile.@ 

フフットマーク（＠〕により、新しい内容のテンプレートガ作られだことが示されます。
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6. 2 MS-DOSテンプレート機能

l] 

直二E 錆入モードにします。もう一度押すと婦入モードを解除し元の変更モードにもどします。

直 二重日 囚豆E口キーを押すと、挿入モ ドに入ります。スクリーン上のカーソルは、文字ガ挿

亡亙コ

入されるだびに移動しますが、テンプレート内の現在位地は変わりまぜん。必要な揮入ガ終

つだところで、再度四重Eロキーを押すと、変更モードに戻ります。テンプレート内の
現在位置の直前に待入されていきます。

スクリーンに決のように表示されているとします。

1：車This is a sample file. 

1 ：車

編集の開始時に、カーソルは行の先頭に置かれています。＇~ COPYUP Im，直豆亘E
lary，団豆＠＿tax,I COPY ALL I＂と続けて入力すると、次のよう になります。

1：車Thisis a sample file. 

ICOPYUPJm 1 :*This is a sa 

I INSERT I lary 1：車Thisis a salary_ 

[INSERT I _tax 1：車This1s a salary tax 

[COPYAしし ｜ 1：車Thisis a salary tax file. 

この例では 、lary＂ガ挿入され、＂ mole＂ガ＂ tax＂に置き換えられています。 テンブレ

トの長さをこえて続＜文字をタイプした場合、テンプレ トの残りの文字は

ICOPYALLIを押した際に自動的に追加されぎす。

まだ同様に、スクリーンに次のようlこ表示されているとします。

1 :*This is a sample file. 

1：車

編集の開始時には、カーソルは行の先頭にあります。 ICOPYUP Ifと入力すると、＂ f"

の直前までの文字ガコマンドラインヘコピーされます。

ICOPYUPI 

1：車Thisis a sample file. 

1：車Thisis a sample_ 

ここで圃豆IBEJキーを押し、＂edit＂と スペースを挿入します。
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第6章 テンプレー ト機能とファンクションキー

1：車Thisis a sample file. 

¥COPYUP¥f 1：車Thisis a sample_ 

U自室E旦工jedit 1：車Thisis a sample edit_ 

さらに＼ COPYALLlキーを押すと、テンプレートの残りの行ガコピーされます。

1 ：輩Thisis a sample edit 

¥COPYALLI 1：市Thisis a sample edi七 file._ f：本

ICOPYALLIの代わりに、回キーを押すと、そこまでが新しい行になり、テンプレート内の残りの部

分は削除されます。

日霊~edit回〕 1 ：車This is a sample edit_ 
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E
E
 

仁亙コ

国 ll) 
揮入モードを終了し、変更モードヘ戻ります。

編集を始めだ時点では、この変更モードに入っています。IREPLACE Iキーを押すと、

それまでの挿入モードを抜け出し、変更モードに戻り、入力しだ文字ガテンプレート上の文

字と置き換っていきます。入力パッフ？の途中で団キーを押すと、テンプレート内の残り

の文字は削除されます。

ディスプレイlこ決のようlこ表示されているとします。

1：車Thisis a sample file. 

1 ：章一

編集の開始時に、 カーソル｜拘の先頭に置かれています。叶 COPYUP l m，団豆~
larY, I REPLACE l_tax, I COPYALL I＂と続けて入力すると、'JR.のようになりま
す。

1：車Thisis a sample file. 

!COPYUPJm 1 ：車Thisis a sa _ 

[INSERT J lary 1：車Thisis a salary 

IREPLACEJ_tax 1：車Thisis a salary_ tax 

ICOPYAしし ｜ 1：車Thisis a salary_ tax file. 

この例では 、lary＂ガ挿入され、、mole"t.ア、tax＂に置き換えられています。入力し疋

文字がもとのテンプレートの長さを超えだ場合は、その入力されだ文字は自動的に追加され

て行きます。
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第6]jt テンプレート機能とファンクションキー

6.3 コントロールキャラクタ機能

コントロールキャラクタについては匡E十回、［＠十回、［＠＋回をすでに扱ってき
まし定。

MS-DOSには、 7つのコントロールキャラクタ機能ガあります。コント口 ルキャラクタはすべて

固キ一也盤、必要な文字キーを押すという入札問。これらの慨を次回します。

表6.2コントロールキャラクタ機能

コントロールキャラクタ 機 能

固＋回
現コマンドを中断する。

匪 E十回 コマンド行から最後のキャラクタを除去し、スクリーンから文字を消去する。

匡~＋日 物理的なエンドオフラインを挿入するが、コマンド行は空にしなし1。ラインフィ
ードを使用して、 Tターミナル行以上に、現在の論理行を拡張する。

回＋囚
ラインプリンタへのエコーターミナル出力をON/OFFします。

固＋回
ラインプリンタへの工コーターミナル出力をON/OFFします。

~＋回 タ ミナルへの出力を中断するく任意のキーを押すと再開する〕。

匡~＋凹 コマンドラインの入力を空にします。
テンプレートには影響を与えません。

匪~＋囚 コントロールコ ド COOH～fFH）までの入力を取り消します。
テンプレートには影響を与てません。！

匡~＋図 コマンドラインの入力を空にし、 'IR.に同マーク（￥〉、キャljッジリターン、およ
びラインフィードを出力する。テンプレートには影響を与えない。
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7. 1. イントロダクション

第7章
ラインエテマタEDLIN

この章では、ラインエアィタプログラム＂ EDLIN＂の使い方について解説します。 EDLINは、ソース

プログラムファイルやテキストの作成、編集に使うものです。

EDLINの用途

・新しいフコフィルを作成し、セーブ〔記録保存〉します。

・すでにあるフコフィル（既存ファイル〉を編集し、新しいファイルを作りぎす。もとのファイルは、パ

ツク戸ツプ用に｛呆得されます。

・ファイルの内容を表示し、削除、挿入などの編集を行います。

・複数行にわたって、テキストの被索、削除、置き換えを行います。

EDしINで作ったフコフィルは、 テキストライン〈行〉の集まつ定形をしており、各行には253文字まで

入ります。行番号は、編集中lこEDLINによって自動的に伺けられるもので、セーブされるフコフィルの申で

は省かれています。

編集中のフ戸イルの行には、常にTからnC最後の行番号〉までの整数ガ｛寸けられます。フコフィルの途中

に何行か挿入すると、それ以降の行番号はその行数だけ自動的！こ増やされます。反対に何行か削除し芝場

合は、自動的に減らされます。

7. 2 EDLINの起動

EDLINを起動するには、次のように入力します。 EDしINIこ叶けられるスイッチは／Bだけで‘す。／Bス

イッチについて詳しくは、ワ.3 コマンドの入力万法H を参照してください。

EDL工N＜ファ イ ル名 ＞［／ BJ
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第7章 ラインエテ‘ィタ EDLIN

新しいフコフィルを作成する際は、〈フコフィル名〉で目的に合った適当なファイル名を指定します。EDLIN

はディスクドライブを調べ、同じJPイル名ガなければ新規フコフィルとして登録し、 'JR.のメッセージとプ

ロンプトを表示します。

新しいファイルです．
車

EDしINの中のプロンプトは戸スタ 1）スク、＇＊＂です。

ユーザは、まずIClnsert）コマンドを入力して、新しいファイルにテキストを書き込みます。このコマ

ンドについては後で詳しく解説します。

すでに作られているフコフィル〈既存フpイル〉を編集する場合は、くファイル名〉で目的のフ戸イル名を

指定します。 EDしINは、指定され疋ディスクドライブまだはカレントドライブからこのファイルを捜し、

メモリにロードします。このフフフィルガすべて読み込まれると、次のメッセージを表示します。

ファイルを終りまで読み込みました．

車

これガ、編集を始める状態です。

もしファイルガ大きすぎて、メモリに入りきらない場合、 EDLINはメモリの3/4までフフフィルを読み込

み、 7フスタリスクプロンプト＂＊＂だけを表示します〈メッセージは表示されません〉。ユーザは、読み込

まれた分のフフフィルについてのみ編集を行うことができます。

フコフィルのまだディスクに残っている分について編集を行う定めには、メモ1）の内容を一部分ディスク

に書き出し、メモリの空領域を｛乍らなければなりません。その後、 EDLINはディスクから残りの部分をメ

モリ内にロードすることができます。この操作lこついては、後述のWCWrite）コマンド、 ACAooend)

コマンドを参照してください。

編集ガ完了し芝らECEnd〕コマンドにより、編集済みのフ戸イルとオリジナル 〈元になった〉ファイ

ルをセーブします。 Endコマンドについては、後述の解説を参照してください。オリジナルフコフィルのフ

ァイル名鉱張子はヘBAK＂につけ変えられ、編集済みのフコフィルに、元のフフフィル名ガ偲けられます。

BAKという狐張子は、パック戸ツプ用として予約されているので、そのままではEDLINで編集するこ

とはできません。このファイルを編集する必要のあるときは、 RENAMEコマンドにより、鉱張子を変更

してから行います。
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7. 3 コマンドの入力方法

EDLINは、T回のコマンドで複数行に及ぶ編集を行うことができます。以下の説明をEDLINを使う前

にお読みください。

1 .フフフィル名の指定lご、パス名を使うことガできます。

だとえば次の入力、

EDL工N YBINYUSERYJOEYTEXT.TXT 

これは、サブディレクトリ＂ JOE＂の中の、、 TE×T.TXT＂というフココイルを指定するものです。

2.行番号を現在行〈＊で示されます〉からの相対位置で指定できます。マイナス記号（ー〉は現在行

より前の行、プラス記号（＋〕は後ろの行を示します。

rn旧
-1 0, + 1 OL 

このコマンドは、現在行より10行前から、現在行より10行後までの行を表示させるものです。

3.複委主のコマンドをT行にまとめて書くことができます。このとき、コマンドごとの区切りとして、

セミコロン（・〕を使います。ある行け行〉を編集するとき、行番号の指定〈行番号〉の後にセ

ミコロン〈；〉を入れ、 'fJ?..のコマンドを続けるといった具合いです。コマンド内での必要な区切り

には、他の記号を使います。だとえば、 SearchコマンドやReolaceコマンドでく文字列〉を区

悶こ臥固＋回一り＜~Z> のコード雄います。

［例］

次のコマンドld;15行目を編集し、続いてその結果を見るだめに前後5行日O～20行自〉を表示させ

るものです。

15;-5, +SL 

'fJ?..の例は、 Searchコマンドと組み合わせだものです＂ Thisstring＂という文字列を模索し、該

当する行とその前後5行ずつを表示させるものです。

SThis string<CTRL-Z＞；ー5, +SL 

4.行番号とコマンドの聞のブランク（スベ ス〉は省くことガできます。疋とえば、 6行目を削除す

るには汚 D”でも汚D＂でもかまいま せん。
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5.コントロールキャラクタコード（芝とえばくCTRL-C＞を、 テキスト中に入れることができます。

この場合は、まず~＋図キー臥りくCTRL V＞コードを入れ、次にくる盟主ガコント
ロ ルキャラクタであることをMS-DOSIこ知らせます。この処理は、 Searchコマンド、

Reolaceコマンドでも使うことができます。

S<CTRL-V>Z 

これは、ファイル中の最初のくCTRL-Z＞のコードを痩し出すものです。

R<CTRL-V>Z (CTRL-Z> f。。
これは、すべてのくCTRし『Z＞のコードを叩0011に書き換えるものです。

R<CTRL-V>C <CTRL-Z> bar 

これは、すべての＜CTRし－C＞のコードをいbar＂に書き換えるものです。

6. <CTRL-Z>のコードは通常、フコフィルの最後にだけぼくものです。しだがって、ファイルの途中

にくCTRL-Z>のコードがあるときは、そこがフコフィルの終りではないことをEDしIN！こ指示しな

ければいけません。この操作は／巳スイッチで1ラいます。

たとえば、 SAMPLE.T×Tというフココイルの途中にくCTRLZ>のコードガはいってしまっ

ている場合に、このフコフィルを最後まで読み込むときは次のよう1こ入力します。

EDLIN SAMPLE.TXT /B 

これにより、 EDし！Niel:正しくフ戸イルを読み込みます。ぎた後で解説するしCList）コマンドに

より、ファイルの内容を表示すると、＜CTRL-Z>のコードガ挿入されているのがわかります。

'JR.の表は、 EDしINコマンドの一覧です。各コマンドとオプションの解説は後で行います。

表7.2 EDしINコマンド

コマンド 機

〈行番号〉 編集する行の指定

Aooend 行の付加

Cooy 行のコピー

Delete 行の削除

End 編集の終了

Insert テキストの衛入

List テキストの表示

Move テキストの移動

Page テキストの1ページごとの表示

Quit 編集の取り消し

Reolace テキストの言書き換え

Sea「ch テキストの模索

T「ansfe「 テキストの連結

Write 行の書き込み
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7.4 EDLINコマンド

7. 3.1 コマンドオプション

いくつかのEDLINコマンドは、オプションのパラメータとともに使います。以下はその書式の解説で

す。パラメータの効果は、それガ使われるコマンド！こよって変ってきます。

〈行番号〉

疑問符（？）

〈文字列〉

〈行番号〉は、 ユーザガ入力する行番号を示します。行番号は、力ンマ（， ）まだはス

ペース（空白〉によって、他の行番号、他のオプション、およびコマンドから分離され

ていなければいけません。

〈行番号〉の指定には3つの万法があります。

65533以下の整毅で、直接行番号を指定します。現在存在する行数〈最

も大きな行番号〉より大きな数を指定すると、〈行番号〉は自動的lこ最

後の行番号の次の行になります。

ピリオド （． ） ピリオドをく行番号〉の代りに使うと、現在の行番号という意昧に

なります。現在行とは編集を受け芝最後の行のことで、必ずしも表示

数字

されている最後の行ではありません。現在行ガスクリーンに表示され

ているときは、行番号と最初の文字の聞にブフスタリスク〈＊〉ガ甘い

ています。

シャープ（帯） シャープ記号は、存在する最後の行番号よりTつ大きな番号を意昧

します。〈行番号〉に井を使うと、最後の行番号より大きな叡字を指定

するのと同じことに芯ります。

リターン（回 〉 上に掲げだ方法で、く行番号〉の指定を行わずに回キーを入力す

ると、 EDしINはあらかじめ用意しているそのコマンドに適切なデフ

ォルト値を使います。

疑問符は、 Searchコマンド、 Reolaceコマンドで使用します。クエスチョンマー

クをオプションて”指定すると、 EDLINは捜し出しだ文字列ガ目的の文字到であるかど

うかユーザlこ芝ずねるメッセージを表示し、処理を中断します。このとき、肯定ならば

中か回 キーを入力し、否定ならばこれ以外のキを押します。

〈文字到〉オプションは、 SearchコマンドとReolaceコマンドで使用します。く文字

列〉は、授し出したいテキスト（文字列〉、置き換える必要のあるテキスト、あるいはそ

れと置き換えるだめの新しいテキストを表します。各〈文字列〉は、＜CTRL-Z>のコ

ードまたは回キーで打ち切られていなければなりません。詑コマンドとく文明〉

の聞にスペースを入れると、文字としての意昧を持ちます〈詳しくはReolaceコマンド

を参照してください〉。

7.4 EDしINコマンド

'jJ?_からのページで、 EDしINの各コマンドについて解説します。

F
h
u
 

n，
e
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Append 

直二E [(n)J A 

直二E ディスクとの入力フ？イルから、メモリよのファイルヘ＜n＞行読み込んで追加します。

直二面白 このコマンドは、全体ガ一度！こメモリに入り切らないような大きなファイルを編集する際

に、 Writeコマンドとともに使います。まずメモリよのファイルの一部をWriteコマンドに

よって出力ファイルに書き出し、イ寸け加える行の定めにメモリの空領域をつくります

CW riteコマンドを参照してください〉。次に、 APPendコマンドによってディスク上のフ

ァイルかうくn＞行読み込みます。

［注意］

1 . 行委史的〉を指定すると、現在メモリにあるフココイルヘくn＞行イ寸け加えられます。くの

を叶けずに 、、A＂だ、けを入力し疋場合｜志、メモリの314に達するまで入力フフフィルを読み

込みます。

2. 指定し定行数の途中で入力フ戸イルの貴重後に達すると、

ファイルを終りまで読み込みました．

というメッセージガ表示されます。
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7.4 EDLINコマンド

Copy 

直三E ［（行番号1)] , ［（行番号2)] , ＜行番号3> [. ＜回数）］ c 

直:=JtJ 〈行番号1＞、〈行番号2）で指定しだ範囲の行を〈行番号3）の直前ヘコピーします。オブ
ションの〈回数〉で、コピーをくり返すことができます。

直二言日 く行番号りま疋はく行番号2＞を省略すると、現在行ガ代入されます。〈回数〉を省略して、

特｜こ指定しなければ、コピーはT固だけ行われます。ファイル全体の行番号は、自動的に叶

け代わります。

行番号は、オーバーラップ（重複〉しないように指定レます。だとえば、 3、20、15Cのよ

うな間違つだ入力をすると、

入力エラー

というメッセージガ出力されます。

亡璽コ 次のようなフ戸イルを編集申であるとします。

1 ：車Thisis a sample file 

2: used to show copying lines. 
3: See wha七 happenswhen you use 

4: the Copy command 

5: (the C command) 

6：七ocopy text in your file. 

T行目から6行固までをファイルの後ヘコピーするには、次のように入力します。

1 , 6, 7C 

結果は決のようになります。

1 : This is a sample file 
2: used to show copying lines. 

3: See what happens when you use 

4: the Copy command 

5: (the C command) 

6: to copy text in your file. 

7：輩Thisis a sample file 
8: used to show copying lines. 

9: See what happens when you use 

10: the Copy command 

1 1 : （七heC command) 

12: to copy text in your file. 

ワ
t

弓
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フコフィルの途中ヘ、コピーを挿入することもできます。この場合は、〈行番号3）で指定し疋

位置の直前ヘ挿入されます。

sample file 

to show copying 

what happens when 

Copy command 

C command) 

text in 

also 

lines 

middle 

sample 

lines. 
use you 

'iJ!..のようなフココイルを編集中であるとします。

a 1S 

used 

See 

the 
(the 

to 

1：車This

2: 

3: 

4: 

5: 

6: 

7: 

8 : 

You 
t。

file. your 

COPY 

text 

copy 

file. 

use 

of 

r
 
u
 

0

・

y
e
 

可
ム

f

・1
0

f

 

can 
copy 

to七he

End of 

9: 

1 0 : 

is a sample file 

七oshow copying lines. 

what happens when 

Copy command 

C command) 

text in 

also 
copy lines 

七hemiddle 
what happens 

Copy command 

C command) 

text in your 

sample file. 

2 : 

3: 

4 : 

5: 

6 : 

7: You 

8：七0

9：七。

1 0：車See

11 : the 

12: (the 

1 3：七ocopy 

14: End of 

3 , 6 , 10Cというコマンドを実行すると、結果は次のようになります。

use you 

This 

used 

See 

the 

（七he

to file. your 

COPY 
text 

copy 

file. 
use you 

file. 

your 
when 
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7.4 EDLINコマン ド

Delete 

直三巴 ［〈行番号1))[, （行番号2>J D 

直二E 指定された行、あるいは指定された範囲の行を削除します。

直二E 〈行番号りを省略すると、現在行であると解釈されます。〈行番号 2）を省略すると、〈行

番号 1)だけが削除されます。指定し疋行ガ削除されると、削除された部分のすぐ次の行に

現在行ガ移り、行番号ガ変わります。

仁亙コ 次のようなファイルを編集中であるとします。

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 

3: See wha七 happenswhen you use 
4: Del e七e and Insert 

2 5 : (the D and I commands) 
26：七oedit the text 

27: in your file. 

5行自から24行目までを削除する場合は、次のように入力します。

5, 24, D 

結果は、

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Delete and工nsert

5：寧（theD and I commands) 

6: to edi七七ext

7: in your file. 

となります0

1行だけを削除するには、〈行番号2）。省略します。だとえば6行自だけを削除するには、

60 

と入力します。結果は、

7 9 



第7章 ラインエディタ EDLIN

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Delete and Insert 
5: (the D and工 commands)

6：市inyour file. 

となります。

現在行から複叡行を削除する場合は、〈行番号1)を省略できます。 'iJl..のようなフ戸イルを編

集中であるとします。

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 
3:*See what happens when you use 

4: Delete and Inser七

5 : (the D and I commands) 

6: to edit tex七

7: in your file. 

現在行（3行目〉から6行自までを削除するには、

,6D 

と入力します。結果は次のようになります。

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 
3：車inyour file. 

行番号は自動的に巾け代わります。
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7.4 EDLINコマンド

Edit 

直三訂 ［〈行番号〉］

直二E 行を指定し、編集モードlこ入ります。

直~ く行番号〉を入力すると、 EDLINはその行番号とテキストを表示し、その下に再び行番号と

カーソルを表示します。これが行の編集を行う状態で、この新しい行ガ、新しいテキストを

入力するテキストラインです。上の行に表示されているテキストはテンプレートlこもコピ

されているので、ユーザは前述のテンブレ ト機能を使つだ編集をすることができます。元

のテキストは、回キーか仁Eコを押すまで、テンプレートに残っています。〈行番号〉
を入力しない場合（回キーのみを押した場合〉は、戸スタリスク〈＊〉で示される現在行

の次の行ガ、編集モードに入ります。現在行に変更の必要がなく、カーソルの位置がその行

の先頭にある齢、［亙キーを押せばその行はそのまま残ります。

［注意］

カーソルガ行の途中｜こあるときに困キーを押すと、行の残りの部分は削除されてしまい

ます。

仁亙コ 'fl<のようなファイルを編集中であるとします。

1 ：車Thisis a sample file. 

2: used七oshow 

3: the editing of line 

4: four. 

このファイルの4行自を ＂numberfour，，に変更するとします。〈行番号〉を指定して、

編集モードに入ります。

4 

と入力すると、この行の内容ガ、 'fl<のように表示されます。

4：車four.

4：輩

ここで、次のように入力します。

－
 

r
 
e
 

h
u
 m
 
u
 
n
 

一T
一一し
一

一R
一一
L
一

一E
二
A
F

－

－S二
一Y
一

一
N
二

P

一

口一
O

一
一C
一

4: *number _ 

4：車numberfour. 

車
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End 

直二E E 

直三E 編集作業を終7し、ファイルをディスクヘセーブします。

直二E 編集されだフ戸イルをディスクヘセーブします。 このとき、編集lこ使つ日との入力フ戸

イルの拡張子をパック戸ツプ用にへBAK＂に｛寸け替えられます。そして制御はMSDOS 

のCOMMANDレベルにもどります。なお、新規に作成されだフコフィルの場合は、パック戸

ツプ周フ戸イルは作られません。

仁亙コ

Endコマンドには、オプションを惜けることができません。この定め、編集し芝フ戸イル

寄っ新しく作成し芝ファイルをセーブするドライブを指示することガできません。ドライブは、

常にEDLINの呼び出し時に指定します。このとき、ドライブの指定を省略すると、ファイル

はカレントドライブのディスクにセーブされます。その場合でも、COPYコマンドlこより到

のドライブにコピーすることができます。

ユーザはディスクlこ、フョコイル全俸を書き込むだけの十分なスペースがあることを確めて

おく必要があります。スペースガ足りなかっだ場合は、ファイルの一部ガ書き出されたまま

書き込みガ申比され、メモリ上の編集済みのフPイJ レ I~主失まわれてしまいます。

コマンドの入力方法はただTつです。

E 

Endコマンドの実行後、制御はコマンドプロセッサ （だとえば、COMMAND.COM〕に

戻され、 MS-DOSのプロンプト 〈たとえば、A＞）ガ表示されます。
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Insert 

量三ti ［〈行番号〉］

直3目 指定された〈行番号〉の直前lこテキストラインを掃入します。

直二E ユーザガ新しいフ戸イルを作成するとき、テキストの入力の聞に、 Insertコマンドを入力

します。この場合、行番号はTから始まり、回キ を押す芝びに次の行番号ガ自動的に現

れます。

仁亙コ

EDLINは、~＋固くまだは~＋回回〉を入力するまで、挿入モードを
保持します。必要な挿入ガ終り、揮入モードを抜けると、現在行は最後に挿入され定行の次

の行に移ります。挿入され定行の後に続＜行の番号は、挿入され定行数だけ増やされます。

〈行番号〉を省略しだ場合、デフォルト値は現在行です（新しいテキストラインは、現在行

の直前に挿入されます〉。指定しだ行番号ガ、最後の行番号より大きい整数であつだり、持を

く行番号〉として指定した場合、テキストラインは、ファイルの終わりに柑けたされていき

ます。この場合、最後！こ挿入され走行ガ、常に新しい現在行になります（これは、新しくフ

ァイルを作成する際と同じです〉。

'lR.のようにフコフィルを編集中であるとします。

1 : This is a sample file 
2: used to show dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Dele七eand Insert 
5: (the D and I commands) 

6: to edit text 
7:*in your file. 

7行自の前へテキストを挿入する場合は、 'lR.のように入力します。

7I 

結果は、以下のようになります。

7：車

新しい7行自に、テキストを入力します。

7：車andrenumber lines 

挿入を灼

8：匪hl+回
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Listコマンドで、フフフィルの内容を見てみましょう。結果は次のようになります。

numbers. 

use 

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line 

3: See what happens when 

4: Delete and Insert 
5: (the D and工

6: to edit text 
7: and renumber 
B:*in your file. 

you 

commands) 

lines 

現在行 C8行自〉の直前に挿入するのであれば、

工回

とだけ入力します。結果は'fJl.のようになります。

8：車

決のようなテキストを挿入し、続いて次の行の先頭で~十回を入力します。

consecutive e
 
r
 
a
 

町

一
c一

h

＋
 

七

一トル一
一ン一

一

。一コロ
一

S

Iー
も

8: 

9: 

再びListコマン戸でフ戸イルの内容を貝てみましょう。、、L＂を入力すると、結果は次のよう

numbers. 

use you 

This is a sample file 
used to show dynamic line 

See wha七 happenswhen 
Delete and Inser七
(the D and I 
to edi七七ext
and renumber 
they 

commands) 

lines 
consecutive are 

file. 

2: 

3: 

4 : 

5: 

6 : 

7: 

8: so 
9：車in

になります。

your 

こんどは、フ戸イルの後ヘ、新しいテキストを追加する場合です。次のように入力します。

1 0工回

次のように、プロンプトガ表示されます。
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7.4 EDLINコマンド

ここで、次の新しい行を｛寸け加わえます。

10: The insert command can place new lines 

11: in the file there ’s no problem 

12: because the line numbers are dynamic 

1 3：七hey’ 11go all the way七0 65533. 

挿入にの場創造力Mすんだら、 新しい行〈刊行目〉で匡~＋回を入力します。 再
び＂L＂を入力 して、フフフィルを貝てみましよう。結果は以下のようになります。

1 :This is a sample file 
2: used七oshow dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Delete and工nsert
5: （七heD and I commands) 

6：七oedit text 
7: and renumber lines 

8: so they are consecutive 

9: in your file. 

10: The insert command can place new lines 

11: in the file there ’ s no problem 

12: because the line numbers are dynamic 
1 3: *they’1 1 go al l 七heway t。65533.
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List 

直二百 〔〈行番引〉］［，〈行番号2］し

直ご劃 〈行番号りから〈行醤号2）までの範囲の行をスクリーンlこ表示します。

直二言日 く行番号りまたはく行番号2＞を省略すると、デフォルト値ガ使われます。疋とえば、〈行

仁豆口

番号1＞を省略するときは次のように入力しぎす。

〈行番号 2>L

スクリーンlこは、現在行の刊行前から、〈行番号2）まで表示されます。〈行番号2）の前

の力ンマは、〈行番号1)を省略し芝ことをEDLINに指示するものです。

〈行番号2）を省略するときは、 'fJ!..のよう！こ入力します。

〈行番号 1>L 

スクリーンにはく行番号1＞から始まる23行分ガ表示されます。

行番号を間万とも省略した場合は、 'fJ!..のような入力！こなります。

L 

この場合l志、現在行と前後竹行ずつの23行ガ表示されます。現在行番号ガ竹未満の場合は、

スクリーンいっぱいの23行になるまで、後に刊行以上表示されます。

'fJ!..のようなフコフィルを編集中であるとしぎす。

1 : This is a sample file 

2: used to show dynamic line numbers. 
3: See what happens when you use 

4: Delete and工nser七

5 : （七heD and I commands) 

1 5：車Thecurrent line contains an asterisk. 

26: to edit text 

27: in your file. 

範囲を指定してリストを取るには、 、、〈行番号1),＜行番号2>L＂と入力し ます。芝とえば、

2行白から5行自までのリストを取るには、

2,5L回
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と入力します。結果は次のよう！こなります。

2: used to show dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Delete and Insert 

5: (the D and I commands) 

7.4 EDLINコ7 ンド

現在行より始まるリストを取るときは、、、．，〈行番号2> L＂と入力します。だとえば、現
在行（15行目〉より前から、 26行固までを表示させるときは、

• , 26L巴コ
と入力します。結果は次のようになります。

1 5：車Thecurrent line contains an asterisk. 

26：七oedit text 

現在行と、その前後竹行ずつのき十23行を表示させるときは、＂ L＂だけを入力します。

LGQ] 

結果は次のようlこなります。

4: Delete and Insert 

5: (the D and I commands) 

1 3: The current line is listed in the middle of the range. 

14: The current line remains unchanged by the L command. 

1 5：輩Thecurrent line contains an asterisk. 

26: to edit text. 
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Move 

直二司 ［〈行番号1)] [, （行番号2)], （行番号3)M 

直二E 指定した範囲のテキストラインを別の位置に移動します。

直二罰 〈行番号りからく行番号2＞までの範自の行をく行番号3＞で指定しだ行の直前ヘ移しま

仁亙コ

す。行番号は自動的にf寸け代わります。行番号は、オーバーラップ〈重複〉し怠いように指

定します。誤りがあつだ場合は、

入力エラー

というメッセージガ表示されます。

現在行から25行自までを100行自の直前へ移動する場合は、次のように入力レます。

,25,100MQコ
20行白から30行自までを10αラ自の直前に移動させるときは、 'iJ(のように入力します。

20,30,100M回
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Page 

直三回 ［〈行番号1)] [, ＜行番号2)] p 

直：］［］ ファイルを23行までのページlこ分けて表示します。

直二言日 〈行番号りを省略すると、現在行の次の行番号ガ代入されます。〈行番号2＞ガ省略され

ると、 く行番号1＞で始まる23行ガ表示されます。表示されだ最後の行ガ、戸スタリスク〈申〉

で示される新しい現在行になります。
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Quit 

重二百 Q 

直二重E EDしINI~よる処理を中止し、 MS-DOSのCOMMANDレベルへもどります。編集中のフ

直二語口

仁亙コ

アイルId:、ディスクヘセーブされません。

、、Q’rを入力するとEDLINは、フ戸イjレをセーブしなくてもよいかという確認のメッセ
ジを表示します。

編集を中止しますか＜Y/N>?

、、Y’rを入力すると、すぐに編集を中i上します。編集されたフ戸イルはセーブされず、 .BAK

ファイル CEndコマンド参照）も作られません。

"N" Cさまだは、 Y以外の文字〉を入力すると編集を続けることガできます。

［注意］

EDLINを起動した時点では、以前作られだ .BAIくフコフィルはディスクに残っています。

Quitコマンドで編集を中正する場合も、 Writeコマンドでフ戸イルの一部をディスクにセ

ーブする前であれば、.BAKファイJlノはEDしINの起動前の状態で残っています。

編集を中iとするときは＂ O＂だけを入力しきます。続いてメッセ ージガ表示されます。

Q 
編集を中止しますか＜Y/N>?Y

、、Y＂を入力すると、 EDしINによる編集ガ申比され、 MSDOSのプロンプトガスクリー

ンに示されます。
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Replace 

直三巴
亙3司

直二重日

［〈行番号1)][, （行番号2)][?JR ［（文字列1)] [(CTRL-Z) ＜文字列2)] 

指定された行の中lこある〈文字列1)をすべて〈文字列2）に置き換えます。

〈文字到1＞ガ見つかると、これをく文字列2）に置き換え、 行ガ表示されます。 Tつの行

中で2箇所以上置き換えが行われる場合、その行はその置き換えが行われるだびに表示され

ます。指定され定範囲内で、く文字列 1)からく文字到2）への置き換えがすべて完了すると、

Reolaceコマンドは終了し、フフスタリスクガ再び表れます。

〈文字列1>を省略し芝場合、以前のく文字列1＞ガ仮定されます。以前の〈文字列1）ガ

なければ〈それ以前lこReolaceま疋ld:Searchコマンドガ実行されていない場合には〉、処

理は即座に終了します。く文字列2＞ガ省略されると、〈文字到1＞は回で終わることがで

きます。〈文字列何回＋固で駒っており、〈文字列2）がない場合には、く文字

列2）は空の文字列とみなされます。

だとえば、

R＜文字列 1 ＞~＋国

はく文字列 1)を削除します。しかし、次のような場合には、

R＜文字列 1＞および

R 

〈文字到 1)を以前のく文字列2）で置き換えます。

〈行番号1)を省略すると（，く行番号2））、現在行のすぐ後の行番号が、デフォルト値にな

ります。まだ、〈行番号2）ガ省略されると（〈行番号1)まだはく行番号1)，）、デフォルト

i直は非！こなります〈〈行番号1)，わ。持は、ファイル中の最後の行の次の行番号を意味します。

疑問符パラメータ〈？〉ガ与えられると、 Reolaceコマンドは、〈文字列う〉を含む行に

出合うだびに停比してその行を表示し、さらにプロンプト

よろ しいで すか＜Y/N＞？一

を表示します。ユーザガγ か巴1キーを押すと、く文字列りはく文字列2）で置き換え
られ、再び〈文字列1）を捜し、、、よろしいですか ＜Y/N)?11プロンプトを表示します。こ

れは、指定されだ範囲あるいはフコフィルの最後まで続けられます。最後のく文字列 1)を見

つけ定後、 EDLINは戸スタリスク〈寧〉を表示します。 uよろしいですか＜Y/N）？＂プロ

ンプトガ表示されたとき、＂ Y＂まだは回キ 一以外のキーを押すと、く文字列りはその行

中にそのまま残され、 Reolaceコマンドは、次のく文字多U1）を控室します。もしT行内｜こ2

つ以上のく文字列1）ガ存在するときは別々に置き換えガ行われるので、その疋びにいよろ

しいですかくY/N）？＂プロンプトガ表示されます。このようにすれば、 目的に合つ疋〈文

字列 1)だけを置き換えることができ、不必要な文字到の置き換えを防ぐことができます。
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sample file 

used to show dynamic 

See what happens when 

Del e七eand Insert 

（七heD and工
七oedit text 

in your file. 
The inser七

in七hefile 

because七he

they ’ l 1 

numbers. 

use 

line 

you 

決のようなファイルを編集中であるとします。

a is This 

commands) 

lines command can place new 
there ’ s no problem 

line numbers are dynamic 

all the way to 65533. 

2: 
3 : 
4: 

5: 
6: 

7: 

8: 

9: 

1 0: 

1 1 : 

仁亙コ

q。
2行白から位行自までの、、and＂を、 or"1こ置き換えるには、 'fR..のように入力します。

2, 12Rand ~国or回

commors) 
can 

結果は、次のようになります。

Delete or工nsert

(the D or I 

The insert 

－－

－
－

－－ 

n
－
E
J
0
0
 

lines new place commor 

この間では、いくつか不必要な置き換えがあこっていることに注意してください。 これを

防ぎ、置き換えを確認しなガら行う芝めに、 元の同じファイルに対して、少し違つ疋コマン

ドを使用します。

'iR.のように入力すると、 ユーザの指定があつだ場合にだけ置き換えを行います。

2,12?Rand~盃＋団or回

置き換えガ必要な場合には＂ Y＂を、不必要な場合には、、 N＂を入力します。

lines new place 

4: Del e七eor Inser七

よろしいですか＜Y/N>?Y

5: (The D or工 commands)
よろしいですか＜Y/N>?Y

5: (The D or工 commors)

よろしいですかくY/N>?N
8: The insert commor can 

よろしいですかくY/N>?N
車
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7.4 EDLINコマンド

Listコマンド 、、L＂を実行して、これらの変重の結果をみてみましよう。

4: Delete or Insert 

5: (The D or I commands) 

8: The insert command can place new lines 
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Search 

亘二重日 〔〈行番号1> J [ (, 〈行番号2）］【？Js ［（文字列〉］

直二重ヨ 指定された範囲内の行で、指定された文字列を援します。

直ご量日 〈文字到＞ Iま［亙で終了しなければなりません。〈文字列〉を託最初仰が表示され、そ

仁亙ゴ

こが現在行になります。適合した行ガ見つかると、Searchコマンドは終了します。〈文字到〉

に適合する行がない場合には、メッセージ、、見つかりませんH を表示します。オプションの

疑問符パラメータ（？〉ガコマンド中にある場合、 EDLINは、適合するく文字到〉を含む行

を表示し、ユーザにプロンプト、よろしいですか＜Y/N）？＂を出します。ユーザガ、＂ Y’J

か［；［］キーを押すと、その行ガ現在行！こなり、模索は終了します。これ以外のキーを押すと、

他の適合する行を見つけるか、すべての行を模索し終わる（このときは、 u見つかりませんM

というメッセーヲを表示します〉まで検索ガ続けられます。

〈行番号 1)ガ省略されるとし〈行番号2> s ＜文字到〉〉、〈行番号1)には現在行のすぐ
後の行ガ代入されます。〈行番号2＞を省略しだ場合（〈行番号1)s ＜文字到〉または、〈行
番号1), s ＜文字列〉〉は、く行番号2> Iこは押ガ割り当てられ、く行番号1)，非s＜文字到〉
と同じになります。く文字到〉ガ省略されると、ある場合には以前の文字列ガ仮定されて模索

ガ行われます（ここで、、以前のH とは、前回のSearchまたはReolaceコマンドで指定さ

れだ文字到を指し示す〉。以前の文字到ガなければ（それ以前にSearchもReolaceも実行

されていなければ〉、検索は行われず、コマンドは即座に終了します。

'iJl..のようなフコフィルを編集中であるとします。

1 : This is a sample file 
2: used to show dynamic line numbers. 

3: See what happens when you use 

4: Delete and Insert 

5: (the D and工 commands)

6: to edi七七ex七

7: in your file. 

8: The inser七 commandcan place new lines 

9: in the fil e七here’ sno problem 

10: because the line numbers are dynamic 

1 1：車they’ 1 1 go all the way to 65533. 

2行目から犯行自の範囲にあるもnd＂を模索する場合は、次のように入力します。

2, 1 2Sand [S!] 

結果は次のようになります。

4: Delete and工nsert
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次の＂ and＂を得るだめに、 テンプレートを使ってSearchコマンドを少し変更します。（

巴玄IEI]ICOPYAしし ｜キーで， 12Sandをコピーします）。

直亙喧コICOPYAしし I,1 2Sand巴コ

〈行番号1＞ガ与えられていないので、 積索は現在行 c4行目〉の後から続けられきます。
結果は、次のようになります。

5 （七heD and工 commands)

ファイル全俸を目的の行ガ見つかるまで横索を続けるには、 'fR..のように入力します。

1,? Sand 

結果は次のようになります。

4: Delete and工nsert

よろしいですか＜Y/N＞？ー

V または回 以外のキーを押すと、模索ガ続けられます。そこで W と入力すると、

よろしいですかくY/N>? N 

模索を続けて、次のようlこ出力します。

5 : (the D and I commands) 

よろしいですか＜Y/N＞？ー

ここで、＂Y”を押すと、模索は終了します。

よろしいですかくY/N>? Y 

、、よろしいですか（Y/N)?" プロンプトを表示させずに、連続して検索を行うこともで

きます。

Sand回

と入力すると、最初の適合する行ガ表示されます。前S”だけを入力してこのコマンドをくり返

すことガできます。

4: Delete and Insert 

車S回

〈文字到〉で指定レ芝 、and＂ガデフ ォルト値になり、次の適合ガ模索されます。

5: (thj D and工 commands)

く文字列〉のデフォルト値は前回のReolace＜：安定はSearchコマンドで指定されだものにな

ることに注意してください。
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Transfer 

E

E

 
直~

［〈行番号）JT ＜フフフィル指定〉

既容のファイルを現在編集中のファイルの〈行番号〉で指定した位置の直前に読み込み、連

結します。〈行番号〉を省略すると、現在行の直前ヘファイルは婦入されます＠

このコマンドは、あるファイルの内容を他のファイルの中へあるいはタイプしているテキ

ストの中へ入れ芝い場合、だいへん便利なものです。指定したファイルを読み込むと、行番

号は自動的に伺け替わります。
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Write 

直三巴 [(n)J W 

直~ メモリ土のフ？イルから、＜n＞行だけ出力ファイルlこ書き出します。

直二E Writeコマンドは、全体ガ一度にメモリに入り切らないようなファイルを編集するときに

使います。

このよう芯フコフィルは、EDLINの起勤時にメモリの3/4ガいっぱいになるまで読み込まれ

ます。ディスクに残っている部分を編集する芝めに、メモリ上のフ戸イルの一部を くn＞行、

出力フココイルヘ書き出し、メモリの空領域を作くります。続いてAooendコマンドによっ

て、ファイルの残りをディスクから読み込みます CAPPendコマンド参照〉。行番号は、メ

モリ内のファイルについて、Tから連続する整数に｛寸け替わります。
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7.5 エラーメッセージ

EDLINの工ラーメッセージは、EDLINの呼び出し時、まだは編集処理中に表示されます。

7.5.1 EDLIN起動時のエラー

.BAKファイルは編集できません．ファイ ル名を変えてください．

原 因 ： 鉱張子.BAKを持つフコフィルを編集しようとしています。

処置 ： .BAKという鉱張子はパック戸ツプ用に予約されるもので、これを編集することを必要

とする場合は、 RENAMEコマンドにより拡張子を変更するか、あるいは別のファイル

！こ.BAKフフコイルをコピーします。

ディレクトリがいっぱいです．
原 因 ： ファイルアィレクトljがいっぱいであるか、ユーザガ誤つ芝フコフィル名を指定しぎしだ。

処 置 ： 誤つだフフフィル名やディスクドライブ名ガ入力されていないか、 EDLIN呼び出しのコ

マンド行を調べてください。コマンドがすでにスフリーン上になくても、まだ新しいコ

マンドを入力する前であれば、 ICOPYALし｜（仁亘 コ〉キーを押すことによって、

EDLINの呼び出しコマンドをくり返すことガできます。呼び出しのコマンドに間違つ

芝記述ガなければ、 CHKDSKプログラムを走らせて指定されたディスクドライブを調

べます。もし、ステータスレポートでディスクディレクトリガいっぱいであることを示

しているときは、ディスクを受換してください。 CHKDSKのステータスレポートガ、

ディスクディレクトリガいっぱいでないことを示していたら、間違つ疋フ戸イル名やド

ライブ名tJ指定されていないか、 EDLINの呼び出しコマンドを調べてください。

7. 5.2 編集時のエラー

入力エラー

原 因： 入力され芝最後のコマンドに、シンタックス工ラー （文法的な誤り〉ガあります。

処 置： 正しくコマンドを入れ直してください。

一行が長すぎます．

原 因： Replaceコマンドを実行しだ結果、行ラガ253文字の制限をこえてしまいました。

処置 ： EDLINld:Reolaceコマンドを中立します。長い行を2つ！こ分けて、 Reolaceコマン

ドを再実行してください。
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ディスクがいっぱいです．書込みが完了しませんでした．

照 因： Endコマンドを入力しだ際、ディスクにそのフココイル全体を収納するのに十分なスペー

スがありまぜんでしだ。 EDLINはEndコマンドを中iとし、 MS-DOSのCOMMAND

レベルに戻ります。フフフィルの一部はディスクに書き出されています。

処置： フコフィルの部くあるいは大部分〉のみがセーブされています。おそらく、セーブされ

だフコフィルをすべて消去しなければならないでしょう。そして、編集作業を再び行わな

ければなりません。

このエラーガ出芝後は、フコフィルを書き出すことができません。編集作業を始める前に、

ファイルを書き出すだめの十分な領域ガそのディスクに残っているかどうか、常に確認

してください。

DOSのバッジョンが遣います．
原因： 使用するEDLINとMS-DOSのパージョンガ合っていません。

処置： このEDしINは、 MS-DOSのパジョン2.0以上で使ってください。

ドライブまたはファイル名の指定が遣います．

原 因： ドライフ＂'8またはファイル名の指定に誤りがあります。

処置： ドライブ名、フ戸イル名の指定を調べ、正しく入力してください。

ファイル名を指定してください．
原 因： EDLINの起動時に、フフフィル名ガ指定されていません。

処置： フコフィル名を指定してください。

パラメータの指定が遣います．

原因： EDしINの起勤時lこ、／B以外のスイッチを指定しています。

処置： EDLIN起動時に指定できるスイッチは／巴だけです。

メモリが不足です．
原因： EDLINを使うの！こメモリガ足りません。

処 置： EDLINを再起動する前に、メモリ中のフコフィルをディスクヘ書き出すか、削除して、空

きメモljを増やしてください。

ファイルが見っかりません．
原 因： Transferコマンドで指定した名前のフ戸イルガディスクにありません。

処置： 正しいファイル名を指定するか、 ディスつを変換してください。

転送先の行番号を指定しなければなりません．
原 因： CODYコマンド、 Moveコマンドで、コピー先まだは移動先の行番号の指定がありませ

ん。

処置 ： コピー究、移動先の行番号を指定してください。
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ファイルを読込むためのメモリが足りません．

原因： Transferコマンドを実行しようとし芝ガ、メモリに余裕ガありません。

処置： 編集申のフ戸イルの一部をディスクヘ書き出すか削除して、空メモリを増やしてくださ

し1。

ファイルが作成できません
原 因 ： EDしINのテンポラljフコフィルガ作れません。

処置： ディレクトリの空きの状況をチ工ツクしてください。また編集予定のフpイルのディレ

クトリ中に、フコフィル名と同じサブディレクトリガないことを健めてくだ、さい。
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第8章
ファイノレ比較ユーティリティ FC

8. 1 イントロタクション

ディスク上の2つのフココイルの内容を比較できると便利な場合刀あります。だとえば、ファイルの修正

を行つだ後、修正点を確かめたいときなどです。このようなときは、 MS-DOSのフ戸イル比較ユーティ

リティ CFC）を用います。

FCは、2つのフコフィルの比較照合を行います。比較しだ結果は、ディスプレイまだは第3のフコフィルヘ

出力されます。比較照合を行いたいフフフィルは、ソースフコフィル（コンパイルや戸センブルされる前のプ

ログラムファイル〉でも、バイナリフ戸イjレ（マクロ戸センブラ、 MS-LINKIJン力ユーティリティ、高級

言語コンパイラなどによって出力されだファイjレ〉でもかまいません。

比較！こは、 2通りの万法ガあります。行対行〈行単位〉で行う方法（戸スキー比駁〉と、バイト対バイ

ト （／iイト単位〉で行う方法（／iイナリ比較〉です。戸スキー比較では、什すをTつのデータのブロック

〈塊〉として処理し、違いのあるブロック c1 行〉を出力します。バイナリ比較の場合は、各バイトごと
の遣いを出力します。

8.1.1 ソースファイル！こ使用する際の制限

FCは、空いているメモリをすべて、ソースフ戸イルを保持するだめのバッファスペースとして使用しま

す。戸スキー比較でソ スフ戸イルガ使用可能なメモリより大きい場合、 FCは、パッフpスペースにロー

ドできる範囲内だけを比較します。 バイナリ比較に関しては、この制限はありません。ファイルガ使用

可能なメモリより大きくても、FCはオーバーレイにより部分的に読み込みを行い、商方のフコフィルを完全

に比較照合します。結果も、メモリ内に完全に収まるバイナリフコフィルの比較のときと同様に、すべての

相違点ガ出力されます。

8.2 ファイル名の指定の方法

ファイル名の指定は、 MS-DOS全体に共通の方法に従って、次の書式で行います。

〔＜d:>J [¥J [<nス名〉］〈ファイル名〉［〈．甑張子〉〕
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第8章 ファイル比較ユーティリティ FC

ここで

(d: > 
￥ 

ドライブ指定で、省略するとカレントドライブと解釈されます。

jレートディレクトリを表します。

(J Tス名〉 フコフィルの登録されているディレクトリを指定する際に使いますo

T～8文字分のファイル名です。〈ファイル名〉

〈．甑張子〉

8.3 FCの起動

T～3文字分のフフフィル名弧張子です。ピリオドは、鉱張子の一部として必要で

す。

FCを起動するコマンドは、つぎのような書式をしています。

FC [/aJ [/b] [/CJ ［／日〔／lbnJ [/W] [/t] [In] [/NNNNJ file1 file2 

FCはくfile1 ＞と＜file2 ＞の違いを比較参照して調べ、原則としてディスプレイヘ出力します。フコフ

ィルの指定｜こは、パス名を用いることガできます。

FC B : ¥FOO¥BAR¥FILE 1 . T×T ¥BAR¥FILE 2 . T×T 

この例ではFCは、ディスクドライブB：のディレクトリ￥FOO¥BARのフコフィルFILE1. T×丁と、

ディレフトリ￥BA円のファイルFILE2.T×Tを比較します。くフ戸イル名2＞でドライブ名ガ指定されな

かっだ場合、 FCはカレントドライフ喚のディレクトリ￥BA円であると解釈します。

8.4 スイッチ

FCフ戸イル比較ユーティリティは、 'fJ!..のスイッチとともに用いきます。

/a pスキー比較の結果を短縮形で出力します。違いのある行すべてを表示する代りに、違いの

あるブロックの始めと終りの行だけを表示します。行の中聞は省略記号 （・〉で表されます。

/b FCに対し、バイナリ比較を指定するスイッチです。鉱張子ガヘE×E＂，ヘ COM",".SYSヘ

ヘOBJヘヘLIBヘヘBIN＂のフョフィルを比較するとき、このスイッチはデフォル トで指定

されだことになります。 2つのフ戸イルをバイト対バイトで比較し、相違点を次のように出力

します。

ー－ADDRS----F1----F2
xxxxxxxx yy zz 

ここで、××××××××は、フコフィルの先頭から相対戸ドレスで、違いの生じているバイトの

戸ドレス〈番地〉を表します。 7フドレスはoooooocoから始ぎります。 yyとzzは、各ファイル
の違いのあっ疋戸ドレスの内容 CJ¥イト値〉です。

2つのファイルの長さが異なる場合は、そのむねのメッセージガ出力されます。だとえば、

〈フ戸イル名2＞の万ガ畏い場合は、決のようなメッセ ジガ表示されます。

F2 にまだデータが残っています．
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8.4 スイ ッチ

/c このスイッチを伺けると、テキスト中の大文字・小文字の区別をなくして、比較を行います。

疋とえば、つぎの2行は同じものとして扱われます。

Much MORE data IS NOT FOUND 

much more data is not found 

このスイッチはソ スファイルの比較に用います。

／｜ フフフィルを戸スキーモードで比較します。弧張子ガ、＇ .E×EヘヘCOMヘヘSYS",".OBJヘ

ヘし旧ヘヘBIN＂のいずれでもないファイルを比較するとき、このスイッチはデフォルトで指

定されだことになります。

/lb <n> 内部ラインパッフ？をくの行に設定します。内部バッファのデフォルト値ld:100fすです。こ
の値以上に、連続しだ違う行ガフ戸イルにある場合、比較は中止されます。

/w FCは、ソ スファイル中のタブやスペースのような空白も比較の対象として調べますガ、こ

のスイッチを巾けると、連続しだ複数のタブやスペースを圧縮し、刊固のスペース（ブランク〉

として処理します。芝だし、行の先頭と最後lこついているスペースは例外で、もともと無視す

るように怠っています。

定とえば、次の3行ld:/wスイッチにより、同等のものと判断されます（ここではスペース

をアンダーラインで表しています〉。

More data to be found 

More data to be found 

More data to be found 

'lJ!..の行は、上記の3行とは違うものと判断されます。

Moredata to be found 

このスイッチは、ソースフココイル比較に用います。

つぎの例は、／w、／cの両方のスイッチを使用した場合です。2つの行は、同じものとして扱
われます。

DAT A was found 

data was found 

/t タブを空白に展開しないようにします。デフォルトでは、タブは8カラムの位置までを空白

として扱います。

/n 戸スキー比較において、行番号を表示レます。

/NNNN NはT～9の数字で、 FCは最初の相違以降、判断しだNNNN行だけ連続的に一致している

と、そこをい一致している部分であるH と判断します。このスイッチを省略した場合の既定値

は2です。

このスイッチは、ソースファイル比較に聞います。
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第8章 ファイル比較ユーティリティ FC

8.5 FCの出力（相違点の報告）

2つのフフフィルを比較参照しだ結果は、次のよう怠形式で出力されます。

まずくファイル名1＞の名前ガ表示され、その次に、相違している内容と、その前後で一致している内容

を各一行ずつ表示します。続いてくファイル名2）について同様に、フ戸イル名、一致している行、相違点、

一致している行の順で表示されます。 7PイJレ中のどの部分を一致していると判断するかは、／＜NNNN>

オプションで指定します。最初の相違以降、＜NNNN＞行連続して一致していると、そこを 致している

部分であると見なします。なおくNNNN＞の既定値は2となっています。

模式的に表すと、決のようlこなります。

－〈フココイル名1>

〈一致している部分の貴重後のT行〉

〈相違点〉

〈一致している部分の最初の付す〉

－〈フ戸イル名2>

〈一致している部分の最初の什ラ〉

〈相違点〉

〈一致している部分の最初のf行〉

FCは、この形式の出力を続けます。

8.6 FCの出力をフpイルへ誌送する方法

FCで調べ疋2つのフコフィルの相違点の報告は、通常はディスプレイに出力されますが、第3のフ戸イル

を用意し、これに出力を甑送することもできます。方法はMS-DOSコマンドのリダイレクトと問機です。

だとえば、円lefと円le2を比較し、 結果をDIFFER.丁×Tというフフフィルに収めるときは、

FC File1 File2 >D工FFER.TKT

と入力します。File？と円le2の相違を調べた結果ガ、カレントドライブのDIFFER.TX丁というファイ

ルに収められます。
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8. 7使用例

例1

1更のような内容の2つのASCIIフ戸イルガディスクにあるとします。

ALPHA.DOC 

FILEA 

A 

B 

c 
D 

E 

F 

G 

H 

M 

N 。
p 

Q 

R 

s 
T 

u 
v 
w 
× 
y 

z 

BETA.DOC 

FILE B 

A 

B 

c 
G 

H 

,.) 

2 

p 

Q 

R 

s 
T 

u 
v 
4 

5 

w 
× 
y 

z 

両者の違いを調べ、相違点をディスプレイに出力ずるには、 'iJl..のように入力します。

FC ALPHA.DOC BETA.DOC 

8.7 使用例

FCは、フコフイJlノALPHA.DOCとBETA.DOCの遣いを調べ、結果をディスプレイに表示します。コ

マンドには特lこスイッチガ伺いていないので、既定の処理ガ行われています（ソースフ戸イル比較を行い、

タブ、スペース、 コメントを無視する〉。

出力は次のようなもので、ディスプレイに表示されます。
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第8章 ファイル比較ユーティリティ FC

*****ALPHA.DOC 

c 
D 

E 

F 

G 

*****BETA.DOC 

c 
G 

＊＊＊＊＊ 

本＊＊＊ 申ALPHA.DOC

M 

N 

0 

p 

事＊＊＊＊BETA.DOC

J 

2 

p 

＊＊ ＊本＊

申＊ * * *ALPHA. DOC 

v 
w 
*****BETA.DOC 

v 
4 

5 

w 
＊＊＊牢＊

注） 2つのフコフィルld:CとGの位置で一致しています。ファイルALPHAのDEFガ相違点です。

注） 2つのファイルld:IとPの位置で一致しています。フpイJレALPHAのMNOとファイJレBETAのJ

1 2ガ相違点です。

注） 2つのファイルld:VとWの位置で一致レています。ファイルBETAの45ガ相違点です。
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8.7 使用例

例2

例？ と同じフ戸イルについて比較参照を行いますが、結果をプリンタに出力させます。まだこの例では、

スイッチで／4を指定し、 一致の判定条件を変えています。

FC/4 ALPHA.DOC BETA.DOC)PRN 

プリンタへは、次のように出力されます。

c
 

c
 

∞

o
 

D
 

A

・

A
 

附

TE
 

札

B

＊

＊
 

＊

本

＊

＊

 

＊

＊
 

＊

C

D

E

F

G

H

1

M

N

O

P

＊

C

G

H

 

J

1

2

P

 
＊＊＊＊＊ 

*****ALPHA.DOC 

v 
w 
*****BETA_ DOC 

V

4

5

 w 
＊＊＊＊＊ 

注） p以降の4行ガ一致しています。

注） W以降の4行ガ一致しています。
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第8章 ファイル比較ユーティリティ FC

例3

この倒では、バイナリ比較を行い、結果はディスプレイに表示させます。 用いるファイルは、例Tと同

じものです。

FC /B ALPHA.DOC BETA.DOC 

/Btf、バイト対バイトのバイナリ比較を行うだめのスイッチです。スイッチは、必ずフコフィル指定の前

につけます。 '!R.のような出力ガ、ディスプレイに表示されます。

0 0 0 0 0 0 0 9 : 4 4 4 7 

oooooooc: 4 5 4 8 
OOOOOOOF: 4 6 4 9 

0 0 0 0 0 0 1 2 : 4 7 4A 

0 0 0 0 0 0 1 5 : 4 8 3 1 

0 0 0 0 0 0 1 8 : 4 9 3 2 

00000018: 4D 5 0 

0000001E: 4E 5 1 

00000021 4F 5 2 

0 0 0 0 0 0 2 4 : 5 0 5 3 

0 0 0 0 0 0 2 7 : 5 1 5 4 

0000002A: 5 2 5 5 

0 0 0 0 0 0 2 D : 5 3 5 6 

0 0 0 0 0 0 3 0 : 5 4 3 4 

0 0 0 0 0 0 3 3 5 5 3 5 

0 0 0 0 0 0 3 6 : 5 6 5 7 

0 0 0 0 0 0 3 9 : 5 7 5 8 

0000003C: 5 8 5 9 

0000003F: 5 9 5A 

0 0 0 0 0 0 4 2 : 5A 1A 

fc : ALPHA DOCはBETADOCよりサイズガ大きいフ戸イルです。
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8.8 エラーメ ッセージ

8.8 エラーメッセージ

FCフコフィル比較ユーティljティは、工ラーが生じると処理を中ltし、'fJ?..のようなメッセージを表示しま

す。

DOSのパージョンが遣います．
このFCは、／＼ージョン3.10以上のMS-DOSで使用してください。

〈オプション〉パラメータが遣います．
オプションで指定し芝スイッチに誤りガあります。

〈ファイル名〉のファイルは見っかりません．
指定したくフ戸イル名〉ガディレクトリ中lこ見い出せません。

〈ファイル名〉に読取りエラーがありました．

〈ファイル名〉について、読取りガ生じまし定。

パラメータの数が遣います．

/ <NNNN＞オプションで指定した数値！こ誤りガあります。
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9.1システム構築ファイルとは

第9章
システムの構築

MS DOSの起勤時に、使用するシステムの梅成を指定する必要がある場合ガあります。芝とえば、使

用するプI）ンタに応じだデバイスドライバを用意するするときなどです。

MS-DOSのシステム借築田フコフィル－CONFIG.SYSフココイルを利用すると最小の手間でシステム

の構築を行うことができます。このフ戸イルは簡単なテキストファイルで、EDしINあるいはMKCNFコマ

ンドlこよりデバイスドライバ等を簡単｜こ作成、修正することガできます。

シャープより提供されるデバイスドライバは次の6つです。

MOUSE.SYS 

HISHOW.SYS 

PRINTER. SYS 

RAMDISK. SYS 

GRAPHIC. SYS 

INITIAL. SYS 

詳しくは「デバイスドライバの登録」を参照してください。

9.2 CONFIG.SYSファイル

MS-DOSファイルlこCONFIG.SYSフ戸イルガ含まれていない場合は、このフコフィルは、ラインエデ

ィタEDLIN、あるいはMKCNFコマンドで、MSDOSのルートディレクトリ上に作成します。
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第9章 システムの精築

9.3 CONFIG.SYSコマンド

次のコマンドをCONFIG.SYSファイル中で使用します。

BREAK 

BUFFERS 

DEVICE 

FCBS 

FILES 

LAS TD RIVE 

SHELL 

固＋固のチェック

セクタパッフ戸の数をセット

デバイスドライバをシステムリストヘ組み込みます。

同時にオーブンすることのできるFCBCフ？イルコントロールブロック〉の叡を指

定します。

MS DOSのシステムコールで、オーブンできるフコフィルの叡のセット。

戸クセスできるドライブの最大の殺を指定します。

指定しだファイルをSHELLとして実行します。

これらのコマンドの詳しい説明を以下行います。
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BREAK 

直E ~＋固のチェック機能を設定します。

亙二E BREAK=[ON I OFFJ 

9. 3 CONFIG. SYSコマンド

直豆E BREAK I= OFF ガ指定されていると~＋固ガ押されたときのチェックは、システ
ムコ－）レ〈ファンクションリクエストの利用〉のなかのコンソールの入出力、プリンタ出力の

ときlこDOSレベルで行う他は、戸プリケーションプログラム側にそのチェックガ委ねられ

ます。

BREAK IこONを指定すると、すべてのシステムコールで（フコフンクションリク工ストの

利用〉で固十回のチェックを行います。

し芝がって、 BREAKにOFFの状態で、システムコールでディスク読み込み／書き込みを

行っているときなと＇.，~＋固を押しても処理を中断しぎせんa BREAKにONを指
定すると、読み込み／書き込みをせずにシステムにもどります。

この状態は、 MS-DOSの起動後にBREAKコマンドにより、 ON/OFFの設定または設

定の確認ガできます。

デフォルトはOFFtJ•設定されています。

仁璽コ BREAK= ON 

9-3 



第9章 システムの構築

BUFFERS 

直二E システムの起勤時に、 MS-DOSガメモリlこ割り当てるディスクバッファの数を指定しま

す。

ー二E BUFFERS＝く×＞
直二言日 ディスクパッフ閥、ディスクに対して読み書きするデータを一時的に保持するメモリ領

域の領践です。セクタパッフフフを増加させると、ディスクの読み書きガ速くなります。

デフォルトのパッファの数＜×＞は4です。バッフコフはTからggの範囲で指定できます。

ディスクパッフココの大きさは、 ワードプロセッサなどの戸プリケーションでは10から20の

！＼ッフ？を用意すると効率的です。だくさんのサブディレクトリガ存在するディスク（／＼ード

ディスク等〉への読み書きを行う場合は20から30の｛直ガ効率的です。

仁亙コ BUFFERS= 10 
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9.3 CONFIG. SYSコマンド

DEVICE 

冠二重ヨ ファイル仕織で指定されたデバイスドライバをシステムリストlこ登録します。

直三訂 DEVICE＝［くd:>J＜パス名＞

直二E このコマンドでデバイスドライバを指定することにより、起動時にそのデバイスドライバ

を追加することができます。シャープより提供されるデバイスドライバの登録については

「9.4 デバイスドライバの登録」を参照ください。

仁亙コ DEVICE= MOUSE. SYS 
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第9章 システムの構築

FCBS 

直二E 同時lこオープンできるFCB（ファイルコントロールブロック）の数を指定します。

直二E FCBS= <x＞、（y)

直二量日 〈×〉はFCBCフ？イルコントロールブロック〉ガ同時にオープンできるフpイjレの数を指

定します。〈×〉のデフォルト値は4です。〈×〉はT；から255の範囲で指定します。

(y)ld:戸プリケーションガFCBIこより＜x＞フコフィル以上オープンしようとし芝とき、 MS

-DOSガ自動的にクローズできない、フコフィルの鍛を指定します。最初にオープンされたくy)

｛固のフココイルはクロ ズされません。

<Y＞のデフォルト値はOです。＜Y＞はTから255の範囲で指定できます。

仁亙コ FCBS= 4、2

9-6 



9. 3 CONFIG. SYSコマンド

FILES 

直=.iJ 2FHから60Hのシステムコールでオープンできるフ戸イルの数を指定します。

直二E FILES＝＜×〉

直二重日 <x＞はシステムコーjレの2FHから60Hまでのフ？ンクションコールで同時に使用できるフ
コフィルの数を示します。

く×〉は8から255の範囲でデフォルト値は8です。

nυ 
白

OC
M
 
E
 
L
 

T
－－
 F
 

Z
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第9章 システムの構築

LASTDRIVE 

直二E

－二司
直二重日

このコマンドは仮想ドライブを曾めだフコクセスできるドライブの最大の紋を指定します。

LASTDRIVE= <x> 

〈×〉はAからZの任意の文字です。定だし、実際に接続されているドライブ名より前のドラ

イブ名を指定することはできません。この値はMS-DOSガ戸クセスする最終ドライブで

す。デフォルト値はしまだはMです。

〈×〉は最終のドライブ名を示します。くx＞へはAからZの任意のドライブ名で指定します。

デフォルトの最終ドライブは、L＂です。ただ し、RAMディスクドライバガシステムに登録

されている場合は、ドライブ名＂ M"1J愚終ドライブになります。

このコマンドはSUBSTコマンドや環魔中で使用する仮想ドライブの最終値を設定する

の！こ使用します。

起動時、 MS-DOSは、実際に接続している物理ドライブの数には関係なく、 Aからしま

芝｜まMのドライブを認識します。

仁亙コ LAST DR工VE=P 
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9. 3 CONFIG. SYSコマンド

SHELL 

冠二重日 パス名、 °"J'Pイル名で指定されたプログラムをSHELL(コマンドプロセツサ）として実行し

ます。

直二百 SHELL＝［くd:>J＜パス名＞

直二重日 このコマンドはユーザの作成し疋コマンドプロセッサ〔MS-DOSではCOMMAND.

COM）を使用する場合に使われます。MS-DOSはCOMMAND.COMを読み込む代わ

りに、パス名で指定されだプロセッサを実行します。

通常このコマンドは、 MS-DOS起動時のCOMMAND.COMの読み込み先を指定しま

す。デフォルトでは、下記の指定ガ行われ疋ものとしてCOMMAND.COMガ読み込まれま

す。

SHELL= ＜起動ドライブ名：〉警COMMAND.COM / P 

COMMAND. COM以降に指定するパラメータについてはJ、5章 MS-DOSのコマン

ドH を参照してください。

なお、COMMAND.COMをSHELLIこ登録する場合Id:、／Pの指定を必ず行ってくださ

l, ＼。

仁亙ゴ SHELL= A：苦SYSTEM警COMMAND.COM / P 
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第9章 システムの構築

9.4デバイスドライバの登録

デバイスドライパはCONFIG.SYSIこエディタCEDLIN）あるいはMKCNFコマンドを使って、

DEVIVE＝××××. SYSと記述しておけば、 MS-DOS起動時に自動的に組み込まれます。

シャープかう提供されるデバイスドライバは下記のとおりです。

MOUSE.SYS 

HISHOW.SYS 

HEN KAN.SYS 

PRINTER.SYS 

RAM DISK.SYS 

マウスドライバ、すなわち、マウスを使用するときに組み込みます。

INT 3 3 Hにより戸プljケーションプログラムガ使用します。

日本語入力フロントプロセッサです。

これを組み込むことにより、漢字入力のための特別のサポートをしていない戸プ

リケーションを使うときでも、漢字の入力ガ出来るようになります。

戸ブリケーションプログラムはINT53 Hでフロントプロセッサをコントロー

ルすることガできます。

日本話入力フロントエンドプロセッサで連文節や音訓変換を行うためlこ必要なデ

バイスドライバです。

プリンタードライバです。

組み込まれていないと、漢字の印字やハードコピーガできません。

し芝がって、通常は組み込まれている必要ガあります。

戸プリケーションプログラムはINT5 4 Hでコントローんすることができま

す。

RAMディスクドライバです。

これが組み込まれていると、担五張RAMボードあるいはグラフィックVRAMの一

部をRAMディスクとして使用でき、高速な戸クセスガ可能と怠ります。

ただし、グラフィックの機能を65536色で使用する場合は、RAMディスクを

VRAM中に設定することはできません。

戸プリケーションプログラムはINT 5 5 Hで容量の設定やljード／ライトのコ

ントロルを行うことガできます。

GRAPHIC.SYS グラフィックドライバーです。

INITIAL.SYS 

BASICおよびワ ドプロセッサは、このグラフィックドライパを必要とします

ので通常は組み込みます。

戸プリケーションプログラムはINT 5 6 Hでコントロールすることができま

す。

システム起勤時lこ、キーコートごの割り付け、画面、RS-232Cのパラメータの設定

などいろいろな状態を設定するデバイスドライバです。

設定すべき情報はINITIAL.T×丁というフ？イル！こ登録しておきます。
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9.5 テーパイスドライパの記述 Jhl~

9.5デバイスドライバの記述方法

デバイスドライバのCONFIG.SYS中での記述万法は次のとおりです。

MOUSE. SYS 

直二E DEVICE=MOUSE. SYS 
スイッチやパラメータは不要です。

GRAPHIC. SYS 

ヨ二司 DEVICE=GRAPHIC. SYS 

スイッチやパラメータは不要です。

RAMDISK. SYS 

直二百 DEVICE= RAM DISK. SYS ［サイズ［！GJJ[IV：ボリュームラベル］
サイズ RAMディスクに割り当てるメモljの大きさを指定します。

単位l芯、KバイトHで、32以上でなければなりません。指定された容量ガメモリ上に確保で

きない場合は、メモリのなかで可能な最大の大きさを確保します。

ただし、RAMディスクをVRAMCグラフィックビデオRAM）中に置く場合の最大の大き

さは512Kバイトです。弧張RAMあるいはVRAMのどちらに設定するかは／Gスイッチで

決めます。

〔注意］

・サイズガ省略されだ場合、あるいは値ガ間違っていた場合RAMディスクドライバは組み

込まれますガ、メモリの確保は行いません。

/G /Gが指定されている場合、鉱張メモυガ装着されていれば、RAMディスクを鉱張メモリ
の中に作り、鉱張メモリガ装着されていなければVRAM申！こ作られます。

/Gガ省略されだ場合、弧張メモリガ装着されていれば、RAMディスクを弧張メモリ中に

作り、鉱張メモリガ装着されていなければ、 RAMディスクを作りまぜん。

/V ボリュームラベルは竹文字まで指定できます。

［注意］

・ 1232KBまでのディスクのタイプは2HDとなり、 1024バイト／セクター、 8セクター／ト

ラックとなります。フロッピーディスクとの見かけ」二の違いはシリンダー獄だけです。

だだし、 2HDと同じシリンダ叡ガ設定されてもDISKCOPYコマンドにより、全体コピ

ーを行うことはできません。 COPYコマンドによりフコフィルを転送してください。

・RAMディスクのサイズガ1232KBを越えると、2HDと異なる戸ロケーションユニット数お

よびFATサイズガ摘要され、特殊なフォーマットになります。
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第9章 システムの構築

PRINTER. SYS 

直二E DEVICE=PRINTER.SYS ＜定義ファイル名＞［＜外字ファイル名＞］［＜外字個数＞］
[/SI /RJ 

定義ファイル名：

組み込むプリンタを定義するファイjレです。この中には定義テーブルと例外処理プログラ

ムガ組み込まれており、個々のプリンタをコントロールするための情報ガ書き込まれていま

す。

ファイル名は通常、、PRN＂という拡張子を持っています。（例： MZ1 P19. PRN) 

省略され疋場合、ドライバーは組み込まれますが、プリンタへのデータ出力はできません。

組み込まれだプリンタはシステムの起動後にユーザガ変更することもできます。一般！こ2

4ピン単色漢字プリンタであれば変更可能です。カラープリンタおよび、 16ピンプリンタ

などは、起動後の変更ができないものもあります。

外字ファイル名：

外字個数：

起動時に設定する外字フ戸イルを指定します。フコフィルはGAUiユーティリティで作られ

芝もので、通常、FNT＂という鉱張子を持っています。ファイルには、印字用の文字フォン

トと表示用の文字フォントガ格納されています。 ED字周フォント｜まドライバ内！こ記憶され、

外字の印字ガ指定されだとき、対応する文字フォントガプリンタヘ出力され臼字されます。

外字フ？イル名ガ省略されだ場合、あるいは指定のフコフィルを読み込めなかった場合は、 ED

字問フォントのパッフココ工リ戸を必要個数分確保するだけの処理が行われます。

なお、表示用フォントは外字表示のだめのハードウェフフCPCG)Iこ格納され、ユーザやフロ

ントプロセッサからの指示で表示されます。

ドライバガ扱うことのできる外字の個数を指定します。 値はTから25 6までで、 25 6 

を越え疋値を指定すると25 6の指定とみなされます。 0の場合あるいは、数字以外の文字

ガ指定されだ場合は64の指定となります。実際に登録される外字の個数は、前述の外字フ

コフィルと関連しています。

/S（セット）

/R（リセット〉

組み込まれるプリンタガ018第2水準の漢字を臼字できるかどうかを指定します。

/Sは第2水準の漢字印字ガ可能であることを、／Rid:不可能であることを表わします。

.JIS第2水準の漢字ガオプションとなっているプリンタに第2水準の漢字を装着し芝場

合／SCセット〉を指定してください。
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9.5 デバイスドライパの記述方法

HISOW. SYS 

直三訂 DEVICE=HISHOW. SYS〔／U: I ID : I /K: I/JI/SI/RI/WI MnJ 

/U: ユーサー辞書が入つだディスクtf挿入されているドライフホを指定します。省略したときはA

ドライブとなります。

/D: 分野別辞書ガ入つだディスクガ挿入されているドライブを指定します。省略し芝ときはA

ドライブとなります。

/K: 固育名詞辞書の入つ疋ディスクガ挿入されているドライブを指定します。省略したときは

Aドライブとなります。

/J 入力を018コード入力lこ設定します。省略するとシフト018コード入力となります。

/S コード入力を区点コード入力に設定します。省略するとシフト018コード入力となります。

/R 分野別辞書を使用しません。

/W  スクリーン入力モードを使用禁i上！こします。省略すると使用可となります。

/M フロント工ンドプロセッサの初期入力モードを設定します。

/MO：半角力ナローマ字

/M1：全角ひらがなロ マ字

/M2：半角力ナロマ字

/M3：全角カタカナロマ字

/M4：半角力ナ

/M5：全角ひらがな

/M6：半角力ナ

/M7：：全角カタカナ

/M8：半角英数字

/M9：：全角英数字

以上、省略すると、半角英数字となります。
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第9章 システムの構築

［注意］

・日本語入力フロントプロセッサを動作させるだめlこは、 'lRのフフフィルをシステム構築フコフイJlノCON-

FIG.SYSヘ登録することが必要です。 HENKAN.SYSは分野別、音訓、連文節等の変換のとき必ず必

要です。

HISHOW. SYS : Cフロントエンドプロセッサ本体〉

HENKAN. SYS : C変換ロジック本体〉

υSERA.PRG : Cユーザ辞書〉

BUNYA.DAT : C分野別辞書〉

KOYUDIC. SYS : C園育名詞辞書〉

・ CONFIG. SYSへの登録は次の手JI演で行ってください。

⑦使用するディスクへHENKAN.SYSおよびHISHOW.SYSファイルをコピーします。

②使用するディスクヘUSERA.PRG Cユーザ辞書〉およびKOYUDIC.DAT C固有名詞辞書）

フョフィルをコピーします。

③ワードプロセッサ用ディスクあるいはシステムディスクに入っているBUNYA.OAT C分野田辞

書〉を使用するディスクヘコピーします。

BUNYA. OATフコフィルガない場合は、ワードプロセッサプログラムで分野別辞書の初期化を行い

BUNYA. DATを作成してくださし＼o

④MKCNFコマンドにより、HENKAN.SYSとHISHOW.SYSフ戸イルを必要怠スイッチを｛寸

けてCONFIG.SYSファイルヘ追加してください。

DEVICE=HENKAN. SYS 

DEVICE=HISOW. SYS 

CONFIG.SYSフョフィルヘ登録する順番は上記のとおりとしぎす。
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9.5 デバイスドライパの記述方法

INITIAL. SYS 

直三E DEVICE=INITIAL. SYS ［く初期叡定ファイル〉］

初期設定ファイル：

起動時！と初期設定を行うだめに参照するフコフィル名を指定します。省略されだ場合INI

TIAし SYSはデフォルトのファイルを参照します。

デフォルトのフフフィル名は

INITIAL.TXT 

となります。

参照7Pイルの作り方について次に述べます

KEY＝くファイル名＞

ファンクションキ や力 ソルキーなどに劃りつけるコードを至変更します。フコフィルは

KEY. E×Eによって作成されだフpイルでなければなりません。一般にKEY.TBしとし

ます。

SPEED＝＜×〉

RS 2 3 2Cポートのボーレート（転送速度〉を指定レます。指定できるボレ トは次の

とおりです。

75. 150. 300. 600. 1200. 2 400 . 4800 . 9600bos 

くめの指定はそれぞれ

7 5、15、30、60、12、24、48、g6 

とします。〈デフォルトは96=9600bPS)

クロックlet送受信とも内部クロックを使用しています。

LENGTH= （×〉

RS 2 3 2Cで送受信するときのデータピット長を指定します。次のいずれかとします。

5、6、7、SCデフォルトld:8ピット〉

PARITY＝く×＞

RS-232Cで送受信するときのデータの中にある。パリティの育無を指定します。

0 : パリティ無し（デフォルトはパリティ無し〉

1 : 奇数パリティCODD)

2 : 偶数I＼リティCEVEN)

STOP＝く×＞

円S-232Cで送受信するときのアータの中にある。ストップピットの長さを指定します。

0 : Tピット（デフォルト値〉

1 : 1.5ビット

2 : 2ピット
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第9章 システムの構築

FLOW＝＜×〉

RS-232Cで送受信するときlこフロー制御を行うかどうかを指定します。数値は決のよう

な意昧を持ちます。

0 : 行わない（デフォルト値〉

1 : DC1/CコC3コードで行う
2: RS/CSで行う

REPEAT＝く×＞

キ一入力関のリピート速度を指定します。

0 : リピートしない

CLICK＝く×＞

1 : 低速リピート

2 : 中速リピート（デフォルト値〉

3 : 高速リピート

キ一入力時にクリック音を発生させるかどうかを指定します。

0 : クリック音を出さない

1 : クリック音を出す（デフォルト値〉

BREAK＝＜×〉

本機では［停立］キーガ押されている問、すべての機能を停止することができます。この機

能を育効とするか否かをBREAKで指定します。｛亭i上キーを離すことlこより処理を続行しま

す。

固＋固で停比叫ように作られた戸プリケ一シヨンを停ヰさせるときなどに

効です。

0 : 、停!I:＂機能を有効と するくデフォルト値〉

1 : 、、停.Lt＂機能を無効とする

［注意］

、停.Lt＂機能には、すべての実行を一時中断する機能の他にも種々の機能を持っています。

詳しくは第TO章特殊キーの説明をご覧ください。

BUFFER＝＜×＞ 

匪k]＋回、巨三回＋圏、~＋困、匡三回＋回のいずれかを押し芝とき、
キ一入力パッフpをつリ戸するかどうかを指定します。

この機能はMS-DOS特育の問題を回避する定めlこ設けられています。

0 クリ戸する〈デフォルト値〉

1 . クリ戸を禁比する
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CURSOR= (X) 

カーソルの表示の状態を指定します。

0 : カーソルを表示しない

1 : 低速点滅で表示する

2 : 中速点滅で表示する（デフォルト値〉

3 : 高速点滅で表示する

4 : 点滅せずに表示する

SCROLL= <x> 

9.5 デバイスドライパの記述方法

スムススクロルかラインスクロールのいずれかを指定します。

0 . ラインスクローjレ（デフォルト値〉

1 . スムーススクロール

2 : 高速スムーススクロール

〔注意〕

最下行ガシステム行と怠っている場合はスムーススクロールは行われません。ラインスク

ロールとなります。

25行や20行でのスムススクロ ルは、最」二行ガスクロール実行中一時的に消去されます。

LINES＝くx>

テキスト画面の表示行数を指定します。

0 : 2 5行（デフォルト値〉

1 : 2 4 iラ

2 : 2 4行＋システム行

3 : 2 0 fラ

4 : 1 9 iラ

5 : 1 9行＋システム行

［注意］

システム行はフ戸ンクションキーの表示やフロントプロセツサの入力行として使われま

す。システム行ガ設定されている場合スムーススクロールは行われずラインスクロ ルとな

ります。

25行や20行でのスムーススクロールは、最上行の表示ガスクロール実行中消えます。

GUIDE＝くx>

文字画面最下行のシステム行に、フココンクションキーに定義されている文字引を表示する

かどうか指定します。

。： 表示しない（デフォルト値〉
1 : 表示する

2 : F T～F9の内容を表示しF1 0の位置に時刻を表示します。

［注意］

1および2の指定1:J育効なのは、しINEでシステム行ガ指定されているときのみです。

9 -17 



第9章 システムの構築

KAN..JI＝＜×〉

漢字入力のときの81H～9FH、EOH～FCHのコードに対しそれらの表示処理方法を指定

します。

0 : シフト013漢字コードの1／＼イト邑とみなします。（デフォルト値〉

1 : Tバイトのグラフィック文字と見芯します。

COPY＝くX>

匪1]＋直Eヨキーの操作によるハードコピー舶を許可／禁止します。
0：許可（デフォルト値〕

1 .禁i土

［注意］

／＼ードコピーはプリンタドライバの組み込みが必要です。

；（セミコロン）

；（セミコロン〕からのT行はコメントとみなされます。

行の中で；〈セミコロン〉ガあらわれるとその行内の；以降の文字はコメントとして見なされ

ます。

［注意］

、KEY＝＂等のステートメントは、＝＂までの文字列の 最初の2文字で判断され、、KEAB＝グ

でも、KEY＝＂と見なされます。これ以外は無効となります。

9.6 CONFIG. SYSフpイルの例

典型的なCONFIG.SYSフコフィルの例を次に示します。

BUFFERS=10 

FILES=10 

DEVICE= MOUSE. SYS 

DEVICE=GRAPHIC. SYS 

DEVICE=PRINTER. SYS 

SHELL=A:¥BIN¥COMMAND.COM泌

※ 

〔SHELLJ

SHELL=A : ¥BIN¥COMMAND. COM a : ¥BIN /P 

MS-DOSのコマンドプロセツサとして起勤時にドライブAのディレクト1J¥BINにあるCOM-

MAND.COMファイルを設定しています。通常COMMAND.COMld:ルートディレクトリに存在

しなければなりませんがSHELLコマンドで指定することにより、サブディレクトリ上に置くことが

できます。まだ次のパラメータ＂ a:¥BIN＂により再ロードガ必要な場合には、 A'¥BINのCOM-

MAND.COMガ参照されます。／PスイッチはCOMMAND.COMにそれ以上高いレベルへの妓

け出しを禁止するよう指示します。

この例では、BUFFERSとFILESのパラメ タガ10にセットされ、 MOUSE、GRAPHIC、

PRINTER.SYSというデバイスドライバガ起勤時に組み込まれます。
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9.7 INITIAL.TXTフフヲイルの例

デフォルト値でのINITIAL.T×Tファイルの例を次に示します。

:INITIAL TE×T FILE 
KEY=KEY.TBL 

SPEED=96 

LENGTH=8 

PARITY=O 

STOP=O 

FLOW=O 

REPEAT=2 

CLICK=1 

BREAK=O 

BUFFER=O 

CURSOR=2 

SCROLL=O 

LINES=O 

GUIDE=O 

KAN.Jl=O 

9 19 
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第10章
周辺装置のインターフェイス

10.1 イントロダクション

本意では、 MS-DOSオペレーティングシステムのもとで動作する、プリンタ、キーボード、 CRT等の

各種周辺装置の取り扱いについて述べています。
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第10章周辺装置のインターフェイス

10. 2 特殊キーの説明

表10.1

キー 説 明

｜タフ｜ タブキー

8文字単位のタブ動作を行いますp
｜ロック｜ ロックキー

このキーを押すとくカーソルガ・の状態〉以降の戸ルファペット入力は大文

字となります。この状態で｜シフト｜キーを押しながら戸ルファベットを入力

すると小文字に主主ります。もう一度｜ロック｜キーを押すとロックは解除さ

れ、以降の戸ルフココベット入力は小文字になります。この状態で｜シフト ｜キ

ーを押しなガら戸ルフコフベットを入力すると、大文字となります。

｜シフト｜ シフトキー

ロックガオンの状態でこのキーを押しながら戸ルフコフベットを入力すると小
文字になり、ロックガオフの状態では、大文字となります。

~ コントロールキー（CTRU
他のキーと組み合わせて、コントロ ルキャラクタを入力レだりします。

｜カナ｜ カナキー

このキーを押すとくカーソルは・〉、カナ入力ガ可能となります。もうー度入
力すると解除されます。

[GRAPH[ ゲフフキー

グラフ文字を取り扱うモードCSETUP、エスケープシーケンスで設定司〉
のとき、このキ を押しなガら他のキ を押すとグラフ文字ガ入力されます。

｜後退｜ 後退キー

T文字分の後退動作を行います。

巴 1 リターンキー（CRキー〉
コマンドやデータの入力の終了に用います。

I ESC I 工スケブキ
エスケープコード日BH）を入力します。

｜ヘルプ｜ ヘルプキ
未定義です。 KEYコマンドで定数等を設定して使用してください。

医亙 抹消キー

1BH、44Hガ入力され直Eキーと同じ動作になります。
｜シフト｜＋医亙

揮入キー

1BH、50Hを入力します。〈匡巴と問機〉
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10.2 特殊キーの説明

キー 艶 明

固 クリフフキー

コントロールーZC1AH）を入力しぎす。

｜シフトI＋匿ヨ ホームキー

コントロールー＂＇ C1EH）を入力します。

白田回巨］ カーソル移動キー

B は C08H）、ロコは COAH〕、 DJは COBH）、EヨId:COCH）ガ入力
されます。

00 戸ルゴキー
何も動作しません。

｜コピー｜ コピーキー

匡~＋ I コピー ｜キーで画面のハードコピーがとれます。

｜停ヰ｜ 停止キ

｜停止 ｜キーが押されている問、システムの実行を申断します。ま芝押され

いる聞に他のキーを押すとキーパッフ？をクリ戸します。

｜停比｜＋巴己 直 Eキーが押されている間文字画面ガ消去されます。
｜停比 ｜＋巨己 直 Eキーが押されている閏ゲフフィツク画面ガ消去されます。
｜停止 ｜＋巴ヨ I ＼ードアイスクのヘッドを振動の影響を受けにくい位置ヘ移動させます。

HDTRNSを実行し疋ときと同U動作を行います。
直~＋回キーの実行｜志、ハードディスクのビジーランプガオフになっ
ているのを確認してから行ってください。

｜停ヰ｜＋巴己 AU×からの入力ま疋はAU×への出力を中i上します。
AU×ガフロー制御などにより入出力待ちの場合のみ有効です。

｜停止｜＋巴ヨ AU×が入力待ちの場合にCTRL+Z日AH）を強制受信します。

｜停比｜＋巴日 プリンタをシスァムより切り離しぎす。
システムの起動中にプリンタ装置が取り除かれ芝場合に育刻です。
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第10章周辺装置のインターフェイス

10.3 ASCII制御コード

T文字のASCII制御コードにより、次の表に示されだCRT画面の制御を行うことガできます。

記号 16進委史 機 能

BEし 07 Sound bell 

ブザーを約T砂鳴らします。

BS 08 Cursor backward 

カ ソルをT文字をに移動します。

カ ソルガ行のを端にある場合は7行上の石端に弱勤し、カーソルガホーム位置 〔先頭

の力ラム、行〉にある場合は何もしません。

HT 09 SkiP to next tab stop 

カーソルを次のタブ位置に移動します。

タブ位置は次の様に決められています。

08、16、24、32、40、48、56、64、72

カ ソルガ72カラムより石側にある場合はT行下の左端に移動し、最終行の場合は什ラ

スクロール戸ツプします。

LF OA Cursor down 

カーソルを同じカラム位置で1行下に移動します。力 ソルガ最終行にある場合は什ラ

スクロール戸ツプします。

VT OB Cursor up 

カーソルを同じカラム位置でT行上に移動します。カーソルガ先頭行にある場合は何も

しません。

FF oc Cursor foreward 
カーソルをT文字右に移動します。

カーソルガ行の右婦にある場合はf行下のを端に移動し、カーソルガ最終行の石端にあ

る場合はT行スクロールフフツプしてきE端に移動します。

CR OD Cursor to left margin 

カーソルを行のを端に移動しきます。

SUB 1A Clear screen 

CRT画面をすべてクリ戸します。力 ソルの位置はそのままです。

ESC 18 Introduce on ESC seauence 

エスケープコードです。

RS 1E Cursor HOME 

カーソルをホーム位置に移動します。
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10.4 エスケープシーケンス

10. 4工スケープシーケンス

エスケープシーケンスとは、標準入出力装置であるコンソール装置 （キーボード、ディスプレイ）の制

御を簡単に行えるように用意された、制御文字列です。本機のエスケープシーケンスld:ANSIC米国規格協

会〉の規格！こもとづき作成されていますが、専用lこ弧張され定シーケンスやハードウ工戸等の制約により、

若干異なるものが含まれます。

各エスケープシーケンスについては下記のことに注意してください。

1. Pn、Pl、PcはASα口ードで表されだ10進の数値で指定します。

2. Psは、そのエスケープシーケンスのサフ鴨ファンクションの番号であることを意味しており、ASCIIコ

ードで表された10進数の数値で指定します。

サフ噂フフフンクションはセミコロン〈；〉でファンクションの番号を区切ることにより、一度に複数の指定

を行うことができます。

3.末尾の機能を表すキャラクタの大文字と小文字は区別して扱われます。

4.エスケープシーケンスによっては、円、Pc等の叡値ガ省略されだ場合や、Oガ指定されだ場合にはあら

かじめ設定されている数値〈デフォルト値〉ガ用いられ実行されます。

ここで解説するエスケープシーケンス1こは次のようなものガあります。

1 .カーソルの制御

2.コンソールドライバのモード設定

3.画面の消去

4.行の揮入と削除

5.文字のフコトリビュートの段定

6.画面のスクロール

7.銘張シーケンス

10-5 



第10章周辺装置のインターフェイス

用語の説明

工スケープシーケンスの説明の中で「先頭行」、「最終行」、「先頭桁」、「最終桁」という言葉ガ使用され

τいます。画面モードの設定により桁敏は80桁と変わりませんが、行数は20行と2日ラの2通りの設定ガで
きます。

画面の最下行をシステム行として使用することもあります。最下行ガシステム行とレて使われている場

合は20行モードのときは19行、25行モードのときは24行の行の画面ガ使用可能となります。し芝ガって、

20行モードのときは19行目、 25行モードのときは24行自ガ最終行となります。

桁

ホーム位置／先頭桁 最終桁
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10.4.1カーソルの制御

ESC [Pl:Pc H 

ESC [Pl;Pc f 

ESC [Pn A 

ESC [Pn B 

ESC [Pn C 

ESC [Pn D 

ESC [6 n 

ESC [Pl;Pc R 

ESC [s 

ESC [U 

10.4 エスケープシーケンス

PlガO以外の場合は、Plで指定される行ヘ位置旬けられます。Plガ最終行より

大きい場合は、最終行lこ位置惜けます。PlガOに指定された場合あるいは省略さ

れだ場合には、 T行自に位置佃けられます。

PcがO以外の場合Id:、Pcで指定され芝桁へ位置｛寸けられます。Pcガ01こ指定

されだ場合あるいは省略され芝場合は7桁目に位置惜けられます。

カ ソルを桁はそのままでPn行上へ移動します。

PnガOあるいは省略されだ場合は、 Pnガ1に指定されたときと同様にT行上

ヘ移動します。 Pnの指定ガ先頭行を越える場合には、同じ桁の先頭行へ位置巾

けられます。

カ ソルを桁はそのままでPn行下ヘ移動します。

Pnt.10あるいは省略されだ場合は、 Pn1.アTに指定されたときと同様にT行下

へ移動します。 Pnの指定ガ最終行を越える場合は同じ桁の最終行ヘ位置伺け

られます。

カーソルを同一行でPn文字右ヘ移動します。

PnガOあるいは省略され芝場合Id:、Pnガ？に指定されだときと同様に石ヘT

文字移動します。カーソルがすでに最右端の桁にある場合は、無視されます。

Pnの指定ガ最終桁を越える場合Id:、同じ行の最終桁ヘ位置柑けられます。

カーソルを同一行でPn文字左ヘ移動します。

PnガOあるいは省略されだ場合は、PnガTに指定されだときと同様、左ヘT文

字移動します。カーソルがすでに先頭桁にあるときは無視されます。Pnの指定

ガ先頭桁を越える場合には、同じ行の先頭桁ヘ位置惜けられます。

現在のカーソル位置ガ、直後のコンソール入力により、 ESC[Pl;Pc Rシ

ーケンスの形式で返されます。

このシーケンスは、 ESC[6 nシーケンスをコンソールヘ出力した直後に

コンソール入力により返されます。Plにはカーソル位置の行番号、Pcには桁番

号ガ設定されます。したガってってこのシーケンスを解読することにより、カ

ーソル位置を得ることができます。このシーケンスはコンソールヘ出力しても

動作しません。

現在のカーソル位置と表示文字の属性を記憶します。一度記憶され芝内容は、

このシーケンスガ再実行されるか、 MS-DOSが再起動されるまで有効です。

記憶されたカーソル位置と文字の属性は、ESC[Uシーケンスによりもどされ

ます。

ESC〔uで記憶され芝カーソル位置と文字の属性を戻します。

このシーケンスの実行以前にESC〔Sガ一度も実行されていなければ、文字

属性は既定の属性ガ設定され、カーソルガホーム位置ヘ移動します。
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第10章 周辺装置のインターフェイス

10.4.2コンソールドライバのモード設定

ESC [Ps:Ps・・・s h 

ESC [Ps;Ps・・・PsI 

Psで指定されるコンソール・モ ドガ設定されます。

このシーケンスでは一度に複獄のモードを指定することができます。

PSに割り当てられているモードを解除するlこは、 ESC〔Psiシーケンスで

行います。キーボードのロックId:キ一入力を禁比する場合に使用されます。キ

ーボードガロックされるとキ一入力のすべてガ無効！こなりぎす。文字揮入モー

ド設定中の文字表示により、行の石B掃を越え芝文字は失われます。二ユーライ

ンモードガ設定されるとコンソールドライバ内部において、それぞれのコード

1こCRコードとしFコードガ印加されて出力されます。

Psの指定なし ：無視されます。

Ps=O ：無視されます。

Ps=2 ：：キーボードガロックされます。

Ps=4 ：文字湾入モードガ設定されます。

Ps=20 ：二ユーライン・モ ドガ設定されます。

CRコードCODH)=CRコード＋しFコード

Psで指定されるコンソールモードガ解除されます。

このシーケンスでは一度！こ複数のモードを指定することができます。Psiこ割

り当てられているモードを設定するには、 ESC[Pshのシーケンスで行いま

す。

Psの指定主主し ：無視されます。

Ps=O ：無視されます。

Ps=2 ．キボードのロックガ解除されます。

Ps=4 
．文字揮入モードガ解除されます。

（文字置換モードガ設定されます。〉

：ニューラインモードガ解除されます。

Ps=20 LFコード＝LFコード

CRコード＝CRコド
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10.4 エスケープシーケンス

ESC [?Ps:Ps・・Psh Psで指定されるコンソールモードガ設定および許可されます。

ESC[9Ps;Ps・・Psi

このシケンスでは度に複数のモードを設定することができます。 Psiこ

割り当てられているモードを解除するには ESC[?Iのシーケンスで行いま

す。自動ラップ戸ラウンド・モ ドガ設定され、行の石蹴！こ文字表示ガ行われ

ると、カーソルは下の行のを錨に移動します。自動ラップアラウンド・モード

の設定時に最終行の石端に文字が表われると、画面会体ガT行上ヘスクローJレコフ

ツプします。スクロール後カーソルは最終行の左捕に位置問けられます。

Psの指定なし ：無視されます

Ps=O ：無視されます

Ps=4 ：スムーススクロ ル・モードガ設定されます。

Ps=7 ：自動ラップ戸ラウンド ・モードガ設定されます。

Ps=8 ：キ のオートリピート入力ガ許可されます。

Psで指定されるコンソ ルモ ドガ解除および禁i上されぎす。

このシーケンスでは一度に複敏のモ ドを解除することガできます。解除さ

れているモードを設定するには、 ESC[?Pshのシケンスで行います。自

動ラップ戸ラウンド・モードガ解除されると、行の右端に文字表示が行われて

も、カーソル位置は行のを端より移動しません。自動ラップ戸ラウンド・モー

ドの解除、後に最終行の右端に文字表示ガ行われでも、画面のスクロールは行わ

れません。

Psの指定なし ；無視されます。

Ps=O ．無視されます。

Ps=4 
．スムーススクロールモードガ解除されます。

（ラインスクロール・モ ドガ設定されます。〉

Ps=7 ．自動ラップ戸ラウンドモードガ解除されます。

Ps=8 ．キーのオートリピート入力が禁iとされます。

ESC [>Ps:Ps・・・Psh Psで指定されるコン、ノ－）レ・モードガ設定されます。

このシ ケンスは一度に複数のモードを設定することができます。Psに割り

当てられているモードを変更するにはESCC>Ps Iのシーケンスで行います。

CRT画面の最下位行ガ解放されても、カーソル位置は変わりません。 CRT画

面の表示行を2αラに設定すると、画面全体ガ消去されます。 20行画面に設定後

カーソル位置は変わりません。カーソルガ画面から消去されていれば、そのま

ま消去状態ガ継続されます。

Psの指定なし ：無視されます。

Ps=O ー無視されます。

:CRT画面の最下位行ガコンソールドライバにより解放さオペ
Ps=1 

きます。

Ps=3 :CRT画面の表示行数ガ20行に設定されます。

Ps=5 ：カーソルガ画面上より削除されます。
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第10章 周辺装置のインターフェイス

ESC [>Ps:Ps・..ps I Psで指定されろコンソールモードガ設定されます。

10.4. 3画面の消去

ESC [Pn J 

ESC [Pn K 

ESC [Pn P 

これらのシ ケンスでは一度！こ複数のモードを設定することガできます。Ps

に割り当てられているモーμを変更するにはESCC>Ps hのシーケンスで行

います。 CRT画面の最下行ガ解放されても力一ソル位置は変わりません。

CRT画面の表示行数を25行に設定すると画面全体ガ消去されます。 25行画面

に設定後にカーソル位置は変わりません。カーソルガ画面に表示されていれば、

そのまま表示状態ガ継続されます。

Psの指定なし ．無視されます。

Ps=O ：無視されきます。

Ps=1 
:CRT画面の最下行ガコンソール・ドライバによって予約さ

れます。

Ps=3 .CRT画面の表示行数ガ25行に設定されます。

Ps=5 －カーソルガ画面上のカーソル位置に表示されます。

Pnの指定により画面の一部分、まだは全体を消去します。

PnにOまだはTガ指定され芝場合には力一ソル位置の文字を含め消去されま

す。 Pnガ21こ指定された場合には、カーソル位置はホーム位置になります。 Pn

ガ省略されだ場合はPnにOガ指定され芝ものと同様の処理ガ実行されきます。画

面の一部分ガ消去されだ場合にはカーソル位置は変わりません。

Pn=O 

P「1=1

Pn=2 

・カーソル位置から最終行の右端までガ消去されます。

：先頭行の在端からカーソル位置まで消去されます。

：画面全体ガ消去されます。

Pnの指定によりカーソルの位置する行の一部、まだは全体を消去します。

PnにOまたはTガ指定され芝場合はカーソル位置の文字も含めて消去されま

す。Pnガ省略され芝場合にはP「iiこOガ指定され芝のと、同様の処理ガ実行され

ます。 Pnの指定にかかわらず消去後のカーソル位置は変わりません。

Pn=O ｜：カーソル位置から行の石鍋までガ消去されます。

Pn=1 ｜： 行の先頭からカーソル位置までが消去されます。

Pn=2 I 行のを賞者から石蝋までが消去されます。日行消去〉

カ ソルlこ位置する行の、カーソル位置より右へPn文字を削除し、それ以降

の文字をさEに詰めます。文字の削除はカーソル位置から最終桁の範囲で行われ、

行を越えての削除は行われません。削除後のカーソル位置は変わりません。 Pn

lこOガ指定されだ場合またはPnガ省略された場合には、Pnlこ01:ア設定されだの

と同様の処理ガ実行されます。

Pn ：削除する文字数
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10.4.4行の挿入と削除

ESC [Pn L 

ESC [Pn M 

10.4 エスケープシーケンス

：カーソルの位置する行以降のすべてを、 Pnで指定される行数分、下に移動

し、 Pnで指定される空白行を揮入します。空白行の揮入は力 ソル位置の行か

ら最終行までの範囲で行われ、この範園を越える婦入は行われません。力一ソ

ル位置以降の移動行で愚終行を越える行l;t失われます。挿入後のカーソルは、

挿入行の左婦に位置｛寸けられます。複数行挿入されだ場合は、揮入されだ最上

位行のさE端lこ位置｛寸けられます。 Pnガ01こ指定され定場合あるいは省略され定

場合は、 P「11こ111指定されだのと同様の処理ガ実行されます。

Pn ：婦入する行数

カーソルの位置する行から下にn行 CPn=n）削除し以降の行を主に詰めま

す。

行の削除はカーソル位置の行から最終行までの範囲で行われ、この範囲を越

える行の削除は行われません。

削除後のカーソルは、削除後！こ詰められ定行の左端に位置惜けられます。Pn

にOガ指定されだ場合あるいは省略され定場合は、 PnガTに指定され疋のと同

様の処理tJ実行されます。

Pn ：削除する行数
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10.4.5文字の戸トリビュートの設定

ESC [Ps;Ps. PS m文字lこPSで指定される層住ガ設定されます。
指定される属性の設定は、現在の属性ではなく既定の層性に対して行われま

す。文字の属性は一度に複毅の指定ができますが、色属性の指定はひとつまで

です。 2つ以上の色属性ガ指定されると、合成されだ色属性ガ設定されます。

ま芝、指定の色属性に反転表示伺きの属性ガ舎まれる場合には、反転表示の色

属性ガ設定されます。属性は指定後に表示される文字から宵効になります。 Ps

ガ省略され疋場合には、 01.ア指定されだのと同様の処理が実行されます。

(PS) 。 既定の属性ガ設定されます。

無視されます。

5 表示する文字へ点滅の属性ガ設定されます。

7 表示する文字ヘ反転表示の属性ガ設定されます。

8 16 文字すべてが空白で表示されます。

30 文字の表示色ガ黒色に設定されます。

17 31 ／／ 赤色 II 

20 32 ／／ 緑色 II 

21 33 II 黄色 II 

18 34 II 青色 II 

19 35 II マゼンタ II 

22 36 II シ7コン II 

23 37 II 白色 ／／ 

40 文字ガ黒色で反転表示されます。

41 II 事色 II 

42 グ緑色 II 

43 グ黄色 ／／ 

44 グ 青色 ／／ 

45 ／／ マゼンタ ／／ 

46 ／／ シフフン ／／ 

47 II 白色 II 

10.4.6画面のスクロール

ESC [Pn S 画面全体ガPn行」二へスクロールされます。

スクロ ルにより先頭行を越える行は失われます。 Pnの0ガ指定された

場合、 E安定I＜主Pnガ省略され疋場合にId:、Pnガ？に指定されだのと同様の処

理ガ実行されます。 スクロール後の力 ソル位置は変わりません。

Pn ：スクロール行数
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ESC [Pn T 

10.4 エスケープシーケンス

画面全体ガPn行下ヘスクロールします。

スクロールにより最終行を越える行は失われます。 Pn！こ01.ア指定され定場合、ま

たはPnガ省略されだ場合には、 Pnに11.ア指定され芝のと同様の処理ガ実行されま

す。

スクロール後のカーソル位置は変わりません。

Pn ：スクロール行敏

10.4.7鼠張シーケンス

ESC =PYPX 

ESC * 

ESC D 

ESC E 

ESC U 

ESC ) 0 

ESC ) 3 

Px、Pνで指定される位置ヘカーソルガ位置巾けされます。

行番号、桁番号には20H以上の戸スキ一文字ガ順番に対応しています。 PxやPy

の指定ガ最終行寄っ最終桁を越える場合には、画面の最終行ま芝は行の左漏に位置｛寸

けられます。ホーム位置の座標は（×、 Y)=O、Oとなります。

Px：戸スキ一文字（行番号＋20H)

py: pスキー文字（桁番号＋20H)

画面全体tJ消去されます。カーソルはホーム位置に位置｛寸けられます。

ESC 申は ESC〔20と同じ動作を行います。

カーソルガ同じ桁のT行下ヘ移動します。力 、ノルガ先頭行lこ位置する場合には、

画面ガ1行スクロール・ダウンします。

力 ソルガT行下のを端ヘ移動します。カーソルガ最終行に位置する場合には、画

面1刊行スクロール・戸ツプします。

カーソルガ同じ桁のT行上ヘ移動します。カーソルガ最終行に位置する場合には、

画面ガT行スクロール戸ップします。

漢字を取り扱うモードに設定されます。設定後はキーボ ドからのグラフ文字入

力ガ禁正されます。このモードではコード体系の重なりによりグラフ文字を漢字と

して取り扱ってしまいますので、グラフ文字を表示しでも正しく表示されません。

グラフ文字を取り扱うモードに設定されます。設定後はキーボードからのグラフ

文字の入力ガ許可されます。このモードではコード体系の重なりにより漢字をグラ

フ文字として取り扱ってしまいますので漢字を表示しても正しく表示されません。
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10. 5 ディスクインターフェイス

10. 5.1 メモリデバイス構成

MZ-2861用MS-DOSを起動した場合、次のように、各メモリデバイスに、 ロジカル番号ガ割り当てら

れます。

※ 

ロジカル c：～J: M: 
番 号

外部増設 外部増設
メモリメモリ 内蔵フロッピー

I ＼ードディスク フロッピー
ディスクデバイス ディスク

ドライブ ディスク

※ドライブNo.1ガドライブA：、 ドライブ2ガドライブB:

10. 5. 2起動

次に示すデバイスからシステムを起動することができます。

デバイス （ブート時のデバイス名〉

－内蔵フロッピーディスクドライブ A 

－内蔵フロッビーアイスクドライブ B 

－外部増設ハードディスクドライブ c 

・ドライブAより起動しだいとき

電源オン後、ドライブA：にシステムディスクを入れるか、電源オン申巳ドライブA・1こシステムディス

クガ入っている状態でIPしボタンを押すとドライブA.より起動されます。

・ドライブB：より起動しだいとき

電源オン後、ドライブB:Iこシステムディスクを入れて＂ B＂キ ーを押すか、電源オン中にドライブs:
にシステムディスクガ入っている状態で＂ B＂キーを押しながらIPしボタンを押すと、ドライブB：より

起動されます。

いずれかのキーが押されているかどうかで起動の形ガ変わります。

キーが押されていない場合

①フロッピーディスクドライブAからの起動を試みます。

② ドライブAからの起動ガできなかったらドライブBからの起動を試みます。

③ ドライブBからの起動ガできなかっだらハードディスクからの起動を試みます。

④以上のドライブA、B、ハードディスクからの起動ができなければ、次のメッセージを志去します。

シス テムディスクを挿入 してくださ い．

この状態でシステムディスクをフロッピーディスクドライブAに挿入すると、ドライブAから起動され

ます。

E安定、 A、B、Cいづれかのキーが押されると各ドライブから起動されます。
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10.5 デ、イスクインターフェイス

キーが押されている場合

①押されたキー CA、B、Cのいつれか〉のドライブからの起動を試みます。

②起動できなかったときは、指定ドライブl巳システムディスクの湾入されるのを待ちます。

同時に'iJ!..のメッセージを表示します。

システムディスクを挿入してください．

③ この状態でA、B、Cいづれかのキーガ押されるとさきドライブからの起動を試みます。（→①ヘ〉

・ハードディスクインターフェイスガ獲続されている場合

パワーオン直後、画面｜こ以下のメッセージを表示し、ハードディスクガReady状態になるのを待ちま

す。

ハードディスクの準備中です．

しばらくお待ちください．

I ＼ードディスクの電源ガ入っていないか、言安定は上記画面表示後、約養費制｝経過しても電源ガ入れられな

い場合には、ハードディスクは、接続されていないものと見なされます。レたガって、ハードディスつ

を使用される際には、まずハードディスクの電源を入れてから本体の電源をONしてください。

・ハードディスクより起動し疋いとき

HOFORMAアコマンドで目的の区画を「ACTIVE_J、「起動」に設定し、論理フォーマットでシステム

コピーも行います。ドライブA：あるいは8:1こシステムディスクガ揮入されていないかまたは＂ C＂キ

ーを押しなガらIPLボタンを押すと、、／＼ードディスクより起動します。

まだ、ハードディスク上にシステムCOS）ガ登録された区画ガ複数存在するときは、どのシステムのOS

で起動するか聞いてきます。

ハードディスク（ユニット 0）上に起動可能な区画が複数個存在します．

起動する区画の指定を行いたい場合は、何かキーを押してください．

上記メッセージを表示後、約2秒を経過してもキーガ押されなければ、「ACTIVE」で「起動J となっ

ていて、区画番号の一番若い区画のシステム COS）ガ起動されます。

約2秒以内にキ ガ押されると起動可能な区画の一覧ガ表示されます。

ハードディスク（ユニット0）上の起動可能な区画は以下のとおりです。

画
面
理

牢
官
卦
削
品
川
締
日

商

売

入

庫

区

販

購

在

岡

1

3

4

区 使用Os 
HSDOS V3 

SHARP 
MSDOS V3 

起動する区闘をカーソル移動キーにより選択しくCR＞キーを押してください。
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力一、ノル移動キベロコ、ロコ〉を使って、反転表示を目的の区画COS）ヘ移動させ、［亙キーC<CR>

キー〉を押し起動区画 COS）を選択します。

回キーを押す前に、起動ロジカルドライブ番号をキーより入力し、起動させることもできます。 CA、

B、C)

A：内蔵ドライブf

B：内蔵ドライブ2

c: J＼ードディスクドライブ

10. 5. 3 フロッピーディスク

MZ-2861用MS-DOSでは2HD、200、20タイプのフロッピーディスクドライブをサボ トしていま

す。内蔵のフロッピ ディスクは2HOタイプのマイク口フロッピーディスクです。 この他！こ、ドライブ

K：、 L・に5.25インチのフロッピーディスクドライブを増設することができます。

このときの、各ディスクとフォーマットおよびリード／ライトの関係は次のようになります。

リード
／ 
ライト

フォー

マット

0：可能
×：不可能

ディスク
高密度タイプ

容量 ディスク

2HD 
ドライブ

の KB 
タイプ 1261568 

内蔵 。
ドライブA、B

ドライブK.、し． 。
5.25インチ2HD

ドライブK.、し
× 

5.25インチ20

内蔵ドライブ 。
A：、 s・
ドライフ、K.、L. 。
5.25インチ2HO

ドライフゃK 、し
× 

5.25インチ20

倍密度倍トラック

ディスク

2DD 

KB KB 

655360 737280 

。 。
。 。
× × 

。 。
。 。
× × 

10 16 

倍密度ディスフ 20 

片面ディスク 両面ディスク

KB KB KB KB 

163840 184320 327680 368640 

。議 。巡 。叢。縦
。 。 。 。
× × × × 

× × × × 

× × 。 。
※リードのみで、書き込みはできません。



10.5 ディスクインターフェイス

フロッピーディスクの諸元は、 'lRのとおりです。

高密度 倍密度倍トラック 倍密度ディスク20
ディスク ディスク

2HD 2DD 片面ディスク 両面ディスク

(/ tイト）
1.261.568 655.360 737.280 163.840 184.320 327.680 368.640 

ディスク容量

トラック紋
154 160 160 

40 40 80 80 
（片面77) （片面80〕 （片面80) 〈片面40) （片面40)

セクタ数／トラック 8 8 9 8 9 8 9 

（／＼イト）
1.024 512 512 512 512 512 512 

セクタ長

ディレクトリ数
192 112 112 64 64 112 112 

（ルート〉

予約セフタ叡

FAT数 2 2 2 2 2 2 2 

セクタ数／FAT 2 2 3 2 2 

セクタ数

／アロケーション 2 2 2 2 
ユニット

メテイココ
FE FB F9 FE FC FF FD 

ディスクリプタバイト
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10. 5.4 ハードディスク

HDFORMATコマンドを使って、ハードディスクの物理フォーマット、区画の設定、論理フォーマッ

トを行います。論理フォーマットを行つだときのMS-DOSから見定ディスクの諸元は決のとおりです。

ココロケーション
8KB 

ユニット容量

セクタ長 40966 

ディレクトリ数 768個

予約セクタ数

FAT数 2 

セクタ敏／FAT

FAT ID F8H 

HDFORMATコマントこを使って、ハードディスクの物理フォーマット、区画の設定、論理フォ マッ

トを行います。論理フォーマットを行つだときのMSDOSから見定ディスクの諸元は次のとおりです。

領域をすべて確保します。なお、 MB単位で指定され定場合、実際には1.024KBの整数倍で確保されるの

ではなく、次表で示されるサイズ分の領戚ガ確保されます。

指定容量 確保容量 データ領威容量 指定容量 確保容量 データ領戚密量

1 MB 1044 KB 1008 KB 11MB 11844 KB 竹808KB 

2 2124 2088 12 12924 12888 

3 3204 3168 13 14004 13968 

4 4284 4248 14 15084 15048 

5 5364 5328 15 16164 16128 

6 6444 6408 16 17244 17208 

7 7524 7488 17 18324 18288 

8 8604 8568 18 19404 19368 
g 9684 9648 19 20484 20448 

10 10764 10728 20 21780 21744 

、、A" 36+72×aCKBl壬X減 72×aCKB）壬×様

※空き領域のサイズ
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10.6 RAMディスクについて

I¥ードディスクドライブ獲続時のスイッチの般定

MZ-2500モ ドのBASICでハードディスクを使用する場合、 Tセクタの物理サイズは、 256/'iイト／セ

クタに設定する~要ガあります。

MZ-2800モードでは、 fセクタの物理サイズは1024バイト／セクタに設定します。

これら、 Tセクタ当りの物理サイズの設定は、 MZ-1F23の後薗パネル内のシステムスイッチにより行い

きます。

HDFORMATコマンドでの区画の設定、変更、削除やディスクの横査、物理フォーマット、論理フォ

ーマットなどは、このシステムスイッチの設定ガ1024バイト／セクタになっていなければ行うことができ

ません。

MZ-2500モードでBASIC用｜こ物理フォーマットされだディスクをMZ-2800モ 卜ごで使用するために

は、 MZ-1F23のデイツプスイッチを1024バイト／セクタに設定し、かつHDFORMATコマンドlこて、物

理フォーマットを行う必要ガあります。このときMZ-2500のBASICで作成しだファイルは、すべて初期

化されますので注意ガ必要です。

スイッチ

01 ON 

SW1 
02 OFF 

＼トハ ON 

W2 ON 

SW2 A 

SW3 A 

SW4 A 

［注意］

－ハードディスクを使用するときには、まずハ ドディスクの電源を入れだ後本体の電源を入れてくださ

し1。

－システムを起動しだ後、ハードディスクの電源を入れても、ハードディスクは認識されません。

電源問る際には、必ずHDTRNSコマンドま疋は、直：！［］＋巨］キーにより、ハードディスクのヘ

ッドを振動の影響の受けlこくい位置ヘ移動させてください。

10.6 RAMディスクについて

RAMディスクld:RAMメモリをディスクと同様に扱うことにより、より高速のデータを読み出し／書き

込みを行えるように怠ります。しだがって、電源を切るとRAMディスク」二のデータは失われますので、電

源を切る前に、必要なデタはフロッピーディスクあるいはハードディスクヘコピ しておく必要があり

ます。

RAMディスクはロジカルドライブM：として扱われ、増設RAMボード上のメモリガVRAMCグラフ

イツクビデオRAM）上にとられます。

RAMディスクを設定するには、システム僑築フコフィル CCONFIG.SYS〕にデバイスドライバRAM

DISK.SYSを記述します。 RAMディスクの容量および、 RAMディスクを増設RAMボード上にとるか

VRAM土lことるかをこのとき指定します。増設RAMボードガ優先してとられます。容量はKBCキロバ

イト〉単位で指定します（最小32〕。 RAMディスクをVRAM土におくときは最大512KBです。

RAMディスクId:、特殊芯フォーマットガ使用されま写のでDISKCOPYコマンドlこよりフロッピーデ

ィスクあるいはハードディスク閣の全面コピ はできません。フコフィルは、 COPYコマンドにより転送し

てください。
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10. 7 RS-232Cインターフェイス

MS DOSでは、システムに内蔵されている1チャンネルのRS232Cインターフェイスを使用して、各

種機器と還信ガ行えるようになっています。このRS232Cインタ フェイスlct128文字分のパッフ戸を持

ち、割り込みによる処理を行っており、CPUガイ也の処理を行っているときでも入力されだデータは確実に

受信することができます。

RS-232Cインターフェイスのパラメータのデフォルト値は9600bos、8bit長、ノンパリティ、 Tスト

ップピット、となっていますガ、起動時のパラメータはフコフィル名INITIAL.T×Tの設定で、まだ起動後

の設定はSETUPコマンドで変更可能です。詳しくは「第9章システムの構築」、「第5章 SETUPコ

マンド」を参照してください。

漢字の送受信はシフト018コ ドで行われるものと見なしています。し疋がって、データピット畏は8ピ

ットであることガl必要です。

10. 8 プリンタインターフェイス

MS-DOSは本体に接続可能なセント口二クス仕様のプリンタ CMZ1P18など〉をサポートしていま

す。漢字印字やハードコピーを行なうときには、プリンタドライバをシステムに組み込んでおくl必要があ

ります。このとき組み込むプリンタをファイル名で‘定義しますが、各プリンタのファイルには拡張子

、.PRN＂ガイ寸いており、サポ 卜されるプリンタとフ戸イルの関係は下記のとおりです。

（プリンタ〉 〈ファイル名〉

MZ 1P03 MZ1P03. PRN 

MZ-1P06 MZ1P06. PRN 

MZ 1P10A MZ1P10. PRN 

MZ-1P11A MZ1P11. PRN 

MZ-1P17(8) MZ1P17. PRN 

MZ 1P18A MZ1P18. PRN 

MZ 1P19A MZ1P19. PRN 

PC-PR101 PCP円101.PRN 

PC PR201 PCPR201. PRN 

PC-PR406 PCPR406. PRN 

UP-130K UC130K. PRN 

SETUPコマンドを使用してプリンタの設定（改行ピッチ、文字ピッチ、印字モード、印字位置、ハー

ドコピー等〉を行うことができます。

MS-DOS唱~＋口Eキ を押すこと山、画面をプリンタロビーすることもできます。
漢字出力時は漢字イン、漢字戸ウトのシフトコ ドの挿入をプリンタドライバガ行っています。

10-20 



10.9 7 ウスドライパ

10. 9 マウスドライバ

マウスドライバとは、座標入力装置であるマウスを制御するソフトウ工戸で、 MSDOSのマスタディ

スクヘMOUSE.SYSのフフフィル名で登録されています。

マウスドライバを使用する場合には、MOUSE.SYSをCONFIG.SYSヘ次に示すようにデバイスド

ライパとして登録します。

DEVICE=MOUCE. SYS 

マウスドライバはIN丁 目 C33H）を実行することにより動作します。

呼出しの手順を下記に示します。

1 .表10.5のフ戸ンクションコ ドをA×レジスタヘ設定します。

2.実行するファンクションで、A×レジスタ以外のレジスタガ指定されている場合には、規定の値を設

定します。

3. INT 33Hを実行します。

問マウスドライバの初期化後に力 ソルを表示する。

MOV A×， O ：マウスドライバの初期化を行う。

INT 33H ：マウスドライバをコールする。

CMP A×，－1 ：初期化に成町し定か？

-..JZ INIT ERR ：失敗であればジャンプする。

MOV A×， T ：マウスカーソルを表示する。

INT 33H ：マウスドライバをコールする。

INIT ERR: 

マウスドライバより出力されるレジスタ以外は、保存されます。

マウスの上部のボタン〈スイッチ〕を解説文中では、「在ボタン」、「右ボタン」で示します。それ

ぞれのボタンの位置を次の図に示します。

注）使用中はマウスを本体
からはずさないでください。

日日
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マウスドライバファンクションコード表

フフフンクション
機 能

10進数 16進数。OOH マウスドライバを初期化する。
01H マウスカーソルを表示する。

2 02H マウスカソルを消去する。

3 03H マウスカ ソJレ位置を得る。

4 04H マウス力 ソjレ位置を設定する。

5 05H 左ボ、タンガ押されだ情報を得る。

6 06H を7fタンガ離された情報を得る。

7 07H 右ボ、タンガ押された情報を得る。

8 08H 石ボタンガ離され疋情報を得る。

9 09H マウスカーソル形状を設定する。

1 1 OBH マウスの移動距離を得る。

1 2 OCH コーザ定義サブルチンと呼び出し条件を設定する。

1 5 OFH マウスカーソルの移動比率を設定する。

1 6 1 0 H マウスカーソルの水平方向の移動範囲を設定する。

1 7 1 1 H マウスカーソルの霊直方向の移動範囲を設定する。

1 8 1 2 H マウスカーソルの描画ブレーンを設定する。
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｜マウスドライバの初期設定 フ？ンクシヨン OOH]

直二E マウスドライバの初期股定を行います。

区ごE A×＝O 

直二E

直二量日

AX=-1 (FFFFH) 

A×＝ 0 

マウスドライバガ起動されましだ。

マウスドライバガ存在しません。

ま疋は、マウスガ接続されていません。

マウスの初期設定を行いドライバを起動します。

このファンクションはマウスドライバを使用する場合には、tl当ず一度実行される必要ガあ

ります。一度も実行されずに他のファンクションガ実行されても、動作は保証されません。

ドライバの動作を｛亭比する場合には、 A×レジスタに－ 1CFFFFH）を設定後にINT33H 

を実行してください。

ファンクション OOH 初期化内容

－カーソル表示

．カーソル位置

：消えている。

：表示画面の中山

200ラスタモード時 （×、 Y)=(3旬、 99)

400ラスタモード時 （×、 Y)=C319、199)

・カーソル形状 ：主上向きの矢田、中山点〈×、 Y〕＝ co、0)
・カーソル描画ブレーン・ブレーン2（緑色〉

－カーソル移動範囲 ：画面全体

水平方向 O～639 

垂直方向 200ラスタモード時 O～199

400ラスタモード時 O～399

・カーソル移動比率 ：水平方向 8 

垂直方向 8 

・左右ボタンの情報 ：押されだ回叡 0 

放された回数 0 

最後の押下位置／解放位置

200ラスタモード時〈×， Y)=C319, 99) 

400ラスタモ一戸時〈×， Y）ニ（319.199) 

・ユーザ割り込み ：ピット4～ピットO=O

ルチン噂出し条件
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｜マウスカーソルの表示 ファンクション州 ｜

直二E マウスカーソルをスクリーン上へ表示します。

区二E A×＝1 

直二E なし

直二量口 マウスカーソルを現在のカーソル位置へ表示します。

マウスカーソルの形状は、フコフンクション 09Hで設定ガ行われている形状で表示されま

す。初期化後またはフ戸ンクション 09Hガ実行されていなければ、左上矢印の形状で表示さ

れています。

マウスカーソルの描闘は、フコフンクション 12Hで指定ガ行われているブレーンヘ行われま

す。初期化後またはフコフンクション 12Hガ実行されていなければ、プレ ン2（緑色〉が使

用されます。

マウスカーソルはフ戸ンクション 02Hで消去します。

直二重ヨ マウスカーソルはカーソルの表示状態に関係なく、フ戸ンクション OOHのドライバの初期

化以降にマウスの移動ガ行われると力 ソル位置は変化します。

｜マウスカーソルの消去 ファンクション附 ｜

直二E マウスカーソルをスクリーン上より消去します。

区二E A×＝2 

直二E なし

直二劃 マウスカーソルをスクリーン上より消去します。

カーソルガ消去されてもドライバは起動状態であり、マウスの移動lこ伴いカーソル位置は

変化します。 E安定、 ユーザ割り込みルーチンガ登録されていれば、呼出し条件に当てはまれ

ばコールされます。

マウスカーソルはカーソルの表示（フコフンクション 01H）ガ実行されるまで表示されませ

ん。

マウスドライバの動作を完全に停比する場合には、 A×レジスタに－ 1を設定してINT33 

Hを実行してください。
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マウス力一ソル位置の取得 ファンクション 03H

直二重ヨ マウスカーソルの現在位置と左右ボタンの状態を得ます。

区二E A×＝3 

直二E A×＝左ボタンの状態

直二重日

直二亘

0：離されている。

-1：押されている。

B×＝右ボタンの状態

0 : l挺されている。

-1：押されている。

C×＝マウスカーソルの水平方向の現在座標

D×＝マウスカーソルの垂直方向の現在座標

マウスカーソルの現在位置と、さE右それそ‘れのボタンの状態ガ「押されている。」または「離

されている。」のいずれかで取得されます。

マウスカーソルの現在位置は、スクリ ン上でのマウス力 ソルの現在位置を水平方向と

垂直方向それぞれの座標で取得されます。

マウスカ ソル位置は、カーソルの表示状態に関係なく取得できます。

マウス力 ソルは、マウスガ移動されると直ちに移動されます。

マウスの移動により力 ソル座標ガスクリーン内に設定されている移動領域を越える場

合、カーソルは移動領域内の最も近い座標に位置｛寸されます。

｜マウスカーソル位置の設定 ファンクション州 ！

直二量ヨ マウスカーソルを指定位置ヘ移動します。

区二E A×＝4 
C×＝水平方向の座標

D×＝霊直方向の座標

直二E なし
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直二言日 指定される位置ヘマウスカーソルを移動します。

指定される水平方向E安定は霊直方向の座標ガ、移動可能な領E裁を越える場合、マウス力一

ソルは、移動領域内の最も近い位置ヘ位置叶けされます。

マウスカーソルは、指定位置へ固定することはできません。マウスカーソルは、マウスガ

移動されると直ちに移動されます。

マウスカーソルの移動領践は、フ戸ンクション 10Hで設定される領域を示します。初期化

後の移動領域は、スクリーン全体ガ設定されています。

スクリーン全体ガマウスカーソルの移動領域の場合に、指定可能な座標範囲を次に示しま

す。

水平方向 0～639 

垂直方向 200ラスタモ ド時 O～199

400ラスタモード時 O～399 

｜左ボタンの押下情報の取得 フpンクシヨン刷｜

直3司 左ボタンガ仰された回紋と最後に押された位置を得問。

区二E A×＝5 

直二E A×＝左ボタンの状態
o：放されている。
-1：押されている。

B×＝左ボタンガ押されだ回数

C×＝左ボタンガ震後に押された跨のマウスカーソルの水平方向の座標

D×＝左ボタンガ最後に押された時のマウスカーソルの霊直方向の座標

直二重日 このフ戸ンクションまだは、初期設定ガ行われだ時点より、左ボタンガ押され芝回数と、

在ボタンガ最後に押された時点のマウスカーソル位置ガ、水平方向と垂直万向の座標で取得

されます。まだ、；£ボタンの現在状態ガ、「押されている」ま芝は、「離されている」のいず

れかで取得されます。

10-26 



10. 9 マウスドライノ〈

｜在ボタンの解放情報の取得 フpンクシヨン 06HI 

直二E 左ボタンガ離された田敏と最後l之押された位置を得ます。

区二E A×＝6 

匝二E A×＝左ボタンの状態
o：離されている。
-1：押されている。

B×＝左ボタンガ離された固叡

C×＝左ボタンガ最後lこ離された時のマウスカー、ノルの水平方向の座相模

D×＝在ボタンガ愚後lこ隊された時のマウスカーソルの霊直方向の座標

直三重日 このフ戸ンクションまだは、初期設定ガ行われ芝時点より、在ボタンガ離され疋回数と、

さEボタンガ貴重後｜こ離されだ時点のマウスカーソル位置が、水平方向と垂直方向の座標で取得

されます。言安定、 ::cボタンの現在状態ガ、「押されている」まだは、「離されている」のいず
れかで取得されます。

｜右ボタンの押下情報の取得 ファンクション 07H]

直二量ヨ 右ボタンガ押された回数と最後lこ押された位置を得問。

区二E A×＝7 

直二E A×＝右ボタンの状態
0：服されている。

-1：押されている。

B×＝右ボタンガ押された回数

C×＝右ボタンガ費量後lこ押された時のマウスカーソルの水平方向の座標

D×＝右ボタンガ愚後lこ押された時のマウスカーソルの垂直方向の座標

直二E このフ戸ンクションまだは、初期設定ガ行われ芝時点より、右ボタンガ押され定回数と、

右ボタンガ最後に押されだ時点のマウスカーソル位置が、水平方向と垂直方向の座標で取得

されます。ま芝、右ボタンの現在状態ガ、「押されているJ まだは、「離されている」のいず

れかで取得されます。
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右ボタンの解放情報の取得 フコフンクション 08H

直=ru 右ボタンガ離された固叡と最後に押されだ位置を得ます。

区二E A×＝6 

直二E AX＝石ボタンの状態
0：離されている。

-1：押されついる。

B×＝右ボタンガ離された回数

C×＝右ボタンガ最後！こ離された時のマウスカーソルの水平方向の座標

D×＝右ボタンガ最後I~離された時のマウスカーソルの垂直方向の座標

直三回 このフ戸ンクションまたは、初期設定ガ行われだ時点より、石ボタンガ離され芝回数と、

右ボタンガ最後に離された時点のマウスカーソル位置が、水平方向と垂直方向の座標で取得

されます。また、右ボタンの現在状態tf、「押されている」まだは、「離されている」のいず

れかで取得されます。
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10.9 マウスドライノ〈

l力一、ノj ファンクション馴l
亙~ マウス力一ソルの形状を設定します。

区二E A×＝9 
B×＝マウスカーソル基準点の水平方向の座標 O～15 

C×＝マウスカーソル基準点の垂直方向の座標 O～15 

Es:o×＝マウスカーソルの形状テータの先頭フコドレス

直二E なし

直二言日 マウスカーソルの形状と基準点を設定します。

マウスカ ソルは、水平方向16ドット、垂直方向16ドットの四角形で、背景表示との×OR

により描画されます。マウスカーソルの形状を2進数で表現すると、 Tガ点灯されるドット

を示し、 0は消燈されるドットを示します。

マウスカーソルの基準点とは、水平方向ガさE漏よりOから旬、垂直方向ガ上漏よりOから

15の座標内のTドットを示します。基準点は、マウスカ ソルのドットの点灯状態に関係な

く、在上白掃を co、0）とする基潅点の座標系で設定します。
初期設定より設定されるマウスカーソルの形状を示します。基準点は、 co、0）に設定さ
れています。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9101112131415 2進敏 16進数
0 .口口口口口口口口口口口口口口口口 oc:c:ioooB. COOOOOOOB 0 0 H. 0 0 H 

1 .ロ・・・・・・・・口口口口口口口 。竹1竹11B. 1 OC JOOOOB 7FH.80H 
2：口・・・・・・・口口口口口口口口 01竹竹竹B.OCOOOOOOB 7FH.OOH 
3：ロ・・・・・・口口口口口口口口口 011111108. CJJOOOCOB ?EH.OOH 
4：口・・・・・・・口口口口口口口口 凶竹竹118.OCOOOOCDB 7FH.OOH 

5：ロ・・・・・・・・口口口口口口口 01竹竹竹B.100COOODB 7FH. 8 OH 

6 口・・・・・・圃・・口口口口口口 m竹竹竹B.110COOOOB 7 FH. C 0 H 
7 口・・口・・・・・・・ロロ口口口 0110竹118.1竹000008 6 FH. E 0 H 

日 ロ・口口口・・・・・・・口口口口 010CD1竹B，竹1100008 4 7 H. F 0 H 

g 口口口口口口・・・・・・・口口口 00000011B.11111000B 0 3 H. F 8 H 

10・口口口口口口口・・・・・・園口口 。DOOD001B，刊竹竹OOB 01 H.FCH 

11 口口口口口口口口・・・・・・・ロ OOOOCOOOB，竹1竹竹OB OOH.FEH 

12 .口口口口口口口口口・・・・・口口 。OOOCOOOB.011111008 OOH.7CH 

13・口口口口口口口口口口・・・口口口， OCOOOOOOB. 00111CCOB 0 0 H. 3 8 H 
14 口口口口口口口口口口口・口口口口 ODOOOOCOB. 000100COB 0 0 H. 1 0 H 
15・口口口口口口口口口口口口口口口口 OOOOOCOOB. COOOCCOOB 0 0 H. 0 0 H 
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（マウスの移動距離の取得

直~ マウスの移動i2厳を取得します。

区二E A×＝11 

直二E C×＝マウスの水平方向への移動距離 -32768～32767 
D×＝マウスの霊直方向への移動距陸一32768～32767

ファンクション OBH¥ 

直二面白 マウスの移動開始点よりマウスガ移動されだ方向を、水平方向と垂直方向の相対距離によ

り取得レます。マウスの移動開始点は、このファンクションき安定は、初期設定ガ行われ芝時

点でのマウス位置が移動開始点として設定されます。

マウスの移動距離は、マウスの移動時に発生されるパルス叙の塁計で表されます。水平方

向の相対万向は、マウスの移動開始点より石ヘ移動されだ場合ガ正万向になります。垂直方

向の棺対方向は、マウスの移動開始点より手前ヘ移動された場合ガ正方向に怠ります。

直二重ヨ マウスの移動距離とマウスカソルの移動距離とは異なります。マウスカーソルは、マウ

スより発生されるパルスに対する比率で移動します。

ユーザ定義サブルーチンの呼出し条件の設定

直二E ユーザ定義サブルーチンと呼出し条件を殻定します。

区二E A×＝12 
C×＝ユーザ定義サブルーチンの呼出条件

ピット0 マウスカーソル位置の蜜化

ピットT 左ボタンの押下

ピット2 左ボタンの解般

ピット3 右ボタンの押下

ピット4 右ボタンの解般

ES:D×＝ユーザ定義サブルーチンの戸ドレス

直二E なし
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10.9 マウスドライパ

直=:iJ 呼出条件とユーザ定義サブルーチンガ位置する戸ドレスの設定をします。その後に、マウ

スを＠出条件と一致する操作を行うと、ユーザルーチンガマウスドライバよりCALLFA円

により昨び出されます。

呼出条件には、 5つの条件ガ割り当てられています。呼び出しを必要とする条件の、すべ

ての該当ピットlこ「T」の設定を行い、必要でない条件のピットには、「O」を設定します。

ピット4からピットOのすべてが「O」であれば、ユーザルーチンの呼び出しは行われませ

ん。

ピット15からビット5には、呼出条件ガ割り当てられていません。割り当てのないピット

はOに設定してください。

ユーザ定義サブルーチンは、設定され芝呼出条件のTっか一致すると呼ばれます。ユーザ

ルーチンは、システムの割り込みを利用して呼ばれますので、 LI)!,要最低限の処理時間で実行

を行い、スタッフを多用する場合には、ユーザルーチン内lこスタック領域を確保してくださ

い。ユーザルーチンの先頭と最後で、スタック以外のレジスタの保存と復帰を行う必要はあ

りません。

ESレジスタとOSレジスタの値は不定です。必要！こ応じて、ユーザルーチン内で設定して

ください。

ユーザ定義サブルーチンよりマウスドライバへは、 RET FARによりもどってくださ

し1。

マウスドライバよりユーザルーチンヘ渡される情報：

A×レジスタ＝一致しだ条件 T：マウスカーソル位置ガ変化しだ。

2：：主ボタンガ押された。

4：；主ボタンガ離されだ。

8：石ボタンガ押され定0

1 6：；古ボタンガ離され定。

BLレジスタ＝をボタンの状態 0 : i縫されている。

T：押されている。

BHレジスタ＝右ボタンの状態 0：離されている。

-1：押されている。

C×レジスタ＝マウスカーソルの水平座標

D×レジスタ＝マウスカーソルの垂直座標
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マウスカーソルの移動比率の設定 ファンクション OFH

直ご雇ヨ マウスカーソルを8ドット移動するのlこ要するパルス数を設定します。

区二E A×＝15 
C×＝マウスカーソルを、水平方向ヘ8ドット移動するのに要するパルス数

D×＝マウスカーソルを、霊直方向へ8ドット移動するのに要するパルス数

直二亙 なし

直二量日 マウスドライバは、マウスを移動させると発生するパルスと移動比率により、マウス力一

ソルのスクリーン上の位置を求めます。

移動比率は、マウスカーソルを8ドット移動するのに要するパルス数を示します。初期設

定後の水平方向と霊直方向の移動比率は、 8c 1 / 'iJlノス／ドット）Iこ設定されます。

｜水平方向のマウスカーソルの移動範囲の設定

直二重E 水平方向のマウスカーソルの移動範囲を設定します。

区ごE A×＝16 

ファンクション 10H1 

C×＝マウスカーソルガ水平方向に移動可能な最小座標 O～639 

D×＝マウスカーソルガ水平方向lこ移動可能な最大座標 O～639 

直二記 なし

直二量日 マウスカーソルの基準点ガ、水平方向に移動できる範囲を設定し制。

移動範囲は、最小座標と最大座標で設定します。 C×レジスタにD×レジスタより大きな｛直

1J設定されると、 D×レジスタの値ガ最小座標に、 C×レジスタの｛直ガ最大座標として設定さ

れます。

移動範囲に、スクリ ンの大きさを越える値ガ指定されると、スクリーンの最大座標ガ、

マウスカーソルの移動範圏の最大座標に設定されます。
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垂直方向のマウスカーソル移動範囲の設定 ファンクション 11H

画ヨ訂 霊直方向のマウスカーソルの移動範囲を設定します。

区二E A×＝17 
C×＝マウスカーソルガ垂直方向lこ移動可能な最小座標 O～399 

D×＝マウスカーソルガ垂直方向に移動可能主主最大座標 O～399 

回二E なし

直二重日 マウスカーソルの基準点刀、垂直方向に移動できる範囲を設定します。

移動範囲は、最小座標と最大座標で設定します。 C×レジスタにD×レジスタより大きな値

ガ設定されると、 D×レジスタの値ガ最小座標に、 exレジスタの値ガ最大座標として設定さ
れます。

垂直方向の移動範囲に、スクリーンの大きさを越える値ガ指定されると、スクリーンの最

大座標ガ、マウスカーソルの移動範囲の最大座標に設定されます。

恒三竺カーソル描画プレーンの設定

直二E マウスカーソルガ描画されるブレーンを設定します。

区二E A×＝18 
B×＝マウスカーソルの描画ブレーン

回二日 怠し

0：ブレーン0（青色）ヘ描画する。

1：ブレーン1 （赤色〉へ描画する。

2：ブレーン2（緑色）ヘ描画する。

3：ブレーン3（灰色）ヘ描画する。

ファンクション 12H]

直二量日 マウスカーソルを描画するプレンを設定します。 B×レジスタに範囲を越える値ガ指定

されだ場合には前回のブレーンガ保持されます。

マウスカーソルの表示色はパレットヘ設定されている色で行われますので、指定されるプ

レ ン色で表示されない場合ガあります。

ブレーン3(intensity）は表示色の明るさを示す機能を持っています。／＼lノットとブレ

ーン色ガ一致する場合に、ブレーンO、T、2ガ描画ブレーンに設定されると、マウス力一

ソルはそれぞれ暗い青色、赤色、緑色で表示されます。まだ、描画ブレーンにブレーン3ガ

設定されると、マウスカーソルは灰色で表示されます。
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第11章
外字

漢字コード一覧表にない文字や記号を作成、あるいは、コード表の文字を変更し登録することガできま

す。登録されだこれらの文字を外字と呼びます。

量豊録できる外字のパターンは2種類あり、ディスプレイに表示できる文字のパターンは、 16×16ドット、

プリンタに出力できる文字のパターンは、 16×16ドット、 24×24ドットとなります。（下表参照〉

表示パターン（ドット〉

漢字I16×16 
印字パターン（ドット〉

16×16、24×24

外字I16×16 16×16、24×24

GAUiユーティリティでパターンをシステムとプリンタ卜ごライパヘ登録し、漢字と同じ扱いで表示、印

字を行うことができるようになります。

このようにして登録できる文字パターン数はファイル〈後述のフォントファイル〉ひとつあだり最大256

文字までです。

［注意］

プリンタドライバガ惇在しない場合は、表示用外字も含め外字の登録は行えません。

11.1 外字フォントの入力と使用方法

外字フォントを使用するlこは、次の手順で、外字パターンを登録しきます。

・GAUiユーティI）ティで外字フォントを画面上で編集、作成します0

・画面上で作成しだフォントパターンをメモリヘ仮登録します。〈登録／削除コマンド〉

－メモリ上ヘ仮登録しだ外字データをディスクヘ更新させ、フォントファイルを作ります。複

数個のフォントフコフィルを作ることが可能です。〈終了コマンド〉

・CONFIG. SYSフコフィルにプリンタデバイスドライバのフpイル名、フォントフコフィル名、

外字の文字数をMKCNFユティリティあるいは、 EDLINで登録します。（最初のみ〉

－この後、 MS-DOSを起動させることにより、「外字の組み込み」は、終了します。

登録され定外字を使用するには、漢字と同じ扱いで使用することができ、コード入力で入力します。〈漢

字の入力については、オーナーズマ二ユ戸ルの第7章「かな漢字変換機能」の項目をお読みください。〉
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第11章外字

外字フォント作成処理の流れ

／ 

百＼
／／／ 

仮登録工リア
CRAM) 

預 J~ライパ

印字フォントの作成

［反車司、［回章司、〔栢動］、［）肖去］

［変換］

回よ口
ひとつのファイルで最大256文字

フコヲイルの大きさは登録する文字数により

変わります。

11. 2 外字ユーティリティの起動と外字フォントの作成

外字ユーティリティの起動

外字ユティリティは次の書式にし疋ガい起動、実行させます。

［注意］

このユーティリティはグラフィックVRAMを利用して動作しています。しだがって、VRAM上lこRAM

ディスクガ確保されており、 640×400×旬色の表示周領域ガ確保できない場合は使用できません。

但し／Sスイッチを指定しだ場合はグラフィツクVRAMを使用しないため動作します。

亡霊三口 GAUi ［〈フ戸イル名〉〕〔／SJ〔／OnJ

ファイル名（フォントファイル〉を指定すると指定し疋フォントフコフィルを読み込みその内

容を修正することガできます。

/S /Sスイッチを指定すると指定されたファイjレ（フォントフ戸イjレ〉をシステムに登録

します。フフフィル名を省略すると、、GAUl.FNT＂で登録されます。

/On Onスイッチを指定すると印字用フォントの構成ドット数ガ選択できます。 nの値は16

まだは24で、省略すると24ガ指定されたとして24×24ドットの臼字フォントガ作成可

能となります。16×16ドットのプリンタを使用する場合lこ／016を指定してください。
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11.2 外字ユーティリティの起動と外字フォントの作成

［注意］

システムに登録できる外字の文字数は現在システムに組み込まれている文字数分です。

［例］

GA IJ I 
フォントの編集を行いフォントフコフイんを新規lこ登録します。（印字フォントは24×24)

GA IJ I /Dl 6 
フォントの編集を行いフォントフ戸イルを新規に登録します。（印字フォントは16×16)

GA IJ I ABC 
ABC.FNTというフォントフフフィルを読み込み、編集します。フォントフコフィルABC.

FNTのフォントを編集することができます。

GAIJI SYSTEM 
現在システムに登録されているフォントを読み込み、編集します。

従って外字フォント作成時SYSTEMというフ戸イル名での登録はさけてください。

GAIJI /S 
フォントファイル CGAUI.FNT）をシステムに登録します。

GAIJI ABC/S 
ABC.FNTをシステムに登録します。

外字フォントフフヲイル

MS-DOSのGAUiユーティリティで作成される外字フォントファイルは、同梱の日本語ワードプロセ

ツサにて作成される外字フォントフ戸イルと互換性を持っています。すなわち、 GAUiユーティリティで

作成しだ外字フォントフフフィルを日本語ワードプロセッサで使用したり、日本語ワ ドプロセッサで作成

し定外字フォントフコフィルをシステム CMSDOSやBASICなど〉で使用することも可能です。

どちらも、デフォルトの外字フォントファイル名は＂ GAk.JI.FNT"です。

疋だし、日本語ワードプロセッサで使用している外字コードは、システムで使用しているコードとは異

なっているだめ注意ガ必要です。

a;芝、使用可能な外字の委主ガ日本語ワードプロセッサとは異なります。

MS-DOSの外字フォントファイル . 256文字

日本語ワ ドプロセッサの外字フォントフココイル： 470文字

コードと使用可能な外字の関係を次の図に示します。

GAU口一ティりティで編集・登録・削除などの処理が可能なのは256文字目までのデータに対してで

す。

［注意］

プリンタにMZ-1P06C16ドットプリンタ〉を使用している場合、／016を指定して作成し定外字フォン

トフ戸イルは同梱の日本語ワードプロセッサでは使用できません。
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第11章 外字

MS-DOSの外字フォントファイルと日本題ワードプロセツサの外字フォントフフコイルとの違い

・7821 I・7921
～・787E I～・797E

MS-DOSの外字フォント
，①88 01 

フ戸イル〈裏本コードは｜
｜ ～088-94 

シフト.JIS)

t:>.EC9F I t:>.ED40 
～t:>.ECFC l～.o.ED7E 

、、

256個

、、
「一ー一一ー－ーー ーーーーーーーー

日本誌ワードプロセツ':t:
基本コードは区点コードL ＝〉

L＿ーーーーーーーーーーーーーーーー

・7A21
～・7A7E

090-01 
～090 94 

6E09F 
～aEOFC 

11-4 

• 7821 ・7C21
～・787E ～・7C7E : 

091 01 ①92何日1
～091 94 ～092-94 I 

凡例

• .JISコード

＠ 区点コード

t:;. シフト.JISコード

.JISコード ～7C64 

区点コード．～9268

シフト.JISコード ～EEE2 

• 7021 ・7E21
～・707E ～・7E7E

093-01 094 01 
～①93 94 ～094 94 

凸EE40 I t:;.日 I I AE開 ｜ ム刊
～企EE7E ～企EEFCi ～AEF7E ～AEFFC 

ーーーーーーー~

470個



外字ユーティリティの起動と外字フォ ントの作成11.2 

外字フ方ントの作成

カーソルキー、テンキー、~キーにより、表示用およびE口調の外字フォントの作成、編集を
行うことガできます。

..  週l
[]LID 

喧LliJ
[JK::XJ 

Eと二E
Eこ二重ヨ
E三二重訂
匿豆Z画
rn=二百

[¥IX.XXl 

ULIJ 

〈〈外字登録ユーティリティ〉〉

回目

カーソルキーを使い目的の機能ヘ反騒表示を移動させリターンキーで選択しきます。

目、回、キーで画面右端の各機能を、回、巴で表示フォント編集画面、印字フォント編集画面を

選択することガできます。

,, /, 
← → ． 
' ' 

/, '¥.., 

－編集カーソルの移動

右のようにテンキーを用いて移動させます。

－ドットのセット、リセット

セットの状態で[QBAE8Jキーを押すとリセット、
1）セットの状態で~豆田キーを押すとセ、yト状態となります。

・・
円一
－－

－．－ ・－－

．．．．．．．． 

・－－－．－
 －．－
 ．－・－．
－
 

－．－ 

－・－
－・－
－・ －
．・－

口→→移動－・ －
－・－
－・ －
－・ －

－フォントの作成

mM豆田キーを押してドットをセッ
トし、そのまま宣亘:E8Jキーを押し
なガら巨コキーを押すと右の図のよう

lこドットガ作成されていきます。

－・・・－・・・－
．・・・－・・・－
－・・・－・・・－
・・・・・・ －・・・ －

・・回
．．．．．．－．．．－ 
－・・・ －・・・ －
．・・・－・・・－

－・・・－・・・－
．．．．－・・・－
－・・・－・・・－
・・・・・・ －・・・ －
回・・・・・－・・・ －
．．．．．．－・・・－
－．．．－．．． － 
．・・・－・・・－

11-5 

~豆田キーを押してドットを I）セ
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去されていきます。



第11章外字

仁豆ヨヨ仁亘豆コ
表示問フォント（左側〕と印字問フォント（右側〉の状態を表示します。

仁~
~を選択し、回キーを押すと、現在、

入力、編集している表示用フォントあるいは、

印字用フォント編集画面のいずれかのドットパ

ターンガ反軍します。

領域指定lこより指定しだ部分だけを反転する

こともできます。

仁亙亙コ
霊童日を選択しテンキーで平行移動させる

ことができます。

万向はフォント作成時と同じです。

例は、回キーを2回入力しだときです。

直霊日ガ選択されているときは、編集力 、ノ

ルを動かすことはできません。

仁亘豆コ
直重ヨを選択し匝］キーを押すと、現在、入

力編集している画面のドットパターンガ90・回

転します。 T 回~~ーを押すごとに反時計方

向｜こ90°回転します。

・－－－．－
 
－．－
 
．－・－．－
 ．．．．．．．．． 
・－－－．－
 
－．－
 
－．
－－
 

－．－
 

．．．． 
－－
 
．．
 
－
 ．－－・．－－．－ 
－．－－ －．－
 
－．
 

．
 
．．． 
－
 

．．
 
－
 ．－－・．－－．－ 
－．
－
 

・－－－．
 

．
 
．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． 

．
 
．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． ．．．． 

．
 
．．． 
－
 

．．
 
－
 ．－．－． 
－－－．－ 
－．－
 
．－
 

．．
 

・－－
．
－
 

－．－
 ．－・－－．－．－ ．
． 
－
 ．．
 
。．－－－

仁亙三コ
~を選択し回キーを押すと、 現在、入力、 編集している表示即日字用フォントの編集画面を

すべて消去します。

消去を実行する前lこ、確認のメッセージガ表示され、 Yまたはyを入力することにより実行されます。

領域指定で指定しだ部分だけを消去することもできます。
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11.2 外字ユーティリティ の起動左外字フォントの作成

直璽誼
反車置と消去の機能については、領域指定をして部分的な反転、消去を行うことガできます。

① フォント編集画面で指定しだい領威の頂点にカーソルを移動します。

②固＋回（テンキーの0）を押します。ーレの一町賭して問広まります。

＠編集カーソルの移動と同じようにテンキ を使って領域指定のカーソルを移動します。このとき、

指定領減は枠で固まれます。

④領域指定ができ定らロコ、じEキーで医記肢は園芸己を選択し、［亙キーを押します。
領域指定しだ部分ガ反転ま芝は消去されます。

凪

匡＆］＋囚を押す

図 T

園

． 
領域指定カーソルを移動

して領践を指定する。

図2

匡豆ヨキーで処理を中止して、もとの編集画面にもどります。
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仁互豆コ
参照モ ドは、一般の漢字や作成済みの外字のフォントを参考lこ修正を加えることにより、目的の外

字を効率的に編集できるようにした機能です。

〈〈タ｝字登録ユーティリティ〉〉

参照モードには、一般参照と外字参照の2種類あります。

・一般参照 ：漢字ROM中のフォントを参照します。

・外字参照 ・編集中の外字ファイルの外字フォントを参照します。

E亙重罰

[VX.XXl 

直二重2
rn=IIiJ 
~〕

CiOIJ 
E置・E圃
erご亙〕
E三二重司
匿豆Z翻
rn::二E

一般参照を選択すると、次のような入力欄ガ表示されるので、回目キーにより入力万法を選択し、

データを入力しだ後、［亙キーを押しぎす。

参照文字

コード入力 ：

区点入力 ：区 点

・「参照文字」は、 MS-DOS1J提供する匿~＋［亙亙または匪~＋軍Eによるかな漢字変
換機能で文字を入力します。参照される文字は先頭の全角f文字です。

入力の方法lこついては、オーナーズマ二ユ戸ルの第7章「かな漢字変換機能」の項目をお読み＜芝さ

し1。

・「コード入力」は018コード入力、まだはシフト018コード入力を行います。

．「区点入力」は、018区点コード入力を行います。

土記各データ入力中は、軍童日キ一、 [22日＋ l宗~Dキーが育効です0
．匡司キーで処理を中正して元の画面に戻ります。
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11.2 外字ユーティリティの起動と外字フォントの作成

E霊圏
外字参照を選択すると、表示用外字の一覧を表示します。

カーソルキ一、回キーで選択します。

くくヲ｜宇登録ユーティリティ〉〉

｜表不用タ惇参照 。7トJIS:i』ド）｜
.EC9F ーEml .E印l .ECA2 .E印3

~ 回 国 回 回

E印7 EC陥 Eα冶 EC舶 ECAB 

E印F EC凶 EC Bl ECB2 ECB3 

ECB? EC関 EC閃 ECilA ECBB 

ECBF Eα：8 Eα1 Eα2 ECC3 

[VX.XXJ 

.ECA4 .ECA5 .EC俗
回 阪l ~ 

ECOC E凶D E印E

ECB4 EC防 ECB6 

ECBC ECBD ECBE 

EC臼 EC白 EC白

コ〉トロール＋↑ ：前画面．コ〉トロ－JI,＋↓ ：次画面， ESC：編集画面へ

カーソルの移動は、現在表示中の画面lご限ります。画面を変えるときは日三に＋ロコキーで前画面

へ、固十回で、次の画吋ります。 一

匡亘ヨキーで処理を申立して、もとの編集画面ヘ戻ります。

現在、編集中の画面へ、参照フォントを呼び出し芝ときは、表示申のフォントlご重ね合せられます。

［注意］

一般参照は、表示用フォント編集画面のみに行なわれます。

外字参照は、表示用フォント、ED字用フォント編集画面の両方に対して行われます。
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第11章 外字

仁互豆コ
16×16ドットの表示用フォントを、24×24ドットの印字用フォントヘ変換、あるいはその逆に、 印字

用フォントヘ変換することができます。

く4外字登録ユーティリティ〉〉 [VX.XXl 

．．て吾吾吾

・・・・・・－－・・・・・・・－・－－・・・・・・・・ ・．．．．．．．．．．． 
－・・・・・・・・・・・・－••••••••••••••• 1eeeeeeeeeeeeeeee 
·• ...・－・
．ー ー・・・・・－・－．．．．．．－・－・－
．－ ・・・＠・・－・－
－・－・ －・－－・－－・ .. ・－
・・・・・・・・・・・・－
E誼箇薗 d堅

•• ，ー．． ・・．. . . . . . . ・.• . ー・ •.• －－・ ・.. ・・e－ －－－ －－－ーー・．ー・．ー・．ー.. • . 目．一・．． 一.. . .・．．．• ・• ・・・・ － ・－．．． ・．．． － － － － ーー・ ー．一ー．．．．．．．．．
ー・ー ・ー．・・・・ー・ ．．． ー..・．．． ．． ．．．・・・.... . . . . 

－．－－．． ・．
－－・ー . . .. 

・ー・・． ．...・，

日E豆ユ

直二重2
rn:::豆田
直Lli:l
[Lfil 

rn=二~
E置IE'I
E三二豆］

匿豆Z四
区豆二コヨ

「表示→ED字」を選択すると、表示用フォント固面の内容ガ変換されて、印字用フォント画面へ表示さ

れ、「印字→表示」ガ選択されると印字用フォント画面の内容ガ変換されて、表示用フォント画面に表示

されれす。

このとき、車言送先の表示フォントに対して重ね合わせは行いません。

印字用フォントガ16×16ドットのときは、変換を行うと表示問フォントと印字用フォントガ同じにな

ります。

匡司キーで処理を中正して、もとの編集画面に戻ります。

仁三豆コ
現在、参照、編集中の外字データフコフィルのタト字フォントの一覧表を表示あるいは、印字します。

〈〈外字登録ユーティリティ〉〉 [VX.XXl 

園田 匡~

直二E
B玄豆E
直亡E
~ 

Zこコ司
区ζ二JI]

－蓮
匿霊Z掴

[]L二ヨコ

一覧表の表示には、「表示用外字一覧表示ム「印字用外字一覧表示」 「印字用外字一覧臼字」 ガあり、

カーソルキ一、~キ で選択することができます。
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11.2 外字ユーティリティの起動と外字フォン トの作成

f一覧表表示例］

〈〈外字登録ユーティリティ〉〉 [VX. )0() 

｜奉2E1B2ト字一室蓋亙（シ7~JISチド）｜

.EC9F .EC的 .ECAl .ECA2 .E凶3 .E凶4 .ECA5 .ECA6 

d’ 図 回 回 回 回 阪］ ~ 

ECA7 EC的 EC的 EC船 E田B ECAC ECAD E凶E

E凶F ECB0 EC Bl ECB2 Eα3 EC!l4 ECB5 EC関

ECB7 ECB8 EC凹 ECBA ECBB ECBC ECBD ECBE 

ECBF ECC0 ECCl Eα2 ECロ ECα ECC5 ECC6 

カトロ－JI,＋↑：前画面，コ〉トロ－)I.＋↓：次画面， ESC；編集画面へ

~＋白キーで前画面、匡E十日で次画面を表示します。

［一覧表印字問］

シフト018コ ドの前に・ガ日字されているものは、登録済みを表わします。

＝
＝
＝
＝
E
 

q
J
n
u
今

J
n
n
q
J

a
m
a
n
n
u
n
n
nし

p
u
p
u
p
u
pし

F
U

E
L
P
r
u
w
b
n
E
P巳

．
 

回＝
E

z

－－一一
E

＝
＝
＝
＝
－

q
4
a
n
9
4
a
a
q
4
a
n
今

4
A
m
q
4

・AAl

a
n

－－”
u
u
n
m
u
nし
円
し

n
u
n
υ
n巳
円
巳

PFL

P
u
p
u
p
u
nし
円
し

P
U
F
U
Fし
円
し
円
し

Fし

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

回＝
置
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

‘an
w
，e
a
nヲ
・
2
0ヲ

a
l
nヲ
・
E
nヲ
・
1

・na
n
n

”n
n
nし

p
b
n
u
n
u
n
E
P
E
nr

p
u
p
u
p
u
pし
円
し

p
u
p
u
p
u
pし

p
u
p
u

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

．
 

回＝
＝
謂
＝
＝
z

z

＝
＝
＝
＝

n
u
o
o
n
u
am
U
A
U
Q
o
n
U
06
n
U
0
6
n
U
 

‘A
a
n
u
u
n
n
円
し

n
u
n
u
n
υ
P巴
ド
巴

p
r

n
u
p
u
p
u
pし
戸
し

p
u
p
u
p

－up
u
pし
F
U

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
 

－
 e
 
＝
＝
＝
＝
＝
a

Z

2

＝＝＝ 

ゎ
r

マ，仁
r

マ’
n
r

守’
u
I

マ’
n
r

守’T
r

nヲ

A
n
a
n
n
n
n
o
p
b
p
u
n
υ
n
u
P
E
E
L

F
b
p
u
p
u
Fし

n
u
p
u
p
u
F
U
Fし
円
し

F
U

E

E
ビ
E
E
E
E
E
E
E
－－

．
 

.ECA4＝回 .ECAS＝閥 .ECA6=,
ECAC= ECAD= ECAE= 
ECB4= EC日5= ECB6= 
ECBC= ECBD= ECBE= 
ECC4= ECCS= ECC6= 
ECCC= ECC日＝ ECCE= 

ECD5= ECD6= 
ECDD= ECDE= 

匡司キで処理を中正して、もとの編集画面へ戻ります。〈プリンタ出力も中止します〉
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第11章 外字

｜登録／削除｜

画面上で編集し疋苔フォントを仮登録工リヌに登録しだり仮登録工り戸に登録されだフォントを削除

したりします。

ディスクへの登録、更新は〔終了〕で行います。

〈〈ヲト字登録ユーティリティ〉〉 rvx. lO(] 

I~惇登録首l除〈シ7トJIS叶’〉｜ ［登録外字内容］

.EC9F .Eα冶 .ECAl .Eα~ .EC伺 .ECA4 .Eαぉ .Eα'6 
~ 国 回 回 回 回 総］

' ECA7 Eα18 Eα¥9 Eα愉 ECAB Eα~ E印D ECAE 

ECAF ECB0 ECBl EC殴 ECB3 ECB4 EC防 ECB6 

EC87 EC関 EC閃 EC凶 ECBB ECBC ECBD EGBE 

ECBF Eα8 ECCl ECロ ECC3 Eα4 EC白 Eα6 

コ〉トロ＋＋？：前画面，コ〉｝ト骨＋ ！：次画面， ESC：編集画面へ

登録／削除ガ選択されますと表示用外字フォントの 覧表示を行います。このとき登録レようとして

いるフォントは画面右上lこ表示されます。

－笠録対象カーソルと登録動作

登録しだいコードヘカーソルを合わせて回キーを押すと、確認のメッセージガ表示されま

す。

登録します．よろしいですかげ／ N)? 

回ガ入力されると登録ガ行われ、国ガ入力されると登録処理ガ中断されます。

カ二三レの移動は現在獄中の画面l調印、画面を変えるときは~＋囚キーで前薗
面、日三Ji:I＋ロコキーで次画面を表示します。

－削除

削除する文字の外字コードにカーソルを合わせ、医亙キーを押すと、画面石上頃示周フォ

ントと印字用フォントガ表示され確認のメッセージガ表示されます。

削除します．よろしいですか（Y/N)? 

回を入力すると、メモリに登録された、フォントを削除します。囚を入力すると処理ガ中

断されます。
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11.2 外字ユーティリティの起動と外字フォントの作成

匡亘ヨキーを入力するともとの編集画面へ戻ります。

外字として登録可能なコード（シフト.JISコード〕の範囲と文字数は決のとおりです。

EC9FH ECFCH 94文字

ED40H～ED7EH 63文字

ED80H～EDE2H 99文字

〈合計〉 256文字

［注意］

作成するフォントフコフィルの大きさを小さくするだめに、なるべく外字コードは小さい順番に登録し

てください。これは重量録されている一番大きな外字コードによって、フォントファイルの大きさガ決

まるためです。 EDE2Hの外字を登録しだ場合、途中に登録文字ガ無くても256文字ガ登録文字数とな

りフォントファイルは最大になります。
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第11章 外字

仁豆ココ
｜登録／削除｜モードで仮登録しだ外字フォントの内容をディスク上のフォントフコフィルヘ更新、まだ

は、システムlこ登録します。そして、登録／更新するフォントフコフィル名を入力します。

〈〈外字登録ユーティリティ〉〉

E誼置置 cm:::豆コ

[VlUO<J 

直二重3
5乞配
置亡霊ヨ

ca::IJ 
Z二］［］
gこ二重ヨ
E 二E
匿霊Z掴

阻・圃

・システムに登録して終了 ：現在起動中のシステムに対して登録し終了。従って、作成した外字を

・フコフイjレ！こ登録して終了

・システムフ戸イルに

登録して終了

・登録せずに終了

電源をOFFするまで、使うことができます。システムに登録し芝とき

は、文字数の制限がつくことガあります。

：ディスク上のフコフィルに更新して終了。フコフィル名入力のとき、参照

のためのフ戸イルガ設定されていれば参照フ戸イル名を表示しきます。

フ戸イル名入力を省略すれば、ファイル名はGAkJI.FNTになりま

す。

：上記2項目の処理を合わせて行います。

：：システム！こ対してもディスクに対しても登録せずに終了します。

ファイル名を入力するときに育効な編集キーは次のとおりです。

軍主日 パックスペース

匡E T文字削除

~＋医！］: 1行j肖去
目、〔ヨ ：カーソルの移動

~＋固空白をT 文字分挿入
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付録
メッセージ一覧

1.イントロダクション

ここでは、 MS-DOSガ表示守る各種メッセージについて説明いたします。

メッセージは、大きくわけて次の2種類があります。

・デバイスエラーメッセージ

各種デバイスに対して読み出し／書き込みを行つ定時、 MS-DOSガ表示するメッセージです0

・一般のメッセージ

コマンドの実行中に表示するメッセージです。エラーメッセージも含みます。

2 .デバイスエラーメッセージ

デバイスに対して読み出し／書き込みをしている最中にエラーが発生すると、 MS-DOSは次のような

形でエラーメッセージを表示します。

〈工ラーのタイプ〉〈デバイス〉〈読込み中〉

中止＜A＞、もう一度＜R＞、無視（I)?

まだは、

〈工ラーのタイプ〉 〈デバイス〉〈書込み中〉

中止＜A＞、もう一度＜R＞、無視〈｜〉？

このメッセージの中で、くデバイス〉はエラーが起きたデバイスを表します。芝とえばuデバイス PRN" 

（プリンタ〉や、、、ドライブ Cソ（ディスクドライブ〉ガ表示されます。

〈エラーのタイプ〉は以下に説明するもののうちのTつが表示されます。

エラーです

このメッセ ジガ表示されたときは、、、A＂まだは＂ R＂を入力してください。

このディスクは扱えません

ディスクに仰のオペレーテインクシステムガあるか、まだは情報ガ足りない定めにディスクのフォーマ

ットを認識できません。このメッセ ジガ表示されだときは、CHKDSKを実行してみてくださいCCHK

OSKについては、第5章を参照してください〉。もし、CHKDSKを実行しても解決しないときは、FOR

MATコマンドでディスクをフォーマットし直してください。だだし、フオ マットを行うと、ディスク」二

のフ戸イルはすべて消去されます。
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付録 メッセージ一覧

シークエラーです

MS DOSはディスクよの情報を見つけられませんでしだ。ディスクガディスクドライブに正しく入っ

ているかを確かめるか、ま廷は別のディスクドライブで試してください。「2.1 デバイスエラーの対応方

法」を参照してください。

セクタガ見つかりません

使用しているディスクに欠陥があるため、 MS-DOSは要求されだ情報を見つけられませんでし定。エ

ラーの起こっ芝ディスクのフコフィルすべてを別のディスクにコピーし、フォーマットし直してください。

データ工ラーです

MS-DOSはディスクから正しくデータを読み込むことガできませんでした。これは、しばしば欠陥の

あるディスクを使用した場合に起こりぎず。メッセージに対して、何度か再試行を試みることにより、工

ラーを補正できることもあります。ま芝、 ＂A＂を入力して処理を中iとすることもできます0 "2. 1 デバイ

ス工ラ の対応方法M を参照してください。

ディスク焚換はできません

許されていないときにドライブのディスクを入れ換えましだ。もとのディスク｜こもどして＂ R＂を入力し

てください。

ドライブの準備ができていません

メッセ ジに表示され芝デバイス（通常はドライブガプリンタ〉は、準備ガできていません。ドライブ

のド戸ガ閉じていない場合は、閉じてから＂ R＂を入力してください。プリンタの場合は電源ガ ONIこなっ

ているかを調べてください。

ドライブ指定が違います

無効なサブユニット数ガデバイスドライバに送られましだ。

ロック違反です

他のプログラムで使用されているファイルの一部を戸クセスしようとレました。＂ A＇’を入力す否か、し

ばらくしてから、R＂を入力して ください。

共有違反です

プログラムガアクセスしようとしたファイルは、現在他のプログラムガ使用しています。＂ A’Jを入力す

るか、しばらくしてから＂ R＂を入力してください。

書込ゐガできません

表示されたデバイスにデータを書き込むことができません。ディスクガ正しく入っているかを確かめ、

"R＂を入力してください。もし、同じメッセ ージガ再度表示されるときは、、、A＂を入力してください o

"2. 1 デバイスエラーの対応方法H を参照してください。

書込ゐ禁比です

ライトプロテクトガ施されているディスクに対して、書き込みを行いました。プロテクトをはずせば書

き込みを行うことができます。
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2.デバイスエラーメ ッセージ

読取りができません

メッセージに表示され疋デバイス（通常はディスクドライブ〉からデータを読み込むことができません。

ドライブlニディスクガ正しく入っているかを確認して、＂R＂を入力してください0 "2. 1 デバイス工ラ

の対応方法II を参照してく定さい。

無刻なコマンドです

メッセージに表示されたデバイスに対して、デバイスドライバl芯不正なコマンドを送りました。

要求形式ガ違います

デバイスヘッダに送るリク工ストヘッダの長さガ正しくありません。

2. 1 デバイスエラーの対応方法

もし、デバイスエラーメッセージガディスクに関して表示されだ場合、、A＂、、 R＂または、 I＂と答える

前lこ、ディスクを入れ換え怠いでくださいいディスク交換はできませんが は除きます〉。

MS-DOSI志、次の応答のうちどれか1つが入力されるのを待ちます。

A 申立 ディスクの読み出し／書き込みを要求しています。プログラムまだはコマンドを終

了させます。

R もう一度 操作を繰り返します。特にエラーガ、、ドライブ指定ガ違いますH や、書込み禁正で

すH の場合に、この応答は便利です。

｜ 無視 エラーを無視して、そのまま処理を続行します。

通常、次の順に返答を入れて、回復を試みます。

R （もう一度紙ゐる）

A （プログラムまたはコマンドを終7し、新しいディスクで試みる）

まだ、次のメッセージガ、欠陥のあるディスクへの読み込み／書き込みに関係して発生する場合ガあり

ます。

ドライブ〈×：〉のファイルフコロケーションテーブルガ無効です

このメッセージは、メモリにあるファイル戸口ケーションテーブルのコピーが、得在しないブロックを

指しているという意味です。使用前に、ディスクガフォーマットされていなかっだ可能性があります。

もし、このメッセージガ続けて表示されるときは、 CHKOS Iくを実行してディスクを調べてください。

CHKDSKについては「第5章 MSDOSのコマンド」を参照してください。

A-3 



付録 メッセージ一覧

3.一般のエラーメッセージ

MS-DOSガ表示する、 一般的な工ラーメッセージについて説明します。

.E×Eファイルのエラーです．

CMS DOSJ 

指定しだ.EXEファイルの内部フォーマットガ正しくありません。

：以下のファイルガ無効または見っかりません： 〈フコフィル名〉

[MS-DOS〕

CONFIG.SYSファイルの中で、無交Bなデバイスを指定しまし定。 CONFIG.SYSフフフィルの中の

DEVICE行を調べてください。

：以下のファイルガ無効または見っかりません：コマンドインタープリタ

〔MS-DOS〕

COMMAND. COMフフフィルガ見っかりません。ファイルガルートディレクトリ上に存在しないか、ま

たはフyイルガ無効です。正しいシステムアイスクで・システムを再起動させ、正しいCOMMAND.COM 

フ戸イルをコピーしてください。

最初にMSDOSを起動し疋ときにCOMMAND.COMの入ってい定ディレクトリガら、そのCOM-

MAND.COMガ削除されてしまっていると、この工ラ ガ生じます。

<xxxx）／＼イト（（xx××）／＼イト申）修復しました．

[Recover] 

何バイト修復司能かを表示します。

（工ラーの型〉工ラー〈読込ゐ中〉

[Print] 

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。
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〈フフフィル名） IこCHOIRできません．

処理を続行できません．

[Chiくdsk〕

3.一般のエラーメッセージ

CHKDSKは、ディレクトリの階層構造を処理しまし乏が、指定されだアィレフトリまで到達できませ

んでした。このアィレフトリ以下のすべてのディレクトリは検査されません。

〈ファイル名） Iこ読取りエラーがありました．

CFC〕［Find]

このディスクは扱えません。

〈フタイル名〉の印刷は取り消されました．

[Print] 

PRINTコマンドで／Tスイッチを指定しだ場合、このメッセージガプリンタに団刷されます。

〈フフフィル名） ld:X個の不連続ブロックを含みます．

[Chkdsk〕

〈フコフィル〉はディスク上で不連続です。

〈ファイル名〉は印刷を待っています．

〔Print]

表示されだファイルは印刷待ち行列中にあります。

〈ファイル名〉はクラスタ×ガ重複してリンクしています．

〔ChkdskJ

それそーれ必要なフコフィルのコピーを作成し定後、重複しているもとのファイルを消去してください。

〈ファイル名〉ファイルガ見っかりません．

[Print〕

指定しだファイルガ存在しません．正確なファイル名を入力してください．

〔MS-DOS〕

フコフィル名ガプリントキュー（印刷待ち行到〉に入っていて、そのフ？イルの印刷ガ開始される前に、

ディスクを入れ換えましだ。プリントしだいフ戸イルの入つだディスつを挿入し、PRINTコマンドで再度

そのフフフィルを指定してください。

〈ファイル名〉を現在印制申です．

[Print] 

表示されだフコフィルは印刷中です。
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付録 メッセージ一覧

一一More-
CMoreJ 

続きを見るために、スペースキーまだは団キーを押してください。

〈．．〉の処理ができません。他の方法を鼠みてください．

[Chiくdslく］

CHKDSKは、階層情造の処理中に親ディレクトリにもどれなくなりましだ。 CHKDSKは、ルートデ

ィレクトリガら下方に向かって探すことlこより、そのディレクトリlこもどろうと鼠みます。

〈．．〉を修復できません．

[ChkdskJ 

親ディレクトリガ不良です。

〈．〉を修復できません。処理を続行します．

〔Chiくdslく］

力レントディレクトリガ不良です。

Oで除算をしました．

CMS-DOSJ 

CPUガディバイドオーバーフローフラグをセットしましだ。通常、プログラムガOで除算し芝ときに表

示されます。

ASSIGNまたはSUBSTされだドライブはフォーマットできません．

[Format] [Sys〕

ASSIGNコマンドで他のドライブlこマップされたドライブをフォーマットしようとしています。

ASSIGNコマンドですべての戸サンイを解除してからフォーマットを行ってください。

BREAKは＜OFF>（または＜ON））です．

CMS-DOSJ 

BREAKの状態を表示します。

COMMAND. COMガ見つかりません．

〔MS-DOSJ

CONFIG.SYS中のSHELLコマンドガ正しくありません。 COMMAND.COMをサーチするよう

DOSに通知すべき位置（／iス〉ガ存在しないか、またはCOMMAND.COMガその指定位置にありませ

ん。
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COMMAND. COMのパージョンガ違います．

COMMAND. COMの入っているディスクをカレントドライブに差し込み、

どれかキーを押してください．

[MS-DOS] 

3.一般のエラーメ ッセージ

メモリの大部分を使用するプログラムを実行し疋場合、 MSDOSはCOMMAND.COM7Jフィルを

ロードし直します。このとき、フコフィルガ貝つからないか、まだはフコフィルガ不良の場合に表示されます。

COMMAND. COMファイルを含むディスクをデフォルトドライブ1こ入れてください。

COMFIG.SYSに無劾怠コマンドかパラメータガあります．

[MS DOS] 

CONFIG.SYSフココイルの中で正しく怠いコマンドガ使われています。正しいステートメントは第9

章を参照してください。

システムディスクをドライブ（X:)12差し込み、

準備できれば＜CR＞キーを押してください．

[Format] 

FORMATコマンドで／Sスイッチを指定しまし疋ガ、カレントドライブに入っているディスクには、

MS-DOSのシステムファイルガ存在しません。表示されだドライブに、システムフコフィルCIO.SYSと

MSDOS.SYS）を含んでいるディスクを入れてください。

DOSのパージョンガ違います．

〔Assign][Attrib〕［Chiくdslく］〔EDLIN][Find〕［Format]

[MoreJ CPrintJ〔RicoverJCSortJ〔SYS〕

上位パージョンのユーティリティは、それ以下のパージョンのMS-DOS上で実行できません。特に

CHIくOSIく.PRINT.SYSは作成されだI吉iJG／＼－ジョンのMSDOSよだけで実行司能です。

ECHOは＜OFF)（または（ON））です．

[MS-DOS] 

現在のECHOの状態を表示します。

FAT書込み申12工ラーガありまし定．

[Chiくdslく］

FATの一部に不完全なセクタガあります。 MS-DOSは自動的に他のFATを使用します。定だし、す

べてのフコフィルを他のディスクに移し芝ほうガ良いでしょう。
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付録 メッセージ一覧

FAT読取り中に工ラーがありましだ．

[Chiくdslく］

FATの一部に不完全なセつタガあります。 MSDOSは自動的に他のFATを使用します。疋だし、す

べてのファイルを他のディスクに移しだほうガ良いでしょう。

FCBガ使えません．〈書込み申〉〈ドライブ×：〉

[MS-DOS] 

デバイス工ラ です0 "2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

FCBガ使えません．〈読込み中〉〈ドライブ×：〉

〔MS-DOSJ

デバイスエラーです。 、、2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

FIND: 〈フフフィル名〉！こ読取りエラーガありました．

[Find] 

〈フ？イル名〉は読めません。

FIND: Ji.ラメータガ違います．

[Find] 

存在しないオプションを指定しましだ。

FIND: Ji.ラメータの数が違います．

[Find] 

コマンド行に指定するオプションガ、多過ぎるか、まだは少主主週ぎます。

FIND：ファイルガ見っかりません．

[Find〕

指定したフコフィルは存在しません。正確なフコフィル名を入力してください。

FIND：文法ガ違います．

[Find] 

FINDコマンド！こ許されない文字到を指定しています。

FORコマンドは入れ子にできません．

〔MS-DOS〕

Ii.ッチフコフィル中のFORコマンドはネステインクすることができまぜん。
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ONまたはOFFを指定しなければ怠りません．

〔MS-DOS〕

3.一般のエラーメ ッセージ

BREAKま疋はVERIFYの指定に誤りがある場合に表示されます。 ONまだはOFFを指定してくださ

し1。

PRINTコマンドの常駐部ガ組み込まれました．

[Print〕

最初にPRINTコマンドを実行しだときに表示されます。PRINTコマンドと同時に他の処理を実行する

ため、 使用可能のメモリガ敏干バイト減りました。

SHAREはすでに組み込まれています．

[Share] 

SHAREの設定は一度しかできません。

SORT：ディスフの容量ガ足りません．

〔Sort]

ディスクガいっぱいです。

SORT：メモリガ足りません．

〔Sort〕

SORTを実行するだめのメモリガ十分ではありません。

VERIFYは（OFF)CまたはくON））です．

〔MSDOS〕

VERIFYの状態を表示します。

新しいディスクをドライブ ex:）に差し込み、
準備ができれば＜CR＞キーを押してください．

〔Format〕

FORMATプログラム実行中に表示されます。 表示されだドライブlこディスクを入れ、何かキーを押す

とFORMAT1.J~開始されます。 ディスクに入っているデータはすべて消去されますので、注意してくださ

l, ＼。
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付録 メッセージ一覧

アロケーションエラーです．サイズを調整しました．

〔Chiくdslく］

ディレクトリlこ示されているフコフィルのサイズガ、そのファイルの実際の大きさと一致しません。

印刷待ちのファイルガいっぱいになりました．

[Print] 

印刷待ち行到はいっぱいです。 ED刷待ち行列のフコフィルの最大獄はデフォルトで10です。 10以上の数を

指定しだい場合、PRINTコマンドで／αスイッチを指定します。定だし、／aスイッチで指定できる最大獄

は32（最少鮫は4）です。

印刷待ちのファイルはありません．

〔Print]

印刷待ち行列は空です。

受け側ディスクにシステム領減がありません．

[Sys〕

転送するディスクにはシステムフ戸イルを作成する空きがありません。すべてのファイルを削除するか、

ま芝は新しいディスクを使用してください。

受け側ディスクをドライブ×： lこ婦入してください．

[OiskCOPY〕

DISK COPYコマンドにおいて、指定し定額送元と範送先のドライブガ同じ場合に表示されます。表示

され芝ドライブに転送するディスクを入れてください。

受け側のディスクをドライブ（X:) Iこ帰入してください．

〔Diskcooy〕

DISKCOPYプログラムの実行中に表示されます。複写先のドライブにフオ マツ卜されたディスクを

入れてください。DISKCOPYで使用する転送先のディスクは、FORMATコマンドでフォーマットされ

ていなければなりません。

エラーガ発見されました．

Fパラメータガ指定されていないのでディスクの修復は行われません．

[ChkdskJ 

CHKDSKにより、ディスクlこエラーが発見されました。／Fスイッチガ指定されていない場合、 CHK-

DSIくは続行されメッセージガ表示されますが、エラーは修正されません。
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工ラーです．〈ドライブx:> ＜書込み中〉
〔MS-DOS〕

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイス工ラーメッセージμ を参照してください。

エラーです．〈ドライブx:)＜読込み中〉

[MS-DOS〕

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

MATコマンドを実行し直レてください。

送り側ディスクと受け側ディスクのフォーマットガ違うので、コピーできません．

CDiskcopyJ 

3.一般のエラーメ ッセージ

DISK COPYの実行は同じサイズおよび型のディスクでなければいけません。例えば、片面のディスク

から画面のディスクへのDISKCOPYはできません。複写元のディスクと同じサイズ、型のフォーマット

されたディスクを用いるか、 COPYコマンドでフコフィルをコピーしてください。

送り側のディスクをドライブ（X:）に掲入してください．

CDiskcopyJ 

表示されたドライブに、コピーするディスクを入れてください。

書込みができません．〈ドライブ×：〉〈書込み中〉

CMS-DOS] 

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイス工ラーメッセージH を参照してください。

書込ゐ禁i上です．〈ドライブx:)＜書込ゐ中〉

CMS-DOS〕

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイス工ラーメッセージ”を参照してください。

環療のためのメモリガ足りません．

〔MS-DOS〕

プログラム環境領域にデータを追加するための十分な余裕がありません。

クラスタ番号ガ不良です．

切り揺てました．

〔Chiくdslく］

ファイルのディレクトリ工ントリガ、データ工リ戸への不正なポインタを持っています。／Fスイッチを

指定することにより、そのフココイルは長さOのフコフィルに切り詰められます。
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付録 メッセージ一覧

警告！ ディレクトリガいっぱいです。

[Recover〕

Jレートディレクトリガいっぱいで、 ROCOVERコマンドを実行できません。いくつかのファイルを削

除して、 空きを作ってください。

警告！ .EXEファイルの読取り工ラー

ファイルのサイズガ狂っています．

[Exe2bin〕

読み込み分か、ヘッダのサイズより小さ週ぎます。これは、単なる警告メッセージです。

現在オープンされているファイルの数ガ多すぎます．

COMMAND. COMガロードできません．

[MS-DOS〕

CONFIG.SYS中のFILESコマンドのパラメタを増やして、 MS-DOSを再起動してください。

現在の時刻はhh:mm: ssです．

[MS-DOS] 

TIMEコマンドを実行しだとき、およびMSDOSの起動時に表示されます。

現在の日付lctyy-mm-dd≪曜日〉）です．

[MS-DOS〕

DATEコマンドを実行しだとき、およびMS-DOSの起勤時に表示されます。

このディスクは扱えません．

続行しますかくY/N)?

[Chkdsk〕

使っているディスクはMSDOSでは扱えません。使用しているMS-DOSのパージョンではサポート

していないシステムのフォーマットで作成されたディスクガ、またはMS-DOSのディスクではありませ

ん。
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3.一般のエラーメ ッセージ

フロッピーディスクに対してこのメッセージガ返されだならば、処理の続行は不可能です。

固定ディスクに対してこのメッセージガ返されだときは、MSDOSIこディスクの特性を通知する情報

ガ破壊されていることを意昧しぎす。この場合も、 CHKDSIくの処理を続けることはできません。

このディスクはシステムディスクとしては使えません．

[Format] 

システムファイルを書き込むトラックが不良てーす。 このディスクドライブ用にしか使用できません。

このディスクは扱えません.＜..読込み中〉〈ドライブx:)

[MS-DOSJ 

デバイスエラーです。、、2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

コピーすることはできません．

〔MS-DOSJ

COPYコマンドで指定し芝、ソ スとデステイネーションのフコフィル名ガ｜司Uです。だとえば、

COPY file1 file1 

を実行すると、 この工ラーが表示されます。

コピー中 ：

CD islくCODY〕

ディスクコピーの実行中に表示されます。

コピーは完了しました．

〔DiskcooyJ

ディスクコピ ガ終了しました。

コピーは完7しませんでした．

〔DiskcooyJ

すべてをコピーできませんでし定。

コピ に失敗しだ受側のディスクの使用は避けてください。

コピー前に送り側の内容ガ失われました．

〔MS-DOSJ

ソースフコフィルとして使用されるフコフィルガ、コピーの完了前に重ね書きされてしまいまし疋。だとえ

ば、

COPY a+b b 

では、 コピーの終る前lこbファイルの内容が破壊されてしまいます。

A-13 



付録 メッセージ一覧

コマンドまたはフコヲイル名ガ違います．

[MS DOS] 

指定したコマンドまたはプログラムガ見つかりません。フフフィル名を間違えだか、フ戸イjしがディスク

に存在しまぜん。

サブディレクトリの指定ガ違います．

[Chkdslく］

指定し芝サブディレクトリ存在しないか、または不良です。入力しだサブディレクトリ名を調べてくだ

さい。

シークエラーです．〈ドライブx:)＜書込ゐ中〉

[MS-DOS] 

デバイス工ラーです。、2 デバイスエラーメッセージ”を参照してください。

シークエラーです．〈ドライブ×：〉〈続込み中〉

[MS-DOSJ 

デバイスエラーです。、2 デバイス工ラーメッセージH を参照してください。

システムガ磁送されました．

[Format〕［Sys]

FORMATコマンドまだはSYSコマンド！こよって、システムフ戸イlレCMSDOS.SYSと10.SYS)

ガ転送されましだ。

システムディスクをドライブ（X：）に差し込み、

どれかキーを押してください．

[Sys] 

SYSコマンドl志、カレントドライブからシステムフコフィルを読み込みます。システムディスクを表示さ

れだドライブa:Iこ入れ、何かキーを押すと、システムコピーが実行されます。

システムを範送するためのメモリガ足りません．

[Format] 

システムフコフィル CIO.SYSとMS-DOS.SYS）の転送には、メモリの惰成ガ不適当です C/Sスイ

ッチ〉。
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指定されたすべてのファイルは連続しています．

[Chiくdslく］

すべてのファイルは連続レています。

出力装置ガ接続されているかチェックしてください．

〔Print]

プリンタの電源ガONIこなっていません。

出力装置ガ割り当てられていません．

[Print] 

3.一般のエラーメ ッセージ

最初にPRINTコマントごを実行し芝とき、どのデバイスを出力装置として指定するかを尋ねてきます。存

在しないデバイスを設定しようとしたとき、このメッセージガ表示されます。

出力装置を入力してください［PRNJ:

[PRINT〕

PRINTコマンドを最初に実行したときに表示されます。使用可能なデバイスならばどれを指定しても

よく、以後プリンタのデバイスとなります。だんにリターンキーを押すと、デフォルトのPRNガプリンタ

のデバイスとなります。

処理署E続行できません．

[Chiくdsk〕

現在のシステムでCHKDSKを実行するにはメモリガ不定です。 CHKDSKを実行するだめにはメモリ

を鉱張しなければなりません。

時刻jの指定ガ違います．

[MS-DOSJ 

入力した時刻の書式ガ正しくありません。

時~Jを入力してください：

[MS-DOSJ 

MS-DOSガ起動しだとき表示されます。＜hh>:<mm＞フォーマットに従って時刻を入力してくださ

い。時刻を変更しないか、まだはそのままでよい場合、ただ団キーを押してください。

実行できませんでした．

[MS-DOS〕

コマンドを読み込むときにエラーガ発見され定か、言安定はCONFIG.SYSで設定されているFILESコ

マンドのパラメータガ小さい場合に表示されます。パラメータを増やしてMS-DOSを再起動してくださ

し1。
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付録 メッセージ一覧

準備ができれば＜CR）キーを押してください．

CMS DOS〕

FORMATコマンドで、処理万開始される聞に表示されます。何ガキーを押すとフオーマりトガ也事
ります。中広しだい場合は固＋回を押してくださ凶

準備ができたらどれかキーを押してください．

CDiskcooyJ 

ディスクコピーを開始するされる前に表示されます。適切なドライブにディスクを入れ、何かキーを押

すとコピイ開始されます。中正する場合は固＋固を押し吋さ凶

準備ガできたらどれかキーを押してください．

CMS-DOS] 

DISK COPYコマンドで処理ガ開始される前に表示されます。適切なドライフ＊にディスクを入れ、伺か

キーを押すとコピーガ始まります。中止したい場合は匡E十回を押します。

準備ガできたらどれかキーを押してください．

〔MSDOSJ 

コマンドの処理の途中で、他のメッセージと一緒に表示されます。ま芝、パッチフココイル申でPAUSE

コマンドを使用しているときにも表示されます。ふつう、このプロンプトガ表示される前に、適正なドラ

イブヘディスクを挿入するよう要求されます。伺かキーを押すと処理ガ続行されます。

すべてのファイルの印刷lcl:取り消されました．

[Print〕

PRINTコマンドで／Tスイッチを指定して実行した場合に表示されます。

セクタガ見つかりません．〈ドライブx:> ＜書込み中〉
[MS-DOSJ 

デバイスエラーです0 "2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

セクタガ見つかりません．〈ドライブ×：〉〈読込み申〉

〔MS-008]

デバイス工ラーです。、、2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

セグメントを指定してください （16進） ：

[Exe2bin〕

、ノースフフフイjレC.E×E）には、ファイルをロードするセグメントを示す情報ガ含まれています。作成さ

れ芝モジュールガ配置されるセグメントの絶対番地を指定してください。
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そのデバイスからバイナリ型式の読取りはできません．

[MS-DOS] 

3.一般のエラーメッセージ

COPYコマンドを実行申に表示されます。デバイスからコピーしているとき、バイナリモードではコピ

ーできまん。／Bスイッチを取り去るか、 まだld:/Aスイッチを指定しASCIIモードでコピーします。

中止 ＜A＞、もう一度＜R＞、無視〈｜〉？

[MS-DOS〕

コマンドやプログラムの実行中に、ディスク工ラ ま芝はデバイスエラーが生じ疋ときに表示されます。

実行中のコマンドやプログラムを中立する場合は囚キー CAbo「t）を、再試行する場合は困キー

CRetry）を、 無視する場合は回（Ignore）を押して答えます0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージM

を参照してください。

データエラーです．〈ドライブx:> ＜書込ゐ中〉
[MS-DOSJ 

デバイスエラーです。、、2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

データエラーです．〈ドライブx:)＜読込ゐ中〉

〔MS-DOSJ

デバイスエラーです。、、2 デバイス工ラーメッセージ” を参照してください。

ディスクガいっぱいです．

[MS-DOSJ〔Sort]

ディスク容量ガいっぱいです。 指定されたコマンドを行うだめの空きガありません。

デ・ィスク受換はできません．〈ドライブ×：〉〈書込み申〉

[MS-DOSJ 

デバイス工ラ です0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

ディスク奈換はできません．〈ドライブ× ：〉〈読込み中〉

[MS-DOS] 

デバイス工ラーです0 ¥¥ 2 デバイス工ラーメッセージH を参照してください。

ディスクの修復lcl;行われません．

〔Chiくdslく］

ディスクに工ラーが発見されましだ。CHKDSKで修復したい場合は／Fスイッチを指定してください。
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付録 メッセージ一覧

送り側ディスクと受け側ディスフのフォーマットガ違うのでコピーできません．

[OiskcODY] 

フォーマットの違うディスワ！こ対してDISKCOPYコマンドは実行できません。フフフイjしをコピーする

には、 COPYコマンドを使用してください。

ディスクのボリュームラベルを入力してください．

漢字〈全角〉は5文字、英数字〈半角〉は刊文字まで入力できます．：

必要なければ＜CR>キーを押してください。

CFormatJ 

FORMATコマンドで／〉スイッチを指定したときに表示されます。ボリュームラベルを入力してくだ

さい。続、回キーのみを押すとボリュームラベルは叶けられません。

ディスクをドライブx:Iこ差し込み

どれかキーを押してください．

[MS-DOS〕

コピーさま疋はフォーマットのときに表示されます。表示されだドライブにディスクを入れ、何ガキーを

押すと処理を開始します。

ディスクをドライブ（X:) Iこ差し込んでください．

[Format] 

表示されだドライブに、フォーマットずる別のディスクを入れてください。

ディレクトリ中の層住ガ不良です．

〔Chkdslく〕

このメッセージは、γJまだはへ.＂の後に表示され、それらのディレクトリガ不良であることを示しま

す。／Fスイッチを指定しだ場合、このエラーは修正されます。

ディレフトリの指定ガ違います．

〔MS-DOS]

指定しだディレクトリガ存在しないか、ま芝は不良です。入力し芝ディレクトリ名を調べてください。

ディレフトリは作成できません．

[MS-DOS〕

指定しだディレクトリは作成できません。指定しだ名前ガすでにフ戸イル名として使われているか、主主

芝はディスクガいっぱいです。
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3.一般のエラーメ ッセージ

ディレクトリは修復不可能です．

ディレクトリをファイルに変換しますかくY/N)?

〔ChiくdsdJ

回と入力すると誤りのあるディレクトリをファイルlこ変換しますので、そのフ？イルを消去してくだ

さい。

デバイスドライバで指定されているセクタサイズガ大きすぎます．

[MS-DOS] 

CONFIC.SYSによりロードされたデバイスドライバガシステム中のどのドライバよりも大きなセク

タサイズを使用しましだ。このデバイスドライバは、使用できません。

デバイスへの書込ゐ中lこエラーガありました．

[MS-DOS〕

デバイスに送ったデタガ多すぎるので、 MSDOSは指定され疋デバイスにデータを書き込むことが

できません。

デバイス名の指定ガ違います．

[MS-DOSJ 

指定しだデバイスガ正しくありません。使用できるデバイスはCON、NUし、 AU×、 AU×DC名前のみ

予約〉、 AU×k PRNです。

トラックOガ不良です．このディスクは使えません．

[Format] 

FORMATプログラムは、0トラック以外の欠陥セクタは修復できます。このメッセージガ表示された

場合、フォーマットしようとし芝ディスクは使用できません。他のディスクを使用してください。

ドライブ（X:）のディスクのボリュームラベルは〈ボリュームラベル〉

[MS-DOS〕

DIRコマンドを実行しだときに表示されます。表示されだドライブのディスクのボリュームはくフコフィ

ル名〉です。

ドライブx：のディスクのボリュームラベルはありません．
[MS DOS〕

DIRコマンドを実行しだときに表示されます。表示され芝ドライブのディスクには、ボリュームラベル

ガありません。
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付録 メッセージ一覧

ドライブの指定ガ違います．

[ChiくdskJ〔Diskcooy〕〔Format][SysJ 

正確なドライブを指定してください。

ドライブの指定ガ違います．〈ドライブx:)＜読込ゐ中〉

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。、、2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

ドライブの準備ができていません．〈ドライブx:)＜書込み申〉

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。 、、2 デバイス工ラ メッセージH を参照してください。

ドライブの準備ガできていません．〈ドライブ×： 〉〈読込み申〉

[MS DOS〕

デバイスエラーです0 "2 デバイスエラ メッセージH を参照してください。

ネットワークドライブはCHKDSKできません．

[ChkdskJ 

ネットワークドライブ！こ対しては、 CHKDSKを実行できません。

ネットワークドライブはRECOVERできません．

[Recover] 

ネットワークドライフ噌上のフ戸イルに対しては、 RECOVERを実行できません。

ネットワークドライブはフォーマットできません．

[Format] 

ネットワークドライブ！こ対しては、 FORMATを実行できません。

破損チヱインをファイルlこ変換しますか ＜Y/N)? 

[ChiくdskJ

このメッセージに対し回と答えだ場合、／Fガ指定されていればCHKDSKで発売された破損チエイ

ンをファイルに変換します。作成されるフ戸イル名は円しEnnn「叩HIくです。国と答えだ場合、CHK-

OSKはフヨフィルを作らず！こ破損チエインを解放しますので、再割り当てが可能となります（すなわち、フ

リースペースガ増えます〉。
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3.一般のエラーメッセージ

バッチ処理を中立しますか＜Y/N)? 

CMS-DOS〕

パッチフM レを実行申1こ回＋固を押しだ場合に表示されます。中立する場合は回附S)

を、続行する場合は囚 CNo）を押してください。

パッチファイルのあるディスクをドライブに差し込ゐ、どれかキーを押してください．

[MS-DOSJ 

指定し疋パッチフココイルのアイスクガ、指定のドライブにありません。パッチファイルの入っているデ

ィスクを適正なドライブに挿入しなおしてください。

パイプ処理用の中間ファイルを作成できませんでした．

〔MS-DOSJ

パイプ処理では、その処理の完了時に自動的に削除される一時ファイルを使用します。これらのフ戸イ

ルのひとつにエラーガ生じましだ。

パスガ見つかりません．

[Chiくdslく］

指定レ芝パス名は正しくありません。

パスの指定ガ違うか、ディレクトりでないかまたはティレクトリガ空ではありません．

[MS-DOS〕

指定しだディレクトリは表示され芝理由で削除できません。

パスのドライブの指定ガ違います．

[MS-DOS] 

パスで設定されたドライブは存在しません。

パス1<3:定義されていきません．

[MS-DOS] 

パスガ定義されていない場合に表示されます。オプションなしでPATHを入力すると現在設定されてい

るパスガ表示されます。

パスまたはファイル名ガ違います．

[MS-DOSJ〔AttribJ

正しくないパス名ま芝はファイル名を指定しましだ。
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付録 メyセージ一覧

パラメータの数ガ違います．

[MS-DOS〕［AttribJ[Find］〔Join］〔Recover][SubstJ 

コマンドラインで指定し疋オプションガ多すぎるかまだは不足しています。

日付の指定ガ違います．

〔MS-DOS〕

入力しだ日間ガ正しくありません。

日付を入力してください：

[MS-DOS] 

MS-DOS1J起動しだとき表示されます。＜YY>/<mm>/ <dd＞フォーマット1こ従って日叶を入力し

てください。聞を変更しないか、まだはそのままでよい場合、だだ巴］キーを押してください。

ファイルフコロケーションテーブルガ不良で守．

〔MS-DOSJ

ディスクガ不良です。 CHKDSKで確かめてください。

ファイル戸ロケーションテーブルガ不良です．〈ドライブx:)

[MS-DOS〕

ディスクガ不良です。 CHKDSKで確かめてください。

フコフィルガ作れません．

[MS-DOS〕

新しいフコフィルを作成、まだはフコフィルの置き換えを行つ芝ときにエラーが生じました。フコフィルの置

き換えで工ラーとなっ芝場合、そのフ戸イルはリードオンリー〈読み出し専用〉のフコフィルですので、置

き換えはできません。 CHIくOSIくを実行してディスつを調べてください。

ファイルは変換できません．

〔Exe2bin〕

指定されたファイルのフォーマットガ正しくありません。このメッセージは、フコフィルガ実行可能フ戸

イルでないときにも表示されます。

フコフィル名ガ重復しているか、またはファイルガ見っかりません．

[ChkdskJ [MS-DOS〕

RENAMEコマンドで指定し疋フコフィル名は、すでに存在しています。まだは、指定しだフ戸イルガ見

っかりません。
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フォーマットできません．

[Format] 

3.一般のエラーメ ッセージ

このディスクはフォーマットできません。通常このメッセージle!;、フォーマットできない理由ととも！こ

表示されます。

不良クラスタを含みます．フコフィルを切り鎗てましだ．

システムのサイズガ合いません．

[ChkdskJ [Sys] 

車E送先にすでにある10.SYSとMSDOS.SYSの大きさが、新しいシステムフフフィルの!.1)1,＼要とする大

きさと異なっています。

文法ガ違います．

[MS-DOS] [AttribJ [Find] 

入力し芝コマンドガ正しいかどうか調べてください。

プログラムガ大きすぎてメモリに入りません．

[MS-DOS〕

戸プリケ ションを実行するにはメモリガ不足です。 MS-DOSを再起動することにより、現在のシス

テムで作動する戸プリケーションもありますが、再起動してもなおこのメッセージガ表示され芝場合は、

メモリの拡張ガ必要です。

別のディスクをフォーマットしますか（Y/N)9

〔Format]

別のディスクをフォ－~＼~トする場合lま回 CYes）を押し開。終了する場合は囚 CNo）を押レ

ます。間違えて匠〕を押しだ場合、、、どれかのキーを押してくださいMのメッセージガ表示されだとき！こ、

固＋固を押して、 FORMATコマンドを恥します。

ボリュームラベルに使え怠い文字ガあります．

[Format〕

入力レたボljユームラベルガ正しくありません。ボリュームラベルは刊文字まで（漢字は5文字まで〉

で、使用できるキャラクタは限られています。つぎの記号は使用できません。

申？／、，：：＋＝〈〉［］

無効なコマンドです。〈ドライブ×：〉〈読込み中〉

〔MSDOSJ 

デバイス工ラーです0 "2 デバイスエラーメッセージM を参照してください。
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付録 メッセージ一覧

メモリガ足りません．

〔--Join][Share] [Subst〕

コマンドを実行するだめのメモリガ十分でありません。

メモリのアロケーショジ工ラーです．

COMMAND. COMをロードできません。

〔MS-DOS〕

MS-DOSのパックアップコピーから新しいディスクを作成し直し、 MS-DOSを再起動してくださ

l, ¥o 

要求形式が違います．〈ドライブ×：〉〈読込み中〉

[MS-DOS〕

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージw を参照してください。

用紙がありません．〈デバイス（デバイス名）〉〈書込み申〉

[MS-DOSJ 

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイスエラーメッセージH を参照してください。

読取りができません．〈ドライブx:> ＜読込み中〉
[MS-DOS〕

デバイスエラーです。、2 デバイスエラーメッセージH を参照してく止ささい。

よろしいですかくY/N)?

[MS-OOSJ 

DELコマンドで、削除するフョフィル名に＊．キ（カレンシディレクトリ中のすべてのフコフィル〉、ま疋は

ディレクトリを指定しだ場合｜こ表示されます。回 CYes）または囚（NO）を押して答えます。

ラベルガ見つかりません．

[MS DOS] 

JIッチフコフィル中のGOTOコマンドで、指定しだラベルガ存在しませんG

ルートディレクトリガいっぱいです．

不必要なファイルを消去し、もう一度CHKDSKしてください．

[Chkdsk〕

CHKDSIくは失われだファイルをルートディレクトリ土に修復しぎす。この場合、ルートディレクトリ

ガいっぱいなのでエラーガ表示されまし疋。ルートディレクトリ中のいくつかのフ戸イルを削除し、失わ

れ芝フ戸イルを作成するだめの領域を確保してください。
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) レートディレクトリの処理ができません．

処理を続行できません．

[ChkdskJ 

3.一般のエラーメッセージ

CHKOSKは、ディレクトリの階層構造を処理していて、ルートディレクトリへもどれなくなりましだ。

CHIくOSKはルートへもどる途中lこ残っているサフ市ディレクトリの横査をすることができません。

ロック違反です．〈書込み申〉〈ドライブx:)

[MS-DOS] 

デバイスエラーです0 ¥¥ 2 デバイス工ラーメッセージH を参照してください。

ロック違反です．〈読込み中〉〈ドライブx:>

[MS-DOS] 

デバイスエラーです。、2 デバイス工ラーメッセージ”を参照してください。

ドライブまたはファイル名の指定ガ遣います．

CEDLINJ [Recover] 

指定しだドライブまたはフ戸イル名ガ不良です。

パラメータの指定ガ違います．

[EDLIN］〔Assign〕［Chkdslく〕［Find][Format] [Print] [Share] 

指定しだオプションガ正しくありません。

ファイルガ見っかりません．

[EDしINJ〔Find〕〔MS-DOS〕［Recover〕

指定し疋ファイルガ見っかりません。指定され芝ディレクトリ内にフ戸イルガ存在しているかどうか、

またはフコフィル名ガ正確かどうか調べてください。

メモリガ不良です．

〔EDLIN〕［Chiくdslく〕〔E×e2bin〕［Sor]

指定されだコマンドを実行するための十分なメモリガありせん。

BAIくファイルは編集できません．ファイル名を変えてください．

[EDLIN〕

EDしINでパック戸ツプフココイルを指定しました。フョフィル名を変更するか、まだは.BAKフコフィルlこ別

の拡張子を指定してコピーしてから、 EDLINを実行してください。
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付録 メッセージ一覧

入力工ラー

〔EDLIN〕

入力された最後のコマンドの書式に誤りガあります。正しい文法に従って入力しなおしてく定さい。

ファイル名を指定してください．

〔EDしINJ

フ戸イルを指定せず！こEDLINを起動しましだ。

ファイルを終りまで読込みまし定．

[EDLIN〕

フ戸イルをすべてメモリに読み込みましだ。フコフィルの全部を読み込めなかっ芝場合は、そのファイル

の最後の部分ガメモリ上に入っています。

ファイルを読み込むためのメモリガ足りません．

[EDLIN] 

Transferコマンドを実行しようとしまし疋ガ、メモリに余裕がありません。編集中のフココイルの一部

をディスクに書き出すか、まだは削除して空きメモリを増やしてください。

編集を申立しますか＜Y/N>? 

[EDLIN〕

EDLINを実行中、 QCQuit）コマンドを選択したときに表示されます。 Qコマンドは行った編集作業を

すべて無効にし、 EDLINを終了レ問。図 CYes）詑は囚 CNo）を押して答えます。

見つかりません．

[EDLIN] 

Searchコマンドま疋はReplaceコマンドで指定しだ文字列は、これ以上見つかりません。
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新しいファイルです．

[EDLIN] 

3.一般のエラーメ ッセージ

EDLINで指定したフ戸イルガ見つからない場合に表示されます。新しいフコフィルを作成する場合この

メッセージは無視してください。そうでないときにこのメッセージガ表示された場合、編集しようとし芝

フココイル名を確かめてください。

一行ガ畏すぎます．

[EDLIN] 

REPLACEコマンドで置き換えようとし疋文字列ガ253文字を越えています。 2つに分割して

REPLACEコマン卜ごを行ってください。

オープンされているファイルガ多すぎます．

[EDLIN〕

FILESコマンドで設定されている値ガ少ない定め、フ戸イルハンドルガ足りなくなり、.BAKフョコイル

ガ作成できません。

このファイルは続出ししかできません．

〔EDしINJ

指定し定フココイルld:READ-ONLYIこ設定されているため、書き換えることはできません。

転送先の行番号を指定しなければなりません．

[EDLIN] 

行のコピーやインサートを行うときは、転送先の行番号を指定しなくてはなりません。

ディスクガいっぱいです．書込みが完了しませんでした．

[EDLIN] 

EDLINでEndコマンμを実行しだ際lこ、ディスクにフココイル全俸を収納する十分なスペースガありま

せんでした。 EDしINはEndコマンドを中止し、 MS-DOSのCOMMANDレベル！こ戻ります。フコフィル

の一部はディスクに書込まれていますガ、この工ラーが生じだ後はこのフコフィルは正しくありませんので、

これはすべて消去し、パックフ戸イルをリネームして編集作業を再び行わなければなりません。

ディレクトリガいっぱいです．

[EDしIN〕

フ戸イルをセーブしようとしましだガ、ルートディレクトリガいっぱいです。サブディレクトリにはこ

のような数の制限ガあませんので、フフコイルをサブディレクトリにセーブするとよいでしょう。
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